
図面、本特記仕様書、標準仕様書に記載のない事項は次の基準による。

・建築物解体工事共通仕様書（平成24年版） 国土交通省大臣官房官庁営繕部

・

本設計図書における「標準詳細図」とは、次の基準を指す。

その他

印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

（2）特記事項は、 印の付いたものを適用する。

（1）項目は、番号に 印の付いたものを適用する。

化学物質の濃度測定

植栽工事

内装工事

塗装工事

・ボード仕上げ工事作業 ・壁装作業

・プラスチック系床仕上げ工事作業 ・カーペット系床仕上げ作業

・造園工事作業

・建築塗装作業

建具工事

屋根及びとい工事

タイル工事

金属工事

左官工事

木工事

鉄筋工事

コンクリート工事

鉄骨工事

防水工事

石工事

・鉄筋組立て作業

・型枠工事作業 ・コンクリート圧送工事作業

・コンクリートブロック工事作業

・石張り作業

・大工工事作業

・タイル張り作業

・左官作業

・構造物鉄工作業 ・とび作業

カーテンウォール工事

適用工事種類

・アクリルゴム系塗膜防水工事作業

・アスファルト防水工事作業 ・ウレタンゴム系塗膜防水工事作業

技能検定作業

コンクリートブロック

・ビル用サッシ施工作業 ・ガラス工事作業

・金属製カーテンウォール工事作業 ・ビル用サッシ施工作業

舗装工事 ・溶融ペイントハンドマーカー工事作業

排水工事 ・建築配管作業

・ガラス工事作業

・自動ドア施工作業

・塩化ビニル系シート防水工事作業 ・セメント系防水工事作業

・シーリング防水工事作業

・FRP防水工事作業

・エーエルシーパネル工事作業

・押出成形セメント板工事

仮設工事 ・とび作業

・ALCパネル

・加熱ペイントマシンマーカー工事作業

・改質アスファルトシートトーチ工法防水工事作業

・合成ゴム系シート防水工事作業

（２）測定対象室及び測定箇所は仕上げ表による。

（３）測定は、バッシブ型採取機器により行う。

（４）測定方法及び測定結果の報告は、現場説明書による。

度を測定し、測定結果を監督員に報告する。

完成時の提出図書

完成写真

・

※2 ・ ※100×125以上・カラー ※キャビネ版

※2 ・外部（ ）内部（ ）

※2 ・外部（ ）内部（ ）・カラー四切木製パネル

・電子データ ※500万画素以上

分類・規格 撮影箇所数 提出部数 原板の大きさ（mm）

※2 ・外部（ ）内部（ ）・カラー半切木製パネル

※5 ・外観正面 （※1 ・ ）

・

工事完成時に次の写真を撮影し、監督職員に提出する。

電子データは、RGB(フルカラー)、JPEG形 高画像とし、CD-Rにて提出する。

・建築写真の撮影実績があるもので、監督職員が承諾する撮影業者

・任意

※完成図書 提出部数 ※（A3版 原図及び複写図(2部)） ・ 部

ＣＡＤデータ ※提出する ・提出しない

※保全に関する資料 提出部数 ※2部 ・ 部

技能士

（１）屋内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレンの濃

章 項 目 特 記 事 項

3．工事種目

2．敷地面積

1．工事場所

※「3．工事種目」すべてを工事範囲とする。

工事範囲すべて

11

8

13

17

20

Ⅰ 工事概要

工事設計図

3

2

4

5

6

7

9

10

12

14

15

16

18

19 内装工事

塗装工事

建具工事

左官工事

金属工事

木工事

石工事

防水工事

鉄骨工事

コンクリート工事

鉄筋工事

地業工事

仮設工事

土工事

ユニット及びその他の工事

カーテンウォール工事

屋根及びとい工事

コンクリートブロック・ALCパネル

タイル工事

・押出成形セメント板工事

すべて今回工事範囲とする。

・「3．工事種目」のうち の工事範囲は下記表のとおりとする。ただし、その他の工事種目は

1

一
般
共
通
事
項

ンの別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における2の(2)手すり据

置き方式又は(3)手すり先行専用足場方式により行う。

監督職員事務所

埋戻し及び盛土3

土
工
事

適用基準等

2．電気設備工事及び機械設備工事を本工事に含む場合は、電気設備工事及び機械設備工事はそれぞれの特記仕様書を適用

する。なお、電気設備工事の特記仕様書は（ ／ ）図、機械設備工事の特記仕様書は（ ／ ）図による。

(1.5.2)

(1.5.9)

(1.7.1～3)(表1.7.1)

(2.3.1)

4．工事範囲

特 記 仕 様 書

Ⅱ 建築工事仕様

1．標準仕様

図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制度の「公共建築工事標準仕様書（建

3．特記仕様書の表記

（3）特記事項に記載の（ ． ． ）内表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

・鋼製下地工事作業 ・内外装板金作業

・内外装板金作業 ・スレート工事作業

取合い

他工事又は他工種との

設計ＧＬ

工事区分表による。これにより難い場合は監督職員と協議する。

※図示 ・（ ）

(2.2.4)足場その他2

仮
設
工
事

・「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガイドライ

※設ける ・設けない

規模及び仕上げの程度は現場説明書による。

工事用水 構内既存の施設 ※利用できない ・利用できる（※有償 ・無償）

工事用電力 構内既存の施設 ※利用できない ・利用できる（※有償 ・無償）

埋戻し及び盛土の種別

・Ｂ種 適用場所（ ）

・Ｃ種 適用場所（ ）土質( ) 受渡場所（ ）

(3.2.5)

(3.3.3)

・Ａ種 適用場所（ ）

・構内指定場所に堆積 ・構内指定場所に敷均し

存置範囲（※図示 ・ ）

建設発生土の処理

山留めの存置

(3.2.3)

印と 印の付いた場合は、共に適用する。

平成 年 月（全 枚）

土工事

地業工事

鉄筋工事

コンクリート工事

鉄骨工事

仮設工事

1

9

10

11

12

13

14

2

1

1

3

4

2

3

基礎

（4） 印は「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」に基づく「環境物品等の調達の推進に関する基本方針」

に定める判断の基準を満たす物品を示す。

・建築工事標準詳細図（平成28年版） 国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課

電気保安技術者 (1.3.3)

※適用する

下記以外は現場説明書による。

・工事用車両の駐車場所 ※図示 ・

・資機材置場 ※図示 ・

・建設発生土仮置場 ※図示 ・

・ ※図示 ・

発生材の処理等

環境への配慮

性能を有するものとする。

（２）備考欄に商品名が記載された材料は、当該商品又は同等品を使用するものとし、同等品

を使用する場合は監督職員の承諾を受ける。

（３）標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の指定する工

法とする。

（４）本工事に使用する材料のうち、（５）に指定する材料の製造業者等は、次の①から⑥の

①品質及び性能に関する試験データを整備していること。

②生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。

③安定的な供給が可能であること。

④法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。

⑤製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

⑥販売、保守等の営業体制を整えていること。

（５）製造業者等に関する資料の提出を求める材料

断熱材、塗料、仕上塗材は、アセドアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散

が極めて少ない材料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分

に応じた材料を使用する。

使用する。

③ 接着剤は、可塑性（フタル酸ジ－ｎ－プチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシル等

を含有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。

④ ①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホルムアルデ

ヒド、アセドアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を

使用したものとする。

（２）設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分において、「規制対象外」と

は次の①又は②に該当する材料を指し、同区分「第三種」とは次の③又は④に該当する

材料を指す。

①建築基準法施行令第20条の７第１項に定める第一種、第二種及び第三種ホルムアルデ

ヒド発散建築材料以外の材料

②建築基準法施行令第20条の７第４項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

③建築基準法施行令第20条の７第１項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料

（１）建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると共

クルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、

① 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティ

に、次の①から④を満たすものとする。

② 接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を

④建築基準法施行令第20条の７第３項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

（１）本工事に使用する材料は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき品質及び

材料の品質等

施工条件 (1.3.5)

(1.4.1)

(1.4.2)

※現場説明書による ・構外搬出適切処理 ・

事項を満たすものとし、その証明となる資料（外部機関[（一社）公共建築協会が発行

する「建築材料・設備機材等品質評価事業」]の評価書の写し等）を監督職員に提出し

て承諾を受ける。ただし、あらかじめ監督職員の承諾を受けた場合はこの限りでない。

床型枠用鋼製デッキプレート、鉄骨柱下無収縮モルタル、無収縮グラウト材、押出し成

形セメント板、成形伸縮目地材、乾式保護材、陶磁器質タイル、既調合モルタル、既調

合目地材、ルーフドレン、吸水調整材、アルミニウム製建具、樹脂製建具、鋼製建具、

鋼製軽量建具、ステンレス製建具、錠前類、クローザ類、自動扉機構、自閉式上吊り引

ライト、エポキシ樹脂、タイル部分張替え用接着剤、ポリマーセメントモルタル、

戸機構、重量シャッター、軽量シャッター、オーバーヘッドドア、ガラス、防水剤、現

場発泡断熱材、フリーアクセスフロア、可動間仕切、移動間仕切、トイレブース、煙突

用成形ライニング材、天井点検口、床点検口、グレーチング、屋上緑化システム、トップ

4

7

6

5

8

・営繕工事写真撮影要領（平成28年版）・同解説工事写真の撮り方 建築編

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

・営繕工事写真撮影要領（平成28年版）工事写真撮影ガイドブック

建築工事編（事業工事）及び解体工事編 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

※適用する

工事実績情報の登録

適用区分

(1.1.4)

・風圧力

・積雪荷重

風速（Vo= m/s）

地表面粗度区分（・Ⅰ ・Ⅱ ・Ⅲ ・Ⅳ ）

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。

2

3

建設省告示第1455号における区域 別表（ ）15

32

(1.3.11)

外部（ ）内部（ ）4 12

4 12

・Ｄ種 適用場所（ ）

・構外搬出適切処理

防水工事

石工事

タイル工事

木工事

屋根及びとい工事

金属工事

左官工事

建具工事

塗装工事

内装工事

ユニット及びその他の工事

排水工事

築工事編）」（以下「標準仕様書」という。）による。

埼玉県深谷市小前田地内

令和４年度 荒川中部農業水利事業

花園揚水機場改修その２工事

・杭基礎支持地盤4

地
業
工
事

1

支持地盤の位置及び種類（基礎ぐいの先端位置含む）

・図示による（ ） ・

・直接基礎

支持地盤の位置及び種類（基礎底部の位置含む）

位置等 ・図示による（ ） ・

・図示による（ ） ・

(3.2.1)試験掘り（根切り底の状態の確認等）

・行わない

・行う

(4.3.4,5)(4.5,5)

・

杭継手工法 (4.3.2)(4.3.6)(7.2.5)

・無溶接継手（継手部に接続金具を用いた方式のもの）

杭頭の処理

・アーク溶接継手

工法

検査

施工

溶接材料

・図示による（ ）

(4.3.7)

(4.3.7)

・

・処理しない

・処理する

杭頭の中詰め材料

処理方法（切断に伴う補強方法含む）

・図示による（ ） ・

試験杭

試験杭の位置

・図示による（ ） ・

・特定埋込杭工法 (4.2.2)(4.3.5)

杭の精度

・水平方向の位置ずれ

(4.3.5)

・H13国土交通省告示第1113号第6による地盤の許容支持力式でα=250を採用できる工法

工法

・プレボーリング拡大根固め工法

・中掘り拡大根固め工法

α=（ ）、β=（ ）、γ=（ ）

・H13国土交通省告示第1113号第6による地盤の許容支持力式の内α、β、γが以下の値を

採用できる工法

・

・

杭の支持地盤への根入れ深さ

（4.2.2)（4.3.4)

アースオーガーの支持地盤への掘削深さ

杭の精度

・水平方向の位置ずれ

・セメントミルク工法

試験杭の位置

試験杭

・図示による（ ） ・

・

・

・

施工方法

プレボーリングの併用

・行わない

・行う

・打込み工法 （・油圧ハンマー ・ディーゼルハンマー ・ ）

杭先端部形状

・開放形 ・半開放形 ・閉そく形 ・

(4.3.2)

(4.2.2)(4.3.3)

杭の精度

試験杭

打込杭の推定支持力の算定方法

試験杭の位置

掘削深さ及び径

・図示による（ ） ・

・図示による（ ） ・

・図示による（ ） ・

・

水平方向の位置ずれ

(4.3.3～5)

2

寸法、継手、性能等（種別：種類、性能及び曲げ強度区分）

本 杭

試験杭

上杭

中杭

下杭

上杭

中杭

下杭

コンクリート

強度(N/mm )

杭径

(mm) (mm)

杭長

(mm)

厚さ

ト数

セッ 長期設計支持力

(kN/本)
種類 備考

継
手
数

（4.2.2)（4.3.2)（4.3.3)

種類

地業

既製コンクリート杭 (4.3.2)

・外殻鋼管付きコンクリート杭（SC杭）

・プレストレスト鉄筋コンクリート杭（PRC杭）

・遠心力高強度プレストレストコンクリート杭（PHC杭）

SC杭の鋼管材料 ・SKK400 ・SKK490 ・

2

・地盤の載荷試験

試験の位置、方法等

・図示による（ ） ・

(4.2.4)

杭の載荷試験

試験の位置、方法等

・図示による（ ） ・

（4.2.3)

※審査（評定等）を受けた工法 ・

※審査（評定等）により定められた項目 ・

※審査（評定等）された施工管理基準による ・

939.35㎡

工事名

図面名

年月日

尺 度 図面番号

会社名

令和４年度 荒川中部農業水利事業
花園揚水機場改修その２工事

関東農政局 荒川中部農業水利事業所事業所名

建築工事特記仕様書（その1）

A-1－

・

・
・

※

Ｇ

・標準仕様書7.2.5(a)(b)による



4 3

杭の精度

・水平方向の位置ずれ

・杭径の1/4かつ100mm以下 ・

本 杭

試験杭

上杭

中杭

下杭

上杭

中杭

下杭

種類
杭径

(mm) (mm)

杭長

(mm)

板厚

（4.4.2)

（4.2.2)（4.4.2)

種類の記号

ト数

セッ 長期設計支持力

(kN/本)
備考継手数

(4.4.4)

・SKK400 ・SKK490 ・

寸法、継手等

鋼杭地業

(4.5.3）

(4.5.3）

鉄筋かごの補強

・杭径1.5ｍ以下の場合は鋼板6×50(mm)，1.5ｍを超える場合は鋼板9×50～75(mm)の補強リン

グを３ｍ以下の間隔で，かつ，１節につき３箇所以上入れ，リングと主筋との接触部を溶接

する。溶接長さは，補強材の幅とする。

鉄筋の 小かぶり厚さ

mm

鉄筋の重ね継手長さ、主筋の基礎底盤への定着長さ

セメントの種類

コンクリートの種別

構造体強度補正値

・3N/mm

・図示による（ ）

・審査（評定又は大臣認定）された内容による

・高炉セメントB種 ・

・

(4.5.3～4.5.5)

・図示による（ ） ・

・図示による（ ） ・

2

Ｇ

(4.5.3)

(4.5.3)

(4.5.3)

(4.5.3)

地
業
工
事
〈
続
き
〉

・

施工方法

プレボーリングの併用

・行わない

・行う

掘削深さ及び径

・図示による（ ） ・

（4.4.1)

（4.2.2)(4.4.3)・打込み工法 （・油圧ハンマー ・ディーゼルハンマー ・ ）

先端部の補強

先端部の補強（補強バンド等）及びその他付属品の材質

・開放形 ・半開放形 ・閉そく形 ・

（4.4.2)

（4.4.2)

・標準仕様書 図4.4.1、表4.4.2による ・

杭先端部形状

試験杭

打込杭推定支持力の算定

・平13国交告第1113号第6による地盤の許容支持力式でα=250を採用できる工法

・平13国交告第1113号第6による地盤の許容支持力式の内α、β、γが下記の値を採用

工法

・中掘り拡大根固め工法

・

α=（ ）、β=（ ）、γ=（ ）

できる工法

・特定埋込杭工法

試験杭の位置

・図示による（ ） ・

杭の精度

・図示による（ ） ・

・杭径の1/4かつ100mm以下 ・

・水平方向の位置ずれ

試験杭

試験杭の位置

・図示による（ ） ・

・

(4.4.3)

形状

・JIS A 5525による ・

溶接材料

・標仕 7.2.5(a)(b)による

・図示による（ ）

・

工法

・無溶接継手（継手部に接続金具を用いた方式のもの）

・溶接継手

杭の現場継手 (4.4.5)

(4.4.2)

※審査（評定又は大臣認定）を受けた工法

検査

※審査（評定又は大臣認定）により定められた項目

施工

※審査（評定又は大臣認定）された施工管理基準による

杭頭の処理

・処理しない

・処理する

杭頭の中詰め材料

処理方法（切断にともなう補強方法含む）

・図示による（ ） ・

(4.3.7)(4.4.6)

・

4 場所打ち

コンクリート杭地業

掘削工法

・リバース工法

・オールケーシング工法（孔内の水張り ・行う ・行わない）

併用する工法

・場所打ち鋼管コンクリート杭工法

・拡底杭工法（安定液 ・使用する ・使用しない）

鉄筋の種類

本 杭

軸径

試験杭

備 考ｾｯﾄ数
長期設計支持力

(mm) (kN/本)

拡底径

(mm)

杭長

(4.5.1)(4.5.4)

(4.5.1)(4.5.5)

(4.5.3)

(mm)

寸法等 （4.2.2)

種類の記号

・SD295A

・SD345

・

帯筋 (4.5.3)

・図示による（ ）

備 考呼び径（mm）

・アースドリル工法（安定液 ※使用する ・使用しない）

コンクリートの設計基準強度（Fc）

(4.5.4)(4.5.5)

試験杭

試験杭の位置

・図示による（ ） ・

孔壁測定

測定箇所

杭の精度

水平方向の位置ずれ

・試験杭（ ）箇所及び本杭（ ）箇所 ・

（4.2.2)(4.5.4)(4.5.5)

(4.5.4)(4.5.5)

・

砂利地業

捨コンクリート地業

床下防湿層

(4.6.4)(6.14.1)

・再生クラッシャラン ・切込砂利及び切込砕石

砂利厚さ

適用箇所

・基礎梁下、土間コンクリート下、土に接するスラブ下

・図示による（ ） ・

材料

※60mm ・

捨コンクリートの厚さ

施工範囲

・基礎梁下、土に接するスラブ下

設計基準強度

・図示による（ ） ・

スランプ

※50mm ・

※15cm又は18cm ・

材料

施工範囲

(4.6.4)(6.14.1)

(4.6.4)(6.14.1)

※18N/mm ・

Ｇ

2

(4.6.2)

(4.6.3)

(4.6.4)

(4.6.2)

(4.6.5)

6

5

7

・ポリエチレンフィルム厚さ0.15mm以上 ・

・図示

・建物内の土間スラブ及び土間コンクリート下

Ｇ

目地寸法

間隔、位置、形状

・図示による（ ）

(6.6.3)(6.8.2)(9.7.3)ひび割れ誘発目地

打継目地

コンクリートの仕上り

・標準仕様書9.7.3による ・

13

14

Ｇ

(6.2.5)(6.8.3)合板せき板を用いるコンクリートの打放し仕上げ

・A種

種 別 適用箇所

・C種

・B種

外部打放し仕上面

内部打放し仕上面

(6.8.3)型枠

(6.8.2)打増し厚さ

（打放し仕上げ部）

せき板の材料及び厚さ

打放し仕上げの打増し厚さ（内部に面する部分に限る）

15

16

・合板（※12mm ・ ）

・断熱材の兼用した型枠材の使用

MCR工法用シート

打増し厚さ

打増し範囲

・図示による（ ） ・

スリーブの材種

※標準仕様書6.8.3(i)(2)(ⅰ)から(ⅳ)による ・

(6.8.3)

(6.8.3)

・20mm ・

(6.8.2)

・A種 ・B種

打放し仕上げの打増し厚さ（外部に面する部分に限る）

・

・

20mm

10mm

5
鉄筋

溶接金網

鉄筋の継手

鉄筋の種類

・溶接金網

種 類

形状等

・鉄筋格子

継手方法等

種類の記号

柱、梁の主筋

耐力壁の鉄筋

その他の鉄筋

（ ）

部位 継手方法

網目の形状、寸法、鉄線の径(mm)種類の記号

呼び径(mm) 備 考

使用部位

呼び径(mm)

鉄
筋
工
事

・重ね継手 ・

・重ね継手 ・

1

2

3

19 以上

耐力壁の重ね継手の長さ

・図示による（構造関係共通図（配筋標準図）3.1(a)(2)）

・図示による（構造関係共通図（配筋標準図）3.1(a)(3)）

継手位置図

・図示による（構造関係共通図（配筋標準図）5.1, 6.1, 7.1, 7.3, 8.1）

4 鉄筋の定着の長さ 鉄筋の定着の長さ

・図示による（構造関係共通図（配筋標準図）3.1(b)）

・ガス圧接 ・機械式継手 ・溶接継手

(5.3.4)(5.5.2)(5.5.3)

及び間隔

(溶接金網含む)

鉄筋のかぶり厚さ (5.3.5)小かぶり厚さ5

(5.2.1)

(5.2.2)

(5.3.4)

(5.3.4)

(5.3.4)

柱及び梁の主筋にD29以上の使用の有無

・無し

・有り 適用箇所（ ）

主筋のかぶり厚さを径の1.5倍以上確保する

軽量コンクリートで土に接する部分

・無し

・有り 適用箇所（ ）

・ 小かぶり厚さに加える厚さ （ ）mm

・

耐久性上不利な部分（塩害等を受けるおそれのある部分等）

・無し

・有り 適用箇所（ ）

・ 小かぶり厚さに加える厚さ （ ）mm

・

鉄筋相互のあき（機械式継手及び溶接継手を除く）

・図示による（構造関係共通図（配筋標準図）4.1）

(5.3.5)

機械式継手 使用箇所6

H12建告第1463号に適合する性能 (5.5.2)

・図示による（ ） ・

機械式継手の種類及び工法 （ ） (5.5.2)

鉄筋相互のあき

・図示による（構造関係共通図（配筋標準図）4.1）

品質の確認方法

(5.3.5)

(5.5.2)

・図示による（ ）

不良となった継手の修正方法等 (5.5.2)

・図示による（ ）

溶接継手

鉄筋相互のあき

使用箇所

H12建告第1463号に適合する性能

・A級 ・

・図示による（構造関係共通図（配筋標準図）4.1）

・図示による（ ）

継手の工法

不良となった継手の修正方法等

・図示による（ ）

品質の確認方法

・図示による（ ）

(5.3.5)

(5.5.3)

(5.5.3)

(5.5.3)

(5.5.3)

・図示による（ ） ・

7

各部配筋 各部配筋

・図示による（構造関係共通図（配筋標準図））

(5.3.7)8

抜取試験

※超音波探傷試験

・引張試験

圧接完了後の試験9 (5.4.9

6

コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事

コンクリートの

種類及び強度

・普通コンクリート

適用箇所スランプ設計基準強度（N/mm ）

・

2気乾単位容積質量による

1

・軽量コンクリート

適用箇所スランプ設計基準強度（N/mm ）

・

・

2

コンクリートの類別 類別

※Ⅰ類（JIS A 5308への適合を認証されたコンクリート）

・Ⅱ類（JIS A 5308に適合したコンクリート）

(6.2.1)2

骨材

混和材料

アルカリシリカ反応性による区分

※A ・B

・混和剤

混和剤の種類

※標準仕様書6.3.1(d)(ⅰ)による ・

※標準仕様書6.3.1(d)(ⅱ)による ・

・混和材

混和材の種類

(6.3.1)

(6.3.1)

(6.3.1)

・高炉セメントB種 使用部位（ ）

4

5

セメント 種類 (6.3.1)3

※普通ポルトランドセメント又は混合セメントのＡ種 使用部位（ ）

気乾単位容積質量 ・普通コンクリート

・軽量コンクリート

(6.2.3)

(6.10.1)

・2.3t/m 程度 ・
3

6

Ｇ

・フライアッシュセメントB種 使用部位（ ）Ｇ

(6.2.1～4)

(6.2.1～3)(6.10.1,2)

軽量コンクリート 種類

・1種 ・2種

適用箇所

・図示による（ ） ・

(6.10.1)

寒中コンクリート 適用期間

・図示による（ ） ・

・積算温度を基に定める場合

(6.11.1)

・図示による（ ） ・

暑中コンクリート

・フライアッシュセメントB種

・普通ポルトランドセメントに標準仕様書6.13.2(b)(2)の混和材を混合したもの

・

(6.13.2)

混和材料

・混和剤

混和剤の種類

※JIS A 6204に適合するAE減水剤または高性能AE減水剤

マスコンクリート

(6.13.2)スランプ

適用箇所

・図示による（ ） ・

(6.2.1)(6.13.1)

※6N/mm ・

(6.12.2)

(6.13.2)

※15cm ・

2

設計基準強度

※18（N/mm ）

スランプ

※15cm 又は 18cm ・

(6.14.1)

(6.14.1)

2

7

8

9

10

11

適用箇所 (6.2.1)(6.14.1)

※標準仕様書6.14.1(e)による箇所

・図示による（ ）

流動化コンクリート (6.2.1)(6.15.1)12

・中庸熱ポルトランドセメント

セメントの種類

・高炉セメントB種

・低熱ポルトランドセメント

セメントの種類

・普通ポルトランドセメント又は混合セメントのＡ種

・高炉セメントB種 Ｇ

Ｇ・フライアッシュセメントB種

構造体強度補正値(S)

・図示による（ ）

適用箇所

・ SD345

・ SD390

・ KSS785

・ SD295A D-10～16

D-19～25

D-29

S-13

・図示による（構造設計標準仕様）

・18 15

18 基礎構造、上部構造

捨てコンクリート、土間コンクリート

無筋コンクリート

（別途工事）

工事名

図面名

年月日

尺 度 図面番号

会社名

令和４年度 荒川中部農業水利事業
花園揚水機場改修その２工事

関東農政局 荒川中部農業水利事業所事業所名

建築工事特記仕様書（その2）

A-2－

・21



塗料の種別

屋外

・

・鉄鋼面の錆止め塗料

屋内

・亜鉛めっき鋼面の錆止め塗料

・

錆止め塗装 (7.8.3)18

・

※標準仕様書 表18.3.1 A種

・標準仕様書 表18.3.1 （ ）種

・標準仕様書 表18.3.2 A種

耐火被覆材の接着する面への塗装

鉄骨鉄筋コンクリート造の鋼製スリーブの内面（鉄骨に溶接されたものに限る） (7.8.3)

(7.8.3)

※標準仕様書 表18.3.1 A種

適用箇所

・図示による（ ） ・

塗料の種別

・

・塗装を行う

・標準仕様書 表18.3.1 （ ）種

・標準仕様書 表18.3.2 （ ）種

・耐火材吹付け

種 類 適用箇所（部位・部分）

種類

材料・工法

・耐火板張り

・耐火材巻付け

・乾式吹付けロックウール

・半乾式吹付けロックウール

・湿式ロックウール

・ラス張りモルタル塗り

・

・繊維混入けい酸カルシウム板

・高断熱ロックウール

・

・

・

・30分耐火

性 能 適用箇所（部位・部分）

性能

・1時間耐火

・2時間耐火

・3時間耐火

材料及び工法は、建築基準法に基づき定められたもの又は認定を受けたものとする

耐火被覆

(7.9.2～7.9.7)

19 (7.9.2～7)

8

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
・
Ａ
Ｌ
Ｃ
パ
ネ
ル
・
押
出
成
形
セ
メ
ン
ト
板
工
事

ブロック造

補強コンクリート ブロックの種類

ﾓﾃﾞｭｰﾙ呼び

長さ 高さ

正味厚さ 化粧の 適用箇所 備考寸法(mm)
有無（mm）

・無 ・有

・無 ・有

・無 ・有

・型枠状ブロック-20

※空洞ブロック-16

圧縮強さによる区分

・

断面形状及び

1

コンクリートブロック

帳壁及び塀

ブロックの種類

ﾓﾃﾞｭｰﾙ呼び

長さ 高さ
（mm）

正味厚さ 化粧の (表8.3.1)以外 備考
の適用箇所

寸法(mm)
有無圧縮強さによる区分

※空洞ブロック-08

・型枠状ブロック-16

・無 ・有

・無 ・有

・無 ・有

断面形状及び

2

各部の配筋 ※図示 ・

（8.2.2,5）

（8.3.2,3）

パネルの 単位荷重

・A種 ・B種

・C種 ・D種

F種

厚さ 長さ 耐火性能

・100
・

・100
・

・100
・

・100
・

平

・平

・平
・意匠

各部の配筋 ※図示 ・

ＡＬＣパネル
（8.4.2～5）

（N/m ）
2

（mm） （mm）種類

・E種・意匠

有（１）時間

有（0.5）時間

有（ ）時間

・有（１）時間
・無

表面加工 構法の種別

パネル

3

透水性 ・普通 ・防水

透水性 ・普通 ・防水

・外壁用パネル

・間仕切壁用

・屋根用パネル

・床用パネル

外壁パネルの構法

・適用しない

※適用する（建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1 ・1.15 ・1.3）倍の風圧力に対

応した工法）

建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法

伸縮目地への耐火目地材の充填 ・適用する ・適用しない

目地幅(mm) ・20 ・

外壁パネルの出隅及び入隅のパネル接合部、並びにパネルと他部材との取合い部の目地幅

パネル幅の 小限度(㎜)

※300 ・300未満は図示（ ）

（ECP）

押出成形セメント板

・Ｔ

・Ｆ

・Ｄ ・50 ・60

・50 ・60 ・

60

・Ｂ種

・Ｃ種

（8.5.2～5）

・Ｆ

・Ｄ

・Ｔ

・50 ・60 ・

60

・50 ・60 600
・Ａ種

・Ｂ種

幅（mm）厚さ（mm） 工法の種別表面 備考
形状

・間仕切壁
パネル

・外壁
パネル

パネルの
種類

4

※適用する（建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1 ・1.15 ・1.3）倍の風圧力に対

建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法

外壁パネルの工法

パネルの相互の目地幅(mm) ・図示 ・

応した工法）

・適用しない

目地幅(mm) ※15 ・

出隅及び入隅のパネル接合目地は伸縮調整目地としシーリング材を充填する

原則として欠き込みは行わない。やむを得ず行う場合の開口の限度

・図示（ ） ・

（9.2.2～5）（表9.2.3～9）屋根保護防水アスファルト防水9

防
水
工
事

1

防水層の種別

種別 立上り部の保護断熱材 絶縁用シート施工箇所 Ｇ

・Ａ－１

・Ａ－２

・Ａ－３

・Ｂ－２

・Ｂ－１

・Ｂ－３

・ＡＩ－１

・ＢＩ－１

・ＢＩ－３

・ＢＩ－２

・ＡＩ－３

・ＡＩ－２

・

厚さ0.15mm以上

※ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ

※ﾌﾗｯﾄﾔｰﾝｸﾛｽ

・

70g/㎡程度

・乾式保護材

・ｺﾝｸﾘｰﾄ押え

（材質）※JIS A 9521 (建築用断熱

材)による押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材

の保温板3種bA(ｽｷﾝ層付き)又はJIS

A 9511(発泡ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ保温材)による

A種押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温材の保温

板3種b (ｽｷﾝあり)

（厚さ）・25mm ・50mm ・

・

改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

※標準仕様書表9.2.3から表9.2.8による ・

部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ

※標準仕様書表9.2.5から表9.2.8による ・

平場の保護コンクリートの厚さ

こて仕上げ ※水下 80mm 以上 ・

床タイル張り ※水下 60mm 以上 ・

金属複合板 ：金属板と樹脂を積層一体化したもの。

窯業系パネル：無石綿の繊維質原料等を主原料として、板状に押出成形しオートク

レーブ養生したもの。

立上り部の保護

・乾式保護材

屋上排水溝 ※図示 ・

屋根露出防水

防水層の種別

種別 断熱材

・

・

・

・

・

・

施工箇所 Ｇ

・Ｄ－４

・Ｄ－３

・Ｄ－２

・Ｄ－１

・ＤＩ－２

・ＤＩ－１
ﾀﾝﾌｫｰﾑ断熱材2種1号若しくは2号

るもの又はJIS A 9511 によるA

種硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ保温材の保温板

2種1号又は2号で透湿係数を除く

規格に適合するもの

・

（厚さ）・25mm ・

仕上塗料

種類 使用量

・製造所の

・

指定による

・製造所の

・

指定による
(材質)JIS A 9521 による硬質ｳﾚ

短辺の目地幅 ※15以上 ・図示

長辺の目地幅 ※8以上 ・図示

※図示 ・

屋根露出防水絶縁断熱工法の場合の、ルーフドレン回り及び立上り部周辺の断熱 材の張りじまい位置

屋内防水

防水層の種別

施工箇所種別施工箇所種別

・Ｅ－２・Ｅ－１

保護層 ・設ける（※図示 ・ ） ・設けない

防水層の下地、立上りコンクリート打放し仕上げ

種別

・AS－T1

・AS－T2

・AS－J1

・AS－T3

・AS－T4

・AS－J2

・ASI－J1

・ASI－T1

施工箇所

防水層の種別

(9.3.2,3) (表9.3.1～3)

シート防水

改質アスファルト2

※標準仕様書表6.2.4[打放し仕上げ種別]のB種 ・

押え金物の材質及び形状寸法

※アルミニウム製 L-30×15×2.0mm程度 ・

防水層の下地のモルタル塗り

・適用する （施工範囲 ・図示 ・ ）

・適用しない

高日射反
射率防水
の適用Ｇ

・

・

・

・

・

・

・

・

断熱材Ｇ 防湿層

仕上塗料

・製造所の

・

指定による

使用量

・製造所の

・

指定による

種類

・設ける

・設けない

(改質ｱｽﾌｧﾙﾄ

製造所の仕

様による)

（厚さ）・25mm ・

・

改質アスファルトシートの種類及び厚さ

(材質)JIS A 9521(建築用断

熱材)による硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ断

熱材2種1号若しくは2号で透

もの又はJIS A 9511(発泡ﾌﾟ

ﾗｽﾁｯｸ保温材)によるA種硬質

ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ保温材の保温板2種

1号若しくは2号で透湿係数

を除く規格に適合するもの

※標準仕様書表9.3.1から表9.3.3による ・

粘着層付改質アスファルトシートの種類及び厚さ

※標準仕様書表9.3.1から表9.3.3による ・

部分粘着層付改質アスファルトシートの種類及び厚さ

※標準仕様書表9.3.1から表9.3.3による ・

押え金物

※改質アスファルト製造所の仕様による ・

で透湿係数を除く規格に合格す

湿係数を除く規格に合格する

高日射反
射率防水
の適用Ｇ

(7.10.3)建方用アンカーボルトの保持及び埋込み工法

種別

・A種 ・B種 ・C種

(7.10.3)構造用アンカーフレームの形状及び寸法

・図示による（ ） ・

(7.10.3)柱底均しモルタルの厚さ及び工法の種別

※標準仕様書表7.10.2（※A種［厚さ50］ ・B種［厚さ30］）による

軽量形鋼構造 (7.11.2)

アンカーボルト等の設置20

21

との合成スラブとする構法

・床型枠用

鉄骨部材への溶接方法

・図示による（ ） ・

(7.7.8)

ボルト接合方法

※標準仕様書表7.2.3による ・

形状、寸法

・図示による（ ） ・

アンカーボルト及びナットのねじの公差域クラス及び仕上げの程度

溶接材料 (7.2.5)

・標準仕様書 7.2.5(a)(b)による

・図示による（ ）

溶接材料

種類

建築用ターンバックル胴

建築用ターンバックルボルト

ねじの呼び

・図示による（ ） ・

(7.2.6)

(7.2.6)

※割枠式 ・

※羽子板ボルト ・

材質、形状及び寸法

ターンバックル

デッキプレート (6.8.3)(7.2.7)

適用箇所 材質・形状・寸法 備 考

・デッキプレートとコンクリート

・デッキプレート単独の構法

9

10

8

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等 (7.3.2)

・図示による（構造関係共通図（鉄骨標準図）１－１縁端距離、ボルト間隔）

(7.1.1)(7.1.3)7

鉄
骨
工
事

鉄骨製作工場 鉄骨製作工場の加工能力1

・適用しない

施工管理技術者

種類の記号

材質等

・JIS規格による ・

・JIS規格による ・

・JIS規格による ・

・JIS規格による ・

・JIS規格による ・

・JIS規格による ・

(7.2.1)鋼材

規格適用箇所（主要な部分）

・適用する2

3

(7.1.3,4)

ボルトの区分

・トルシア形高力ボルト

(7.2.2)高力ボルト4

セットの種類 ※2種(S10T) ・

・JIS形高力ボルト

高力ボルトの径

・図示による（ ） ・

(7.2.2)

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等 (7.3.2)

(7.4.2)すべり係数試験

・図示による（構造関係共通図（鉄骨標準図）１－１縁端距離、ボルト間隔）

セットの種類 ※2種(F10T) ・

試験方法等

・図示による（ ） ・

(7.12.4)

(7.2.3)ボルト及びナットの材料

(7.2.3)座金

・標準仕様書表7.2.3による ・

・標準仕様書7.2.3(d)による ・

(7.2.3)ボルトの径

・図示による（ ） ・

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

・図示による（構造関係共通図（鉄骨標準図）１－１縁端距離、ボルト間隔）
(7.3.2)

普通ボルト

高力ボルト

セットの種類

・1種(F8T相当) ・

溶融亜鉛めっき高力ボルトの径

溶融亜鉛めっき高力ボルトのめっき前の孔径

(7.2.2)

(7.2.2)

摩擦面の処理

・ブラスト処理（表面粗度50μmRz 以上）

・ブラスト処理以外の特別な処理方法

・図示による（ ） ・

・図示による（ ） ・

すべり耐力等の確認方法

※すべり耐力試験

試験方法等

・図示による（ ） ・

溶融亜鉛めっき

(7.2.4)(7.10.3)適用

・構造用アンカーボルト

アンカーボルト

(7.3.8)

5

6

7

・建方用アンカーボルト

種類 ・SS400 ・

形状、寸法

・図示による（ ） ・

製作精度 (7.3.3)

モルタルの種類 (7.2.9)

無収縮モルタルの材料及び調合

材料、調合等

・標準仕様書7.2.9(a)によるモルタル

・無収縮モルタル

柱底均しモルタル

形状及び寸法等

・図示による（ ） ・

(7.2.8)11

12

13

※標準仕様書7.2.9(b)(1)から(4)による ・

ずれの検査・補強マニュアル」による

・H12建告第1464号第二号イ(1)(2)のただし書きによる補強は「突合わせ継手の食い違い仕口の

鉄骨の仮組 (7.3.10)14 仮組を行う範囲

・図示による（ ） ・

確認方法、確認項目

・図示による（ ） ・

試験の要領

・図示による（ ） ・

(7.6.3)

開先の形状 (7.6.4)

・図示による（構造関係共通図（鉄骨標準図）1－2）

スカラップの形状 (7.6.7)

・図示による（構造関係共通図（鉄骨標準図）1－4）

(7.6.7)

溶接接合

溶接作業者の技量付加試験15

16

エンドタブを切断する部分

適用箇所

・図示による（ ） ・

エンドタブを切断する場合の仕上げは標準仕様書7.6.7(a)(6)(ⅱ)による

溶接部の余盛り高さ (7.6.7)

・JASS6付則6「鉄骨精度検査基準」付表3［溶接］による

低応力高サイクル疲労を受ける部位(7.6.7)

・図示による（ ） ・

(7.6.11)完全溶込み溶接部の超音波探傷試験

AOQL (%)

・工事現場溶接の場合

節

検査水準

・すべて ・

・

・

・

・

・※第6水準

溶接部の試験

・工場溶接の場合

AOQL (%)

※4.0 ・2.5

17

※4.0 ・2.5

・大臣認定を受けた内容による

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等 (7.3.2)

・図示による（構造関係共通図（鉄骨標準図）１－１縁端距離、ボルト間隔）

※標準仕様書7.3.3及びH12建告第1464号第二号イによる

レール及びその付属品

（別途工事）

工事名

図面名

年月日

尺 度 図面番号

会社名

令和４年度 荒川中部農業水利事業
花園揚水機場改修その２工事

関東農政局 荒川中部農業水利事業所事業所名

－

建築工事特記仕様書（その3）

A-3



タイルの形状、寸法等

11

タ
イ

ル
工

事

(11.1.3) (表11.1.1)位置 ※標準仕様書表11.1.1による ・図示

(11.2.2,3,7)

伸縮調整目地及び

セメントモルタルに

ひび割れ誘発目地

よる陶磁器質タイル
張り

接着剤による陶磁器質
タイル張り

試験張り ・行う ・行わない

見本焼き ・行う ・行わない

モルタル塗りのコンクリート素地面の処理

・MCR工法 ・目荒し工法（高圧洗浄） ・

壁タイル張りの工法

・既製調合モルタル

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

耐凍
害性

無有

色

無有

備考役物

標準 特注

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

よる区分
吸水率に

Ⅰ類 Ⅱ類 Ⅲ類

うわぐすり

施ゆう 無ゆう

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

形状

（mm）
寸法

Ｇ

施工箇所

・

・

・

滑り
抵抗
性

による

主な
用途

区分

再生材の
適用

外装タイル ・密着張り ・改良積上げ張り ・改良圧着張り

内装タイル以外のユニットタイル ・マスク張り ・モザイクタイル張り

１

２

３

内壁空積工法 (10.2.2) (10.4.2,3)

石裏面処理 ・適用する ・適用しない

受金物 材質 ※SS400 ・

形状及び寸法 ・L-75×75×6(mm)の加工 =100mm

・L-75×75×6(mm)の加工 =150mm

・

4防水層の種別 (9.5.3) (表9.5.1,2)4 塗膜防水9 防水層の種別3

ルーフィング

シート防水

合成高分子系

･S-F1

･S-F2

･S-M1

・

･S-M3

･S-M2
・

･SI-F1

・製造所の

・

・製造所の

・

指定による 指定による

・

･SI-F2

・製造所の

・

・製造所の

・

指定による 指定による

・

・

(材質)※下記に示すもの

のほか､JIS A 9521(建築

用断熱材)によるﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ

ﾌｫ-ﾑ保温材の密度及び熱

伝導率の規格に適合する

もの又はJISA 9511(発泡

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ保温材)によるA

種ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｫ-ﾑ保温材の

密度及び熱伝導率の規格

に適合するもの

・

・

（厚さ）・25mm

･SI-M1

・
・

※発泡ﾎﾟﾘ

ｴﾁﾚﾝｼｰﾄ

・製造所の

・

・製造所の

・

指定による 指定による

・
(材質)※JIS A 9521(建築

用断熱材)による硬質ｳﾚﾀﾝ

ﾌｫｰﾑ断熱材2種1号又は2号

で透湿係数を除く規格に

適合するもの,JIS A 9521

(建築用断熱材)による押

出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫ-ﾑ断熱材の

1種b,2種b 又は3種b,JIS

A 9511 (発泡ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ保温

材) によるA種硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫ

ｰﾑ保温材の保温板2種1号

又は2号で透湿係数を除く

規格に適合するもの,JIS

A 9511(発泡ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ保温

・

・

（厚さ）・25mm

材)によるA種押出法ﾎﾟﾘｽﾁ

ﾚﾝﾌｫ-ﾑ保温材の保温板

種別

仕上塗料

断熱材Ｇ施工箇所 絶縁用シー
トの材質

･SI-M2

屋内防水で平場を保護コンクリート仕上とする場合の厚さ ・

ルーフィングシートの種類及び厚さ

※標準仕様書表9.4.1から表9.4.3による ・

ＡＬＣパネル下地の場合機械的固定方法は適用しない

固定金具の材質及び形状

を積層加工したもの

材質 ※防錆処理した鋼板，ステンレス鋼板及びそれらの鋼板の片面及び両面に樹脂

形状 ※厚さ 0.4以上

防水下地がＰＣコンクリート部材下地の場合の処理

目地処理 ※図示 ・

※図示 ・

目地処理 ※図示 ・

※図示 ・

防水下地がＡＬＣパネル下地の場合の処理

※適用する（建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1 ・1.15 ・1.3）倍の風圧力及び

・適用しない

積雪荷重に対応した工法）

機械的固定工法の場合の一般部のルーフィングシートの張付け

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重に対応した工法

保護層の施工（屋内保護密着工法の場合）

※図示 ・

施工箇所種別

保護層

平場の保護 立上り部の保護

モルタル塗厚さ塗り厚さ 床塗り 下地モルタル塗り

･S-C1 ※7㎜以下

15.2.5(b)(2)

及び(3)に準ず

る

※標準仕様書

15.2.5(c)(1)

に準ずる

※標準仕様書

・ ・ ・

･･

屋内防水層の種類

・

射率防水

高日射反

の適用Ｇ

射率防水

高日射反

の適用Ｇ

・

種別

・

防水層の種別

・Ｘ－１

・Ｘ－２

・Ｙ－１

・Ｙ－２ ※屋内防水

※地下外壁防水

・

・

施工箇所

・適用する

・適用しない

仕上塗料

保護層
使用量種類 使用量種類

・製造所の

・

・製造所の

・

指定による 指定による

・製造所の

・

指定による

・製造所の

・

指定による

・製造所の

・

指定による

・製造所の

・

指定による

施工箇所種別 施工箇所 種別

※Ｃ－ＵＩ ・Ｃ－ＵＰ

ケイ酸質系塗布膜防水5 (9.6.1,3) (表9.6.1,2)

設置数量種類防水種別

(9.2.3)(9.3.3)(9.5.3)脱気装置6

X-1

ASI-T1 ASI-J1

DI-1 DI-2 AS-T3

D-1 D-2 D-3 D-4

AS-T4 AS-J1

・

・

仕様による

※ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ類製造所の

仕様による

・防水層の主材料の製造所の

仕様による

※ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ類製造所の

仕様による

・防水層の主材料の製造所の

・ 個/㎡

・ 個/㎡

(9.7.2) (表9.7.1)シーリング7

下表以外は、標準仕様書表9.7.1による

ただし、外壁タイル接着剤張りの場合のシーリングは11章に、カーテンウォールの場合のシーリ

ングは17章による

シーリング材の種類（記号）施工箇所

建具周囲

PU-2（塗膜を被せること）

PU-2（塗膜を被せること）

シーリング材の目地寸法 ※標準仕様書9.7.3(a)(1)～(3)による ・

石材等

(10.1.3,5)

２

10

石
工
事

施工１

粗面仕上げの場合ののみ込み部分の仕上げ ・図示 ・

屋内の床を本磨きとする場合のワックスがけ

・行わない

石材の割付け ※標準仕様書10.1.3(a)(1),(2)による ・図示

・行う（適用箇所 ・全て ・ ）

(10.2.1,3) (表10.2.1,2)

表面 備考

天然石

（mm）
寸法石材の品質

・１等品

・２等品

種類 仕上げ（mm）
厚さ形状施工箇所

※正方形に
近い矩形

備考

テラゾブロック

形状種石の
大きさ(mm)

仕上
げ面

寸法
（mm）

・役もの
・平もの ・片面

・両面

表面
仕上げ

施工箇所 種石の
種類

※大理石

・花こう岩

※1.5～12

・

備考

テラゾタイル

表面
仕上げ

施工箇所 種石の
種類

※大理石

・花こう岩

寸法による区分種石の
大きさ(mm)

※1.5～12

・

・300型

・400型

取り付用モルタル、既調合の目地モルタル、石裏面処理材、裏打ち処理材

※石材施工業者の指定する製品 ・

(10.2.2,3) (10.3.2,3)外壁湿式工法3 受金物 材質 ※SS400 ・

形状及び寸法 ・L-75×75×6(mm)の加工 =100mm

・L-75×75×6(mm)の加工 =150mm

・

・あと施工アンカー工法

石裏面処理 ・適用する ・適用しない

裏打ち処理 ・適用する ・適用しない

下地ごしらえ ※流し筋工法

・あと施工アンカー・横筋流し工法

ドレンパイプの材質 ・樹脂ネット製パイプ クロスメッシュ巻き 25～35φ

・

アンカーの材質及び径 ※SS400 M12 ・

あと施工アンカーの材質及び寸法（ ）

目地 一般目地 目地幅(mm) ※6以上 ・

伸縮調整目地 位置 ※標準仕様書表11.1.1による ・図示

シーリング材 ・適用する ・適用しない

シーリング材の目地寸法 ※標準仕様書9.7.3(a)(3)による

・図示

・図示

シーリング材の目地寸法 ※標準仕様書9.7.3(a)(3)による

伸縮調整目地 位置 ※6mごと ・図示

シーリング材 ・適用する ・適用しない

目地 一般目地 目地幅(mm) ※6以上 ・

あと施工アンカーの材質及び寸法 （ ）

アンカーの材質及び径 ※SS400 M12 ・

下地ごしらえ ※あと施工アンカー・横筋流し工法 ・あと施工アンカー工法

裏打ち処理 ・適用する ・適用しない

乾式工法５ (10.2.2) (10.5.2,3) (表10.2.4)

(10.2.2) (10.7.1,2)

・図示

との取り合い部

伸縮調整目地 位置 ※床面積30㎡程度ごと、細長い通路の場合6m程度ごと及び他部材

シーリング材 ・適用する ・適用しない

目地 一般目地 目地幅(mm) ・図示 ・

床石張りの裏面処理 ・適用する ・適用しない

石裏面処理 ・適用する ・適用しない

裏打ち処理 ・適用する ・適用しない

だぼ用の穴の位置 ※標準仕様書10.5.2(b)(1)による ・図示

外壁の工法

建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法

※適用する（建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1 ・1.15 ・1.3）倍の風圧力に対応

した工法）

・適用しない

アンカーの材質及び径 ※ステンレス(SUS 304) M10 ・

あと施工アンカーの材質及び寸法（ ）

目地 目地幅(mm) ※8以上 ・

シーリング材 ・適用する（※標準仕様書9章7節による ・図示）

・適用しない

取付け方式 ・スライド方式 ・ロッキング方式

床及び階段の石張り６ (10.6.2,3)

階段張りの裏面処理 ・適用する ・適用しない

アーチ、上げ裏等７

の石張り

笠木、甲板等の石張り８ (10.2.2) (10.7.1,3)

取付け工法 ・内壁空積工法 ・乾式工法

取付け金物 ※標準仕様書10.2.2(c)による ・

引金物、だぼ、かすがい及び受金物 ※標準仕様書10.2.2(a)による ・

吊金物及び化粧吊りボルト

・設ける 吊金物 ※ステンレス(SUS 304)径6mm長さ80mm（加工物）

吊りボルト ※ステンレス(SUS 304)M10化粧ナット付き

・設けない

石裏面処理 ・適用する ・適用しない

裏打ち処理 ・適用する ・適用しない

あと施工アンカーの材質及び寸法（ ）

アンカーの材質及び径 ・SS400 M12 ・ステンレス(SUS 304) M10 ・

目地 一般目地 目地幅(mm) ※6以上 ・

伸縮調整目地 位置 ※他の部位との取合い部 ・図示

・

・

取付け金物 ※標準仕様書10.2.2(c)による ・

取付け工法 ・外壁湿式工法 ・乾式工法

引金物、だぼ、かすがい及び受金物 ※標準仕様書10.2.2(a)による ・

石裏面処理 ・適用する ・適用しない

乾式工法の場合の取付け代 ※標準仕様書10.5.3(b)による ・

石裏の補強用モルタル ・適用する ・適用しない

アンカーの材質及び径 ・ステンレス(SUS 304) M10 ・

あと施工アンカーの材質及び寸法（ ）

・既製調合目地材

混和剤等を予め工場において所定の割合に配合した材料とする。

モルタル下地としたタイル工事に使用する張付け用モルタルとして、セメント、細骨材、

無有無有 標準 特注

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

Ⅰ類 Ⅱ類 Ⅲ類 施ゆう 無ゆう

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

性

タイルの形状、寸法等 (11.3.2～4,7)

モルタル塗りを行うコンクリート素地面の処理

その他の目地 ※変成シリコーン系シーリング材 ・

伸縮調整目地 ※変成シリコーン系シーリング材 ・

ひび割れ誘発目地 ※ポリウレタン系シーリング材 ・

打継ぎ目地 ※ポリウレタン系シーリング材 ・

外装壁タイル接着材張りにおける目地のシーリング材

※規制対象外 ・

接着剤のホルムアルデヒド放散量

見本焼き ・行う ・行わない

試験張り ・行う ・行わない

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

・MCR工法

・目荒し工法（高圧洗浄）

・

（mm）

うわぐすり 役物 色 耐凍
害性

滑り
抵抗

備考
よる区分
吸水率に形状

寸法
再生材の

適用
による
区分

主な
用途

Ｇ

施工箇所

(11.4.2,3) (表11.4.1)
陶磁器質タイル型枠
先付け

４

タイルの形状、寸法等

無有無有 標準 特注

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

Ⅰ類 Ⅱ類 Ⅲ類 施ゆう 無ゆう

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・・

・

性（mm）

うわぐすり 役物 色 耐凍
害性

滑り
抵抗

備考
よる区分
吸水率に形状

寸法
再生材の

適用
による
区分

主な
用途

Ｇ

施工箇所

試験張り ・行う ・行わない

見本焼き ・行う ・行わない

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

タイル型枠先付けの種類

適用タイル種 類 タイル型枠先付け面のせき板の種別

※タイルシート法

・目地桝法

・桟木法 ・

・金属製タイル先付け用パネル

・標準仕様書6.8.3(b)(2)・小口タイル

・二丁掛けタイル

大形タイル

防
水

工
事

<

続
き

>

(9.4.2～4) (表9.4.1～3)

入隅部の増張り（S-F1、SI-F1、S-C1の場合）

入隅部の増張り（S-C1の場合）

・平もの

玄関 花崗岩 30150 本磨き

打継目地

24.5男子、女子便所 床

男子、女子便所 床 150 ・

工事名

図面名

年月日

尺 度 図面番号

会社名

令和４年度 荒川中部農業水利事業
花園揚水機場改修その２工事

関東農政局 荒川中部農業水利事業所事業所名

－

建築工事特記仕様書（その4）

A-4
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14 ステンレスの表面

仕上げ

アルミニウム及び

アルミニウム合金

の表面処理

※HL程度

種 類

（14.2.1）

（14.2.2）（表14.2.1）

施工箇所（手すり、タラップ、建具以外）

種 別

・A-1種

・A-2種（・ｱﾝﾊﾞｰ ・ﾌﾞﾛﾝｽﾞ・ﾌﾞﾗｯｸ系 ・ｽﾃﾝｶﾗｰ）

（成形板、笠木、建具以外）
施工箇所皮膜又は複合

皮膜の種類

※AA15 ・

1

2

粘土瓦葺３

構造用合板Ｇ

・1級

※2級
以上 ※12※1類

・特類

※C－D
以上

・
・

(12.1.4)12

木
工

事

表面仕上げ1

全て

・A種

・C種

・B種

表面仕上げの
種別

適用箇所

製材 Ｇ２

間伐材等

(12.2.1) (12.5.1) (12.6.1) (12.7.1)・「製材の日本農林規格」による下地用針葉樹製材

含水率施工箇所 樹種 寸法
（mm） 等級 形状 の適用

※２級 ・

※２級 ・

※A種 ・B種 ・

※A種 ・B種 ・

間伐材等含水率施工箇所 樹種 寸法
（mm） 等級 形状

※A種 ・B種 ・

※A種 ・B種 ・

・「製材の日本農林規格」による造作用針葉樹製材

の適用

間伐材等
の適用樹種 寸法

（mm） 等級 形状

・「製材の日本農林規格」による広葉樹製材

施工箇所

※１等 ・

※１等 ・

間伐材等
の適用

・「製材の日本農林規格」以外の製材

・

・

含水率

・適用する

・適用しない

・適用する

・適用しない

・適用する

・適用しない

・適用する

・適用しない

（ ）

（ ）

寸法
（mm）樹種施工箇所

造作材の場合

（※A種 ・B種）

造作材の場合

（※A種 ・B種）

難燃処理防虫処理材面の品質

※A種

・B種

・

※A種

・B種

・

※10以下 ・

※10以下 ・

含水率(%)

(12.2.1)床張り用合板等５

合板のホルムアルデヒド放散量

※規制対象外 ・

の適用
間伐材等

Ｇ

施工箇所
厚さ

（mm） 樹種名
表板の 接着の

程度

普通合板

※5.5 ※1類

・2類
・

・12

・9

・適用する

・適用しない

防虫
処理

板面の
品質

・2類

・1類
・・

・適用する

・適用しない

・

※C-D以上

針葉樹

・1等

※2等以上

広葉樹

・

の適用
間伐材等

等級施工箇所
樹種名
表板の 強度

等級（mm）
厚さ

比
係数

有効
断面板面の

品質
接着の
程度 処理

防虫

・1級
・2級 ・1類

・特類
・・ ・

（ ）

・適用
する する

・適用

・適用
しない

・適用
しない

（ ）

・適用
する する

・適用

・適用
しない

・適用
しない

・パーティクルボード Ｇ

施工箇所

※15

・

・

※13タイプ

・

・

※P又はM

・

接着剤によ
る区分

曲げ強さによ
る区分

表裏面の状態
による区分

厚さ
（mm）

難燃性に
よる区分

・構造用パネル

厚さ(mm)施工箇所

・１級 ・２級 ・３級 ・４級

・１級 ・２級 ・３級 ・４級

等級

(12.2.2,3)

(12.3.1,2)
・防腐・防蟻処理が不要な樹種による製材及び集成材

接着剤に含まれる可塑剤は、難揮発性のものとする。

ホルムアルデヒド放散量

接着剤

防腐・防蟻処理

適用部位：（ ）

６

７

※規制対象外 ・

・薬剤の加圧注入による防腐・防蟻処理

適用部位 保存処理性能区分

・Ｋ２ ・Ｋ３ ・Ｋ４

・Ｋ２ ・Ｋ３ ・Ｋ４

適用部位 処理の方法

※標準仕様書12.3.1(3)(ⅱ)①～④による ・

・

・薬剤の塗布等による防腐・防蟻処理

・ボード原料接着材への薬剤混入による防腐・防蟻処理

適用部位：（ ）

13

屋
根

及
び

と
い
工

事

長尺金属板葺 (13.2.2,3)

備考屋根葺形式（mm）
厚さ板及びｺｲﾙ

の種類

の屋根用ｺｲﾙ
※JIS G 3322

・

1

施工箇所

屋根

着量等の種類及び記号
塗膜の耐久性、めっき付

(13.4.2,3)

(13.5.2,3) (表13.5.5)

・適用する

・適用しない

雪止め瓦役物瓦
の種類

大きさ寸法によ
る区分る区分

製法によ形状によ
る区分

種類

施工箇所 産地

直均し仕上げ

床コンクリート

施工箇所 備 考

3mにつき7以下

1mにつき10以下

平たんさ（mm）

・

(6.2.5) (15.3.2)２

とい といの材種 ・配管用鋼管 ・硬質ポリ塩化ビニル管 ・

ロックウール保温筒及びフェノールフォーム保温筒のホルムアルデヒド放散量

鋼管製といの防露巻き

・適用する（工法：※標準仕様書表13.5.5による ・ ）

・適用しない

ルーフドレン

施工箇所種 別

・バルコニー用

・バルコニー中継用

・ろく屋根用（・縦型 ・横型）

棟補強用心材 材質 ※杉又はひのき ・

工法

瓦桟木の留付け工法 ※図示 ・

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重に対応した工法
※適用する（建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1 ・1.15 ・1.3）倍の風圧力及び

積雪荷重に対応した工法）
・適用しない

※規制対象外 ・

寸法 ※幅21×高さ15(mm) ・

瓦桟木 材質 ※杉又はひのき ・

寸法 ※幅40×高さ30(mm) ・

４

・適用する

・適用しない

棟の工法 ・7寸丸伏せ棟又はＦ型用冠瓦伏せ棟 ・のし一体棟 ・のし積み棟 ・

・鏡面仕上 程度

・No.2B 程度

※AA15 ・

・B-1種

・B-2種（・ｱﾝﾊﾞｰ ・ﾌﾞﾛﾝｽﾞ・ﾌﾞﾗｯｸ系 ・ｽﾃﾝｶﾗｰ）

※Ｂ ・

※Ｂ ・

・C-2種（・ｱﾝﾊﾞｰ ・ﾌﾞﾛﾝｽﾞ・ﾌﾞﾗｯｸ系 ・ｽﾃﾝｶﾗｰ）

・C-1種 ※AA6 ・

※AA6 ・

陽極酸化皮膜の着色方法 ※二次電解着色 ・三次電解着色

鉄鋼の亜鉛めっき

表面処理方法 種 別

溶融亜鉛めっき ・B種

・C種

・D種

・E種

・F種

電気亜鉛めっき

・A種

施工箇所（手すり、タラップ以外）

軽量鉄骨天井下地 (14.4.2～4) (表14.4.1)

・D種

・

3

4

・屋外の軒天井、ピロティ天井等

工法

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重に対応した工法

野縁等の種類

屋外 ※25型 ・19型

屋内 ※19型 ・25型

金属成形板張り (14.6.2,3) (表14.2.1)

表面処理

種別 皮膜等の種類

・B－1種

・

※B ・

・ｱﾙﾐﾆｳﾑ

※B ・

※AA6 ・

※AA6 ・

・D種

・

取付け用下地 ※標準仕様書14.4による ・図示

板厚板幅形状製法種別 （mm） （mm）

・

・ロール

・押出し

・

・プレス

ｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚ
ﾙ形

ﾊﾟﾈﾙ形

・B-2種（・ｱﾝﾊﾞｰ
・ﾌﾞﾛﾝｽﾞ・ﾌﾞﾗｯｸ

・C-2種（・ｱﾝﾊﾞｰ

・ﾌﾞﾛﾝｽﾞ・ﾌﾞﾗｯｸ

伸縮調整継手 ・設ける（施工箇所 ・図示 ・ ）

6

・設けない

ｱﾙﾐﾆｳﾑ製笠木 (14.7.2,3) (表14.2.1) (表14.7.1)７

笠木の固定金具の工法等

着色（・アンバー ・ブロンズ ・ブラック系 ・ステンカラー）

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重に対応した工法
※適用する（建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1 ・1.15 ・1.3）倍の風圧力

及び積雪荷重に対応した工法）
・適用しない

タラップ ・ステンレス製 SUS 304（表面処理 ※研磨なし ・ ）

手すり及びタラップ (14.8.2,3)
手すり ・ステンレス製 SUS 304（表面処理 ※HL程度 ・No.2B程度 ・ ）

8

モルタル塗り15

左
官

工
事

(15.2.2,5)既製目地材 ・設ける 施工箇所（ ） 形状（※図示 ・ ）

・設けない

床目地 ・設ける（工法※押し目地 ・ ）

・防水剤

・設けない

1

・鋼製 （表面処理 ・溶融亜鉛めっきC種 ・ ）

・鋼製 （表面処理 ・溶融亜鉛めっきC種 ・ ）

外壁タイル張り下地の下地モルタルの接着力試験

・行わない

・行う

下表以外は標仕表6.2.5及び標仕15.3.2による

・フリーアクセスフロア（支持調整式）範囲

・フリーアクセスフロア（置敷式）範囲

造作用集成材Ｇ3 (12.2.1)

(12.2.1)造作用単板積層材Ｇ４

施工箇所

・有り

（mm）
厚さ 間伐材等

の適用
防虫処理

・適用しない

・適用する

・適用しない

・適用する

表面の化粧加工

（加工： ・天然木化粧加工

・塗装加工）

・無し （等級： ）

・有り
（加工： ・天然木化粧加工

・塗装加工）

・無し （等級： ）

・

・

・

間伐材等
の適用

・有り

・塗装加工）

・有り

・塗装加工）

・無し（ ）

・無し（ ）

表面の化粧加工 防虫処理

・適用する

・適用しない

・適用しない

・

・

（加工：・天然木化粧加工

（加工：・天然木化粧加工

（mm）
厚さ施工箇所

・「単板積層材の日本農林規格」以外の造作用単板積層材

・

ホルムアルデヒド放散量

※規制対象外 ・

・「単板積層材の日本農林規格」による造作用単板積層材

含水率(%)

※14以下

※14以下

・

・

※1等 ・2等

・「集成材の日本農林規格」による造作用集成材

※規制対象外 ・

の適用
施工箇所 樹種 寸法

（mm）
見付け材面の品質 間伐材等

・「集成材の日本農林規格」による化粧ばり造作用集成材

施工箇所 樹種

化粧薄板：

芯材：

芯材：

化粧薄板：

の適用（mm）
寸法

※1等 ・2等

見付け材面
の品質

化粧薄板の厚さ
（mm）

間伐材等

・

・

・「集成材の日本農林規格」による化粧ばり構造用集成柱

芯材：

化粧薄板：

芯材：

化粧薄板：

施工箇所 の適用
間伐材等

（mm）
寸法 化粧薄板の厚さ

（mm）樹種

・

・

・「集成材の日本農林規格」以外の造作用集成材

の適用
間伐材等施工箇所

見付け材面の
品質

樹種 寸法
（mm）

・

・※15以下 ・

※15以下 ・

含水率(%)

・「集成材の日本農林規格」以外の化粧ばり造作用集成材

芯材：

化粧薄板：

芯材：

化粧薄板：

見付け材
面の品質の厚さ（mm）

化粧薄板
（mm）
寸法樹種

・

・

間伐材等
の適用施工箇所 含水率(%)

※15以下

※15以下

・

・

芯材：

化粧薄板：

芯材：

化粧薄板：

見付け材
面の品質の厚さ（mm）

化粧薄板
（mm）
寸法樹種

・

・

間伐材等
の適用施工箇所 含水率(%)

※15以下

※15以下

・

・

・「集成材の日本農林規格」以外の化粧ばり構造用集成材

ホルムアルデヒド放散量

・代用樹種を使用できない箇所（ ）

(13.2.2) (13.3.2,3) (表13.2.1)

下葺材料 ・アスファルトルーフィング940

工法

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重に対応した工法

・適用しない

材料 板及びコイルの種類（ ）

断熱材 ・有り（種別： 厚さ(mm)： 防火性能： 時間）

工法

性能

塗膜の耐久性、めっき付着量等の種類及び記号（ ）

折板葺

※適用する（建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1 ・1.15 ・1.3）倍の風圧力及び

積雪荷重に対応した工法）

耐火厚さ
(mm)

※鋼板製

・ｱﾙﾐﾆｳﾑ

材料に
よる区分

合金板製

形式施工箇所

・重ね形

・はぜ締め形

・かん合形

軒先
面戸
板

・30分

・無し

・有り

・無し

区分
耐力による

（ ）種

山高、山ﾋﾟｯﾁ
による区分

山ﾋﾟｯﾁ山高

（・一般タイプ ・複層基材タイプ ・粘着層付タイプ）

・無し

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重に対応した工法

2

雪止め ・設置する 図示（ ）

※適用する（建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1 ・1.15 ・1.3）倍の風圧力及び

積雪荷重に対応した工法）

・適用しない

・立平葺

・蟻掛葺

・横葺

・

・心木なし瓦棒葺

・平葺 （14.2.3）(表14.2.2)

※適用する（建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1 ・1.15 ・1.3）倍の風圧力

・吊りボルトの間隔が900mmを超える場合

・適用しない

野縁受、吊りボルト、インサートの間隔及び周辺部からの距離 ※図示 ・

周辺部の端からの間隔 ・図示 ・

野縁の間隔 ・図示 ・

に対応した工法）

補強方法 ※図示 ・

・天井のふところが1.5m以上3.0m以下の場合

補強方法 ※標準仕様書14.4.4(h)(1)～(2)による ・図示

・天井のふところが3.0mを超える場合

補強方法 ※図示 ・

・天井下地材における耐震性を考慮した補強

補強箇所 ・図示 ・

補強方法 ※図示 ・

(14.5.3) (表14.5.1)スタッド、ランナーの種類軽量鉄骨壁下地5

※標準仕様書表14.5.1によるスタッドの高さによる区分に応じた種類

スタッドの高さが5.0mを超える場合

※図示 ・

・図示

・C－1種

系 ・ｽﾃﾝｶﾗｰ）

系 ・ｽﾃﾝｶﾗｰ）

２階床
・30

・改質アスファルトルーフィング下葺材

種類 ・250形 ・300形 ・350形 ・100形

表面処理 種別（B2）種 皮膜等の種類（※標準仕様書表14.2.1による ・ ）

塗り

セルフレベリング材 ・せっこう系 ・セメント系
(15.4.2) (表15.4.1)

３

仕上塗材仕上げ

(15.5.2)

建物内部に使用する塗料のホルムアルデヒド放散量

※規制対象外 ・

仕上塗材の種類

種類 呼び名

・複層仕上塗材

・軽量骨材仕上塗材

・厚付け仕上塗材

・薄付け仕上塗材

・防水形外装薄塗材E

・可とう形外装薄塗材E

・内装薄塗材E

・外装薄塗材E

・外装薄塗材S

・内装薄塗材W

・外装薄塗材Si

・可とう形外装薄塗材Si

・内装薄塗材C

・内装薄塗材L

・内装薄塗材Si

・外装厚塗材C

・外装厚塗材Si

・外装厚塗材E

・内装厚塗材C

・内装厚塗材L

・内装厚塗材G

・内装厚塗材Si

・内装厚塗材E

・複層塗材CE

・可とう形複層塗材CE

・複層塗材Si

・複層塗材E

・複層塗材RE

・防水形複層塗材CE

・防水形複層塗材E

・防水形複層塗材RE

・防水形複層塗材RS

・吹付用軽量塗材

・こて塗用軽量塗材

仕上げの形状及び工法等
防火
材料

上塗材

・ゆず肌状 ・凸部処理 ・凹凸模様

・吹放し ・凸部処理 ・平たん状

・凹凸状 ・ひき起こし ・かき落とし

上塗材 ・適用する ・適用しない

・ゆず肌状（・吹付け ・ローラー塗り）

・砂壁状

・さざ波状

・平たん状

・凹凸状（・吹付け ・こて塗り）

・着色骨材砂壁状（・吹付け ・こて塗り）

・砂壁状じゅらく

・京壁状じゅらく

吸放湿性 ・適用する ・適用しない

耐湿性 ・適用する ・適用しない

吸放湿性 ・適用する ・適用しない

外 観 ※つやあり ・つやなし ・ﾒﾀﾘｯｸ

溶 媒 ※水系 ・溶剤系

耐候性 ※耐侯形３種 ・

樹 脂 ※アクリル系 ・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

４

(15.5.4)
内壁目地部の形状 ※Ｖ形目地付き ・ＡＬＣパネルの場合の

下地処理

５

マスチック塗材塗り 種別 ・Ａ種 ・Ｂ種（仕上材塗り:EP-G ※B種 ・A種）６ (15.6.2)

ロックウール吹付け７ ロックウールのホルムアルデヒド放散量 ※規制対象外 ・

接着剤のホルムアルデヒド放散量 ※規制対象外 ・

吹付け厚さ（mm） ・図示 ・25 ・

(15.8.2)

工事名

図面名

年月日

尺 度 図面番号

会社名

令和４年度 荒川中部農業水利事業
花園揚水機場改修その２工事

関東農政局 荒川中部農業水利事業所事業所名

－

建築工事特記仕様書（その5）

A-5

ポリエステル樹脂、AZ150



見本の製作等 建具見本の製作 ・行う（建具符号： ）

建具見本の程度 ・工事に使用するものとして、あらかじめ製作する

・行わない

・納まり等が分かる程度のもの

特殊な建具の仮組 ・行う（建具符号： ）

・行わない

2 （16.1.4）

防犯建物部品 （16.1.6）

・適用しない

・適用する（適用箇所は建具表による ・ ）3

アルミニウム製建具 性能等級

外部に面する建具 ・Ａ種（建具符号：※建具表による ・ ）

・Ｂ種（建具符号：※建具表による ・ ）

・Ｃ種（建具符号：※建具表による ・ ）

4 (16.2.2,4,5) (表14.2.1）

※建具表による ・

（16.1.3）防火戸116

建
具

工
事

・防音ドアセット、防音サッシ

（建具符号：・建具表による ・ ）

遮音性の等級（ ）

・断熱ドアセット、断熱サッシ Ｇ

（建具符号：・建具表による ・ ）

断熱性の等級（ ）H3

・耐震ドアセット

（建具符号：・建具表による ・ ）

面内変形追随性の等級（ ）

表面処理

枠の見込み寸法 ・建具表による ・

外部に面する建具 ・B-1種 ・B-2種 ・

屋内の建具 ・C-1種 ・C-2種 ・

水切り板、ぜん板 ※図示 ・

皮膜等の種類（※標準仕様書表14.2.1による ・ ）

着色（・アンバー ・ブロンズ ・ブラック系 ・ステンカラー）

皮膜等の種類（※標準仕様書表14.2.1による ・ ）

着色（・アンバー ・ブロンズ ・ブラック系 ・ステンカラー）

・休憩室：標準詳細図4-51-7結露水の処理方法 ※図示

網戸等

樹脂製建具 (16.3.2～5）

水切り板、ぜん板 ※図示 ・

性能等級

（16.2.3）

・防鳥網

種 類 材 種

・防虫網

※16～18メッシュ

・

網目寸法15mm

網 目

・

※0.25mm以上

1.5mm

線 径

・ガラス繊維入り合成樹脂製

※合成樹脂製

・ステンレス(SUS 316)製

ステンレス(SUS 304)線材

枠の見込み寸法 ・建具表による ・

表面色 ※標準色 ・特注色

ガラス ※複層ガラス ・

Ｇ

外部に面する建具 ・Ａ種（建具符号：※建具表による ・ ）

・Ｂ種（建具符号：※建具表による ・ ）

・Ｃ種（建具符号：※建具表による ・ ）

5

6

防音ドアセット・防音サッシ

（建具符号：・建具表による ・ ）

断熱ドアセット、断熱サッシ

（建具符号：・建具表による ・ ）

（建具符号：・建具表による ・ ）

・断熱ドアセット・断熱サッシ 断熱性の等級（ ）Ｇ

鋼製建具 (16.2.2) (16.4.2～4) (表16.4.2）性能等級7

簡易気密型

（建具符号：・建具表による ・ ）

・S-4（建具符号：・建具表による ・ ）

・S-5（建具符号：・建具表による ・ ）

・S-6（建具符号：・建具表による ・ ）

・

（建具符号：・建具表による ・ ）

・外部に面する建具の耐風圧性

・防音ドアセット・防音サッシ 遮音性の等級（ ）

（建具符号：・建具表による ・ ）

・耐震ドアセット 面内変形追随性の等級（ ）

鋼板

材 料 厚 さ

・

・JIS G 3317（溶融亜鉛-5％アルミニウム

・標準仕様書表

16.4.2による

合金めっき鋼板及び鋼帯）

鋼製軽量建具 (16.2.2) (16.5.2～4）性能等級8

簡易気密型 ・適用する

（建具符号：・建具表による ・ ）

・適用しない

（建具符号：・建具表による ・ ）

・防音ドアセット・防音サッシ

（建具符号：・建具表による ・ ）

・断熱ドアセット・断熱サッシＧ

（建具符号：・建具表による ・ ）

・耐震ドアセット

鋼板 ※亜鉛めっき鋼板 ・ビニル被膜鋼板 ・カラー鋼板

鋼板の厚さ ・標準仕様書表16.5.1による ・

召合せ、縦小口包み板の材質 ※鋼板 ・

性能等級ステンレス製建具 (16.2.2) (16.4.2) (16.6.2～4）9

簡易気密型 ・適用する

（建具符号：・建具表による ・ ）

・適用しない

外部に面する建具の耐風圧性 ・S-4（建具符号：・建具表による ・ ）

・S-5（建具符号：・建具表による ・ ）

・S-6（建具符号：・建具表による ・ ）

・

（建具符号：・建具表による ・ ）

遮音性の等級（ ）・防音ドアセット・防音サッシ

（建具符号：・建具表による ・ ）

断熱性の等級（ ）・断熱ドアセット・断熱サッシＧ

（建具符号：・建具表による ・ ）

面内変形追随性の等級（ ）・耐震ドアセット

鋼板（屋外） ※SUS 430JIL、SUS 443J1 SUS 304 ・

鋼板（屋内） ※SUS 430、SUS 430JIL、SUS 443J1、SUS 304 ・

表面仕上げ

ステンレス鋼板の曲げ加工 ※普通曲げ ・角出し曲げ

(16.7.2～4）建具材の加工、組立時の含水率 ※Ｂ種 ・

建物内部の木製建具に使用する表面材及び接着剤のホルムアルデヒド放散量

※規制対象外 ・

木製建具10

・かまち戸

見込み寸法 ※36mm ・建具表による ・

・ふすま

張りの種別（・Ⅰ型 ・Ⅱ型）

見込み寸法 ※19.5mm ・建具表による ・

・戸ぶすま

見込み寸法 ※30mm ・建具表による ・

・紙張り障子

見込み寸法 ※30mm ・建具表による ・

枠、くつずりの材料 ・建具表による ・

上張り ・鳥の子 ・新鳥の子又はビニル紙程度 押入等の裏側は雲花紙程度

縁仕上 ・塗り縁 ・生地縁（素地） ・生地縁（ウレタンクリヤー塗装）

かまち樹種（ ） 鏡板樹種（ ）

・フラッシュ戸

表面板の厚さ ※表16.7.6による ・

表面材の合板の種類

・普通合板

・天然木化粧合板

・特殊加工化粧合板

表面の樹種

生地、透明塗料塗り

（※ﾗﾜﾝ合板程度 ・ ）

不透明塗料塗り

（※しな合板程度 ・ ）

板面の品質（ ）

接着の程度（・1類 ・2類 ）

樹種名（ ）

接着の程度（・1類 ・2類 ）

化粧加工の方法

（・ｵｰﾊﾞｰﾚｲ ・ﾌﾟﾘﾝﾄ ・塗装）

接着の程度（・1類 ・2類 ）

合板の種類 規 格 等

Ｇ

Ｇ

Ｇ

備 考

表面性能（ ）タイプＷ

(16.8.2,3）

・建具表による ・

錠前類

・建具表による ・

クローザ類

・建具表による ・

建具用金物

※標準仕様書表16.8.1及び適用は建具表による ・

金物の種類・見え掛り部の材質等

樹脂製建具に使用する丁番 ※標準仕様書表16.8.3による ・

握り玉、レバーハンドル、押板類、クレセントの取付位置

11

(16.8.4）マスターキー ・製作する ・製作しない

その他の鍵 ※各室３本１組 ・

鍵箱 ※有り ・無し

12 鍵

建具表による）

・SSLD-1

・SSLD-2

・DSLD-1

・DSLD-2

・SWD-1

・SWD-1

性 能 凍結防止

・図示

・行う

（適用箇所は

・行わない

自動ドア

※標準仕様書表16.9.1による

・

・

※標準仕様書表16.9.2による

・適用する

・適用しない

防 錆 センサーの種類

・光電スイッチ

・電波スイッチ

・押しボタンスイッチ

・ペダルスイッチ

・熱線スイッチ

・音波スイッチ

・タッチスイッチ

・光線（反射）スイッチ

・マットスイッチ

・多機能トイレスイッチ

（16.9.2,3）自動ドア開閉装置13

(16.10.3）自閉式上吊り引戸装置 性能 ※標準仕様書表16.10.1による ・14

(16.11.2,3）重量シャッター シャッターの種類 ・一般重量シャッター 耐風圧強度（ ）N/㎡

・外壁用防火シャッター 耐風圧強度（ ）N/㎡

・屋内用防火シャッター

・防煙シャッター

スラット及びシャッターケース用鋼板

めっきの付着量 ※Z12又はF12 ・

開閉機能による種類 ※上部電動式（手動併用） ・上部手動式

15

鋼板の種類 ・JIS G 3302（溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）

・JIS G 3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）

軽量シャッター 開閉形式 ※手動式 ・上部電動式（手動併用）

耐風圧強度（ ）N/㎡

スラットの材質

めっき付着量（※Z06又はF06 ・ ）

めっき付着量（※AZ90 ・ ）

スラットの形状 ・インターロッキング形 ・オーバーラッピング形

16

・JIS G 3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）

・JIS G 3322（塗装溶融55％アルミニウム－亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯）

(16.13.2,3）オーバーヘッドドア

・バーチカル形

・ハイリフト形

・スタンダード形

・ローヘッド形

・電動式

※バランス式

・チェーン式

セクション材料

による区分

開閉方式

による区分

収納形式

による区分
ガイドレールの材質

耐風圧

区分(Pa)

・125

・100

・75

・50

※スチールタイプ

・ファイバーグラス
タイプ

・アルミニウムタイプ

※溶融亜鉛めっき鋼板

・ステンレス鋼板
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ガラスの留め材及び溝の大きさ

鋼製及び鋼製軽量

ステンレス製

映像調整 ・行わない ・行う

反射被膜面 ・内面 ・外面

・倍強度ガラス

アルミニウム製

・フロート倍強度ガラス

・熱線吸収倍強度ガラス

－

・グレー ・ブルー ・ブロンズ

材料板ガラスによる種類の名称 色 調

・グレイジングチャンネル形

・ガスケット

・シーリング材

・

・シーリング材

・

・

・シーリング材

※標準仕様書表16.14.1による

・図示

・

※標準仕様書表16.14.1による

・図示 ・

※標準仕様書表16.14.1による

・図示 ・

建具の種類 ガラス留め材 ガラス溝の大きさ(mm)

・熱線反射ガラス

・A種 ・B種

A種

B種

・１種

・２種

・３種

・熱線反射ガラス

・高性能熱線反射ガラス

色調（・ブロンズ ・シルバー）

色調（・ブルー ・グレー）

日射遮へい性 耐久性品 類

ガラス (9.7) (16.14.2～4) (表16.14.1）

・Ⅱ-1類 ・Ⅱ-2類

・Ⅲ類

・合わせガラス

・Ⅰ類
・フロート板合わせガラス

・網入磨き、熱線吸収板合わせガラス

・網入磨き、フロート板合わせガラス

・熱線吸収、フロート板合わせガラス
・フロート合わせガラス

・網入磨き合わせガラス

構成種類 性 能品 種

・熱線吸収板ガラス

・Ⅰ類 ・Ⅲ類

・ブルー ・グレー ・ブロンズ

・フロート強化ガラス

・熱線吸収強化ガラス

・型板強化ガラス

・１種 ・２種

・フロートガラス

・型板ガラス

・熱線吸収網入磨き板ガラス

・熱線吸収フロート板ガラス

性 能

種 類

色 調

性 能

品 種

材料板ガラスによる種類

・強化ガラス

U1

U2

・１種

・２種・断熱複層ガラス

品 類 断熱性 日射熱遮へい性

・複層ガラス

・U-3-1 ・U-3-2

E4

E5

・３種

・４種

・５種
・日射熱遮へい複層ガラス
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ガラスブロック (16.14.5）

表面

形状

80

95

95

80 外側

※15以下

・

内側

※6以上

壁用金属枠及び補強材 ・設ける（形状 ※図示 ・ ）

・設けない

寸法 ※径5.5mm ・

形状 ※はしご形状複筋及び単筋 ・

化粧目地モルタルの色（ ）

金属製化粧カバー 材質 ・ステンレス製 ・アルミニウム製

寸法 ※図示 ・

形状 ※図示 ・

目地部の力骨の補強方法

※ガラスブロック製造所の仕様による ・図示 ・

呼び寸法 厚さ
色 調 目地幅(mm)

平積み 曲面積み

伸縮調整

目地(mm)
防火性能

工法

建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法

・適用しない

※無し

・有り

※6m以下

ごとに

10～25

・図示

・

・正方形

・長方形

・125×125

・320×320

・250×125

・320×160

・160×160 ・95

・125

・95

・125

※8～15

・15～25

・

・ ・

・・

・ ・

・ ・

・

・

・

・

・

・

・

力骨 材質 ※ステンレス鋼(SUS 304) ・

した工法）

※適用する（建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1 ・1.15 ・1.3）倍の風圧力に対応

曲面積みの曲率半径は、ガラスブロックの幅寸法の10倍以上とする。

クリア 乳白
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・

・

主要部材の耐風圧性能（ガラスを除く）

4mを超える

支点間距離(h) 状 態

取付方法、性能等 (17.1.3) (17.2.2) (17.3.2）

取付方法 ・層間方式 ・柱・梁方式 ・方立方式 ・スパンドレル方式 ・

4m以下

・たわみ量が±(1/150)×h

・

・

耐風圧性能

主要部材に有害な歪みが起こらないこと。

部材の脱落、ガラスの破損及び

かつ絶対量20mm以下であること

17

カ
ー

テ
ン

ウ
ォ

ー
ル
工

事

1

性能

耐温度差性

(℃)

・1.0

・

断熱性遮音性
水平方向(kH)垂直方向(kV)

・0.5

・

耐震性能
水密性 気密性

・30分

・1時間

耐火性能

・80

・70

・60

耐風圧性能

建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法

・適用しない

した工法）

※適用する（建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1 ・1.15 ・1.3）倍の風圧力に対応

層間変位追従性

変位後の状態

鉄筋コンクリート造

鉄骨鉄筋コンクリート造

・±(1/200)×h以上

・

・±(1/300)×h以上

建築物の構造種別

鉄骨造
部材の脱落、ガラスの破損及び

主要部材に有害な歪みが起こらないこと。

シーリングは補修程度の損傷であること。

層間変位量（h=支点間距離）

シーリング材

下表以外は標準仕様書表9.7.1による

カーテンウォール板間目地

ガラス

ガラス

石、タイル

ガラス

主成分による区分
被着体の組合せ

記号

シーリング材の種類

金属

・適用する （施工箇所 ・図示 ・ ）

材質 ・クロロプレン系 ・EPDM系 ・シリコーン系

形状 ・H型 ・Y型 ・C型

寸法(mm) ガラス板厚（ ）、支持枠の厚さ（ ）、ウェブの寸法（ ）

・適用しない

断熱材

種類（ ）

厚さ(mm)（ ）

施工箇所 ・図示 ・

耐火材料

・ファスナー部

・取付けブラケット

・パネル目地部

・層間ふさぎ

施工部位 種 別 規格帯

Ｇ

構造ガスケット

ガラスの取付

PCカーテンウォール (17.3.2～5）カーテンウォールの材料

コンクリート ※標準仕様書17.3.2(a)(ⅰ)～(ⅳ)による ・

鉄筋 ※SD295A（・D13 ・D10）

補強鉄線の径(mm) ※3.2 ・4.0 ・5.0 ・6.0

配筋 ※図示

先付けの材料 ・サッシ枠 ・ゴンドラ用ガイドレール

表面仕上げ材 ・磁器質タイル

・石材（・花こう岩 ・大理石 ・ ）

・

・h=-1～+2、W1及びW2=±1

製品及び取付位置の寸法許容差 ※標準仕様書表17.3.1～2による ・

3

ウォール

メタルカーテン (17.2.2,3,5）カーテンウォールの材料

映像調整材 料

※アルミニウム製

・

※標準仕様書16.2.3による

・

・A-1種 ・A-2種 ・

着色（・ｱﾝﾊﾞｰ ・ﾌﾞﾛﾝｽﾞ

・ﾌﾞﾗｯｸ系 ・ｽﾃﾝｶﾗｰ）

表14.2.1による ・ ）

皮膜等の種類（※標準仕様書

規格等 表面処理

・行う

・行わない

2

製品及び取付位置の寸法許容差 ※標準仕様書表17.2.1～3による

ガラス溝の寸法、形状 ※製造所の仕様による ・

性能の確認方法及び判定方法

・行う ・行わない

構造ガスケットを用いる場合のアンカー溝の寸法及び寸法許容差(mm)

(16.12.2～4）

遮音性の等級（・T-1 ・T-2）

断熱性の等級（・H-4 ・H-5 ・H-6）

・適用する

・適用しない

・JIS G 3302（溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）

めっき付着量

※Y08 ・

※Z12又はF12 ・

遮音性の等級（ ）

断熱性の等級（ ）

面内変形追随性の等級（ ）

※ＨＬ ・鏡面 ・

シャッターのシャッターケース ・設ける ・設けない

・145×145

工事名

図面名

年月日

尺 度 図面番号

会社名

令和４年度 荒川中部農業水利事業
花園揚水機場改修その２工事

関東農政局 荒川中部農業水利事業所事業所名

－

建築工事特記仕様書（その6）

A-6



間伐材等

の適用

フローリング張り

・フローリング

・フローリング

工 法

・釘留め工法

・接着工法

(根太張り)

・釘留め工法

(直張り)

・接着工法

種 類

単層フローリング

仕上塗装

・塗装品

・無塗装品

・塗装品

・無塗装品

樹 種
大きさ

（mm）

※なら

・

※なら

・

※なら

・

・

・

・12以上

・12以上

幅 75

幅 75

幅 75

※なら

・

303×303

厚さ

（mm）

板長さ 500以上

板長さ 300以上

板長さ 300以上

・

・

・15

15

・

・

・

・
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内
装

工
事

接着剤

接着剤のホルムアルデヒド放散量

ビニル床シート

（19.2.2）

※規制対象外 ・

接着剤に含まれる可塑剤は、難揮発性のものとする。

種 類 厚さ（mm）

・無地

・マーブル柄

・帯電防止

・耐動荷重性

特殊機能色 柄

※2.0

・

施工箇所 備考

（19.2.2,3）

1

2

18

塗
装

工
事

材料 (18.1.3）

屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量

※規制対象外 ・

・次の箇所を除き防火材料とする（箇所： ）

・防火材料 ※屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする （床からの高さ1.2ｍ以上の壁）

1

素地ごしらえ (18.2.2～7）

不透明塗料塗りの場合

透明塗りの場合

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面

モルタル面及びプラスター面

※A種 ・B種

※B種 ・A種

※C種 ・A種 ・B種

※B種 ・A種

下地面等 種 別

木部

2

せっこうボード面及び

その他ボード面

目地：継目処理工法

目地：継目処理工法以外

※A種 ・B種

※B種 ・A種

※B種 ・A種コンクリート面及びＡＬＣパネル面

コンクリート面及び押出成形セメント板面 ・A種 ・B種

・A種 ・B種

錆止め塗料塗り (18.3.2,3）

・A種 ・B種鋼製建具

鋼製建具以外

見え掛り部分

見え隠れ部分

※A種 ・B種

※B種 ・A種

下地面等 工程の種別 塗料の種別

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面

3

※B種 ・A種

※A種 ・B種

・B種

塗装 (18.4.1～18.14.2）

・合成樹脂エマルションペイント塗り(EP)

・合成樹脂エマルション模様塗料塗り(EP-T)

・ウレタン樹脂ワニス塗り(UC)

・ラッカーエナメル塗り(LE)

・オイルステイン塗り(OS)

塗 装

屋上、屋根面の金属面に塗装する場合の塗料は高日射反射率塗装 とする。Ｇ

塗料の種類

(DP)
ｺﾝｸﾘｰﾄ面及び押出成形ｾﾒﾝﾄ板面

ｺﾝｸﾘｰﾄ面等

屋内の鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面

鉄鋼面

木部屋内

木部屋外

ぺイント塗り(EP-G)

・つや有合成樹脂

エマルション

・耐候性塗料塗り

・アクリル樹脂系非水分散型塗料塗り(NAD)

・クリヤラッカー塗り(CL)

・合成樹脂調合

ペイント塗り(SOP)

※1種 ・2種

※1種 ・2種

※1種 ・2種

※1種 ・2種

－

－

上塗り等級（ ）級

上塗り等級（ ）級

上塗り等級（ ）級

－

－

－

－

－

－

－

－

種 別

－

－

※B種 ・A種

※Ａ種 ・B種 ・C種

※B種 ・A種

※B種 ・A種

※B種 ・A種

※B種 ・A種

－

※B種 ・A種

※B種 ・A種

※B種 ・A種

※B種 ・A種

※B種 ・A種

※A種 ・B種

－

※B種 ・A種

4

・木材保護塗料塗り(WP) 屋外

発泡層のない

もの

JIS記号

※FS（複層）

・無地

・柄物

・防滑性

・耐薬品性

発泡層のある

もの

・

・

工法 ※熱溶接工法 ・突付け（施工箇所： ）

・

特殊機能

又は体積電気抵抗値（JIS A 1454）1×10 ～10 Ω程度
10

帯電防止 ・帯電防止性能評価値（JIS A 1455）1.2以上～3.2未満
2

・FT

ビニル床タイル

・KT

・FOA

（複層）

（置敷き）

（コンポジション）

（19.2.2）

JIS記号 色柄 寸法（mm） 特殊機能

・

・

・2.5

・3.0

施工箇所

・3.0

※2.0・帯電防止

・防滑性

・帯電防止

・帯電防止

・防滑性

・防滑性

・300×300

・450×450

・450×450

・300×300

・500×500

・無地

・・柄物

・柄物

・・柄物

・無地

・無地

備考厚さ（mm）
3

※2.0

・

特殊機能

又は体積電気抵抗値（JIS A 1454）1×10 ～10 Ω程度
10

帯電防止 ・帯電防止性能評価値（JIS A 1455）1.2以上～3.2未満
2

材質 ・軟質 ・硬質

高さ（mm） ※60 ・70 ・100

厚さ（mm） ※1.5以上 ・

（19.2.2）ビニル幅木4

（19.2.2）ゴム床タイル5

下敷き材(グリッパー工法の場合)

※反毛フェルト（JIS L 3204）の第2種2号 呼び厚さ8mm ・

パイル形状 備 考寸法（mm） 総厚さ（mm）種 類 施工箇所

・ニードルパンチカーペット

帯電性 ・適用する（性能：※人体帯電圧3kv 以下 ・ ）

厚さ（mm） （ ）

・適用しない

備考 （ ）

・タイルカーペット

※ループパイル

・カットパイル

・カット、ループ併用

※第一種

・第二種

・第一種

・第二種

・第一種

・第二種

※6.5

・

※6.5

・

※6.5

・・

※500×500

・

※500×500

・

※500×500

タイルカーペットの敷き方 平場 ※市松敷き ・模様流し ・

階段部分 ※模様流し ・市松敷き ・

見切り、押え金物 ・適用する（材質、形状等 ※図示 ・ ）

・適用しない

カーペット敷き

・ｶｯﾄ､ﾙｰﾌﾟ併用

・ｶｯﾄﾊﾟｲﾙ

パイル形状種 別 色柄等織り方

・ｱｷｽﾐﾝｽﾀｰｶｰﾍﾟｯﾄ

・ﾀﾞﾌﾞﾙﾌｪｰｽｶｰﾍﾟｯﾄ

・ｳｨﾙﾄﾝｶｰﾍﾟｯﾄ

工 法パイル長さ（mm）パイル形状

下敷き材 ※反毛フェルト（JIS L 3204）の第2種2号 呼び厚さ8mm ・

・適用する

・柄物

（標準品）

・無地・A種

・B種

・C種

・織じゅうたん

帯電性 備 考

・タフテッドカーペット

・ループパイル

・カットパイル

・レベルループパイル

・カット、ループ併用

・5～7 ・

・4～6 ・

・4 ・

・

※全面接着工法

・グリッパー工法

帯電性

・適用する

（性能：※人体帯

（性能：※人体帯

備 考

・ﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙ

電圧3kV以下

・適用しない

・ ）

電圧3kV以下

・適用しない

・ ）

6 （19.3.3,4）（表19.3.1,2）

色柄 （ ）

厚さ（mm） ・3.0 ・4.5 ・6.0 ・9.0

寸法（mm） （ ）

（19.4.2､3）（表19.4.1～7）

種 類

・厚膜型塗床材

・厚膜型塗床材

・薄膜型塗床材

（JIS K 5970）

施工箇所

・薄膜流し展べ工法

・厚膜流し展べ工法

・樹脂ﾓﾙﾀﾙ工法

※平滑仕上げ

・平滑仕上げ

・防滑仕上げ

・つや消し仕上げ

・防滑仕上げ

工程

塗布量（kg/㎡）

・

表面仕上げ

・平滑 ・防滑

溶剤

仕上げの種類工 法

エポキシ樹脂塗床材

・水性色 ・溶剤系 ・無溶剤系

仕上げ色

・標準色 ・

（19.4.2）

・ｱｸﾘﾙ樹脂塗床材

弾性ｳﾚﾀﾝ樹脂系塗床材

7

ボード1等

ブロック1等

・モザイク ・接着工法 ・塗装品

・無塗装品

・ ・ ・
・

パーケット1等

（19.8.2,3）

（19.9.2､3）

その他ボード及び 種 類 厚さ（mm）、規格等

合板張り

（19.7.2,3）（表19.7.1）

・硬質木毛ｾﾒﾝﾄ板 ・15 ・20 ・25 ・

・中質木毛セメント板 MW ・15 ・20 ・25 ・

NW ・15 ・20 ・25 ・

・硬質木片ｾﾒﾝﾄ板 HF ・12 ・15 ・18 ・21 ・

・普通木片ｾﾒﾝﾄ板 ・30 ・NF

0.8FK

1.0FK

ﾀｲﾌﾟ2（無石綿） ・6 ・8

・ﾛｯｸｳｰﾙ化粧吸音板 DR ・ﾌﾗｯﾄﾀｲﾌﾟ（・9 （不燃）・12・ ）

・凹凸ﾀｲﾌﾟ（・12（不燃）・15・ ）

・ﾛｯｸｳｰﾙ吸音ﾎﾞｰﾄﾞ1号 RW-B ・25 ・

・ｸﾞﾗｽｳｰﾙ吸音ﾎﾞｰﾄﾞ32K GW-B ・25（ｶﾞﾗｽｸﾛｽ包） ・

・せっこうﾎﾞｰﾄﾞ GB-R ・12.5（不燃）・15（不燃）・

・不燃積層せっこうﾎﾞｰﾄﾞ GB-NC 9.5（不燃）化粧無（下地張り用）

化粧有（ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ模様）

・ｼｰｼﾞﾝｸﾞせっこうﾎﾞｰﾄﾞ GB-S 12.5（不燃）

・強化せっこうﾎﾞｰﾄﾞ GB-F ・12.5（不燃）・15（不燃）

・せっこうﾗｽﾎﾞｰﾄﾞ GB-L 9.5

・化粧せっこうﾎﾞｰﾄﾞ（木目） GB-D 12.5（不燃） 幅440mm程度

模様（・柾目 ・板目）専用下地材有り

GB-D 9.5（準不燃）

・普通合板

生地、透明塗料塗り

（※ﾗﾜﾝ程度 ・ ）

不透明塗料塗り

（※しな程度 ・ ）

表面の材種

板面の品質（ ）

厚さ(mm)（ ）

接着の程度（ ）

・天然木化粧合板 樹種名（ ）

接着の程度（・1類 ・2類 ）

厚さ(mm)（ ）

・特殊加工化粧合板 化粧加工の方法

（・ｵｰﾊﾞｰﾚｲ ・ﾌﾟﾘﾝﾄ ・塗装）

表面性能（ ）タイプ

接着の程度（・1類 ・2類 ）

厚さ(mm)（ ）

JIS K 6903 による厚さ（※1.2・ ）・ﾒﾗﾐﾝ樹脂化粧板

・ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ樹脂化粧板

・3 ・7 ・9 ・12 ・・ﾐﾃﾞｨｱﾑﾃﾞﾝｼﾃｨﾌｧｲﾊﾞｰﾎﾞｰﾄﾞ

・単板張りﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ ・無研磨板 ・研磨板

・10 ・12 ・15 ・18 ・

・塗装

・10（難燃）・12（難燃）・

・化粧ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄ

・ﾊｰﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ（素地）

・単板ｵｰﾊﾞｰﾚｲ ・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸｵｰﾊﾞｰﾚｲ

MDF

HB

・研磨板 （・ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ ・ﾃﾝﾊﾟｰﾄﾞ）

・ﾊｰﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞ（化粧） ・内装用 ・外装用

・2.5 ・3.5 ・5 ・7

HW

・けい酸ｶﾙｼｳﾑ板

・普通木毛ｾﾒﾝﾄ板

JIS記号

せっこうボード、

・ｲﾝｼｭﾚｰｼｮﾝﾎﾞｰﾄﾞ IB A級（・天井仕上 ・内装仕上 ・ ）

・9 ・12 ・15 ・18

・無研磨板（・ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ ・ﾃﾝﾊﾟｰﾄﾞ）

・化粧せっこうﾎﾞｰﾄﾞ（ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ模様）

10

大きさ（mm）

厚さ・

※C種

板厚

・

・8以上

板幅

・75以上

・

板長さ

900以上

種 類 工 法
間伐材等
の適用

※ウレタン樹脂ワニス塗り

・オイルステインの上、ワックス塗り

・生地のままワックス塗り

(根太張り)

・釘留め工法

(直張り)

・釘留め工法

・接着工法

樹 種

※なら

・

※なら

・

・無塗装品

・適用する

・適用しない

・A種

・B種

仕上塗装防湿処理種別

現場塗装仕上 ・行う（施工箇所 ）

・行わない

・塗装品

接着工法の場合の緩衝材 ※合成樹脂発泡シート ・

複合フローリングのホルムアルデヒド放散量 ※規制対象外 ・

・

・

複合フローリング

※天然木化粧

畳敷き （19.6.2）（表19.6.1）

下地の種類 ・標準仕様書 表12.6.1による床組

・ポリスチレンフォーム床下地(ノンフロン )

種別 ・A種 ・B種 ・C種 ・D種（畳床：・KT-Ⅰ ・KT-Ⅱ ・KT-Ⅲ ・KT-K ・KT-N）

畳表及び畳床はホルムアルデヒド、アセドアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて

少ない材料を使用したものとする。

・防虫処理

・防虫処理

・防虫処理

合板類、MDF及びパーティクルボードのホルムアルデヒド放散量

※規制対象外 ・

せっこうボードの目地工法 ・仕上げ表による

壁紙張り

せっこうボード等の下地は図示による。

遮音シール材 ・適用する（・シーリング材 ・ジョイントコンパウンド）

・適用しない

合板類の張付け ※B種 ・A種

11

（19.5.2～6）（表19.5.1～5）

（19.8.2,3）

断熱材12

※規制対象外 ・

種 類

・断熱材打込み工法

施工箇所厚さ（mm）

・

ロックウール、グラスウール、フェノールフォーム、ユリア樹脂又はメラミン樹脂を使用した断熱

材及び接着剤のホルムアルデヒド放散量

（19.9.2,3）

ホルムアルデヒド放散量 ※規制対象外 ・

コンクリート・ＡＬＣ面の素地ごしらえ ※B種 ・A種

せっこうボード面の素地ごしらえ ※B種 ・A種

モルタル・プラスター面の素地ごしらえ ※B種 ・A種

備 考

壁紙の種類

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

紙 無機質 その他繊維 プラスチック

・不燃・準不燃

・不燃・準不燃

・不燃・準不燃

・不燃・準不燃

防火種別施工箇所

・保温板（2種b）

・保温板（3種b）

・

・

・25 ・

・25 ・ ・接地部分

・

・外壁廻り

・ﾋﾞｰｽﾞ法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温材

・ﾋﾞｰｽﾞ法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材

（ｽｷﾝ層なし）

・押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温材

・押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材

（ｽｷﾝなし）

・A種硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ保温材

・硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ断熱材

（3種2号を除く）

・ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑ保温材

・ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑ断熱材 ・・

・断熱材現場発泡工法

断熱材の種類 ※A種1 ・B種1

厚さ（mm） ・25 ・30 ・

施工箇所 ・図示 ・

合成樹脂塗床材のホルムアルデヒド放散量 ※規制対象外 ・

合成樹脂塗床

（別途工事）

8

工事名

図面名

年月日

尺 度 図面番号

会社名

令和４年度 荒川中部農業水利事業
花園揚水機場改修その２工事

関東農政局 荒川中部農業水利事業所事業所名

－

建築工事特記仕様書（その7）

A-7

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ



・鋼製物品棚

・鋼製書架

種 類 規格等 耐荷量による種類

JIS S 1039による

鋼製書架及び物品棚

・1種 ・2種 ・3種

・4種 ・5種 ・6種 ・

枠の材質 ※アルミニウム製

表面の材質 ※塩ビ発泡シート張り ・

屋内掲示板

材種 ・メラミン樹脂化粧板張り（心材：集成材） ・人工大理石

奥行き（mm） ・約450 ・約600

洗面カウンター

30

31

32

・可動式

・回転降下式

・垂直降下式

（巻取り型）

・線入り磨き板ガラス

※網入り磨き板ガラス

防煙垂れ壁

降下機構 煙感知器連動及び手動開放装置（埋込み型）

材質 ・

合板、集成材、MDF、パーティクルボード等のホルムアルデヒド放散量

形状・寸法 ※図示

収納家具 （12.2.2）（19.7.2）

※規制対象外 ・第三種

屋外掲示板 照明器具 ※有り ・無し

施錠 ※有り ・無し

・固定式

・

※6.8

※不燃布

（不燃認定品）

鋼板製又はアルミ製

アルミ製枠付き

※天井材張り

・

・可動式（天井収納型）

※固定式（壁埋込み型）

表面仕上げ

ガイドレール

・

※500

・

・

※500

※500

・800

・800

材 質 厚さ（mm） 高さ（mm） 備 考

種 類 材 質 高さ（mm） 備 考

33

34

35

耐震スリット

・垂直方法

・水平方向

・耐火型

・非耐火型・

・完全（全貫通型） ・有り

・無し

備 考防水性能耐火性能タイプ方 向

目地材

目 地 内 壁 外 壁

目地寸法（mm）

・シーリング材（見え掛かり部のみ）

目地

・シーリング材（内外とも）

・シーリング材（見え掛り部のみ）

・

・ ・

※幅20×深さ10 ※幅20×深さ10

19

目地材の材質は標準仕様書表9.7.2による

止水板 形式 ・差込式 ・据置式 ・壁張り式

施工箇所 ・図示 ・

20

エキスパンション
材 種

・ステンレス製

・アルミニウム製

クリアランス

・50 ・100

・150 ・

・有り（ ）

・無し

耐火性能 備 考
ジョイント金物

21

外部は防水型とする

旗竿

・アルミニウム合金製

・

材 質 備 考

フェンス フェンスの種類 ・ビニル被覆エキスパンドフェンス

・樹脂塗装メッシュフェンス

・鋼管フェンス

・アルミフェンス

高さ ・図示 ・

・埋込み式

・ロープ式 ・ベース式

・バンド式

・ハンドル式

操作方法 固定方法

・同一断面型

・テーパー型

形 式 高さ（m）

24

27

床点検口

・鋼製

材 種

・ステンレス製

寸 法

・一般形

・結露防止形

・屋内外用

・屋内用・600×600

・

・450×450

・密閉形

・アルミニウム製

備 考形 式

・鍵付き

18

天井点検口17
材 種

・

寸 法

・一般形

・600×600

・ ・密閉形

形 式 外 枠 内 枠

・額縁タイプ

・目地タイプ

・屋内外用

・屋内用

・額縁タイプ

・目地タイプ

・450×450・アルミニウム製

黒板及び

ホワイトボード 色 彩種 類

※ほうろう

ボード

・ホワイト

・黒板

寸法（mm）

白 ・平面

・曲面

・曲面

・平面 ・スクリーン付き引分け

・

・

・

※緑

・黒

（20.2.8）

※焼付け

形 式

・スクリーン付き引分け

8

鏡 （20.2.9）

厚さ（mm） ※5 ・

寸法（mm） ・図示 ・

9 取付箇所 （ ）

（20.2.10）

区 分

（・両面 ・片面）

材 質 厚さ（mm）

・衝突防止表示

寸法（mm）

・ステンレス製 ・30φ ・市販品

・室名札

・図示 ・ ・

・各階案内板

・ピクトグラフ

・アクリル板

・

・図示

・ ・

・5

・とびら番号

・庁舎案内板

・

・ ・ ・

・アクリル板 ・図示 ・5

・ ・ ・

・アクリル板 ・図示 ・5

・ ・ ・

・アクリル板 ・図示 ・5

・ ・ ・

・アクリル板 ・図示 ・5

・図示

・

・図示

・

・

・図示

・

・図示

・

・図示

・

・図示

備 考取付高さ（mm）

表示10

誘導標識、非常用進入口表示等は市販品とする。

色、書体、印刷等の種別、取付け形式等は図示による。

案内用図記号はJIS Z 8210による。

（20.2.11）

キャスタブル耐火材 煙突用成形ライニング材の製造所の指定する製品とする

煙突ライニング

煙突用成形ライニング材 ・適用する ・適用しない

適用安全使用温度 ・400℃ ・650℃ ・

11

寸法・

取付箇所

・縦型

・横型 ※ギヤ式

・コード式

・手動

・電動

・操作棒式

※2本操作コード

・1本操作コード式

・手動

・電動

－

－

操作方法

・

・図示

・

・図示

（20.2.12）

形 式

・100

・80

※25

・

（mm）

ボックス・

・

※鋼製

レールの材種

・クロススラット

・アルミスラット

スラットの材質

・

金製

金製

アルミニウム合

※アルミニウム合

スラット幅
種 類

ブラインド12

ポリエステル繊維又は植物を原料とする合成繊維を使用した製品を使用する場合

クロススラット 消防法で定める防炎性能の表示がある特殊樹脂加工

アルミスラット 焼付け塗装仕上げ

遮光性能

（20.2.13）ロールスクリーン

材 種 操作方式

・電動式

・スプリング式

・チェーン式

・1級

・2級

・3級

寸法（mm） 備 考

・

取付箇所

・

・図示

・

・図示

・

・ポリエステル

13

巻取りパイプ、ウェイトバー、操作コード又は操作チェーンその他の材料は製造所の仕様による。

（20.2.14）カーテン

・シングル

・ダブル

形 式

・片引き

・引分け ・ひも引き

・手引き

・電動

・フランスひだ

ひだの種類

・箱ひだ、つまひだ

・プレーンひだ、片ひだ

取付箇所

・図示

きれ地の種別、

品質、特殊加工等

・

開閉操作 備 考

（暗幕）

14

暗幕カーテンの両端、上部及び召合せの重なり ※300mm以上 ・

使用される繊維のうち、ポリエステル繊維又は植物を原料とする合成繊維を使用した製品につい

ては とする

材種 ※アルミニウム製 ・ステンレス製 （20.2.14）カーテンレール

強さによる区分 ※ 10-90 ・

形式 ・シングル ・ダブル

・片引き ・引分け

ブラインドボックス

及び

カーテンボックス

仕上げ ※アルマイト ・

形状 ※角形 ・

材質 ・集成材（仕上げ： ）

・アルミニウム製 押出し型材（市販品）

表面処理・C-1

・C-2（・アンバー ・ブロンズ ・ブラック系 ・ステンカラー）

・

皮膜等の種類 ※標準仕様書表14.2.1による ・

・鋼製（仕上げ： ）

溝幅×深さ（mm） ・90×150 ※120×80 ・120×150 ・150×80 ・図示

15

16

フリーアクセスフロア （20.2.2）20

ユ
ニ

ッ
ト

及
び

そ
の
他

の
工

事

備 考

・

・帯電防止床タイル

・タイルカーペット

・3,000N

・5,000N

・1.0G

・0.6G

施工箇所 構 法 寸法(mm) 高さ(mm) 耐震性能 所定荷重 表面仕上げ材

・500×500

・

1

寸法精度

※標準仕様書20.2.2(b)(5)(ⅰ)～(ⅲ)による ・

厚さ ±0.5mm

平坦度 パネル周辺部 1.0mm以下

図心と各頂点を結ぶ線上部 2.0mm以下

表面仕上材の品質、性能は、標準仕様書19章による。

構成材の材質 ・アルミニウム製 ・鋼製(仕上げ： ) ・

スロープ及びボーダー ・製造所の仕様による ・図示

配線用取り出しパネル

フリーアクセスフロア全体面積に対する設置割合 ・20～30パーセント

・

配線取り出し開口 ・パネル1枚につき、40mm×80mm 程度の開口1箇所以上

・図示

空調用吹き出し（吸い込み）パネル ・なし ・あり（形式、施工箇所：図示）

可動間仕切 （20.2.3）

材質

・鋼板

・

・0.6

・0.8

構造形式
スタッド パネル

表面仕上材

厚さ

（mm）

総厚さ

（mm）

・スタッド式

（内蔵）

（露出）

・不燃・0

・12

・20

・28

・36

パネル表面

仕上げ

・メラミン樹脂

焼付又はアク

リル樹脂焼付け

・壁紙張り

パネル内に取付ける建具 ・あり（※図示 ・ ） ・なし

表面仕上材を壁紙張りとする場合の品質、性能は標準仕様書19章による

・パネル式

ル式

・スタッドパネ

構成機材の種類

(dB/500Hz)

遮音性能 防火性能

2

移動間仕切 （20.2.4）

・部分電動式

・手動式

・電動式

・

・

・鋼板 ・36未満

・36以上

走行方向 操作方法
圧縮装置の

操作方法

総厚さ

（mm）

表面仕上材

(dB/500Hz)

遮音性

遮音性能は、JIS A 6512に準拠し、中心周波数500Hzの音についての透過損失とする

ハンガーレールの取付け下地の補強

・図示

パネル表面仕上げの壁紙張りの品質、性能 標準仕様書19章による

移動式

・平行方向

・二方向

移動式

・プッシュ式

・ハンドル式

・焼付塗装

・壁紙張り

・

材質

※取付け全重量の５倍以上の荷重に対して、使用上支障のない耐力及び変形量となるように補強

する。

パネル表面仕上げ

3

トイレブース

表面材の材質

※幅木タイプ

・

脚 部

形 状

（20.2.5）

・標準

・R

形 状

・アルミニウム製

・ステンレス製

・表面材と同材

材 質

ドアエッジ

・ポリエステル樹脂系化粧板

・メラミン樹脂系化粧板

・

4

※規制対象外 ・

パネルの材料のホルムアルデヒド放散量

※規制対象外 ・

パネルの材料のホルムアルデヒド放散量

視覚障害者用床タイル

施工箇所

屋内 ・塩化ビニル製

・レジンコンクリート製

・コンクリート製

・レジンコンクリート製

・コンクリート製

屋外

(11.2.2) (19.2.2)

ブロックパターンは JIS T 9251 による

階段滑り止め （20.2.6）

材 種 端部フラットエンド幅（mm）

・約35

・

取付け工法

※接着工法

・埋込み工法

・あり ・ビニル製

・ステンレス製

・なし －

ビニルタイヤ入り

・

種 類

・ステンレス製（SUS 304）

5

6

手すり

・クリヤラッカー

・

・

・HL

・EP-G

・

・35

・45

・

材 種 表面仕上げ 直径（mm） 取付箇所 備考

※集成材

・ステンレスパイプ

・鋼製パイプ

・ビニル製ハンドレール

7

・磁器質タイル（Ⅰ型）

・磁器質タイル（Ⅰ型）

・せっ器質タイル（Ⅱ型）

・せっ器質タイル（Ⅱ型）

・300×300 ・

・300×300 ・

・300×300 ・

・300×300 ・

・300×300 ・

・7.0 ・

・

・

・

・

厚さ（mm）寸法（mm）

・SOP

くつふきマット22

材 種 備 考

・塩化ビニル又はゴム製

・硬質アルミニウム合金製 ・硬質アルミニウム合金

・

・

受 け 枠

・ステンレス鋼（SUS 304）

・ステンレス鋼（SUS 304）製

流し台ユニット23

・コンロ台

・つり戸棚

・水切り

・600

・1200

・900

・1200

・900

・600

・1200

・550

・600

・650

・450

－

・620

・670

・500

・700

－

天板ステンレス製

市販品

市販品

市販品

バックガード有り

ステンレス製

・1段式 ・

品質・性能 JIS A 4420による

形状 ※図示 ・

・流し台 ・1200

・1500

・1800

・550

・600

・650

・800

・850

市販品

トラップ付き

天板ステンレス製

材 種
寸法（mm）

Ｗ Ｄ Ｈ
備 考

旗竿受金物 材種 ・ステンレス製（SUS 304） ・25

・上下式鎖内蔵型

車止めさく

材 種 柱径・肉厚（mm） 高さ（mm）

・ステンレス製

・ ・

・・標準品

・スプリング式

・

・

形 式

26

コンクリートの設計基準強度

※水セメント比55％以下、単位セメント量の 小値300kg/㎡を満足する調合強度

・図示

配筋

※配筋を定めた計算書を監督職員に提出する。

・図示

取付け方法

※図示

・

ート

プレキャストコンクリ28 (20.3.3,4)

質量区分 備 考

・間知石 －

・Ａ

・Ｂ

・

・花こう岩

・凝灰岩

－

種 類材 種材 種

積み方 ※谷積み ・布積み

目塗り ・図示 ・

間知石及びコンクリ

ート間知ブロック積

み積み

ロック

・コンクリート間知ブ

伸縮目地 材種 ・図示 ・

厚さ ・図示 ・

（20.4.2,3）29

敷地境界石標

設置方法

根切り底を突き締めたうえ、厚さ60mmの砂利地業を行い、コンクリートで根巻きして

建て込む。建込みは監督職員の立会いのもと行う。

・花こう石類（文字記号等入り）

種類 ※コンクリートブロック製（市販品）

コンクリートの調合 （容積比）セメント1：砂2：砂利4程度

36

・支柱調整式

・置敷式操作室
事務室

・スタッド式 60

工事名

図面名

年月日

尺 度 図面番号

会社名

令和４年度 荒川中部農業水利事業
花園揚水機場改修その２工事

関東農政局 荒川中部農業水利事業所事業所名

－

建築工事特記仕様書（その8）

A-8

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ



路床の材料

・盛土

1 路床22

舗
装

工
事

・図示

・

種 別 材 料 厚 さ (mm)

2 植栽基盤の整備 (23.2.2)(23.2.4)

・樹木

※芝、地被類

1 植栽地の確認等

土壌の水素イオン濃度（pH）試験 ・行う ・行わない

(23.1.3)

植
栽

及
び

屋
上

緑
化

工
事

23

植 栽

・適用する

・適用しない

・適用する

・適用しない

土壌改良材有効土層の厚さ（cm）

樹高12ｍ以上

（※100 ・120 ・150）

樹高7ｍ以上～12ｍ未満

（※80 ・100）

樹高3ｍ以上～7ｍ未満

（※60 ・80）

樹高3ｍ未満

（※50 ・60）

※Ｂ種

・

※20

・

・葉張り部分

・植栽部分

・図示

・

・植栽部分

・図示

・

・Ｃ種

・Ｄ種

※Ａ種

・Ｂ種

工 法 整備範囲

（23.2.3）※現場発生土の良質土 ・客土植込み用土3

土壌改良材 (23.2.3)・バーク堆肥4

施工箇所 ※植栽範囲 ・図示

使用量 植栽基盤面積1㎡あたり （ ・50ｌ ・ ）

・汚泥発酵肥料（下水汚泥コンポスト）

施工箇所 ※植栽範囲 ・図示

使用量 植栽基盤面積1㎡あたり （ ・10ｌ ・ ）

材料

・

植栽基盤の排水設備 ・設ける（※図示 ・ ）

・設けない

「金属等を含む産業廃棄物に係る判定基準を定める省令」の別表第1の基準に適合する原料を

使用したもので、植害試験の調査の結果、害が認められないものとする

21

排
水

工
事

1 屋外雨水排水 (21.2.1)(表21.2.1)

・遠心力鉄筋コンクリート管

材 種 備 考

排水管材料

・硬質ポリ塩化ビニル管

・Ｂ形管

・

形 状 呼び径

・図示 ・

・図示 ・

・図示 ・

・図示 ・

・図示 ・

外圧管（1種）

・VP

・VU

管の種類

・RS－VU

・硬質ポリ塩化ビニル管継手 ・DV

硬質ポリ塩化ビニル管の継手に用いる材料 ※接着剤 ・

コンクリート基礎等に用いる材料

※標準仕様書（6.14）

設計基準強度18N/mm2 とする。

ただし、コンクリートが簡易な場合の調合（容積比） セメント１：砂２：砂利４程度とする。

・図示

砂地業に用いる材料

砂利地業に用いる材料

基床の厚さ及び種類 ・図示 ・

側塊の形状及び寸法 ・図示 ・

排水桝の種類 ・図示 ・

※標準仕様書（21.2.1）(g)(1) ・図示

※標準仕様書（21.2.1）(g)(2) ・図示

鋳鉄製ふた

・

・簡易密閉形（パッキン式）

・密閉形（テーパ・パッキン式）

・水封形 ・T－ 2用

・T－ 6用

・T－20用

名 称 種 類

・有り

・無し

鍵

左記以外の品質等は

備 考適用荷重

鋳鉄製マン

ホールふた

・鋼製

グレーチング

形 式 用 途
メインバー

ピッチ

亜鉛めっき

(付着量)
上面形状

・溝ふた（横断用）

・桝ふた用

・溝ふた（横断用）

・溝ふた（側溝用）

・桝ふた用

・溝ふた（側溝用）

・U字溝用

・U字溝用

※普通目

・細目

・平形

・細目 ・（ ）

・（ ）

・平形

－

－

－

－

・凹凸形

・凹凸形

・

・

・

・

街きょ、縁石、側溝

・縁石

・Ｌ形側溝

・Ｕ形側溝

・Ｕ形側溝ふた

・

・図示 ・

・図示 ・

・図示 ・

・図示 ・

・図示 ・

地業の材料 ※標準仕様書（4.6.2）(a)による ・図示

砂利地業の厚さ ※100（mm） ・図示

コンクリート基礎等に用いる材料

街きょ、縁石、側溝

・中ふた付き密閉形（テーパ・パッ

キン式）

（公社）空気調和衛

生工学会SHASE-S209

による

適用荷重

・歩行用

・T－14用

・T－2用

・T－6用

・T－20用

・歩行用

・T－14用

・T－2用

・T－6用

・T－20用

製

・ステンレス

材 質

種 類 形状、寸法

・受枠付き、

・

・受枠付き、

・

※標準仕様書（6.14）

設計基準強度18N/mm2 とする。

・図示

ただし、コンクリートが簡易な場合の調合（容積比） セメント１：砂２：砂利４程度とする。

ボルト固定

ボルト固定

2

3

4

（21.2.1）

（21.2.1）

(21.3.1) (表21.3.1)

凍上抑制層

材料 ・再生クラッシャラン

・クラッシャラン

・切込み砂利

・川砂，海砂又は良質な山砂（75μmふるい通過量10％以下）

厚さ ・図示 ・

砂の粒度試験 ・行う ・行わない

凍上抑制層

材料 ・再生クラッシャラン

・クラッシャラン

・切込み砂利

・川砂，海砂又は良質な山砂（75μmふるい通過量10％以下）

厚さ ・図示 ・

砂の粒度試験 ・行う ・行わない

埋戻し土 ※B種 ・5

(22.2.2,3,5)

・建設汚泥から再生した処理土

・Ａ種 ・Ｂ種 ・Ｃ種 ・Ｄ種

ブロック系舗装7 (22.8.2,3)

・インターロッキングブロック舗装

※普通ブロック（N）

・透水性ブロック（P）

種 類 厚さ（mm）部 位 備 考曲げ強度（Ｎ/mm2）

※80 ・

※60 ・

※5.0 ・

※3.0 ・

色彩、表面加工

・

・標準品

(22.8.2,3)

透水平板は （透水性コンクリート）とする。

仕上がり面の平たん性 ※歩行に支障のないものとし、コンクリート平板間の段差3mm以内

※普通平板（N）

・透水平板（P） ・

※300角

・

・60

・モルタル

※砂 表面加工

・研ぎ出し

・洗い出し

・たたき出し

寸法（mm） 厚さ（mm） 目地材 備 考種 類

・コンクリート平板舗装

歩行者用通路に使用するコンクリート平板は （再生材料を用いた舗装用ブロック）とする。

歩行者用通路

仕上がり面の平たん性 ※歩行に支障のないものとし、ブロック間の段差3mm以内

透水平板は （透水性コンクリート）とする。

歩行者用通路に使用するブロックは （再生材料を用いた舗装用ブロック）とする。

車路

・

・

・舗石舗装

・

・小舗石（花崗岩）

種 類 寸法（mm） 厚さ（mm） 施工方法 基 層

・

・

・

・80

・

・うろこ張り ・コンクリート舗装

・アスファルト舗装

（※70 ・ ）

（※50 ・ ）

仕上がり面の平たん性 ※歩行に支障のないものとし、舗石間の段差3mm以内

・ジオテキスタイル

品質

引張強さ ・98N/5cm（10kgf/5cm）以上 ・

単位面積質量 ・60g/㎡以上 ・

厚さ(mm) ・0.5～1.0 ・

透水係数 ・1.5×10 cm/sec以上 ・
-1

砂利敷き

・Ｂ種（施工範囲： ・図示 ・建物周囲他 ・ ）

種別 ・Ａ種（施工範囲： ・図示 ・通路 ・ ） (22.9.2)

路面標示用塗料

8

9
JIS K 5665（路面標示用塗料）による

・1種

・2種

常温

加熱

溶融

液状

粉体状

・

・白

・

・1.0・150

・100

種 類 施 工 適 用 色 幅（mm） 塗布厚さ（mm）

低揮発性有機溶剤型の路面標示用水性塗料

電気伝導度（EC）の試験 ・行う ・行わない

5 樹木 (23.3.2)

樹種、寸法、株立数等 ※図示 ・

6 支柱 支柱材 ※丸太（間伐材） ・真竹 ・

防腐処理方法 ※加圧式防腐処理丸太材 ・

形式 ・図示 ・

7 幹巻き用材料 材料 ※幹巻き用テープ ・わら及びこも

9 吹付けは種

※洋芝類（採取後2年以内）

・

※発芽率80%以上

・

種子の種類 発芽率 種子の量（g/㎡) 備 考

(23.3.2,3)

芝8

平地 ※目地張り ・べた張り

芝張りの工法

法面 ・目地張り ※べた張り

種類

※コウライシバ ・ノシバ

10 地被類

・・

・ ・ ・ ・

樹 種 コンテナ径
単位面積当たりの

コンテナ数
芽立数

11 新植、移植樹木、

芝等の枯保証

新植樹木（芝張り、吹付けは種及び地被類を含む）の枯補償の期間

※引渡しの日から１年 ・無し

※引渡しの日から１年 ・無し

移植樹木の枯損処置を行う期間

屋上緑化 植栽基盤及び材料

樹木の樹種並びに種類、寸法、株立数、寸法等 ※図示 ・

見切り材、舗装材、水抜き管、マルチング材等 ※図示 ・

・屋上緑化システム

土壌層の厚さ ・図示 ・

排水層 ・軽量骨材（層の厚さ： ） ・板状成形品

植込み用土 ※改良土 ・人口軽量土

12 (23.5.2,3）

・屋上緑化軽量ｼｽﾃﾑ

芝及び地被類の樹種並びに種類等 ※図示 ・

見切り材、舗装材、水抜き管、マルチング材等 ※図示 ・

工法

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重に対応した工法

支柱 ・設置する（形式 ・図示 ・ ）

かん水装置 ・設置する（種類 ・ ・ ）

・適用しない

積雪荷重に対応した工法）

※適用する（建築基準法に基づき定まる風圧力の（・1 ・1.15 ・1.3）倍の）風圧力及び

（23.5.4）

(23.4.2）

(23.4.2）

(23.3.4)(23.3.6)(23.4.7）

(23.3.2)

（23.4.2)

（21.2.1）

・凍上抑制層

・フィルター層

・再生クラッシャラン ・クラッシャラン

・切込み砂利

・

・川砂、海砂又は良質な山砂（75μmふるい通過量10％以下）

・川砂、海砂又は良質な山砂（75μmふるい通過量6％以下）

・図示

・

・図示

・

路床安定処理

・添加材料による安定処理

・生石灰（ ） ・消石灰（ ）

種類 ・普通ポルトランドセメント ・高炉セメントＢ種

試験

3 アスファルト舗装

アスファルト舗装の構成及び厚さ ※図示 ・

材料

骨材 ・道路用砕石

2 (22.3.2,3,5)(表22.3.1)

路盤の厚さ ・図示 ・

・フライアッシュセメントＢ種

路盤材料 ・砕石

・再生クラッシャラン

・クラッシャラン鉄鋼スラグ

・ ・図示

路盤締固め度の試験 ※行う ・行わない

・アスファルトコンクリート再生骨材

アスファルト ・再生アスファルト ・ストレートアスファルト

試験

砂の粒度試験 ・行う ・行わない

路床土の支持力比（ＣＢＲ）試験 ・行う ・行わない

路床締固め度の試験（現場密度） ・行う ・行わない

現場ＣＢＲ試験 ・行う ・行わない

路盤

種 類

加熱アスファルト混合物の種類

表層

区 分

・一般地域

・寒冷地域

・密粒度アスファルト混合物（13）

・細粒度アスファルト混合物(13)

・密粒度アスファルト混合物(13Ｆ)

地 域

シールコートの施工

・行う ・行わない

試験

アスファルト混合物等の抽出試験 ・行う ・行わない

コンクリート舗装

コンクリート舗装の厚さ

コンクリート舗装

舗装の種類 部 位

4

厚 さ (mm)

車路及び駐車場

・図示 ・70 ・

・図示 ・150 ・

コンクリート ・標準仕様書表22.5.2による ・

早強セメント ・使用する ・使用しない

注入目地材料 ※低弾性タイプ ・高弾性タイプ

材料

寒冷地の縁部立下り寸法等 ・図示

(22.5.2～4,6)(表22.5.1～3)

目地

種類、間隔、構造 ※標準仕様書表22.5.4及び図22.5.1による ・図示

試験

コンクリート版厚さの試験 ・行う ・行わない

舗装の平たん性 ※通行の支障となる水たまりを生じない程度

カラー舗装 (22.6.2～4)(表22.6.1)

材料

配合

舗装厚さの許容差 ※標準仕様書（22.4.2(C)）による ・

結合材に石油樹脂を使用する場合の顔料添加量 ・

過熱系混合物に添加する材料 ・着色骨材（ ） ・自然石（ ）

ニート工法及び塗布工法の配合等 ・

試験

標準仕様書（22.4.6(a)～(c)）

透水性

アスファルト舗装

6 (22.7.2,3,6)

ストレートアスファルト

材 料 厚 さ (mm)

・図示 ・

試験

舗装の平たん性 ※著しい不陸がないもの ・

舗装の平たん性 ※通行の支障となる水たまりを生じない程度

舗装の平たん性 ※通行の支障となる水たまりを生じない程度

開粒度アスファルト混合物等の抽出試験 ・行う ・行わない

抽出試験 ・行う ・行わない

・加熱系 ・アスファルト混合物

・石油樹脂系混合物

種 類 部 位

・車路及び駐車場

・常温系 ・ニート工法

・塗布工法

基層

・無し

・アスファルト舗装

・コンクリート舗装

・図示

・

厚 さ (mm)

5

歩行者用通路

・歩行者用通路

添加量 kg（目標CBR ・5以上 ・ ）

引張強さ ・98N/5cm（10kgf/5cm）以上 ・

単位面積質量 ・60g/㎡以上 ・

厚さ(mm) ・0.5～1.0 ・

透水係数 ・1.5×10 cm/sec以上 ・
-1

(22.4.2～6)(表22.4.1～4)

(22.4.4)(表22.4.4)

・3種1号

工事名

図面名

年月日

尺 度 図面番号

会社名

令和４年度 荒川中部農業水利事業
花園揚水機場改修その２工事

関東農政局 荒川中部農業水利事業所事業所名

－

建築工事特記仕様書（その9）

A-9

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ



工事名

図面名

年月日

尺 度 図面番号

会社名

事業所名

令和４年度 荒川中部農業水利事業

花園揚水機場改修その２工事

関東農政局 荒川中部農業水利事業所

S=1/100 A-10

配置図、設計概要書
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90.92

91.28

91.29

91.27

91.20

91.13

90.92
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敷地境界 敷地境界
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道路境界 道路境界 道路境界 道路境界 道路境界
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L
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0
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1 3 6 50

1 1 6

2 730

12417

NO,95+13.898

NO,95+13.898

L形擁壁 H=2.40m､L=6.00m

L形擁壁 H=2.40m､L=6.00m

L
形
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壁

H
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2
.
4
0
m

L
=
4
9
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本
申
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伴
い

施
工

す
る

部
分

91.07

排水側溝

排水桝

道
路

幅
員

5
.
0
m

市道U-267号
法第42条第1項第1号道路

Y1

Y4

X1 X3

3/
10

3/
10

計画建物

チェックポイントＡ

水勾配水勾配

チェックポイントＢ

パラペット天端
GL+ 7. 7 5m

成形伸縮目地＠3000以内

押えコンクリートｔ80直均し（溶接金網 φ6 #100）
屋根保護防水密着工法（A-2）

4
0
0

吸水槽開口部

敷
地

境
界

■ 道路斜線の検討（チェックポイントＡ）

軒先＝7.70ｍ＜（道路幅員5.00ｍ＋セットバック1.303ｍ×2）×1.5－道路高低差0.00ｍ

＝11.40ｍ

よって、道路斜線による高さ制限に適合する。

■ 道路斜線の検討（チェックポイントＢ）

高高さ＝9.90ｍ＜（7.370ｍ＋道路幅員5.00ｍ＋セットバック1.303ｍ×2）×1.5－道路高低差0.00ｍ

＝22.46ｍ

よって、道路斜線による高さ制限に適合する。

■ 隣地斜線の検討

高高さ＝9.90ｍ＜隣地斜線の立上り31ｍ

よって、隣地斜線による高さ制限に適合する。

7
3
7
0

1
3
0
3

設計GL=EL 91.00

敷地面積

建築面積

建ペイ率

延床面積

容積率

建設場所

用途地域 用途地域指定なし

防火地域等指定無し、日影規制有り（ 高高さ10ｍ超は対象、3h・5h）その他規制

設 計 概 要 書

埼玉県深谷市小前田地内

429.58㎡

268.34㎡

939.35 ㎡

28.57 ％（60％）

45.54 ％（200％）

パラペット天端
GL +7 . 90 m

GL + 9 . 9 0 m

G L + 7 . 7 0 m

吸水槽（土木構造物）

暗渠（土木構造物）

侵入防止柵 H1800

侵入防止柵 H1800

侵入防止柵 H1800

侵入防止柵 H1800
片引き門扉 H1800

侵入防止柵 H1800

片引き門扉 H1800侵入防止柵 H1800

50005000

既
存

部
分

既
存

部
分

道路に面する侵入防止柵および片引き門扉は、建築基準法施行令第130条の12により、1.2mを
超える部分が網状その他これに類する形状のものとする。
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求 積 表

地 番

測 点 Xn Yn Xn・(Yn+1 - Yn-1) 距 離

1

C138 14835.103 -55552.998 -196001.380836 14.119

P420 14823.139 -55545.500 536908.917719 30.091

P422 14832.109 -55516.777 262943.628352 21.520

C156 14850.609 -55527.772 -230347.796199 5.300

P157 14847.833 -55532.288 -374551.435258 24.309

倍 面 積

面 積

地 積 ㎡

-1048.066222

524.033111

524.03

2642-1

地 番

測 点 Xn Yn Xn・(Yn+1 - Yn-1) 距 離

P420 14823.139 -55545.500 -385060.681803 5.169

P421 14818.759 -55542.754 464553.275891 29.965

P424 14827.691 -55514.151 385178.929107 5.139

P422 14832.109 -55516.777 -464971.785041 30.091

倍 面 積

面 積

地 積 ㎡

-300.261846

150.130923

150.13

2 2642-8

地 番

測 点 Xn Yn Xn・(Yn+1 - Yn-1) 距 離

P421 14818.759 -55542.754 -388399.673390 4.505

C143 14814.941 -55540.361 406640.500568 25.706

5-003 14820.693 -55515.306 428614.441560 4.570

5-002 14823.132 -55511.441 17120.717460 5.303

P424 14827.691 -55514.151 -464299.488283 29.965

倍 面 積

面 積

地 積 ㎡

-323.502085

161.751042

161.75

3 2642-11

地 番

測 点 Xn Yn Xn・(Yn+1 - Yn-1) 距 離

C143 14814.941 -55540.361 -329780.586660 5.316

C144 14810.418 -55537.566 180835.203780 9.662

5-004 14812.589 -55528.151 329728.231140 15.187

5-003 14820.693 -55515.306 -180960.661530 25.706

倍 面 積

面 積

地 積 ㎡

-177.813270

88.906635

88.90

4 2642-10

地 番

測 点 Xn Yn Xn・(Yn+1 - Yn-1) 距 離

C144 14810.418 -55537.566 -114247.564452 3.187

5-001 14807.722 -55535.865 139414.702630 9.121

5-004 14812.589 -55528.151 -25196.213889 9.662
倍 面 積

面 積

地 積 ㎡

-29.075711

14.537855

14.53

5 2642-9

5-002

5-001

工事名

図面名

年月日

尺 度 図面番号

会社名

事業所名

敷地求積図

敷 地 面 積

地 番
1 2642-1
2 2642-8
3 2642-11
4 2642-10
5 2642-9

面 積

524.003311

㎡敷地面積

合 計

150.130923

161.751042

88.906635

14.537855

939.359566

939.35

令和４年度 荒川中部農業水利事業

花園揚水機場改修その２工事

関東農政局 荒川中部農業水利事業所

S=1/100 A-11



工事名

図面名

年月日

尺 度 図面番号

会社名

令和４年度 荒川中部農業水利事業
花園揚水機場改修その２工事

S=1/100

関東農政局 荒川中部農業水利事業所事業所名

法チェック図

①

②

③

④

1 16

A

L
Y1

Y4

X1 X3

玄関庇

計算式 ㎡

×

×4.30 3.85

×3.10 1.50

×2.65 1.00

3.50 1.00

292.9515

×10.40 12.40

合計

RC造

×13.65 10.01 136.63651階

階

床面積

16.5550

4.6500

2.6500

3.5000

128.9600

合計

木造

延床面積

2階 ×13.65 10.01 136.6365

×玄関庇 5.50 0.50 2.7500

木造

Ｃ

136.6365

Ａ＋Ｂ＋Ｃ

建築面積

268.3465

429.58

268.34

Ｂ

①

②

③

④

Ａ

Ａ

屋根庇

Ａ

Ｂ

Ｃ

符号 W H 窓数 ヶ所数 開口面積

合計

符号 W H 窓数 ヶ所数 開口面積

AW1

合計

有窓階

１ 階

備考

２ 階

床面積の
1/30

備考

床面積の
1/30

有窓階

AW1 0.81 1

0.81 1

1SD1 1.80 2.50 1 4.500

4

1SD1 1.80 2.50 1 4.500

1 1

11.80 1AD1 2.00

AD2 2.00

3.600

9.765

4 引違い：部分破壊：半分有功

引違い：部分破壊：半分有功

両開き、部分破壊

片開き、部分破壊

両開き、部分破壊

両開き、部分破壊

居室の換気、排煙チェック

有窓・無窓の判定（消防法）

有窓階・無窓階のチェック求積図、面積表

4.555

1.25 4.050

0.80 1.600

1.25 4.050

8.550

13.750

3,500

1
,0

0
0

4,300

3,
8
5
0

2,650

1
,
0
0
0

3,100

1,
5
0
0

5
,
5
0
0

1,500

4300

12
40

0
40

0

10400

10
01

0
10

00
10

00

13650 10001000

5001000

A-12

OK

OK

排煙 1/50 × × ＝1.80 0.60 1SD10.6626

排煙 1/50 × × ＝0.81AW10.5798 20.40 0.648

判定床面積(㎡) 項目 必要開口面積(㎡)

２階操作室

窓の有効開口面積(㎡)

OK換気 1/20 × × ＝1.80 2.50 1SD11.6565

OK1/20 × × ＝11.6565採光33.13

判定床面積(㎡) 項目 必要開口面積(㎡) 窓の有効開口面積(㎡)

２階事務室

OK換気 1/20 × × ＝0.81AW11.4495 1.25 2 2.025

OK1/20 × × ＝AW11.4495 1.25 2採光

1.25AW1

1.08

4.50

2.0251.62

1.62 4.0528.99



外部仕上表

屋根

巾 木

誘発・打継目地

外 壁造(

ポ
ン
プ
室)

R
C

階

ポンプ室

天 井
下地 備 考

上部クレーンガーター：溶融亜鉛メッキ鋼材（本工事）

廻り縁 天井高梁型

コンクリート

打放し仕上(B)

コンクリート

打放し仕上(B)

塩ビ

2-02-13

2-02-13

柱型

コンクリート

打放し仕上(B)
搬入口

コンクリート

打放し仕上(B)

内部仕上表

下地

コンクリート打放し（C)仕上の上、

H
巾 木 壁

150

コンクリート打放し（C)仕上の上、

床室 名

グラスウール張りｔ25（ガラスクロス包み）

グラスウール張りｔ25（ガラスクロス包み）

RC

RC RC

R
C
造

塩ビ 3-11-3

（別途工事）

（100）

エポキシ樹脂塗床（別途工事）
電気室

塩ビ

玄関

男子便所

1ｔ手動式チェーンブロック形天井クレーン（レール共別途工事）

長尺塩ビシート張り

無筋コンクリート直均し仕上げ（別途工事）ｔ300

RC 木毛セメント板ｔ25打ち込み

木毛セメント板ｔ25打ち込み

タイル貼り

W

W

W

W

GB-D

GB-D

W

60

ビニル巾木 2-11-1

無筋コンクリート直均し仕上げ（別途工事）ｔ300

デッキスラブの上、コンクリート直均し仕上

タイル貼り(磁器質150角）

W

W

1-01-3

1-01-3

+300

+300

1-01-6

1-01-3

1-01-3

1-01-5

腰：GB-Rの上、羽目板張りｔ15、CL 2-12-2

2-03-10

3-01-2

3-01-2

3-01-2

3-01-1

3-11-9

3-11-9

塩ビ 3-11-9 3,000

2,400

壁：一部構造用パーティクルボードt=9、GB-R張りの上 壁紙

屋根

巾 木

外 壁

-100

-50

SL・FL(H)

±0

±0

2-01-3

2-03-1

GB-NC

上げ裏

上げ裏

無筋コンクリート直均し防水モルタルの上、

タイル貼り(モザイクタイル）

木軸：(外壁廻り)グラスウール充填t50

木軸：(外壁廻り)グラスウール充填t50

木軸：(外壁廻り)グラスウール充填t50

コンクリート打放し(B)の上（ﾌｶｼ20）、複層仕上塗材RE <2-01-12>

コンクリート打放し(B)の上（ﾌｶｼ20）、複層仕上塗材Si <2-01-12>

PU-2 <2-02-9,10>

コンクリート打放し(B)仕上（ﾌｶｼ20） H＝300 目地別れ<2-02-11> コンクリート打放し(B)仕上 H＝400 アルミ通気基礎水切り

野地板：構造用合板t=9の上、金属垂木@500 断熱材：発泡ポリスチレンフォームt=25

窓、出入口等 建具 アルミサッシ、アルミ製ドア、鋼製扉、軽量鋼製扉、GB、重量シャッター

出入り口土間 コンクリート直均し仕上げ

搬入口スロープ コンクリート直均し仕上げ

入口

上り框：天然石150×30

構造用パーティクルボードt=9の上、防水紙張り 竪胴縁t=18 窯業系外装サイディングt=16横張り（シーリングレス工法）

2,600

2,500
ホール

1-01-3

エポキシ樹脂塗床

W GB-NCW60 3-01-2 塩ビ 3-11-9

±0

木軸：(外壁廻り)グラスウール充填t50
書 庫

コンクリート直均しの上、

コンクリート直均しの上、

コンクリート直均しの上、

木軸：(外壁廻り)グラスウール充填t50
洗面器（AM）、小便器(AM)、換気扇（AM）
ライニング面台：SUS HL、タオルリング

木

造
・
1
階

０．８ＦＫｔ6目透かし張り ＥＰ

木製幅木、CL 2-11-3

木製幅木、CL 2-11-3

壁：一部構造用パーティクルボードt=9、GB-R張りの上 壁紙

腰：GB-Rの上、羽目板張りｔ15、CL

腰：GB-Rの上、羽目板張りｔ15、CL

2-03-10

2-03-1

2-12-2

2-12-2 2,700

屋根保護防水密着工法（A-2）

押えコンクリートｔ80直均し（溶接金網 φ6 #100）

木
造(

管
理
棟)

排水ピット蓋：ステンレス製ｔ3(別途工事) 排水目皿(別途工事)

壁：構造用パーティクルボードt=9の上、GB-R張り EP-G

壁：GB-R張り 壁紙

0.8FK ｔ6目透かし張り EP-G

W

W 腰：GB-Sの上、陶器質タイル貼り

壁：GB-S張りの上、EP-G

工事名

図面名

年月日

尺 度 図面番号

会社名

令和４年度 荒川中部農業水利事業
花園揚水機場改修その２工事

S=1/100

関東農政局 荒川中部農業水利事業所事業所名

仕上表

備 考

材料の厚さ（特記以外）

壁 天井

防火認定番号

不燃認定 準不燃認定材 料 名
（ｍｍ）（ｍｍ）

12.5
壁二重張りの下地張りは

内装材

略 号

12.5

9.5

ＧＢ-Ｒ

ＧＢ-ＮＣ

ＮＭ-８６１９

ＮＭ-８６１３

ＧＢ-Ｒ 厚12.5

（個）ＮＭ認定品12.5ＧＢ-Ｓ

ＤＲ 9 ＮＭ-８５９９
ＧＢ-ＮＣ 厚 9.5

9.5ＧＢ-ＮＣ（Ｔ） ＮＭ-８６１３

ＧＢ-Ｄ

ＮＭ-８５７６

壁紙 （個）ＮＭ認定品

ＧＢ-ＮＣ 不燃積層せっこうボード(化粧無し)

ＧＢ-ＮＣ（Ｔ） 不燃積層せっこうボード(トラバーチン模様)

ＧＢ-Ｓ シージングせっこうボード

ＧＢ-Ｒ せっこうボード

ＧＢ-Ｄ 化粧せっこうボード

12.5

12.5 9.5 ＱＭ－９８２４

12、6０．８ＦＫ

25

6

25木毛セメント板

グラスウール

二重張りの下地張りは

ＮＭ-０１２８

ＮＭ-８６０６

ＱＭ－９７０１

＜○-○-○＞は国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修「建築工事標準詳細図」の図面掲載番号を示す

内装仕上材

木製建具、流し台は第４種建材使用のものとする

０．８ＦＫ けい酸カルシウム板

ＤＲ ロックウール化粧吸音板 普通

ＮＭ-０２３６

塗材

ＡＥ アクリル樹脂エナメル塗り

ＳＯＰ 合成樹脂調合ペイント塗り

ＥＰ 合成樹脂エマルションペイント塗り

ＥＰ-Ｇ つや有合成樹脂エマルションペイント塗り

下地

ＬＧＳ 軽量鉄骨

ＲＣ コンクリート

Ｗ 木

その他

ＰＦ板 ポリスチレンフォーム保温材

ＧＷ板 グラスウール保温板 JISA9521 厚50 24kg/m3

ＧＬ せっこう系接着剤による直張り工法

操作室

事務室

倉 庫

更衣室

湯沸室

帯電防止ビニル床タイル

帯電防止ビニル床タイル

フリーアクセスフロアH=200の上、

フリーアクセスフロアH=200の上、

構造用合板t=30の上、

長尺塩ビシート張り

構造用合板t=30の上、

長尺塩ビシート張り

長尺塩ビシート張り

1-02-14

±0

1-02-14

±0

±0

±0

±0

ビニル巾木 60

ビニル巾木 60

ビニル巾木 60

ビニル巾木 60

W

W

W

W

2-03-10

2-03-10

2-03-1

2-03-1

W GB-D 3-01-2

W GB-D 3-01-2

W 3-01-2

W GB-D 3-01-2

GB-NC

塩ビ 3-11-9

塩ビ 3-11-9

塩ビ 3-11-9

塩ビ 3-11-9

2,700

2,700

2,500

壁：GB-R張り EP-G

壁：GB-R張りの上、壁紙

廊 下

共
通 階 段

長尺塩ビシート張り

W

2-11-3 W GB-D 3-01-2 塩ビ 3-11-9 2,500W 腰：GB-Rの上、羽目板張りｔ15、CL60

壁：GB-R張りの上、壁紙

木製幅木、CL

2-03-1

2-12-2

2-11-3 W GB-D 3-01-2 塩ビ 3-11-9 2,500W 腰：GB-Rの上、羽目板張りｔ15、CL60木製幅木、CL

2-03-1

2-12-2

洗面器（AM）、大便器（AM）、換気扇（AM）
木軸：(外壁廻り)グラスウール充填t50

木軸：(外壁廻り)グラスウール充填t50
天井裏：グラスウール敷き込みt50

木軸：(外壁廻り)グラスウール充填t50
天井裏：グラスウール敷き込みt50

木軸：(外壁廻り)グラスウール充填t50
天井裏：グラスウール敷き込みt50

木軸：(外壁廻り)グラスウール充填t50
天井裏：グラスウール敷き込みt50

木軸：(外壁廻り)グラスウール充填t50
天井裏：グラスウール敷き込みt50

木軸：(外壁廻り)グラスウール充填t50
天井裏：グラスウール敷き込みt50

カセットコンロ（別途工事）： 大発熱量：3.3kW (2,800kcal/h)
流し台1200W コンロ台600W（建築工事） 換気扇（AM）
木軸：(外壁廻り)グラスウール充填t50
天井裏：グラスウール敷き込みt50

ライニング面台：SUS HL、タオル掛け360L

±0

ビニル巾木 60 W 2-03-1 W 3-01-2 塩ビ 3-11-9 2,500構造用合板t=30の上、

長尺塩ビシート張り

壁：GB-S張りの上、EP-G 0.8FK ｔ6目透かし張り EP-G

女子便所
±0

2-03-1 W 3-01-2 塩ビ 3-11-9 2,500構造用合板t=30の上、

長尺塩ビシート張り

0.8FK ｔ6目透かし張り EP-G

±0

2-03-1 W 3-01-2 塩ビ 3-11-9 2,500構造用合板t=30の上、

長尺塩ビシート張り

0.8FK ｔ6目透かし張り EP-G
洗面器（AM）、大便器（AM）、小便器(AM)、換気扇（AM）
木軸：(外壁廻り)グラスウール充填t50

ライニング面台：SUS HL、タオル掛け360L
男子便所

木

造
・
2
階

2,700

A-13

W

W 腰：GB-Sの上、陶器質タイル貼り

壁：GB-S張りの上、EP-G

W

W 腰：GB-Sの上、陶器質タイル貼り

壁：GB-S張りの上、EP-G

壁：GB-R張りの上 壁紙

構造用合板t=30の上、

構造用合板t=15の上、

W 壁：GB-R張りの上、壁紙

壁：構造用パーティクルボードt=9、GB-R張りの上 壁紙

一部パーティクルボードt=9、GB-R張りの上 壁紙

1-01-3

エポキシ樹脂塗床

WW2-11-1ビニル巾木 60 3-01-2 塩ビ 3-11-9壁：GB-R張り EP-G

±0

木軸：(外壁廻り)グラスウール充填t50
倉 庫

コンクリート直均しの上、 2-03-1 2,7000.8FK ｔ6目透かし張り EP-G

1-01-3

エポキシ樹脂塗床

WW2-11-1ビニル巾木 60 3-01-2 塩ビ 3-11-9壁：GB-R張り EP-G

±0

木軸：(外壁廻り)グラスウール充填t50コンクリート直均しの上、 2-03-1 0.8FK ｔ6目透かし張り EP-G
物 入

2,500

シックハウス対策に依る内装材料は第４種建材を使用 クロルピリホスの使用なし

アスファルトルーフィング940、ポリエステル樹脂塗装ガルバリウム鋼板ｔ＝0.4 横葺き

ガラスクロス包み



合計

延床面積

×玄関庇 5.50 0.50 2.7500 Ｃ

136.6365

Ａ＋Ｂ＋Ｃ

建築面積

268.3465

429.58

268.34

工事名

図面名

年月日

尺 度 図面番号

会社名

令和４年度 荒川中部農業水利事業
花園揚水機場改修その２工事

S=1/100

各階平面図

関東農政局 荒川中部農業水利事業所事業所名

①

②

③

④

⑤

ホール

Y2

Y1

Y4

Y3

X1

DN

カメラ監視端末
カラープリンタ

警報盤分電盤

計装盤

操作室

遠隔操作盤

A

B

C

D

E

F

G

H

I

J 更衣室

倉庫

廊下

131211109654321 7 8 14 15 16 131211109654321 7 8 14 15 16

（手動式チェンブロック）

クレーン走行レール

クレーンガーター

ポンプ室 上部

クレーン稼動範囲

(28.98)

A

B

C

D

E

F

G

H

I

J

K

L

X2 X3

湯沸室

女子便所

書庫 完成図書保存箱

書
棚

物入

2階 平面図 S=1/1001階 平面図 S=1/100

No.

■１階電気室内機器

1

2

3

4

5

6

高圧引込盤

高圧受電盤

400V主変圧器盤

200V主変圧器盤

400V電動機盤

7

8

9

200V電動機盤(1)

200V電動機盤(2)

補機盤(1)

機器名称 台数

1

1

1

1

1

1

1

1

1

備考

補機盤(2)

電気室

(54.65)

(37.26)

(6.21)

(16.56)

(9.94)(6.62)

(33.12)

事務室
C′

D′

D

DN

X1 X2 X3

⑥⑦⑧⑨

K

L

DN

電動スチールシャッター

ポンプ室

クレーン稼動範囲

倉庫
(13.25)

(128.96)

歩廊

(16.55)

(4.65)

(2.65)

(3.50)

B′

A′

玄関

(1.66)
男子便所

C

ステンレスタラップ：8-31-3 ステンレスタラップ：8-31-3

アルミ製庇上部アルミ製庇

UP

PSPS

PS

計算式 ㎡

×

×4.30 3.85

×3.10 1.50

×2.65 1.00

3.50 1.00

292.9515

×10.40 12.40

合計

RC造

×13.65 10.01 136.63651階

階

床面積

16.5550

4.6500

2.6500

3.5000

128.9600

木造 Ａ

2階 ×13.65 10.01 136.6365

Ｂ

木造

Y2

Y1

Y4

Y3

B

A

男子便所
(9.94)

階段寸法

有効幅員

踏面

1150（750以上）

260（210以上）

蹴上 190×20段≒3,800(220以下)

手摺 H=900以上

階段寸法

有効幅員

踏面

蹴上

手摺

250（210以上）

H=1100以上

207.3×11段≒2,280(220以下)

840（750以上）

A-14

天井クレーン 1t吊り（別途工事）
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工事名

図面名

年月日

尺 度 図面番号

会社名

令和４年度 荒川中部農業水利事業
花園揚水機場改修その２工事

S=1/100

関東農政局 荒川中部農業水利事業所事業所名

立面図

A-15

Y4

北立面図 S=1/100

2FL

軒高

1FL
GL

雨水貯留タンク

2FL

1FL
GL

西立面図 S=1/100

161X1

2FL

軒高

1FL
GL

2FL

1FL
GL

高高さ 高高さ

AY1

L

アルミ製取外し式タラップ

ステンレスタラップ：8-31-3

雨水貯留タンクに接続

アルミ製庇

アルミ製庇

軒高

パラペット天端

軒高

パラペット天端
F F

B
B B

B

B

B

B

D

D

D

E

D

D

B

N

N

C

G

I I

N

D

K

H

H

16 X1

GL

2FL

1FL

2FL

軒高

1FL
GL

2FL

1FL
GL

2FL

軒高

1FL
GL

南立面図 S=1/100 東立面図 S=1/100

X3

高高さ 高高さ

Y4A Y1

L

軒高

パラペット天端

軒高

パラペット天端
F

B

B

B
B

B

B

C C

D

D

D

E E

D

D

D

N

F

G

II

K

N

J

H

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ａ

外部仕上表 RC造(ポンプ室)

屋根

外壁

巾木等

目地

目地

コンクリート打放し(B)の上、複層仕上塗材RE <2-01-12>

野地板：構造用合板t=9の上、金属垂木@500 断熱材：発泡ポリスチレンフォームt=25
屋根

外壁

巾木等 コンクリート打放し(B)仕上 H＝400 アルミ通気基礎水切り

上げ裏

Ｇ

Ｈ

Ｊ

外部仕上表 RC、木造

出入り口土間 コンクリート直均し仕上げ

搬入口スロープ コンクリート直均し仕上げ

構造用パーティクルボードt=9の上、防水紙張り 竪胴縁t=18 窯業系外装サイディングt=16横張り（シーリングレス工法）

Ｉ

軒樋 塩ビ製大型角樋W150

縦樋 硬質塩ビ管ＶＰ（カラー）φ100

Ｆ パラペット天端 Ｋ

Ｌ

Ｎ

Ｍ

打継、誘発目地：PU-2 18×10 <2-02-9,10>

化粧目地：<2-02-11>

コンクリート打放し（Ｂ） H＝300

０．８ＦＫｔ6目透かし張り ＥＰ

改質アスファルトルーフィング、ポリエステル樹脂塗装ガルバリウム鋼板ｔ＝0.4 横葺き 、 破風：屋根鋼板同材

外部仕上表 木造(管理棟)

C

M

コンクリート直均し 屋根保護防水密着工法（A-2）

EM

M

アルミ笠木 W300

TP 91.30

TP 91.00

TP 91.30
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工事名

図面名

年月日

尺 度 図面番号

会社名

令和４年度 荒川中部農業水利事業

花園揚水機場改修その２工事

S=1/100

関東農政局 荒川中部農業水利事業所事業所名

断面図

1FL

ポンプ室

GL

1FL

ポンプ室

TP 89.800

TP 88.720

FL 89.020

TP 91.00

TP 91.30

1000

7009000700

GL 91.00

▽86.615

▽85.365

2
0
0
4
0
0

6
0
0

HWL 87.09

LLWL 85.82

L型擁壁(T-14)

H=4.0m

FWL 87.82

HWL 86.79

LLWL 85.52

L形擁壁(T-14)

H=2.40m

ｼﾝﾀﾞｰｺﾝｸﾘｰﾄ t300
(設備工事)

1FL

TP 91.00

TP 91.30

FL 89.020

30
0

GL 91.00

吸水槽

S=1/100A-A′ 断面図

土木躯体を示す

S=1/100B-B′ 断面図

X1 X2 X3 X1 X2 X3

S=1/100D-D′ 断面図

TP 91.00

TP 91.30

FL 89.020

TP 88.720

ｼﾝﾀﾞｰｺﾝｸﾘｰﾄ t300
(設備工事)

天井クレーン 1t吊り

（手動式チェンブロック）

Y1 Y2 Y3

男子

便所玄関

A GB C D E F H I J K L

書庫

男子便所廊下事務室

ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱ H200

ポンプ室

EX
P-

J
EX
P-

J

10

3

10

3

土木躯体を示す

FWL 87.82

HWL 86.79

LLWL 85.52

S=1/100C-C′ 断面図

操作室

GL

1FL

2FL

TP 91.00

TP 91.30

81 62 3 4 5 7 9 10 11 12 13 14 15

軒高

ｼﾝﾀﾞｰｺﾝｸﾘｰﾄ t300
(設備工事)

事務室

ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱ H200

高高さ

TP 91.00

TP 91.301FL

GL

2FL

軒高

高高さ

Y1

A GB C D E F H I J K L

事務室

ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱ H200

EX
P-

J

10

3

10

3

廊下

書庫

軒高

高高さ

60
0 軒高

高高さ

水勾配：1/100水勾配：1/100水勾配：1/100水勾配：1/100

ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱ H200

G、I～K通り梁下端

F通り梁下端

B～E通り梁下端

H通り梁下端

電気室書庫

16

天井クレーン 1t吊り

（手動式チェンブロック） 天井クレーン 1t吊り

（手動式チェンブロック）

A-16

Y4

＜特記事項＞
・ポンプ設備、天井クレーン（レール含む）は

契約対象外とする。
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工事名

図面名

年月日

尺 度 図面番号

会社名

事業所名 関東農政局 荒川中部農業水利事業所

令和４年度 荒川中部農業水利事業

花園揚水機場改修その２工事

１階平面詳細図

S=1/50

①

②

③

④

⑤

完成図書保存箱

書
棚

⑥⑦⑧⑨

ステンレスタラップ：8-31-3

Y4

Y3

Y2

Y1

X3X2X1

1 2 3 4 5 6 7 8 9 12 13 14 15 1610 11

アルミ製額縁 D85

アルミ製額縁 D85

コンクリート打放し（C)仕上の上、
グラスウール張りｔ25（ガラスクロス包み）

コンクリート打放し（C)仕上の上、
グラスウール張りｔ25（ガラスクロス包み）

ピット蓋（別途工事）

排水溝蓋（別途工事）

ポンプ室

(128.96)

(16.55) (2.65)

(3.50)

(1.66)

男子便所

ホール

書庫

電気室

(54.65)

(37.26)

玄関
UP

コンクリート直均し仕上げ

鋼管手摺Ｈ＝1100
手摺、支柱：鋼管φ34×2.3 SOP

手摺子：鋼管φ24.2×1.9 SOP

蹴上、踏面 CPL-4.5 溶融亜鉛メッキ SOP

蹴上、踏面 CPL-4.5 溶融亜鉛メッキ SOP

ササラ桁 PL-12×250 溶融亜鉛メッキ SOP

ササラ桁 PL-12×250 溶融亜鉛メッキ SOP

DN

DN

搬入口

歩廊

(4.65)
鋼製額縁 D35

スチール製電動重量シャッター

コンクリート打放し(B)の上、
複層仕上塗材RE <2-01-12>

コンクリート打放し(B)の上、
複層仕上塗材RE <2-01-12>

鋼管手摺Ｈ＝1100
手摺、支柱：鋼管φ34×2.3 SOP
手摺子：鋼管φ24.2×1.9 SOP

構造用パーティクルボードt=9の上、
防水紙張り 竪胴縁（通気胴縁）t=18
窯業系外装サイディングt=16横張り（シーリングレス工法）

構造用パーティクルボードt=9の上、
防水紙張り 竪胴縁（通気胴縁）t=18
窯業系外装サイディングt=16横張り（シーリングレス工法）

構造用パーティクルボードt=9の上、
防水紙張り 竪胴縁（通気胴縁）t=18

窯業系外装サイディングt=16横張り（シーリングレス工法）

無筋コンクリート直均し仕上げ（別途工事）ｔ300の上、
エポキシ樹脂塗床（別途工事）

無筋コンクリート直均し仕上げ（別途工事）ｔ300

倉庫

(13.25)

上がり框：天然石150×30

PS

PS

エポキシ樹脂塗床
コンクリート直均しの上、

樹脂製手摺φ34 H800

グラスウールｔ50充填

グラスウールｔ50充填

一部構造用パーティクルボードt=9

木製額縁 155×30 SOP

上部カーテンレールＷ

GB-R張りの上、EP-G

上部カーテンレールＷ

木製額縁 155×30 SOP

上部カーテンレールＷ

木製額縁 155×30 SOP

エポキシ樹脂塗床
コンクリート直均しの上、

A

B

D

E

F

G

H

I

J

K

L

構造用パーティクルボードt=9の上、
防水紙張り 竪胴縁（通気胴縁）t=18
窯業系外装サイディングt=16横張り（シーリングレス工法）

グラスウールｔ50充填

構造用パーティクルボードt=9の上、GB-R張り EP

長尺塩ビシート張り
踊場：構造用合板t=15の上、

長尺塩ビシート張り

エポキシ樹脂塗床
コンクリート直均しの上、

土間コンクリート直均しの上、

コンクリート打放し(B)の上、
複層仕上塗材RE <2-01-12>

物入

長尺塩ビシート張り

無筋コンクリート直均しの上、
タイル張り(磁器質150角)

C

1階 平面詳細図 S=1/50

A

BD

C

展開方位

一部構造用パーティクルボードt=9、
GB-R張りの上 壁紙

一部構造用パーティクルボードt=9、
GB-R張りの上 壁紙

GB-S張りの上EP-G、腰タイル張り

A-17

コンクリート直均し仕上
デッキスラブ

＜特記事項＞
・ポンプ設備、天井クレーン（レール含む）は

契約対象外とする。

無筋コンクリート直均しの上、モザイクタイル張り

上部アルミ製庇

土間コンクリート（厚150）直均し

土間コンクリート（厚150）直均し

土間コンクリート（厚150）直均し

EXP-J金物

EXP-J金物

GB-R張りの上 EP-G

踏面：構造用合板t=15の上、

6921000

74
0

10001000692

12
,4

00

1,
00

0
1,

00
0

1,
40

0
1,

00
0

80
0

60
0

2,160 2,000 1,100

2,
11

0

8001,000800800600 1,260

80
0

1,
10

0

4,300

1,
00

0

5,
55

0
3,

90
0

2,
95

0

3,6401,820

5,460 2,730

8,190 5,460

13,650

5,200 5,200

10,400

550
475

1,4
65

1,6
00

1,6
70

1,4
65

475
1,7

00
475

1,7
25

800

1,4
65

475
1,6

70
475

1,4
65

1,1
25

1,3
50

475
350

550
3,0

00

4752,465

475 2,260965800

40
0

700

1,050 800

20

100
100

200

20

100
100 200

100
100 200

20

100
100

20020

91
0

1,
11

0
1,

62
0

2,
73

0
2,

73
0

5,
46

0

1,
82

0

4,
55

0

10
,0

10

2,2
95

800
100

1,8
00

1,4
75

1,6
20

1,6
20

1,9
20

1,6
20

1,6
20

1,4
65

1,3
75

1,8
00

3,7
50

5,5601,6202,0201,6202,830

2,4652,260 4752,260

3,7956001,160

260
260

260
260

260
260

260
260

260

3,795

1,365 1,365

1,3
65

800 250

800
130

1,2003,200

800120

600 130

6921000

74
0

10001000692

12
,4

00

1,
00

0
1,

00
0

1,
40

0
1,

00
0

80
0

60
0

2,160 2,000 1,100

2,
11

0

8001,000800800600 1,260

80
0

1,
10

0

4,300

1,
00

0

5,
55

0
3,

90
0

2,
95

0

3,6401,820

5,460 2,730

8,190 5,460

13,650

5,200 5,200

10,400

550
475

1,4
65

1,6
00

1,6
70

1,4
65

475
1,7

00
475

1,7
25

800

1,4
65

475
1,6

70
475

1,4
65

1,1
25

1,3
50

475
350

550
3,0

00

4752,465

475 2,260965800

40
0

700

1,050 800

20

100
100

200

20

100
100 200

100
100 200

20

100
100

20020

91
0

1,
11

0
1,

62
0

2,
73

0
2,

73
0

5,
46

0

1,
82

0

4,
55

0

10
,0

10

2,2
95

800
100

1,8
00

1,4
75

1,6
20

1,6
20

1,9
20

1,6
20

1,6
20

1,4
65

1,3
75

1,8
00

3,7
50

5,5601,6202,0201,6202,830

2,4652,260 4752,260

3,7956001,160

260
260

260
260

260
260

260
260

260

3,795

1,365 1,365

1,3
65

800 250

800
130

1,2003,200

800120

600 130



ステンレスタラップ：8-31-3

Y4

Y3

Y2

Y1

X3X2X1

アルミ製額縁 D85

コンクリート打放し（C)仕上の上、
グラスウール張りｔ25（ガラスクロス包み）

コンクリート打放し（C)仕上の上、
グラスウール張りｔ25（ガラスクロス包み）

コンクリート打放し(B)の上、
複層仕上塗材RE <2-01-12>

コンクリート打放し(B)の上、
複層仕上塗材RE <2-01-12>

窯業系外装サイディングt=16横張り（シーリングレス工法）

工事名

図面名

年月日

尺 度 図面番号

会社名

事業所名 関東農政局 荒川中部農業水利事業所

令和４年度 荒川中部農業水利事業

花園揚水機場改修その２工事

S=1/50

２階平面詳細図

コンクリート打放し(B)の上、
複層仕上塗材RE <2-01-12>

クレーン走行レール

クレーンガーター

アルミ製額縁 D85

天井クレーン 1t吊り

（手動式チェンブロック）

ポンプ室 上部

1 2 3 4 5 6 7 8 9 12 13 1410 11

構造用パーティクルボードt=9の上、
防水紙張り 竪胴縁（通気胴縁）t=18
窯業系外装サイディングt=16横張り（シーリングレス工法）

構造用パーティクルボードt=9の上、
防水紙張り 竪胴縁（通気胴縁）t=18
窯業系外装サイディングt=16横張り（シーリングレス工法）

構造用パーティクルボードt=9の上、
防水紙張り 竪胴縁（通気胴縁）t=18

樹脂製手摺φ34 H800

グラスウールｔ50充填

グラスウールｔ50充填

GB-R張りの上、EP-G

上部カーテンレールＷ

木製額縁 155×30 SOP

A

B

C

D

E

F

G

H

I

J

K

L

構造用パーティクルボードt=9の上、
防水紙張り 竪胴縁（通気胴縁）t=18
窯業系外装サイディングt=16横張り（シーリングレス工法）

グラスウールｔ50充填

長尺塩ビシート張り
踊場：構造用合板t=15の上、

長尺塩ビシート張り

2階 平面詳細図 S=1/50

操作室

更衣室

廊下

(28.98)

湯沸室

(9.94)(6.62)

(33.12)

事務室

PS

PS

操作室

更衣室

(28.98)

湯沸室

女子便所

(9.94)(6.62)

(33.12)

事務室

PS

PS

アルミ製庇

15 16

木製額縁 155×30 SOP

上部カーテンレールＷ

倉庫

(16.56)

木製三方枠 180×30 SOP

GB-S張りの上、EP-G

(9.94)
男子便所

女子便所
(6.21)

長尺塩ビシート張り
構造用合板t=30の上、

長尺塩ビシート張り
構造用合板t=30の上、

SUS面台 D150
GB-S張りの上、EP-G

GB-R張りの上 壁紙
一部構造用パーティクルボードt=9

構造用合板t=30の上、
長尺塩ビシート張り

一部構造用パーティクルボードt=9、
GB-R張りの上 壁紙

GB-R張りの上 壁紙

GB-S張りの上、EP-G

構造用パーティクルボードt=9、

フリーアクセスフロアH=200の上、
帯電防止ビニル床タイル

構造用合板t=30の上、
長尺塩ビシート張り

構造用合板t=30の上、
長尺塩ビシート張り

構造用合板t=30の上、
長尺塩ビシート張り

フリーアクセスフロアH=200の上、
帯電防止ビニル床タイル

可動間仕切

トイレブース

トイレブース

上部カーテンレールＷ

木製額縁 155×30 SOP

上部カーテンレールＷ

木製額縁 155×30 SOP

手摺壁天端：タモ集成材 CL

A

BD

C

展開方位

GB-R張りの上、EP-G

A-18

＜特記事項＞
・ポンプ設備、天井クレーン（レール含む）は

契約対象外とする。

EXP-J金物

EXP-J金物

踏面：構造用合板t=15の上、

GB-R張りの上 、EP-G
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工事名

図面名

年月日

尺 度 図面番号

会社名

事業所名 関東農政局 荒川中部農業水利事業所

S=1/30

矩計詳細図(RC造部分)

TP 91.00

TP 88.720

FL 89.020

軒高

高高さ

打ち継ぎ目地 PU-2 <2-02-8>

捨てコンクリート
再生砕石

コンクリート直均し仕上げ

ポンプ室

無筋コンクリート直均し仕上げ
（別途工事）ｔ300

樋受金物：SUS製

コンクリート打放し(B)の上（ﾌｶｼ20）、
複層仕上塗材RE <2-01-12>

縦樋：硬質塩ビ管ＶＰ（カラー）φ100

打ち継ぎ目地 PU-2 <2-02-8>

コンクリート打放し(B)仕上（ﾌｶｼ20）
H＝300

X1 X2 X3

TP 91.301FL

ＧＬ

令和４年度 荒川中部農業水利事業

花園揚水機場改修その２工事

コンクリート打放し（C)仕上の上、
グラスウール張りｔ25（ガラスクロス包み）

コンクリート打放し（C)仕上の上、
グラスウール張りｔ25（ガラスクロス包み）

天井：毛セメント板ｔ25打ち込み
コンクリート打放し仕上(B)

コンクリート打放し（C)仕上の上、
グラスウール張りｔ25（ガラスクロス包み）

梁天端：コンクリート直均し

コンクリート打放し仕上(B)

コンクリート打放し(B)の上（ﾌｶｼ20）、
複層仕上塗材RE <2-01-12>

コンクリート打放し(B)の上（ﾌｶｼ20）、
複層仕上塗材RE <2-01-12>

コンクリート打放し(B)の上（ﾌｶｼ20）、
複層仕上塗材RE <2-01-12>

手摺子：鋼管φ24.2×1.9 SOP

スチール製電動重量シャッター

コンクリート打放し仕上(B)

無筋コンクリート直均し仕上げ
（別途工事）ｔ300

H-125×125×7×10 溶融亜鉛メッキ SOP

H-250×125×6×9 溶融亜鉛メッキ SOP

蹴上、踏面 CPL-4.5 溶融亜鉛メッキ SOP

ササラ桁 PL-12×250 溶融亜鉛メッキ SOP

デッキスラブの上、
コンクリート直均し仕上

鋼管手摺Ｈ＝1100
手摺、支柱：鋼管φ34×2.3 SOP

グラスウール張りｔ25（ガラスクロス包み）
コンクリート打放し（C)仕上の上、

グラスウール張りｔ25（ガラスクロス包み）
コンクリート打放し（C)仕上の上、

天井クレーン 1t吊り
（手動式チェンブロック）

（レール共別途工事）

水勾配：1/100水勾配：1/100

アルミ製笠木：300形 アルミ製笠木：300形
成形伸縮目地＠3000以内成形伸縮目地＠3000以内

A-19

＜特記事項＞
・ポンプ設備、天井クレーン（レール含む）は

契約対象外とする。

押えコンクリートｔ80直均し（溶接金網 φ6 #100）
屋根保護防水密着工法（A-2）

乾式保護パネル 乾式保護パネル

鋳鉄製ルーフドレイン横型φ100

捨てコンクリートｔ50

再生砕石ｔ60
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A B C D E F H IG

軒高

2FL

1FL

A B C D E F H IG

GL

工事名

図面名

年月日

尺 度 図面番号

会社名

事業所名 関東農政局 荒川中部農業水利事業所

S=1/30

令和４年度 荒川中部農業水利事業

花園揚水機場改修その２工事

矩計詳細図(木造部分)

J K L

J K L

高高さ

Ｅ
Ｘ

Ｐ
－

Ｊ
Ｅ

Ｘ
Ｐ

－
Ｊ

水切唐草（アルミ製既製品）ケラバ唐草共

破風：構造用合板ｔ12ｗ100の上、鋼板（屋根同材）曲げ加工 糸尺180（ケラバ共）

樹脂製軒先換気口（既製品）

0.8FK ｔ6目透かし張り EP

軒樋：塩ビ製大型角樋W150

水切唐草（アルミ製既製品）ケラバ唐草共

破風：構造用合板ｔ12ｗ100の上、鋼板（屋根同材）曲げ加工 糸尺180（ケラバ共）

樹脂製軒先換気口（既製品）

0.8FK ｔ6目透かし張り EP

10

3

10

3

書庫

事務室 廊下

玄関

男子

便所

男子便所

束：90×90

垂木：45×90＠303～500

母屋：105×105＠910

グラスウールｔ50敷き込み

壁：GB-S張りの上、EP-G

無筋コンクリート直均しの上、

タイル貼り(モザイクタイル）

無筋コンクリート直均しの上、

タイル貼り(磁器質150角）

GB-D

GB-NC

GB-D

GB-D GB-D

0.8FK ｔ6目透かし張り EP-G

0.8FK ｔ6目透かし張り EP-G

棟押え金物：屋根同材

野地板：構造用合板t=9の上、金属垂木@500 断熱材：発泡ポリスチレンフォームt=25
改質アスファルト系ルーフィング、ポリエステル樹脂塗装ガルバリウム鋼板ｔ=0.4 横葺き

樋：カラーＶＰφ100

樋受金物：SUS製

グラスウールｔ50充填

構造用パーティクルボードt=9の上、防水紙張り 竪胴縁（通気胴縁）t=18
窯業系外装サイディングt=16横張り（シーリングレス工法）

エポキシ樹脂塗床

コンクリート直均しの上、

フリーアクセスフロアＨ２００の上、

帯電防止ビニル床タイル

構造用合板ｔ＝30の上、

長尺塩ビシート張り

構造用合板ｔ＝30の上、

長尺塩ビシート張り

A-20

断熱材ｔ25
ポリエチレンフィルムｔ0.15

捨てコンクリートｔ50

再生砕石ｔ60

軒樋：塩ビ製大型角樋W150

EXP-J金物

EXP-J金物

EXP-J金物
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取付場所・数量

取付場所・数量

符号・名称

形状・寸法

硝 子

金 物

備 考

符号・名称

形状・寸法

硝 子

RC造

SS-1

取付場所・数量

取付場所・数量

符号・名称

形状・寸法

仕 上

建具見込

枠見込

硝 子

金 物

備 考

符号・名称

形状・寸法

仕 上

建具見込

枠見込

硝 子

金 物

備 考

ポンプ室搬入口

凡 例

A ：空気層

F ：型板ガラス

＊丁番はすべてステンレス製とする。

PW：網入り磨き板ガラス

＊Ｂ－1：無着色陽極酸化塗装複合皮膜

防火設備

1

金 物

備 考

角ケース納まり、付属金物一式

スラット、ケース：溶融亜鉛メッキ鋼板

まぐさ、ガイドレール：ステンレス

三相200V、3点式押しボタンスイッチ

スラット、ケース：t1.6 まぐさ、ガイドレール：t1.5

金 物

備 考

仕 上

仕 上

建具見込

枠見込

仕 上

建具見込

枠見込

工事名

図面名

年月日

尺 度 図面番号

会社名

事業所名 関東農政局 荒川中部農業水利事業所

建具表、建具キープラン

S=1/50、200

令和４年度 荒川中部農業水利事業

花園揚水機場改修その２工事

Y2

Y1

Y4

Y3

更衣室

廊下

PS

PS 湯沸室

操作室

ポンプ室 上部

A

B

C

D

E

F

G

H

I

J

K

L

X1 X2 X3

131211109654321 7 8 14 15 16

シリンダー錠、レバーハンドル、丁番、DC、戸当たり

木製額縁、SUS沓摺

両面ｔ1.6スチールフラッシュ SOP

SD-1 鋼製両開きドア

2

PW6.8

50

木造 SAT

電気室、操作室

（
排

煙
有

効
） △操作室天井

130

鋼製片開きドア 鋼製片開きドア

ポンプ室ポンプ室 1

40

シリンダー錠、レバーハンドル、丁番、DC、戸当たり

両面ｔ1.6スチールフラッシュ SOP

120

SUS沓摺、鋼製額縁D35

RC造 ※防火設備

40

シリンダー錠、レバーハンドル、丁番、DC、戸当たり

両面ｔ1.6スチールフラッシュ SOP

120

SUS沓摺、鋼製額縁D35

RC造

SD-2 SD-3

SAT

SAT

40

80

シリンダー錠、レバーハンドル、丁番、DC、戸当たり

木製額縁、SUS沓摺

両面ｔ0.6スチールフラッシュ SOP

木造

LSD-1 軽量鋼製親子開きドア

40

シリンダー錠、レバーハンドル、丁番、DC、戸当たり

両面ｔ0.6スチールフラッシュ SOP

木製額縁、SUS沓摺

LSD-3 軽量鋼製片開きドア

電気室 1

木造 ※防火設備

PW6.8F4

SAT

100

書庫、2F倉庫、事務室、操作室 4

事務室

GB
2

GB
2

GB
2

GB
2

GB
2

GB
2

GB
2

GB
2

GB
2

GB
2

SD
1

1
AW

1
AW

1
AW

1
AW

倉庫

AW
2

AW
3

AW
2

AW

AW

1
LSD

1
LSD

1
LSD

AW-1

付属金物一式

木製額縁、網戸

B-1

木造

付属金物一式

B-1

木造

木製額縁

AW-3

複層ガラス(FL5＋A6＋FL5) 複層ガラス(FL5＋A6＋FL5)

アルミ製引違窓(半外付けサッシ) アルミ製FIX窓(半外付けサッシ)

100100

階段室 1電気室、書庫、事務室、操作室、2F倉庫 8

40

80

シリンダー錠、レバーハンドル、丁番、DC、戸当たり

両面ｔ0.6スチールフラッシュ SOP

木造

LSD-2

木製額縁、SUS沓摺

軽量鋼製片開きドア

F4

6

40

80

シリンダー錠、レバーハンドル、丁番、DC、戸当たり

両面ｔ0.6スチールフラッシュ SOP

木造

木製額縁、SUS沓摺

軽量鋼製片開きドア

F4

LSD-4

1F倉庫、物入、2F男子便所、女子便所、更衣室

1F男子便所

LSD
2

女子便所

LSD

男子便所

LSD

2階 建具キープラン S=1/200

ホール

物入

ポンプ室

玄関

PS

Y2

Y1

Y4

Y3

A

B

C

D

E

F

G

H

I

J

K

L

X1 X2 X3

131211109654321 7 8 14 15 16

GB
1

GB
1

GB
1

GB
1

GB
1

GB
1

GB
1

搬入口

1
SS

歩廊

GB
1

SD
2

LSD
3

書庫

電気室

GB
1

SD
1

1
AW

1
AW

AD
1

AD
2

男子便所

1
AW

1
AW

AW
2

1
LSD

LSD
2

LSD
2

LSD
4 倉庫

SD
3

SD
3

1階 建具キープラン S=1/200

2

1

スチール製電動重量シャッター

（
排

煙
有

効
） △事務室、操作室天井

ポンプ室

アルミ製額縁D85、水切りD85

100

B-1

ポンプ室

アルミ製額縁D85、水切りD85

100

付属金物一式

B-1

RC造 RC造

付属金物一式

ガラスブロック 145×145×95 ガラスブロック 145×145×95

9 10

GB-1 GB-2ガラスブロック窓 ガラスブロック窓

玄関

木造

1

アルミ製両開き框ドアAD-1

木造

アルミ製片開き框ドアAD-2

B-1B-1

アルミパネルt2.3

シリンダー錠、レバーハンドル、丁番、DC、戸当たり シリンダー錠、レバーハンドル、丁番、DC、戸当たり

PW6.8

100100

PW6.8

PW：6.8

1F倉庫・男子便所 1

付属金物一式

B-1

木造

AW-2

複層ガラス(FL5＋A6＋FL5)

アルミ製片開き窓(半外付けサッシ)

木製額縁、網戸

100

付属金物一式

B-1

木造

複層ガラス(FL5＋A6＋FL5)

アルミ製片開き窓(半外付けサッシ)

木製額縁、網戸

100

AW-4

22F男子便所、女子便所電気室、更衣室、湯沸室 3

4

4

A-21

2

2
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工事名

図面名

年月日

尺 度 図面番号

会社名

令和４年度 荒川中部農業水利事業
花園揚水機場改修その２工事

S=1/100

関東農政局 荒川中部農業水利事業所事業所名

天井伏図

ポンプ室 上部

2階 平面図 S=1/1001階 平面図 S=1/100

ポンプ室

上部アルミ製庇

書庫

物入

Ａ

天井仕上表

木毛セメント板ｔ25打ち込み

GB-D

GB-NC

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

コンクリート打放し仕上(B)

コンクリート打放し(B)の上、(ﾌｶｼ20)、複層仕上塗材Si

構造用合板t=9の上、金属垂木@500

Ｇ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

B

B

B

B

B

Ａ

B

B B

B

BB

B B

B

女子便所

電気室

男子便所

F

F

G

G

ホール玄関 E

事務室
E

操作室
E

倉庫

F

G

更衣室

廊下
E

E

倉庫

点検口 450角

男子便所 湯沸室

G

Y2

Y1

Y4

Y3

X1

A

B

C

D

E

F

G

H

I

J

131211109654321 7 8 14 15 16 131211109654321 7 8 14 15 16

A

B

C

D

E

F

G

H

I

J

K

L

X2 X3X1 X2 X3
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L

Y2
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Y4
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0.8FK ｔ6目透かし張り EP-G
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工事名

図面名

年月日

尺 度 図面番号

会社名

令和４年度 荒川中部農業水利事業
花園揚水機場改修その２工事

関東農政局 荒川中部農業水利事業所事業所名

展開図１

S=1/50

電気室

1FL

2FL

A B

1FL

2FL

壁：一部構造用パーティクルボードt=9、
GB-R張りの上、壁紙

天井：GB-D

10 1C

床：コンクリート直均しの上
長尺塩ビシート張り

木製幅木 CL H=60

腰：GB-Rの上、羽目板張りt15、CL

巾木：タイル張り H=150

床：コンクリート直均しの上
タイル貼り(磁器質150角）

玄関

IF

天井：GB-D

ホール

壁：GB-R張りの上、壁紙

D

10 16

ビニル巾木（別途工事）H=100

床：無筋コンクリート直均し仕上げ（別途工事）ｔ300
エポキシ樹脂塗装（別途工事）

C DL A 16 10 A L

GB-R張り EP-G 天井：GB-NC

ビニル巾木（別途工事）H=100

GB-R張り EP-G

床：無筋コンクリート直均し仕上げ（別途工事）ｔ300
エポキシ樹脂塗装（別途工事）

天井：GB-NC

1FL

2FL

1 10A

腰：GB-Rの上、羽目板張りt15、CL

壁：GB-R張りの上、壁紙

壁：GB-R張りの上、壁紙 天井：GB-NC

110 C

天井：GB-NC

腰：GB-Rの上、羽目板張りt15、CL

木製幅木 CL H=60

木製幅木 CL H=60

天井：GB-NC

壁：GB-R張りの上、壁紙

F AB FA B

壁：GB-R張りの上、壁紙

腰：GB-Rの上、羽目板張りt15、CL

木製幅木 CL H=60

壁：GB-R張りの上、壁紙

天井：GB-NC

腰：GB-Rの上、羽目板張りt15、CL

書庫

巾木：タイル張り H=150

1

床：コンクリート直均しの上
タイル貼り(磁器質150角）

A

腰：GB-Rの上、羽目板張りt15、CL

10

床：コンクリート直均しの上
長尺塩ビシート張り

木製幅木 CL H=60

ホール

天井：GB-D

木製幅木 CL H=60

BI F

天井：GB-D

床：コンクリート直均しの上
長尺塩ビシート張り

木製幅木 CL H=60

GB-R張りの上、壁紙

GB-R張りの上、壁紙

17

ビニル巾木 H=60

天井：0.8FK ｔ6目透かし張り EP-G

玄関

BL I

GB-R張りの上、 EP-G

LI DC

1FL

2FL

1FL

2FL

倉庫
1 A 7

天井：0.8FK ｔ6目透かし張り EP-G

ビニル巾木 H=60 ビニル巾木 H=60

GB-R張りの上、 EP-G

SUS面台 D150

1 A 3 13 CB DJ I I J

天井：0.8FK ｔ6目透かし張り EP-G

腰：GB-Sの上、陶器質タイル貼り

GB-S張りの上、 EP-G

SUS面台 D150
腰：GB-Sの上、陶器質タイル貼り

GB-S張りの上、 EP-G

SUS面台 D150

天井：0.8FK ｔ6目透かし張り EP-G

１階男子便所

天井：GB-NC

ビニル巾木（別途工事）H=100

GB-R張り EP-G

床：無筋コンクリート直均し仕上げ（別途工事）ｔ300
エポキシ樹脂塗装（別途工事）

天井：GB-NC

ビニル巾木（別途工事）H=100

床：無筋コンクリート直均し仕上げ（別途工事）ｔ300
エポキシ樹脂塗装（別途工事）

壁：一部構造用パーティクルボードt=9、
GB-R張りの上、壁紙

壁：構造用パーティクルボードt=9、
GB-R張りの上、 EP-G

壁：構造用パーティクルボードt=9、
GB-R張りの上、 EP-G

A-23

床：コンクリート直均しの上
エポキシ樹脂塗床

床：コンクリート直均しの上
エポキシ樹脂塗床

床：コンクリート直均しの上
エポキシ樹脂塗床

床：コンクリート直均しの上
エポキシ樹脂塗床

床：コンクリート直均しの上
エポキシ樹脂塗床

床：コンクリート直均しの上
エポキシ樹脂塗床

玄関、ホール

GB-R張りの上、 EP-G
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工事名

図面名

年月日

尺 度 図面番号

会社名

令和４年度 荒川中部農業水利事業
花園揚水機場改修その２工事

関東農政局 荒川中部農業水利事業所事業所名

展開図２

S=1/50

操作室

事務室

2FL

2FL

1FL

2FL

２階男子便所

2FL

1 A 5 15 CL IB LI D

長尺塩ビシート張り

腰：GB-Sの上、陶器質タイル貼り

SUS面台 D150

女子便所

2FL

RL

腰：GB-Sの上、
陶器質タイル貼り

長尺塩ビシート張り

A1 1CBI F IF D

トイレブース トイレブース

トイレブーストイレブース
腰：GB-Sの上、陶器質タイル貼り

長尺塩ビシート張り

壁：GB-S張りの上、EP-G

天井：0.8FK ｔ6目透かし張り EP-G

壁：GB-S張りの上、EP-G

天井：0.8FK ｔ6目透かし張り EP-G

壁：GB-S張りの上、EP-G

SUS面台 D150

壁：GB-R張り EP-G

RL

RL

RL

816

床：フリーアクセスフロアH=200の上、
帯電防止ビニル床タイル

ビニル巾木 H=60

天井：GB-D

GB-R張りの上、壁紙

C8 16A

床：フリーアクセスフロアH=200の上、
帯電防止ビニル床タイル

天井：GB-D

GB-R張りの上、壁紙

FA D

スチールパーティション

F A

スチールパーティション

B

GB-R張りの上、壁紙

ビニル巾木 H=60

8A

床：フリーアクセスフロアH=200の上、
帯電防止ビニル床タイル

ビニル巾木 H=60

天井：GB-D

GB-R張りの上、壁紙

1 8

床：フリーアクセスフロアH=200の上、
帯電防止ビニル床タイル

ビニル巾木 H=60

1 FA

GB-R張りの上、壁紙

ビニル巾木 H=60

C D
（

排
煙

有
効

）

（
排

煙
有

効
）

天井：GB-D

GB-R張りの上、壁紙

ビニル巾木 H=60

F AB

（
排

煙
有

効
）

A-24

物入
10 10L F

ビニル巾木 H=60

床：コンクリート直均しの上、
エポキシ樹脂塗床

壁：GB-R張り EP-G

B LF

ビニル巾木 H=60

床：コンクリート直均しの上、
エポキシ樹脂塗床

壁：GB-R張り EP-G

壁：GB-R張り EP-G

C DA

天井：0.8FK ｔ6目透かし張り EP-G

天井：0.8FK ｔ6目透かし張り EP-G

天井：0.8FK ｔ6目透かし張り EP-G 天井：0.8FK ｔ6目透かし張り EP-G

床：構造用合板t=30の上、 床：構造用合板t=30の上、 床：構造用合板t=30の上、



工事名

図面名

年月日

尺 度 図面番号

会社名

令和４年度 荒川中部農業水利事業
花園揚水機場改修その２工事

関東農政局 荒川中部農業水利事業所事業所名

展開図３

S=1/50

2FL

2F倉庫

RL

1612 13

天井：GB-NC

A

壁：GB-R張り EP-G

床：構造用合板t=30の上、
長尺塩ビシート張り

ビニル巾木 H=60

16 12

ビニル巾木 H=60

CB

ビニル巾木 H=60

L F

構造用パーティクルボードt=9、

壁：GB-R張り EP-G

2FL

更衣室

2FL

湯沸室

床：構造用合板t=30の上、
長尺塩ビシート張り

ビニル巾木 H=60

10 13A L HB 13 10 H LDC

ビニル巾木 H=60ビニル巾木 H=60

壁：GB-R張りの上、壁紙

ビニル巾木 H=60

壁：GB-R張りの上、壁紙

天井：0.8FK ｔ6目透かし張り EP-G

5 7 57H HL LB C DA

床：構造用合板t=30の上、
長尺塩ビシート張り

流し台1200W

コンロ台600W

バックガード

ビニル巾木 H=60

壁：GB-S張りの上、EP-G

ビニル巾木 H=60

壁：GB-S張りの上、EP-G

ビニル巾木 H=60

壁：GB-S張りの上、EP-G

ビニル巾木 H=60

壁：GB-S張りの上、EP-G

RL RL

2FL

2F廊下

RL

D

ビニル巾木 H=60

LF H

壁：GB-R張り EP-G

A

床：構造用合板t=30の上、
長尺塩ビシート張り

5 7 10 12 12 CFH B F ID

天井：GB-D

木製幅木 CL H=60

腰：GB-Rの上、羽目板張り t15、CL 腰：GB-Rの上、羽目板張り t15、CL

木製幅木 CL H=60

壁：GB-R張りの上、壁紙壁：GB-R張りの上、壁紙

木製幅木 CL H=60

腰：GB-Rの上、羽目板張り t15、CL

木製幅木 CL H=60

腰：GB-Rの上、羽目板張り t15、CL

GB-R張りの上 壁紙
一部構造用パーティクルボードt=9

GB-R張りの上 壁紙
一部構造用パーティクルボードt=9

1FL

2FL

階段 C

壁：GB-R張り EP-G

壁：GB-R張りの上、壁紙

壁：GB-R張り EP-G

A

壁：GB-R張り EP-G

天井：GB-NC壁：GB-R張り EP-G

壁：GB-R張りの上、壁紙

ビニル巾木 H=60

木製幅木 CL H=60

床：構造用合板t=15の上、
長尺塩ビシート張り

床：構造用合板t=15の上、
長尺塩ビシート張り

木製幅木 CL H=60

7 10A L F

ビニル巾木 H=60

物入

壁：GB-R張りの上、壁紙

腰：GB-Rの上、羽目板張りt15、CL

腰：GB-Rの上、羽目板張りt15、CL

C10 7 F L

床：コンクリート直均しの上、
エポキシ樹脂塗装

床：コンクリート直均しの上、
エポキシ樹脂塗装

壁：一部構造用パーティクルボードt=9
GB-R張りの上、壁紙

壁：一部構造用パーティクルボードt=9
GB-R張りの上、壁紙

廊下廊下

廊下 物入
物入

樹脂製手摺φ34 H800

樹脂製手摺φ34 H800

手摺笠木：タモ集成材 CL

手摺笠木：タモ集成材 CL
手摺笠木：タモ集成材 CL

天井：GB-D

壁：GB-R張りの上、壁紙

A-25

天井：GB-D

壁：GB-R張りの上、壁紙

壁：GB-R張りの上、壁紙

GB-R張りの上 EP-G
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工事名

図面名

年月日

尺 度 図面番号

会社名

令和４年度 荒川中部農業水利事業
花園揚水機場改修その２工事

関東農政局 荒川中部農業水利事業所事業所名

S=1/50

展開図４

X1 X2 X3

1FL

GL 91.00

1FL

GL 91.00

ポンプ室
C

X1X2X3

A

Y1 Y2 Y3 Y4

B

Y1Y2Y3Y4

床：デッキスラブ
コンクリート直均し仕上

鋼管手摺Ｈ＝1100
手摺、支柱：鋼管φ34×2.3 SOP

手摺子：鋼管φ24.2×1.9 SOP

柱、梁：コンクリート打放し仕上(B)柱、梁：コンクリート打放し仕上(B)

グラスウール張りｔ25（ガラスクロス包み）
壁：コンクリート打放し（C)の上、

柱、梁：コンクリート打放し仕上(B)

コンクリート打放し仕上(B)

鋼管手摺Ｈ＝1100
手摺、支柱：鋼管φ34×2.3 SOP

手摺子：鋼管φ24.2×1.9 SOP

蹴上、踏面 CPL-4.5 溶融亜鉛メッキ SOP

蹴上、踏面 CPL-4.5 溶融亜鉛メッキ SOP

柱、梁：コンクリート打放し仕上(B)

鋼管手摺Ｈ＝1100
手摺、支柱：鋼管φ34×2.3 SOP

手摺子：鋼管φ24.2×1.9 SOP

グラスウール張りｔ25（ガラスクロス包み）
壁：コンクリート打放し（C)の上、

D

グラスウール張りｔ25（ガラスクロス包み）
壁：コンクリート打放し（C)の上、

グラスウール張りｔ25（ガラスクロス包み）
壁：コンクリート打放し（C)の上、

グラスウール張りｔ25（ガラスクロス包み）
壁：コンクリート打放し（C)の上、

グラスウール張りｔ25（ガラスクロス包み）
壁：コンクリート打放し（C)の上、

グラスウール張りｔ25（ガラスクロス包み）
壁：コンクリート打放し（C)の上、

ササラ桁 PL-12×250 溶融亜鉛メッキ

コンクリート打放し仕上(B)

コンクリート打放し仕上(B)

コンクリート打放し仕上(B)

グラスウール張りｔ25（ガラスクロス包み）
壁：コンクリート打放し（C)の上、

ｼﾝﾀﾞｰｺﾝｸﾘｰﾄ t300

(設備工事)

軒高

軒高

天井クレーン 1t吊り

（手動式チェンブロック）

(設備工事)
ｼﾝﾀﾞｰｺﾝｸﾘｰﾄ t300 ｼﾝﾀﾞｰｺﾝｸﾘｰﾄ t300

(設備工事)

天井クレーン 1t吊り

（手動式チェンブロック）

A-26

＜特記事項＞
・ポンプ設備、天井クレーン（レール含む）は

契約対象外とする。
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工事名

図面名

年月日

尺 度 図面番号

会社名

令和４年度 荒川中部農業水利事業
花園揚水機場改修その２工事

関東農政局 荒川中部農業水利事業所事業所名

S=1/30

階段詳細図

1FL

2FL

２階平面図１階平面図

ササラ桁：40×270すぎ

105×105すぎ

135×270すぎ

135×450米まつ集成材

踊り場床：構造用合板t=30の上、

蹴込：構造用合板t=15の上、

長尺塩ビシート張り

長尺塩ビシート張り

樹脂製手摺φ34

FL

a-a断面図

105×105すぎ＠910内外

蹴込：構造用合板t=15の上、
長尺塩ビシート張り

踊り場床：構造用合板t=30の上、
長尺塩ビシート張り

b-b断面図

a

b

a

b

物入

物入

樹脂製手摺φ34 H800

手摺笠木：タモ集成材 ＣＬ

柱：135×135ひのき

間柱：135×135/2ひのき

長尺塩ビシート張り
踊り場床：構造用合板t=15の上、

間柱：135×135/2ひのき

柱：135×135ひのき

長尺塩ビシート張り
踊り場床：構造用合板t=15の上

手摺笠木：タモ集成材 ＣＬ

樹脂製手摺φ34 H800
柱：135×135ひのき

間柱：135×135/2ひのき

手摺笠木：タモ集成材 ＣＬ

7

10 10

7

135×180すぎ

135×180すぎ

105×105すぎ

135×510すぎ

ササラ桁：40×270

床：構造用合板t=30の上、
長尺塩ビシート張り

天井：GB-NC 天井：GB-NC

壁：GB-R張り EP-G

ビニル巾木 H=60

床：コンクリート直均しの上
エポキシ樹脂塗床

長尺塩ビシート張り
床：構造用合板t=30の上、

L F

FL FL

A-27

床：コンクリート直均しの上、
長尺塩ビシート張り

踏面：構造用合板t=30の上、長尺塩ビシート張り

踏面：構造用合板t=30の上、長尺塩ビシート張り

踏面：構造用合板t=30の上、長尺塩ビシート張り

踏面：構造用合板t=30の上、長尺塩ビシート張り

段鼻ノンスリップ仕様

段鼻ノンスリップ仕様

段鼻ノンスリップ仕様

段鼻ノンスリップ仕様

6
,
5
0
0

2
,
7
0
0

3,
8
0
0

5,4605,460

2,
00
0

8
0
0

1
,
1
0
0

2
,
5
0
0

5,460 5,460

1,3652,3401,755 1,3652,3401,755

80 1,675 1,285 80260 260 260 260 260 260 260 260 260 80 1,675 260 260 260 260 260 260 260 260 260 801,285

1
,2

0
0

1
,
20

0
1
7
0

80
80

1
,2

0
0

1
,
20

0
1
7
0

80
80

5,460

1,365 2,340 1,755

801,6751,28580 260260260260260260260260260

5,460

1,365 2,340 1,755

801,6751,28580 260260260260260260260260260

1
9
0

1
9
0

1
9
0

1
9
0

1
9
0

1
9
0

1
9
0

1
9
0

1
9
0

1
9
0

1
90

1
90

1
90

19
0

19
0

1
9
0

1
9
0

1
9
0

1
9
0

1
9
0

1
,
90

0
1
,
9
0
0

3,
8
0
0

1
9
0

1
9
0

1
9
0

1
9
0

1
9
0

1
9
0

1
9
0

1
9
0

1
9
0

1
9
0

1
90

1
90

1
90

19
0

19
0

1
9
0

1
9
0

1
9
0

1
9
0

1
9
0

1
,
9
0
0

3,
8
0
0

1
,
90

0



断面図

GL

1FL

工事名

図面名

年月日

尺 度 図面番号

会社名

令和４年度 荒川中部農業水利事業
花園揚水機場改修その２工事

関東農政局 荒川中部農業水利事業所事業所名

S=1/20

雑詳細図

13

断面図

13

1/20木造－ＲＣ造取り合い 屋根廻り

木造－ＲＣ造取り合い １階出入口廻り 1/20

先端下端

吊元下端

サポートポール

アルミ押出型材37φ

Ｍ１２

Ｍ１０

【木造】内部ナット止式

角座金

100x50x6

Ｍ１０

丸座金

φ40×3.2ｔ

100角程度
木下地

（オプション）

（オプション）

100角程度
木下地

つぶれ防止対策

つぶれ防止対策（別途）

:コーキング（別途）

必ず施工してください

S=1:5

Ｌ65×65×8

吊元カバー（上）

吊元カバー（下）

吊元レール

角座金付ボルト

Ｍ10
緩み止めナット

Ｍ10×70Ｌ

アルミ押出型材 37φ

サポートポール（ｵﾌﾟｼｮﾝ）

※出幅500～1000の場合
サポートポールは22φ

Ｍ１２
（オプション）

（別途）

＜庇出幅:500～1500＞
（貫通ボルト止め）

参考下地補強断面図

1/20くつ洗い流し詳細図

ブラシ掛けステンレス製SUS304
フックφ6

ステンレス製グレーチング900×600
（ノンスリップ型）枠付き

シーリング20×10 PS-2

コンクリート直均し仕上げ

D13

D13
アンカD10-500@

モルタル

D10-200@

D13

1FL

GL

1
9
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00

3
00

3
00

3
00
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00
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16

0
)

1
8
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3
0

6
0

4560 22

5040

217

250

9
1
0

4
0

30

37.5

30

23 37.5

ＰＬ－１電気亜鉛メッキ

ゴム

φ２７

電気亜鉛メッキ

φ５

ＦＢ－３X２５X１００

SUS

-2x23x35

SUS

ＦＢ－３X２５X１００

ＰＬ－３．３ｘ３１．５ｘ５５

φ１０穴

1/10

1/10アルミ製取外し式タラップ詳細図

アルミ製庇 メーカー参考詳細図

1/5

X1

EXP-J金物 床用 働き幅200

EXP-J金物 内壁用 働き幅200

平面図

Y1

L

Y1

L

X2 1

X3 7

EXP-J金物 外壁用 働き幅200

EXP-J金物 外壁用 働き幅200

ポンプ室

X1

EXP-J金物 天井用 働き幅200

EXP-J金物 内壁用 働き幅200

EXP-J金物 床用 働き幅200

電気亜鉛メッキ

EXP-J金物 屋根用 働き幅200

A-28

再生クラッシャラン

捨コンクリート

断熱材ｔ25

ポリエチレンフィルムｔ0.15

捨てコンクリートｔ50

再生砕石ｔ60

2ﾟ以上

3
0
°

以
上
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A-29

仮設操作室計画図【参考図】

仮設操作室

Ｓ＝１：50立面図Y2

Ｓ＝１：50立面図X2

Y0

2775

37.5 37.5

Y2

通芯柱芯 通芯 柱芯

2700

X0

2700

2775

37.5 37.5

X2

通芯柱芯 通芯 柱芯

仮設操作室仮設操作室

3
43

0

36
3
0

2
50

3
1
8
0

20
0

Ｓ＝１：50A-a 断面図 Ｓ＝１：50 B-b 断面図

設計ＧＬ

高高さ

基準ＦＬ

1/180

Ｓ＝１：50平面図

※ は、設計ＧＬ±０を示す。±０

※ は、壁ブレースの位置 を示す。

B

b

A a

+250

19
9
0

Ｓ＝１：50立面図Y0

Ｓ＝１：50立面図X0

2775（柱芯寸法）

37.5

X2

通芯 柱芯

270037.5

X0

通芯柱芯
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設計ＧＬ

高高さ

基準ＦＬ

水上軒高
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00
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9
17

7
993
41

5

水下軒高

ポーチ

水上軒高

68
44
10

X0

2800
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Ｓ＝１：50基礎伏図
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7575125 125

FG1

F
G1

F
G1

アンカーボルト詳細図

定着板型

アンカーボルト M16（転造ネジ）

ＳＮＲ４９０Ｂ

10
7
0

2
7
0

40
0

d

定着板上

※定着板サイズ

４８φ ｔ＝１０

短期 ６０ ｋＮ／㎡

長期 ３０ ｋＮ／㎡設計地耐力

使用構造材料一覧表

（基 礎）普通コンクリート Ｆｃ＝２１Ｎ／ｍｍ －１８－２０（２５）

アンカーボルト ＳＮＲ４９０Ｂ（転造ネジ）定着板型

使用材料 ２

異形鉄筋 ＳＤ２９５Ａ（Ｄ１６以下）

（土 間）普通コンクリート Ｆｃ＝１８Ｎ／ｍｍ －１５－２０（２５）

（捨コン）普通コンクリート Ｆｃ＝１８Ｎ／ｍｍ －１５－２０（２５）

２

２

発注コンクリート強度：Ｆｃ＋構造体強度補正値

※地域により補正数値、時期等を確認すること。

170

アンカーボルト 2-M16

設計ＧＬ

1-D13

7
0

基礎天

アンカー天

1-D10 1-D10

L=400

D10@200

5
40

15
0

1
50

1
00

9
0

85 85

3
0
0

1-D10

5
0

1-D13 D10@200

1
0

天端レベラー

25
0

１ＦＬ

基礎芯＝アンカー芯

50

通芯

外 内

基礎外面

FG1 基礎断面図 Ｓ＝１：10

400

FG1

751
25

ＧＬ+２５０

基礎芯＝アンカー芯

50

通芯 基礎芯＝アンカー芯

50

通芯

基
礎

芯
＝

ア
ン

カ
ー

芯

5
0

通
芯

基
礎

芯
＝

ア
ン

カ
ー

芯

5
0

通
芯

125 75 75 125

注）1.仕様・寸法は参考とする。

2.仮設操作室は大和リース（株）製ダイワフラットＬ

相当品とする。

3.エアコン（壁掛け型、1馬力×1台）を含む。

仮設操作室設置・撤去手順

1.制御盤基礎工事（電気設備工事）

4.仮設操作室建築工事

5.電気設備配線工事

2.制御盤設置工事（電気設備工事）

3.仮設操作基礎工事

6.撤去手順は設置の逆とする

令和４年度 荒川中部農業水利事業
花園揚水機場改修その２工事

事業所名

尺 度

会 社 名

年 月 日

図 面 名

工 事 名

図面番号1:100

関東農政局 荒川中部農業水利事業所

（砕石）再生砕石 ＲＣ－４０



柱,梁,耐圧版

mm

オールケーシング

（１）コンクリート

地下 階 搭屋 階地上 階

リフト kN

ホイスト kN

無有（ ）

擁壁門塀

受水槽 kN

煙 突広告塔キュービクル kN

壁式プレキャスト鉄筋コンクリート造（ＷＰＲＣ）

壁式鉄筋コンクリート造（ＷＲＣ）

鉄骨造（Ｓ）補強コンクリートブロック（ＣＢ）

改築増改築増築

プレキャスト鉄筋コンクリート造（ＰＲＣ）

鉄骨鉄筋コンクリート造（ＳＲＣ）

鉄筋コンクリート造（ＲＣ）

木造（Ｗ）

（ ）

M22 ）

溶接金網(JIS G 3551)

605040302010

土間コンクリート

３．地 盤１．建築物の構造内容

適用は 印を記入する。

５．鉄筋コンクリート工事 ６．鉄骨工事

（１）コンクリート （１）鉄骨工事は指示のない限り下記による。

（２）工事監理者の承認を必要とするもの

（３）工事監理者が行う検査項目

（４）接合部の溶接は下記によること

％

個

％

個

％

個

個

％

個

％

個

（５）接合部の検査

（６）防錆塗装

（２）鉄 筋

早強ポルト

ランドセメント

普通ポルト

ランドセメント

高炉セメント

Ａ種

シリカセメント

Ａ種

早強ポルト

ランドセメント

普通ポルト

ランドセメント

高炉セメント

Ａ種

シリカセメント

Ａ種

普通ポルト

ランドセメント

高炉セメント

Ａ種

シリカセメント

Ａ種

早強ポルト

ランドセメント

普通ポルト

ランドセメント

高炉セメント

Ａ種

シリカセメント

Ａ種

早強ポルト

ランドセメント

種類

部位

平
均
気
温

存
置

期
間
の

の
材
令

(日)

15℃以上

5℃～15℃

5℃未満

コンクリートの

圧縮強度

せ き 板 支 柱

基礎・はり側・柱・壁 スラブ下・はり下 スラブ下 はり下

２

３

５

３

５

８

４

６

１０

６

１０

１６

８

１２

１５

１７

２５

２８

２８

２８

２８

セ
メ
ン

ト
の

種
類

5.0N/mm2 設計基準強度の50％
85％ 100％

設計基準強度の

コ
ン
ク

リ
ー
ト

（３）構造種別

（１）地盤調査資料

（２）地盤調査計画

（４）ボーリング標準貫入値、土質構成

（３） 地盤調査及び試験杭の結果により､杭長､杭種､直接基礎の深さ､形状を変更する場合もある

（基礎・杭の位置を明記すること）

２．使用構造材料

18

15

15

18捨コンクリート

建築場所

（２）工事種別

（１）工事名称

（６）屋根・床・壁

D10～D16 全て

D19以上

（５）ボルト

（４）鉄 骨

16 400

（２）コンクリートブロック（ＣＢ）

（５）主要用途

（６）屋上付属物

（７）特別な荷重

（８）付帯工事

（９）増築計画

（10）構造計算ルート

0

Fm = Fq + mSn (N/mm2)

0≦θ＜8の時 mSn=6 (N/mm2)
mSn：平均気温θ 8≦θの時 mSn=3 (N/mm2)

D19未満
基礎主筋・杭主筋

％

（４）階 数

Ｘ方向ルート －（ ） Ｙ方向ルート －（ ）

スランプ設計基準強度 品質管理強度

普通

適用箇所 種 類

Fc=

Fc=

Fq=

Fq=

普通

Fc=N/mm2 Fq=N/mm2 cm
備 考

特殊デッキプレート

デッキプレート 型式 厚
キーストンプレート 型式 厚

折版 Ｈ＝ 厚

特殊継手

SD295B

SD345 ガス圧接継手

Ａ種 Ｂ種 100 120 150 190Ｃ種 厚

重ね継手

SD390

SD295A

種 類 使用箇所 現場溶接 備 考

○使用箇所の詳細については別途図示とする。

高力ボルト

中ボルト
高力ボルト導入張力確認試験

シングル ダブル )
シングル ダブル )

頭付スタッド
使用箇所（ 柱 大梁 小梁 )

SS400 SN400A.B.CSM400

STKR400 STKR490

BCR295 BCP235

有

有

有

有

有

無

無

無

無

無

認定品（ M12 M16 M20
高力ボルトすべり係数試験 要 否

要 否Ｍ16 Ｍ

SR235

SD490

定着版使用

Ｍ Ｌ＝ ナット（
Ｍ Ｌ＝ mm ナット（

アンカーボルト

ＡＬＣ版 厚

丸 鋼

高強度せん断補強筋

異形鉄筋

種 類 径 使用箇所 継手工法
（３）鉄 筋

有（ 敷地内 近隣） ボーリング調査 平板載荷試験
液状化判定 土質試験現場透水試験

無（調査予定 有 無）

水平地盤反力係数の測定標準貫入試験静的貫入試験ボーリング調査
試験堀（支持層の確認）平板載荷試験物理探査土質試験

水平地盤反力係数の測定

フレシュコンクリートの塩化物測定は、原則として工事現場で（財）国土開発技

測定検査の回数は、通常の場合、１日１回以上とし、１回の検査における測定試験

は、同一試料から取り分けて３回行い、その平均値を試験値とする。

とする。

を標準とする。１回に採取する供試体は、適当な間隔をおいた３台の運搬車からそ

また、打込み量が150m3を超える場合は、150m3ごとまたは、その端数ごとに１回

の必要本数を採取する。なお、供試体の数量は、特別指示なき場合は、１回当たり６

本以上とし、そのうち４週用に３本を用いる。

寒中、暑中、その他特殊コンクリートの適用を受ける期間に当たる場合は、調合、打

ち込み、養生、管理方法など必要事項について、工事監理者の承認を得ること。

術センターの技術評価をうけた測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測定器

の表示部を一回の測定ごとに撮影した写真（カラー）を保管し承認を得る。

セメントは、JIS R5210の普通ポルトランドセメントを標準とする。

ポンプ打ちコンクリートは、打ち込む位置にできるだけ近づけて垂直に打ち、コン

クリートの自由落下高さは、コンクリートが分離しない範囲とする。ポンプ圧送に

際しては、コンクリート圧送技士または同等以上の技能を有する者が従事するこ

と。なお、打ち込み継続中における打継ぎ時間間隔の限度は、外気温が２５℃未満の

場合は１５０分、２５℃以上の場合は１２０分以内とする。

ガス圧接部の抜き取り検査は、同一作業班が同一日に施工した圧接箇所ごと（２００

高強度せん断補強筋は、JIS G 3137に規定されるＤ種１号適合品とする。

鉄筋の加工寸法、形状、かぶり厚さ、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長さは

「鉄筋コンクリート構造配筋標準図(1)(2)｣または「壁式鉄筋コンクリート構造配筋

標準図(1)(2)｣による。

外観検査 引張試験無有 無有 超音波試験 無有

型枠存置期間

（３）型 枠

材料 合板厚 12m/mを標準とする。

Ｈ型(タガ型) Ｓ型(スＷ型(溶接閉鎖型)

代行業者名

試験機関名
第三者機関による。

柱の帯筋（ＨＯＯＰ）の加工方法は、

コンクリート及び鉄筋の試験は、

代行業者名とは、試験、検査に伴う業務を代行する者をいう。

現場水中養生、または現場封かん養生とし、採取は打ち込み工区ごと、打ち込み日ごと

構造体コンクリートについて、現場の圧縮強度試験供試体（JASS5T-603）は、標準養生

D19未満は、すべて重ね継手とする。継手（D19以上）をガス圧接とする場合は、

鉄筋継手協会「鉄筋のガス圧接工事標準仕様書」による。

パイラル型）とする。（地中梁接合部フープはＨ型(タガ型)とする。）

mＳnは、工事開始前に工事監理者の承認を得ること。

コンクリートのヤング係数検査は試験練り時に確認する。

鉄筋はJIS G3112の規格品を標準とする。施工はJASS5(2015)による。

施工はJASS5(2015)による。

コンクリート充填・打継部の処理方法・養生方法に関しては、JASS5(2015)による。

注）２ 大ばりの支柱の盛りかえは行わない。また、その他のはりの場合も原則として

行わない。

注）３ 支柱の盛りかえは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。

注）４ 盛りかえ後の支柱頂部には、厚い受板、角材または、これに代わるものを置く。

注）５ 支柱の盛りかえは、小ばりが終ってから、スラブを行う。

一時に全部の支柱を取り払って、盛りかえをしてはならない。

注）６ 上表以外のセメントを使用する場合は,工事監理者の指示による。

（ 印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること ）

現寸検査

建方検査

東京都アーク溶接工事管理基準（建築構造設計指針第１２章）

鉄骨造等の建築物の工事に関する東京都取扱要綱（建築構造設計指針第１２章）

日本建築学会「溶接工作基準、同解説Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ」

鋼材 高力ボルト 特殊ボルト 頭付スタッド

社内検査表

製作工場 製作要領書 工作図 施工計画書

認定または登録工場（ グレード 都登録 ランク）

材料規格証明書または試験成績表

日本建築学会「JASS6」「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」

鋼材倶楽部「建築鉄骨工事施工指針」

日本建築センター「冷間成形角形鋼管設計・施工マニュアル」

組立・開先検査 製品検査

日本建築学会「鉄骨工事技術指針・工事現場施工偏」

溶接部の検査溶接部の検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）

高力ボルトは｢JIS B1186の高力ボルト｣を標準とする。摩擦面の処理は黒皮など

高力ボルトの締付けに使用する機械はよく整備されたものを使用し、締付けの順

注1）現場溶接部については、原則として第三者検査機関による全数検査を行うこと。

注2）現場溶接は、超音波探傷試験を100％行う事。

を座金外径２倍以上の範囲でショットブラスト、グラインダー掛け等を用いて除

去した後、屋外に自然放置して発生した赤さび状態であること。ただしショット

ブラスト、グリットブラストによる処理で表面あらさが50S以上である場合は、赤

さびは発生しないままでよい。

序は部材が十分密着するよう注意して行う。また、締付けは一次、二次締めとする。

締付け後の検査は、各締付け工法別に適切な締付けが行われているか検査する。

防錆塗装の範囲は、高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリートで被覆される以外

の部分とする。錆止めのペイントは、JIS K5674、２回塗りを標準とする。

現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調整は入念に行い、塗装は工場

注）１ 片持ばり、庇、スパン９．０ｍ以上のはり下は、工事監理者の指示による。

工場塗装と同じ錆止めペイントを使用し２回塗りとする。

備 考検 査 箇 所 検 査 方 法
検査率又は検査数

社内 第三者 工事監理者

超音波探傷試験

外観(目視)検査

マクロ試験･その他

第三者機関名 未定

完全溶込み溶接部

第三者検査機関名とは、建築主･工事監理者又は工事施工者が、受入れ検査を

代行させるために自ら契約した検査会社を言う。

○調査地番

○位置図

○孔内水位

○近隣データの調査地番と

ついてのコメント

設計地番とは約 ｍの
距離がある

○備考

○支持地盤、地層及び深さに

標準貫入試験土 質

深
度

Ｎ
値

調合管理強度 JASS5(2015)

建築設備(昇降機を除く）建築設備の支持構造部及び連結金物は、腐食又は腐朽のおそれがないものとすること。

建築物に設ける建築設備にあっては、構造耐力上安全なものとして、以下の構造方法による

屋上から突出する水槽、煙突、冷却塔その他これらに類するものは、支持構造部又は建築物の構造耐力上主要な
部分に、支持構造部は、建築物の構造耐力上主要な部分に、連結すること。

煙突の屋上突出物の高さは、れんが造、石造、コンクリートブロック造又は無筋コンクリート造の場合は鉄製
の支枠を設けたものを除き、90ｃｍ以下とすること、

煙突で屋内にある部分は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを5ｃｍ以上とした鉄筋コンクリート造又は厚
さが25ｃｍ以上の無筋コンクリート造、れんが造、石造若しくはコンクリート造とすること

風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とすること

建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部分に配管スリーブを設ける等、有効な管の損傷防
止のための措置を講ずること

有効な損傷防止の為の措置を講ずること
管の収縮その他の変形により当該管に損傷が生ずるおそれがある場合において、収縮継手又は可撓継手を設ける等

管を支持し、又は固定する場合においては、つり金物又は防振ゴムを用いる等有効な地震その他の震動及び衝撃
の緩和のための措置を講ずること

法、第20条第一号から第三号までの建築物に設ける屋上から突出する水槽、煙突その他これらに類するものに
あっては、建設省告示第1389号により、風圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して構造耐力上安全なもの
とすること。

8．その他

9．令第129条の2の4の事項

７．設備関係

給湯設備 は、支持構造部及び緊結金物を腐食または腐朽の恐れのないものとするほか、風圧、土圧及び水圧並び
に地震その他の振動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とすること。
満水時の質量が15ｋｇを超える給湯設備については、地震に対して安全上支障のない構造として、平成12年建設省
告示1388号第5に規定する構造方法によること。

※「給湯設備」:建築物に設ける電気給湯器その他の給湯設備で
屋上水槽等のうち給湯設備に該当するものを除いたもの

設備機器の架台及び基礎については工事監理者の承認を得ること。

床スラブ内に設備配管を等を埋込む場合はスラブ厚さの１／３以下とし管の間隔を

特記以外の梁貫通孔は原則として設けない、設ける場合は設計者の承認を得ること。

管径の３倍以上かつ５cm以上を原則とする。

諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。

各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。

必要に応じて記録写真を撮り保管すること。

耐久設計基準強度 Fb 短期 標準 長期 超長期

SN490C

SN400B

新築

コンクリートはＪＩＳ認定工場の製品とし施工に関してはJASS5(2015)による。

載荷） 本試験杭 （ 有
性能証明書等杭施工結果報告書杭仕様

深さ
無有

無有独立基礎 試験堀布基礎

打ち込み
施工計画承認

ベタ基礎

埋込み(セメントミルク工法)

ＲＣ ＰＲＣ PRC ( 打ち込み

PHC ( A種 B種 C種)ＰＨＣ Ｈ鋼

ＳＣ

鋼材鋼管 摩擦杭

機械堀

手堀
深礎ＢＨ

アースドリル ミニアース

リバースサーキュレーション

場所打ち
コンクリート杭

鉄筋

コンクリート

A種 B種 C種)

４．地業工事

（２）杭基礎

材 料 施 工 法 備 考杭 種

STK490 STK400

杭径（mm）

無） （

特記事項設計支持力（kN）

支持層－

Fc= 30 N/mm2,mSn= 3 N/mm2

スランプ 18 cm

セメント量 330 kg/m3

主筋 SD390

HOOP SD295A

拡頭拡底杭

STKT590SKK490

KSS785

mm

拡底杭

日本建築ｾﾝﾀｰ認定

工法とする。

建築物に設ける給水、排水その他の配管設備(給湯設備 を除く。)は、※

※

普通：F10T,S10T, F8T

SS400

φ＝ 16 Ｌ＝ 100 mm

120

杭長（m） セット数

大臣認定番号
TACP-0448

26年 2月28日

-3.00m

空調機

倉庫積載床用 N/m2

エレベータ 6 人乗（人荷用）

（ ）内は、大臣認定
もしくは、都知事登録
工場以外の工場の場合
とする。

100 30(100) 0

030100

構 造 設 計 標 準 仕 様

0

1 1

2

押エコンクリート 普通 軽量 Fc= Fq= 比重1518 2.3

支持層－ 砂礫層、改良地盤
載荷試験

箇所を越えるときは、２００箇所ごと）に１回行い、１回の試験は３本以上とする。

M

D19～D25

普通 軽量

普通 軽量 Fc=

Fc=

Fq=

Fq= 比重

比重18ポンプ室棟 21 － 2.3

18 2.3事務所棟 21 －

※高強度コンクリート(Fc≧39)は大臣認定品とする

ポンプ場

埼玉県深谷市小前田地内

令和２年度 荒川中部農業水利事業 花園揚水機場改修実施設計その他業務

（１）直接基礎（ポンプ室棟は、一部に柱状改良有り）（管理棟－浅層混合改良）

長期支持力度 ポンプ室棟 300kN/㎡ 管理棟 77kN/㎡

工事名

図面名

年月日

尺 度 図面番号

会社名

事業所名 関東農政局 荒川中部農業水利事業所

NONSCALE

構造設計標準仕様

S-1

令和４年度 荒川中部農業水利事業

花園揚水機場改修その２工事



設計かぶり厚さ＝最少かぶり厚さ+10mm

a

1

h1

h1h1

h1

h1

1

1

11

1

Ｌ

１．加工及び組立

２．基礎 ３．基礎梁
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異形鉄筋 D10
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D38

折曲げ

丸鋼

（３）有害な曲がり又は損傷等のある鉄筋は、使用しない。

場合は、ガス切断とすることができる。

（９）鉄筋の継手は重ね継手、ガス圧接継手又は特殊な鉄筋継手とし、適用は特記による。
曲げることなく、できるだけ長い距離で修正する。

（８）前に打ち込まれたコンクリートから出ている鉄筋の位置を修正する場合は、鉄筋を急に
のスペーサーは、型枠に接する部分に防錆処理を行ったものとする。
等に耐えられるものとし、スラブのスペーサーは、原則として鋼製とする。また、鋼製
位置にスペーサー、吊金物等を使用して行う。なお、スペーサーは、転倒及び作業荷重

（７）鉄筋の組立は、鉄筋継手部分及び交差部の要所を径 0.8㎜以上の鉄線で結束し、適切な

（６）鉄筋の切断は、シャーカッター又はのこ等によって行う。ただし、現場でやむを得ない
（５）鉄筋には、点付け溶接、アークストライク等を行わない。
（４）コイル状の鉄筋は、直線状態にしてから使用する。この際、鉄筋に損傷を与えない。

（２）異形鉄筋の径（「d」で示す)は、呼び名に用いた数値とする。

１－０ 一般事項
（１）鉄筋は､設計図書に指定された寸法及び形状に合わせ､常温で正しく加工して組み立てる。

１－１ 鉄筋の折曲げ

鉄筋の表示

1-1-1 末端部

（１１）設備配管、スイッチ等の設置により、設計図書に定める配筋ができない場合は、監督
職員と協議する。

（１０）鉄筋の溶接は、アーク溶接とし、｢構造設計標準仕様｣及び｢鉄骨構造標準図｣の溶接
接合の項による。

２.９０°未満の折曲げの内法直径は図示による。
場合は、余長は４ｄ以上とする。

（注）１.片持ちスラブ先端、壁筋の自由端側の先端で90°フックまたは135°フックを用いる

4d以上

（２）径が異なる鉄筋の重ね継手の長さは、細い鉄筋の径による。
（３）柱に取り付ける梁の引張り鉄筋の定着の長さは、特記による

特記がなければ、40dと表5.3.4の定着長さの大きい値とする。

２.Ｌ２：割裂破壊のおそれのない箇所への定着長さ。
（注）１.Ｌ１：重ね継手並びに２．及び３．以外の定着長さ。

なお、軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。

３.Ｌ３：小梁及びスラブの下端筋の定着長さ。ただし､基礎耐圧スラブ及びこれを
受ける小梁は除く。

４.フックありの場合、重ね継手は図-①、定着は図-②に示すようにフック部分を
含まない

に示す直線定着の長さとし、かつ、余長を8d、仕口面から鉄筋外面までの投影長さ
を表5.3.5に示す長さ（かつ、梁主筋の柱内定着においては、原則として、柱せいの
3/4倍以上）をのみ込ませる

L1

<図-①>

余
長

余
長

Ｌ

<図-②>

L , 又はL21

Ｌb

※

Ｌa（ただし、柱せい3/4倍以上）

長さＬが表5.3.4のフックあり定着の長さを確保できない場合は、全長を表5.3.4

(イ)直線定着

※表5.3.4の長さで全長を確保する

小梁及びスラブの上端筋の

フックあり フックなし

５.定着の方法：図-②による。なお、仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋の定着

ＬbＬa
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（注）１.Ｌa：梁主筋の柱内折り曲げ定着の投影定着長さ

２.Ｌb：小梁及びスラブの上端筋の梁内折り曲げ定着の投影定着長さ
（片持ち小梁及び片持ちスラブは除く）

（基礎梁、片持ち梁及び片持ちスラブを含む）

（１）鉄筋の重ね継手及び定着の長さは、下表による。
１－３ 隣り合う継手の位置及び鉄筋の間隔

1-3-1 隣り合う継手の位置 （壁筋及びD16以下のスラブ筋は除く）

フックありの場合

フックなしの場合

圧接継手の場合

機械式継手の場合

L

L

L L

LL

L

a a

a
a＝0.5L a≧0.5L

a≧0.5La＝0.5L

圧接継手

a≧400㎜

カップラー

a≧400㎜、かつ、a≧(b＋40)㎜

b

a

a

D あき D

間隔

Ｄは、鉄筋の最大外径

（３）隣り合う鉄筋の平均径｢ｄ｣の1.5倍
（２）25mm
（１）粗骨材の最大寸法の1.25倍

1-3-2 鉄筋の間隔
鉄筋相互のあきは下図により、次の値のうち最大のもの以上とする。
ただし、特殊な鉄筋継手の場合のあきは、特記による。

ただし、柱及び梁の主筋にD29以上を使用する場合は、主筋のかぶり厚さを
（１）鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さは、下表による。

（３）鉄筋組立後のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。
数値を標準とする。

（２）柱、梁等の鉄筋の加工に用いるかぶり厚さは、最小かぶり厚さに10㎜を加えた
径の1.5倍以上確保するように最小かぶり厚さを定める。

（４）採用かぶり厚さは、 設計かぶり厚さ 最小かぶり厚さ 特記かぶり厚さとする。

１－４ 鉄筋（溶接金網を含む）の最小かぶり厚さ（㎜）

１－５ 鉄筋のフック

スラブ,耐力壁
以外の壁

擁壁,耐圧スラブ
柱,梁,スラブ,壁
基礎,擁壁,耐圧スラブ

仕上げあり
仕上げなし
仕上げあり
仕上げなし

仕上げあり
仕上げなし

煙突等高熱を受ける部分

土に接し
ない部分

土に接す
る部分

構造部分の種別 設計
かぶり厚さ かぶり厚さ かぶり厚さ

最小 特記

30 20
40 30
40 30
40 30
40 30
50 40
50 40
50
70

※40
※6060

70 60

柱,梁,耐力壁
屋 外

屋 内

４.杭基礎の場合のかぶり厚さは、杭天端からとする。
捨コンクリートの厚さを含まない。

３.スラブ、梁、基礎及び擁壁で、直接土に接する部分のかぶり厚さには、
耐久性上有効でない仕上げ(仕上塗材、塗装等)のものを除く。

２.「仕上げあり」とは、モルタル塗り等の仕上げのあるものとし、鉄筋の
場合は、特記による。

（注）１.※印のかぶり厚さは、普通コンクリートに適用し、軽量コンクリートの

５.塩害を受けるおそれのある部分等、耐久性上不利な箇所は、特記による。

両端にある場合（基礎梁は除く）

（５）帯筋、あばら筋及び幅止め筋
（４）杭基礎のベース筋
（３）煙突の鉄筋（壁の一部となる場合を含む）

（２）梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の
最上階の柱頭にある場合

（１）柱の四隅にある主筋で、重ね継手の場合及び
下記の（１）～（５）に示す異形鉄筋の末端部にはフックを付ける

柱

梁 梁

特に、かぶり厚さ、上端筋の位置及び間隔の保持に努める。
（２）コンクリート打込みによる鉄筋の乱れは、なるべく少なくする。

歩かないようにする。
（１）鉄筋の組立後、スラブ、梁等には、歩み板を置き渡し、直接鉄筋の上を

１－６ 鉄筋の保護

（１）杭基礎の配筋及び杭頭部の補強方法は、次による。
（２）鉄筋の加工は、1-1による。

2-1-1 杭基礎
２－１ 基礎の配筋

特記がなければ､Ｂ形とする。

※ 既製コンクリート杭の杭頭部の補強方法は、
Ａ形又はＢ形とし､適用は特記による｡

※ 中詰めコンクリートは、基礎のコンクリートと
同じ調合のコンクリートを使用する。

※ 既製コンクリート杭以外の場合は、特記による。
<Ａ,Ｂ形平面>

2-1-2 杭頭の補強（中詰めコンクリート補強筋）

所定の位置に止まった場合 所定より低く止まった場合

杭 径
補 強 筋
ＨＯＯＰ D10-100@

450φ～600φ
8-D13

350φ～400φ
6-D13

300φ以下
4-D13

3-D16

基礎下端

1
5
0

45ﾟ
HOOP @100

φ

150

1
0
0

基礎下端

コンクリート止め板

補強筋(フックは付けない)

補強筋(フックは付けない)

但し ≦φの場合とし､ ＞φの場合は
工事監理者の指示による。

φ

<独立基礎> <連続基礎>

GL

基礎筋

<Ｂ形>

基礎筋

底盤補強筋

D13-200＠縦横

15d

基礎筋

L
2

1
0
0

L
2

杭
径

基礎梁主筋

連続基礎配力筋

連続基礎主筋

基礎梁あばら筋

基礎筋

100以上とする

1
0
0 5
0

5
0

5
0

5
0

杭頭処理

主筋のかぶりは
φ

2d 2d10d

スペーサー

へりあき200以上 φ

はつり部分

2-1-3 直接基礎

２－２ 現場打杭

（３）梁筋を柱内に定着する場合は、下記による。

下端筋（一般）：曲げ上げる。
上端筋：曲げ降ろす。

定着する場合は、右図による。

３－１ 基礎梁筋の継手及び定着
3-1-1 一般事項

（１）上端主筋の定着は、やむを得ない場合、上向きとすることができる。
（２）梁筋は、原則として、柱をまたいで引き通すものとし、引き通すこ

とができない場合は、柱内に定着する。ただし、やむを得ず梁内に

下端筋（ハンチ）：曲げ降ろす。
なお、定着の方法は「１－２ 鉄筋の継手及び定着の長さ」による。

ただし、やむを得ない場合は、監督職員の承諾を受けて、
曲げ降ろすことができる。

梁 梁

ＣＬ

（基礎梁に構造スラブが付かない場合）
（１）独立基礎の場合

3-1-2 継手、定着

Dc
000

0

（継手範囲）

（継手範囲）

ＬＣＬＣ

/2 /4/4

内端部外端部

＊Ｌ2hを確保できない場合は、1-2-(5)によることができる。

0

0 00

（継手範囲）

ＬＣＬＣ

外端部

/4

内端部

/2 /4

≧100

(２) 連続基礎及びべた基礎，独立基礎で耐圧スラブ付きの場合

※（基礎梁に構造スラブが付く場合）･･･「5-1-1 大梁主筋の定着(一般階)」に準ずる。

学会 鉄筋コンクリート造配筋指針｣による。
（３）腹筋及び幅止め筋は、特記なき限り「日本建築

による。
合で、かつ、梁せいが 1.5ｍ以上の場合は右図
による。ただし、梁の上下端にスラブが付く場
｢5-3-2 あばら筋組立の形及びフックの位置｣

（２）あばら筋組立の形及びフックの位置は、
（１）あばら筋の径及び間隔は、特記による。

３－２ あばら筋

（４）あばら筋の割付は､「5-3-1 あばら筋の割付」による。

L1
コンクリート

重ね継手とする場合一般の場合

≧8d

d

３－３ 基礎接合部の補強

＊Ｌ2hを確保できない場合は、1-2-(5)によることができる。

３－４ バットレス

打継ぎ面

L2

Ｄ
＊
Ｌ2h

Ｌ2h
＊

Ｄ

L2

L2

500＜Ｄ≦1,0000＜Ｄ≦500

梁
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梁
幅
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D13-@200

L2
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Ｗ１の三角壁厚さは，200以上又は地中梁幅とし，

重
ね

継
手

4
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杭
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筋
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0
d
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余
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コ
ン

ク
リ

ー
ト

1
0
0
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上 HOOP筋の継手は片側溶接10d

FB-6×50 @3,000
（各4ヶ所）

100以上

L
1

杭
径

の
1
.
5
倍

D13-300＠縦横 D13-300＠縦横

中詰めコンクリート補強筋 中詰めコンクリート

L
1

1
.
5
φ

L
1

1
.
5
φ

3-D16以上 3-D16以上

15d(余長)＊
Ｌ2h

Dc

L2

L1
＊
Ｌ2h

L1 15d(余長)

＊
Ｌ2h L1

＊
Ｌ2h

L1
＊
Ｌ2h

Dc Dc

＊
Ｌ2h

15d(余長)

L2
柱

HOOP @100

1h 2h 3hL ,L 又はL 1L ,L 又はL2 3

１－２ 鉄筋の継手及び定着の長さ

L1

梁主筋の柱内折り曲げ定着の投影定着長さ(La) 梁内折曲げ定着の投影定着長さ(Lb)

La≧0.75Dc La≧0.75Dc

La≧0.75Dc La≧0.75Dc

共仕H22 表5.3.4

共仕H22 表5.3.5

ウルボンは冷間曲げ加工とし、曲げ内法直径および末端フックの余長は下記に示す値に規定する。

※ ① 135°の規定は180°と共通のものとする。

※ ② 二重定着筋に限りフックの余長は20ｄ以上とする。

余 長 （mm）
曲げ内法直径 （mm）

呼び名 90° 135°以上

基準寸法規定 基準寸法 規定 基準寸法規定

Ｕ7.1 608940

12ｄ 8ｄ5ｄＵ9.0 11150 74

以上 以上 88Ｕ10.7 13255 以上

10465Ｕ12.6 156

折り曲げ部 末端部

折曲げ内法直径（Ｄ） ５ｄ以上

90°折り曲げ角度 135°以上

図

余長 余長

12ｄ 8ｄ
ＤＤ

以上 以上

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）

工事名

図面名

年月日

尺 度 図面番号

会社名

事業所名 関東農政局 荒川中部農業水利事業所

NONSCALE

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）

S-2

令和４年度 荒川中部農業水利事業

花園揚水機場改修その２工事
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４．柱

６．壁

５．大梁・小梁・片持梁
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柱内定着
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ＣＬＣＬ

2-D13

（水平断面を示す）

D

４－１ 柱主筋の余長、定着、継手位置及び帯筋の割付

主筋の継手可能位置を示す。
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帯筋

梁面より割付

上下の柱断面寸法が異なる
場合、帯筋は一般の帯筋より
１サイズ太い鉄筋又は同径の
ものを２本重ねたものとする。

帯筋組立の形は下図により、適用は特記による。特記がなければ、次による。
（１）Ｈ形とする。
（２）Ｈ形の135ﾟ曲げのフックが困難な場合は、Ｗ－Ⅰ形とする。
（３）溶接長さＬは、両面フレア溶接の場合は5ｄ以上、片面フレア溶接の場合は10ｄ以上

とする。

＜Ｈ 形＞

＜Ｗ－Ⅰ形＞ ※溶接は、鉄筋の組立て前に行う。

末端部 中間部

≧6d ≧6d ≧6d

≧8d

d

Ｌ Ｌ Ｌ

P@

P@

P@

P@

≧6d

≧6d

d d

5
0
d

50d

d
≧6d ≧6d

＜ＳＰ形＞(スパイラル筋)

また、中間部重ね継手長さは、50d以上かつ300㎜以上とする。
※ ＳＰ形において、柱頭及び柱脚の端部は、1.5巻以上の添巻きを行い、135ﾟフックとする。

溶接閉鎖型

のもとに溶接するもとする。
をした帯筋をいう。工場で適切な管理
鉄筋の末端を溶接（フラッシュバット溶接）
溶接閉鎖型は

４－４ 隅筋(二段筋)

打増し部分を示す｡
一方向の打増し

70≦a≦200の場合 上図による

a＞200の場合 特記による

□
-
1
.
5
P
3
@

同材質、同間隔
以下

以下

aL2

主筋径１サイズDOWN

a

ニ方向の打増し

※ Ｐは、1-3-2鉄筋の最小間隔による。
※ 連結筋は、6φ-1,500＠かつ各階２カ所以上とする。

連結筋

４－２ 帯筋の形状、組立

５－１ 定着
5-1-1 大梁主筋の定着

＜ハンチのない場合＞
(主筋の梁内定着)

＜ハンチのある場合＞
（ハンチの傾斜）

＜大梁に段差がある場合＞

＜単独小梁＞

図面での表示

以下

以下以下 以下以下以下
300 300 300 300

20d

L2

帯筋と同径、

主筋径１サイズDOWN

300

Ｌ2h

L2

Ｌ2h
＊

柱内定着

L2

＊

Dc

＊
Ｌ2h

＊ ＊

L2

15d
Ｌ2h

Ｌ2h
＊

Ｌ2h Ｌ2h
/4 /2

20d(余長) 20d(余長)

15d(余長)

(余長)15d

(余長)15d

Ｌ2h

※ 梁主筋は原則として柱をまたいで
引き通す。引き通すことができない
場合は、｢1-2 鉄筋の継手及び定着
の長さ｣に準じて柱内に定着すること
ができる。ただし､やむを得ず梁内に
定着する場合､上図による｡

※ 上階に柱がある場合､定着長さはＬ2
とし､ 15dは省略できる｡

Ｌ2h
＊

Ｌ2h

L2 L1

L1

/4 /2 /4

最上階

一般階

最上階

Dc

＊
一般階

定着部が接近するときは
引き通すことができる

＊
Ｌ2h

Ｌ2h
＊ L1 ＊

Ｌ2h

L2

Dc
＊
Ｌ2h

15d(余長)(余長)15d

(余長)15d

L1＊
Ｌ2h ＊

Ｌ2h

4
1

e≦100

※ 吊上げ筋は、一般のあばら筋より

特記がなければ下図とする。

D

e 1

6

L2

e

D

e

D

L2L2

e

L2

ee

L1

D

e

最上階 一般階 基 礎

L2

L2

L2

L2

L2L2

＜大梁に段差がある場合＞

＜連続小梁＞

5-1-2 小梁主筋の定着
＊Ｌ2hを確保できない場合は、1-2-(5)によることができる。

※ ハンチの傾斜は特記によるが、

を２本重ねたものとする。
１サイズ太い鉄筋又は同径のもの

/127 /4/6 /2/4 /4

15d

/6/6 2 /3

外端

端部 端部

連続端連続端

平面 立面

＊
Ｌ2h /40

L2(定着)15d(余長)15d(余長)15d(余長)15d(余長)

20d(余長)20d(余長)20d(余長) 20d(余長)
Ｌ3h
＊

上端筋
≒45ﾟ

＊
Ｌ3h

20d(余長)20d(余長)

(余長)
15d

(余長)
＊
Ｌ2h 0/4 0/4

補強あばら筋を
小梁主筋両脇に入れる。

４－３ 柱の打増し補強配筋

＜先端に小梁のない場合＞

※ Ｌ＝梁せい－かぶり厚さ

小梁外端部 小梁連続端部

先端小梁

片持梁

先端小梁
（頭つなぎ梁）

最上階

一般階

L

15d(余長) 2 /3

＊
Ｌ3h

＊
Ｌ2h

L1 L1

片持梁筋折下げ 片持梁筋折下げ

水平断面

垂直断面

15d(余長) /32

L2

＊

L

片持梁

0 00

0

0

00

0 0 0

0

0 0 0

0

0 0 0

0

5-1-3 片持梁主筋の定着及び余長

５－２ 継手
5-2-1 大梁主筋の継手

5-2-2 小梁主筋の継手

５－３ あばら筋、腹筋及び幅止め筋の一般事項
5-3-1 あばら筋の割付

（１）あばら筋の種類、径及び間隔は、特記による。
（２）あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。

＜間隔が一様で、ハンチのない場合＞

＜間隔が一様で、ハンチのある場合＞

＜梁の端部で間隔の異なる場合＞

5-3-2 あばら筋組立の形及びフックの位置

＜一般の梁＞

５－４ 腹筋及び幅止め筋
（１）腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、150㎜程度とする。
（２）壁梁の場合、腹筋の定着長さ及び継手長さは、特記による。

特記がなければ、L2とする。
（３）幅止め筋及び受け用幅止め筋は、D10-1,000＠程度とする。

（１）形は下図（イ）とする。ただし、Ｌ形梁の場合は、（ロ）又は（ハ）、Ｔ形梁の
場合は、（ロ）～（ニ）とすることができる。

（２）フックの位置は、（イ）の場合は交互とし、（ロ）の場合は、Ｌ形ではスラブの
付く側、Ｔ形では交互とする。なお、（ハ）の場合は、スラブの付く側を 90ﾟ
90ﾟ折曲げとする。

Ｌ3h

D

/4 /4D

7

連続端連続端

/4 /2/4/4 /2

/4/4/12 /4/6

※継手位置はハッチング部分が好ましい。
0

0 0

00

0

0 0 0000

0 0 0

0 0

0 0

継手 L1

0/4

※継手位置はハッチング部分が好ましい。

15d(余長)15d(余長)

外端

15d(余長)15d(余長)

20d(余長) 20d(余長) 20d(余長) 20d(余長)

15d(余長)15d(余長)

柱面より割り付ける

D

≒30≒30

P＠
≦P＠

P＠ P＠ P＠

D

≦P＠ ≦P＠ ≦P＠
柱面より割り付ける

柱面より割り付ける

（注）図中の P＠、P'＠は、特記さ

れたあばら筋の間隔を示す。

P'＠ P＠

/4/2/40 0 0

P'＠
≦P'＠

≧8d≧8d

≧6d
（ハ） （ニ）（ロ）（イ）

≧6d
≧8d

d

600≦Ｄ＜900 900≦Ｄ＜1,200 1,200≦Ｄ≦1,500

Ｄ 2-D10

2-D10

2-D10

2-D10

2-D10

腹筋
2-D10

幅止め筋

＜先端に小梁がある場合＞

＊Ｌ2hを確保できない場合は、1-2-(5)によることができる。
５－５ 二段筋、その他

５－６ 梁の打増し補強
（１）梁の打増し補強配筋は下図により、打増し幅が70㎜以上、かつ、200㎜以下の場合

に適用する。200mmを越える場合は、特記による。
（２）小梁、耐力壁及びスラブの鉄筋の定着長さは、打増し部分を除いて算定する。

打増し部分を示す。

＜上端の打増し＞ ＜下端の打増し＞

（70≦a・a1・a2≦200の場合）

（１）壁配筋の重ね継手及び定着の長さは、L2とする。
６－１ 一般事項

（２）土圧等を受ける壁及び耐震壁として特記されたものは、重ね継手長さをL1、定着長さ
をL2とする。

（３）重ね継手及び定着長さが取れない場合は、監督職員と協議する。
（４）幅止め筋は、縦横ともD10-1,000＠程度とする。
（５）一般部壁の配筋は、下図による。

６－２ 壁の交差部及び端部の配筋

交差部（水平断面）

端部（垂直及び水平断面） 外壁の端部（垂直及び水平断面）

スラブへの定着（非耐力壁とスラブが取り合う場合）

スラブに上端筋がある場合 スラブに上端筋がない場合

6-3-1 壁開口部の補強
６－３ 壁の補強

（１）壁開口部の補強筋は設計図書による。
（２）壁開口部補強筋の定着長さは、下図による。

（３）開口部が柱及び梁に接する部分又は最大径が300㎜以下で鉄筋を緩やかに曲げる
ことにより開口部を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。

6-3-2 その他
（１）コンセントボックス等を壁に埋め込む場合の補強は、特記による。
（２）壁の打増し補強配筋は下図により、打増し厚さａが50mm以上、かつ、200mm以下

の場合に適用する。200mmを越える場合は、特記による。

6-3-3 パラペット
パラペットの配筋は設計図書による。

a+0～10㎜

（ａは基準あき寸法）

※ 柱主筋径だけあばら筋幅を狭めて加工する。

※
※

柱ＨＯＯＰのかぶりに注意

20d

a

L2

L2

a

腹筋は５-４による

同間隔

a

L2

b

b≦350の場合 2-D16
b＞350の場合 3-D16 b＞350の場合 3-D16

b≦350の場合 2-D16

あばら筋と同径、

＜側面の打増し＞

D16

＜二方向の打増し＞
L2

b

L2

a2

b≦350の場合 2-D16
b＞350の場合 3-D16

あばら筋と同径、
同間隔

D16D16

20d

b

a

L2

L2 a

a1

L1又はL2

柱主筋位置 柱主筋位置

梁

梁主筋位置

梁主筋位置

梁

柱

（注）P＠は、特記された
壁筋の間隔を示す。

≦P＠

P＠

≦P＠

L2

P＠
≦P＠ ≦P＠

継手L2(L1) L2

L2
L2

L2

L2

L2 L2 L2 L2

1-D13

1-D13

1-D13

1-D13 1-D13

1-D13

注：（ ）内は、土圧を受ける壁等で６－１(２)の場合を示す。

1-D13 2-D13 2-D13 4-D13

1,000
L2 L2

1-D10

1-D10
1-D13

1-D131-D13

1-D13

1-D13

2-D13

壁配筋

補強筋

開口

L1

L1

L1

L1

L2

a

50≦a≦200
打増し部分

縦筋はD10とし、間隔は200㎜
横筋はD10とし、間隔は壁横筋と同じ

L2 L2

aa

300

300

300

D

L
115d

吊上げ筋

＊Ｌ2hを確保できない場合は、1-2-(5)によることができる。

継手 L1

D

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（２）

La≧0.75Dc La≧0.75Dc

La≧0.75Dc

La≧0.75Dc

工事名

図面名

年月日

尺 度 図面番号

会社名

事業所名 関東農政局 荒川中部農業水利事業所

NONSCALE

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（２）

S-3

花園揚水機場改修その２工事

令和４年度 荒川中部農業水利事業



※ ブロック壁の配筋は、設計図による。
※ その他のＣＢとの取り合い及びディティールについては

（２）配筋の割付は、中央から行い、端部は定められた間隔以下とする。

７．スラブ

８．梁貫通孔その他の配筋 ９．コンクリートブロック帳壁との取合い

設計図書による。

L

L

ＣＬ

ＣＬ

L

ＣＬＣＬ

一般スラブ配力筋

中間部

中間部

縦筋

D

あばら筋

ＣＣＬＣＬ Ｌ

ＣＬ
ＣＬ

７－１ スラブの配筋
（１）スラブの配筋種別及びスラブ厚さは、特記による。

（３）鉄筋の重ね継手長さは、L1とする。

７－２ スラブ筋の定着長さ及び受け筋
＊Ｌ2hを確保できない場合は、1-2-(5)によることができる。

＜一般スラブの場合＞ ＜耐圧スラブの場合＞

一般スラブ継手位置

7-3-1 片持スラブの配筋

片持スラブの配筋は、下図による。

※ 受け筋：D13( ≦1,000の場合)、D16( ＞1,000の場合)

※ 受け筋はパースペーサーを用いること。

※ 先端の折曲げ長さＬは、スラブ厚さよりかぶり厚さを除いた長さとする。

※ スラブに段差のない場合は、主筋を引き通してスラブに定着してもよい。

7-3-2 出隅部
（１）補強の配筋は、特記による。特記がなければ、D10-100＠ダブルとする。

配筋方法は、下図による。
（２）出隅受け部(下図の斜線部分)の補強筋は、特記による。

＜出隅部分補強配筋＞

＜出隅受け部配筋＞

７－４ 段差のあるスラブの補強
（１）150㎜以下の段差のあるスラブの補強は、下図による。

＜ Ｈ≦70の場合 ＞ ＜ 70＜Ｈ≦150の場合 ＞ ＜ 150≦Ｈの場合 ＞

７－５ スラブ開口部の補強
スラブ開口部の補強は、特記による。特記がなければ下記による。

は、左図により開口によって切られる鉄

筋と同量の鉄筋で周囲を補強し、隅角部

スラブ開口の最大径が 700㎜以下の場合１．

に斜め方向に 2-D13（ =2L1）シングル

を上下筋の内側に配筋する。

２．スラブ開口の最大径が両方向の配筋間隔

以下で、鉄筋を緩やかに曲げることによ

り、開口部を避けて配筋できる場合は、

補強を省略することができる。

３．設備用の小開口が複数連続する場合、左

図により補強筋を配置したほかに、開口

によって切られる鉄筋と同量の鉄筋を開

口を避けて配筋する。

屋根スラブの出隅及び入隅部分には、下図により、補強筋を上端筋の下側に配置する。
７－６ 屋根スラブの補強

７－７ 土間スラブの打継ぎ補強
基礎梁とスラブを一体打ちとしないで、打継ぎを設ける場合の補強は、特記による。
特記がなければ、下図による。ただし、土間スラブとは、土に接するスラブでＳ形の
配筋によるものをいう。

７－８ 土間コンクリ－トの補強
土間コンクリートの補強筋は、特記による。なお、基礎梁との接合部は、下図による。

７－９ 階段の配筋
階段の配筋は設計図書による。

（１）梁貫通孔補強筋の名称等は、下図による。
８－１ 梁貫通孔の補強

＜Ｈ形＞

＜ＭＨ形及びＭ形＞

（２）孔の径は、梁せいの１/３以下とし、孔が円形でない場合はこれの外接円とする。
（３）補強筋の定着長さ及び孔の上下方向の位置の限度は、下図による。

＜補強筋の定着長さ＞ ＜孔の上下方向の位置の限度＞

（４）孔は、柱面から、原則として1.5Ｄ（Ｄは梁成）以上離す。
ただし、基礎梁及び壁付帯梁は除く。

（５）孔が並列する場合の中心間隔は、孔の径の平均値の３倍以上とする。
（６）縦筋及び上下縦筋は、あばら筋の形に配筋する。
（７）補強筋は、主筋の内側とする。やむを得ない場合は、監督職員の承諾を受けて外側

とすることができる。また、鉄筋の定着長さは、（３）による。
（８）孔の径が梁せいの1/10以下、かつ、100㎜ 以下のものは、補強を省略することが

（９）溶接金網の余長は１格子以上とし、突出しは10mm以上とする。
できる。

（１０）溶接金網の貫通孔部分には、鉄筋1-13φのリング筋を取り付ける。
なお、リング筋は溶接金網に4箇所以上溶接する。

（１１）溶接金網の割付け始点は、横筋ではあばら筋の下側とし、縦筋では貫通孔の中心

内容による。

とする。
（１２）大臣認定による既製の梁貫通孔補強筋等を使用する場合は、適用条件は全て認定

（設計余裕率は1.03以上とする。）
（１３）梁貫通孔の補強形式は下図により、配筋種別は特記による。

（１）ｈ0≦25ｔ かつ 3,500以下とする。ただし、直交方向 25ｔ以内に壁又は柱が
ある場合は除く。

（２）縦目地空洞部には、ブロック２段以下ごとに、モルタルを充填する。

＜一般の場合＞

受け筋
1-D13

受け筋
1-D13

受け筋
1-D13

受け筋
1-D13

受け筋
1-D16

L2

L3

＊

Ｌ2h
＊

L3

＊

L3

L2

＊
Ｌ2h

Ｌ2h

L3

Ｌ2h

ＡＣ Ｃ

Ａ Ｂ Ａ

ＣＡＣ

l
y
/
4

l
y

l
y
/
4

lx/4lx/4

７－３ 片持スラブ

継手位置は原則として下表による

標準継手位置

Ｂ

Ｂ

Ａ Ｃ短辺・長辺方向

上端筋

下端筋

短 辺 方 向

長 辺 方 向

lx

先端部補強筋
2-D13

受け筋

先端部補強筋
2-D13

受け筋

L3

L2L2

先端部補強筋
2-D13

L3 L2

受け筋

受け筋
1-D13

L

先端部補強筋
2-D13

≦600

L2

L3

出隅部分の
補強筋

補強筋の定着
出隅部分の補強筋

※ 1≧ 2とする

出隅部

柱又は梁にL1
定着する

出隅受け部
出隅受け部

※ 1≧ 2とする

※ 出隅受け部配筋は
柱又は梁にＬ1定着する

1/2 L1

L3

L11/2

2

1/2

L3 L1

1/2

1/2

2

11

Ｈ Ｈ

L2L2

6-D166-D132-D13

2-D13

350 2D

Ｈ

5Ｈ

L2 L2

L1

n2本

D13

(n2/2)本

(n1/2)本n1本

L1

L1
L1

2-D13

2-D13

2-D13

L1

L1
L1

L1

5-D10( =1,500)

5-D10( =1,500)

D13

端部

a

L2
L2

L2

D13

L3
L2

a

L2

※ a≦300の場合

土間コンクリート
補強筋

※ a≦300の場合

土間コンクリート
補強筋の鉄筋径及
び間隔に合わせる

端部

a

L2

L2

D13

L2

L2

a

スラブ筋と同径,同材質,同間隔

縦筋

あばら筋

下縦筋 斜め筋

横筋

縦筋

あばら筋

上縦筋

下縦筋

横筋

斜め筋

上縦筋

斜め筋 斜め筋

リング筋

溶接金網

斜め筋

縦筋

突出し

余長

かぶり

かぶり

h

余長

突出し

あばら筋

リング筋

突合せ溶接

リング筋
(突合せ溶接)

溶接金網

突出し

余長 D/2

500≦D＜700

700≦D＜900

900≦D

d≧175

d≧200

d≧250

D

d

h

d
貫通孔が円形の場合 貫通孔が円形でない場合

L1L1 L1 L1

L1L1

＜Ｈ形＞

斜め筋

孔径

縦筋

横筋

上下縦筋

配筋図

＜ＭＨ形＞

孔径

斜め筋

縦筋

溶接金網

リング筋

配筋図

＜Ｍ形＞

＜ｈ≦

Ｈ２

＜ｈ≦

2-2-D13

－ 2-2-D13

－

－

ＭＨ１ ＭＨ２

＜ｈ≦ ＜ｈ≦

2-2-D13

－ 2-2-D13

－

－

Ｈ３

＜ｈ≦

4-2-D13

Ｈ４

＜ｈ≦

4-2-D16

2-2-D13

2-2-D13

2-2-D13

ＭＨ３

＜ｈ≦

2-2-D13 4-2-D13

＜ｈ≦

ＭＨ４ ＭＨ５

＜ｈ≦

4-2-D16

2-2-D13

2-6φ-100@

13φ

Ｈ５

＜ｈ≦

4-2-D16

Ｈ６

＜ｈ≦

4-2-D19

Ｈ７

＜ｈ≦

4-2-D22

4-2-D13

2-2-D13

3-2-D13

4-2-D13

2-6φ-100@

13φ

ＭＨ６

＜ｈ≦

4-2-D16 4-2-D19

＜ｈ≦

ＭＨ７

（注） は、一般部分のあばら筋を示す。

Ｈ１

国土国土交通省大臣官房官庁営繕部監修
公共建築工事標準仕様書（建築工事編）平成２２年版 参照

D13

溶接
(両面5ｄ以上又は片面10ｄ以上)

t

溶接
(両面5ｄ以上又は片面10ｄ以上)

D13

L2 L2

h0

＜下部立上がりのある場合＞

＜控壁の配筋＞

L2

L1
D13

D13

t

D13
コンクリート

D10-200@
D16

D10

D13

L2 L2

ブロック帳壁

h

h0

L2 L2 L2 L2

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（３）

工事名

図面名

年月日

尺 度 図面番号

会社名

事業所名 関東農政局 荒川中部農業水利事業所

NONSCALE

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（３）

S-4

令和４年度 荒川中部農業水利事業

花園揚水機場改修その２工事



１．一般事項 ２．溶接規準図

t≦16mm

121076

14～1611～138～107以下t

S

t t＞16mm

溶接姿勢 F.V

t

溶接姿勢 F.V

6<t<19mm

溶接姿勢

16≦t

12≦t＜16

6≦t＜12

t mm

GCMC NGC

Lt1Gθ Lt1Gθ

45

35

35

6 6 5

9 9 8

9 9 8

45

35

6 6 5

9 8

9 9 8

6

F.V

のど厚tmm 余盛の高さmm

t>19

12＜t≦19

4＜t≦12

t≦4 1

2

3

4

t

溶接姿勢 F.V

t≧19mm

t

溶接姿勢 F.V

6<t<19mm

溶接姿勢

t mm

t＞19

12≦t≦19

6＜t＜12

MC NGC GC

θ G t1 L θ G t1 L

45

35

35

45

35

6 6 5

9 5

9 9 8

6 6 5

6 9 5

9 9 8

9

F.V

寸法(mm)

φ

9

13

16

19

22

25

B S

7

8

9

10

11

12

4

4.5

5

6

7

8

（１）材料及び検査

（２）工作一般

（３）高力ボルト接合

（４）溶接接合

（１）隅肉溶接

（２）部分溶け込み溶接

（３）完全溶込み溶接

（４）フレアー溶接

●ＢＯＸ型

溶接技能者は施工する溶接に適応するJISZ3801（手溶接）又はJISZ3841（半自動溶接）の溶接

（ロ） アークエアーガウジング機（直流） （ホ）溶接電流を測定する電流計

（ハ） サブマージアーク溶接機１式 （ヘ）溶接棒乾燥器

（ｃ） 溶接方法

セルフ(ノンガス)シールドアーク半自動溶接（ＮＧＣ） アークエアーガウジング（ＡＡＧ）

アーク手溶接（ＭＣ） ガスシールドアーク半自動溶接（ＧＣ）

（ｂ）適用範囲は，鋼材を用いる工事に適用し，かつ鋼材の厚さが40mm以下のものとする

（ｃ）社内検査結果の検査報告書には，鉄骨の寸法，精度及びその他の結果を添付する

（ａ）鉄骨製作及び施工に先立って「鉄骨工事施工要領書」を提出し工事監理者の承認を得る

（ｂ）鋼管部材の分岐継手部の相貫切断は，鋼管自動切断機による

（ｃ）高張力鋼の歪み矯正は，冷間矯正とする

（ａ）本締めに使用するボルトと，仮締めボルトの併用はしてはならない

（ａ）溶接技能者

（ｂ）溶接機器

（ｄ）溶接姿勢

（イ） 交流アーク溶接機 300A-500A （ニ）炭酸ガスアーク半自動溶接機

技術検定試験に合格し引続き，半年以上溶接に従事している者とする

(注) f:余盛 G:ルート間隔 R:フェース S:脚長 (単位mm)

G=0-2
（裏はつり後溶接）

プレート

S S

t1

S

１

（使用箇所に注意）

t
2

t
1

t
D1D1

S S
θ=60ﾟ θ=60ﾟ

G=0

２

（平継手・Ｔ形継手）

３

t

θ=45ﾟ
f

f

R≦2

４

θ

G

f

R≦2

25mm以上
L

t
t
1

５

θ=45ﾟ(55ﾟ)

R≦2

f
f

2
/
3
t

t
/
3

t

θ=60ﾟ

G=0～2（裏はつり後裏溶接）

G=0～2

G=0～2

tR≦2

f

削り面
5

1

t
1

t
2

a

（裏はつり後溶接）

６

t
t
1

25mm以上

LL
G

R≦2

f

７

B

L
S

φ θ

８

○溶接記号番号を○中に記入のこと

（通しダイヤフラムの場合）

１

１

４

内ダイヤフラム

1
0
0
以

上

Ａ－Ａ 断面図

・但し片面溶接の場合はS=tとする

・tはt1,t2の小なる方とする

・軸力が加わる場合のSは母材と同厚

とすることが望ましい

余盛は(1+0.1S)mm以下とする

t/4≦S≦10mm

t≦t1

・両側に補強隅肉溶接を付加する

・両側に補強隅肉溶接を付加する ＡＡＧ

f=t/4

・補強隅肉溶接を付加する

f=t/4

・両側に補強隅肉溶接を付加する

・ＡＡＧ（ ）内はＧＣでＦ．Ｈの場合

f=t/4

Ｔ形突合せ継手余盛

・f≧0.5mm （但し，t≧15mm

のとき4mmとする）

・a>4mmの場合

平継手で板厚が異なるとき

・両側に補強隅肉溶接を付加する

f=t/4

・フレアー溶接長は，鋼板に接する全長とする

・9mm～16mmは１パス以上，19mm以上は２パス以上とする

溶接棒角度θは30ﾟ～40ﾟとする

エンドタブが交互に

当たらぬこと

スカーラップ部分は

回し溶接する

（ホ）裏はつり

規準図の溶接においてＡＡＧと記載のある部分は全て，溶接監理者の確認を

励行し，部材に確認マークをつける

（ヘ）現場溶接の開先面には，溶接に支障のない防錆材を塗布する．また，開先部

をいためないように，養生を行う．

（５）塗装

コンクリートに埋め込まれる部分及びコンクリートとの接触面で，コンクリートと

一体とする設計仕様になっている部分は，塗装をしない

下向 Ｆ 立向 Ｖ 横向 Ｈ 上向 Ｏ

（イ） 仮付位置

（ｅ）組立て溶接技能者は、原則として本工事に従事する者が行う

組立て溶接は溶接の始，終端，隅角部など強度上，工作上，問題となりやすい箇所は避ける

良仮付不良良仮付不良

（ロ） 完全溶込み溶接部の仮付溶接は必ず裏はつり側に施工する

開先面

裏はつり側にする

仮付溶接

（ｆ）溶接施工

（イ） エンドタブ

エンドタブを取り付ける

Ⅱ）エンドタブの材質は，母材と同質とする

Ⅲ）エンドタブの長さは，ＭＣ：35mm以上

母材より10mm程度残し切断して，グラインダー仕上げとする

Ⅳ）プレス鋼板タブ，固形タブ使用については，資料を提出し設計者

又は工事監理者の承認を得る

t

Ⅰ）完全溶込み溶接、部分溶込み溶接の両端部に母材と同厚で同開先形状の

（ロ）裏あて金

35mm以上

かつ2t以上

ＮＧＣ，ＧＣ：40mm以上とし特記のない場合は，溶接終了後，

材質は母材と同質材料とし厚さは手溶接で6mm、半自動溶接で9mm以上とする

（ハ）スカラップ 半径は30～35mmと、10mmのダブルアールとする

r=30～35mm

r スカラップ

の場合のスカラップは

ｒ=20mmとする

ｒ10

ｒ35

（ニ）ノンスカラップ工法
但し梁成がD=150mm未満

裏当て金

G

θ

Ｇ：ﾙｰﾄ間隔

θ：開先角度

Ｒ≦２

45

θ=45ﾟ

θ=45ﾟ

45

Ｋ形の場合

内ダイヤフラム

1
5
0
以

上

80以下
根巻きの場合

※

●鋼材種別による溶接条件

①※ t=16mmの場合の溶接は、③～⑤とする。

鋼材の種類 溶接材料 入熱(KJ/cm) ﾊﾟｽ温度差(℃)

400N級鋼

490N級鋼

40以下 350以下

JIS Z 3211,3212,3214

YGW -11,15

YGW -18,19

YGA -50W,50P

JIS Z 3212,3214

YGW -11,15

YGW -18,19

YGA -50W,50P

40以下

40以下

30以下

350以下

350以下

250以下

※

７※

※

４

25以上かつ

７ ※

⑦※ 梁フランジは、通しダイヤ
フラムの厚み(t)の内部で溶接する事。

t

及梁成が異なる場合

●柱が途中で折れる場合

● 型

１

４

１

１

４

４

１

１ １

１

４

１

４

１

４

１

１

４

１

１

１

１ １

１

１

平面詳細

Ａ Ａ

４

４

４

スカーラップ部分は

回し溶接する

７

※

※

※

※

※

７

※

※

※

※

３

※

※

※ ※

１ ※

①※ t=16mmの場合の溶接は、③～⑤とする。

３

※

４

１
１

４

※
※

①※ t=16mmの場合の溶接は、③～⑤とする。

４
大梁が取付く箇所は外ダイアフラム、片持ち梁が取付く箇所は内ダイアフラムとする。

梁フランジ

梁フランジ

ダイアフラム

①※ t=16mmの場合の溶接は、③～⑤とする。

Ａ－Ａ 断面図

１

４

１

４

※

４

４

※

※

内ダイアフラム

θ

t

４

フランジが柱のRに

接しないこと

t＞柱フランジのプレート厚

θ=75～105ﾟ

大梁が斜めの場合

は溶接と添板の内

側板に注意のこと
２

２

※

※

②※ t=16mmの場合の溶接は、③～⑤とする。

●Ｂ.Ｈ型

2

2

(下記参照)
外･内ダイアフラム厚は、接合する柱の2サイズアップかつ、梁･梁から2㎜以上確保する。

Ａ Ａ 断面

４

平面詳細

内ダイヤフラムの場合は柱

の角のRに接しないこと

ガス抜き φ=20

７

７

2
5
以

上

25以上

<柱材料：ＢＣＲ295・ＢＣＰ325を使用する場合>

外・内ダイアフラムは、ＳＮ490Ｃの鋼材を使用する事。

（ａ）構造設計仕様による

鉄 骨 構 造 標 準 図 (１)

工事名

図面名

年月日

尺 度 図面番号

会社名

事業所名 関東農政局 荒川中部農業水利事業所

NONSCALE

鉄骨構造標準図(１)

S-5
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花園揚水機場改修その２工事



工事名

図面名

年月日

尺 度 図面番号

会社名

事業所名 関東農政局 荒川中部農業水利事業所

NONSCALE

鉄骨構造標準図(２)

S-6

35以上

エ
レ

ク
シ

ョ
ン

ピ
ー

ス

L-50x50x6 @≦600

PL-50x6

あて板（鉄板）

FB-65x9 中ボルトM16
７

７

（JIS規格品とする･･･JISA5540･･･1982/5541･5542･･･1993)

1
0

1
0

1
0L1
0

1
0

eee

(2)(3)の標準

32

ボルト穴径・最小縁端距離 単位(mm)

水平ブレース

アークスポット溶接

16φ≒ @200

注 （１） e1,e2が確保されていれば形状は自由でよい

（２） 羽子板とガセットプレートの場合は表に示す取り付けボルトを使用し，一面せん断（支圧）接合とする

穴芯のあき（最小）

ボルト端から取付ボルト

注）現場溶接は原則として超音波探傷試験を100%行う

注）端部をBHとする場合の部材は設計図による

≧1mm フィラプレート使用のこと
Wt1-Wt2

Ft1-Ft2

１

１

６

補足受材

１

あて板（非金属）

折曲加工既製品面戸（鉄板）

１

１

１

スラブ端部の補足材

梁上切断の場合

e≧35mm

梁上通しの場合

受梁へのかかり寸法及び端部処理

梁との溶接及びコネクター

（ｂ）形鋼ブレース

（床剛性を考慮する合成床，合成梁のときは構造図参照）

１
１

形鋼ブレース

e
2d
1

S

d
長さ

長さ

羽子板ボルト

e1R e
2

e3
S

d
1

d

50 30

50

600以下

PL-3.2
e

PL-1.6

50-400

300以下

e

50-400

PL-1.6

L形鋼

50-200

PL-6

PL-(1)

l

1
5

N

=@
60
0

30ﾟ

P

t

e1R

e3

t

e

50-400

e
ee

eee

lN-径PL-(1)部 材

部 材

符 号

2111111

Ｍ20Ｍ22Ｍ20Ｍ20Ｍ16Ｍ16Ｍ12

(2)

取付ボルト

本 数

ねじの呼び

種 類
JIS B 1186 ２種高力ボルト(F10T)叉は

JIS B 1180 中8g 10.9

85857560555040

70736666595247

溶接長さ（最小） l

e3

9999664.5

37.537.532.532.5252519

9999664.5

38383434282822

へりあき(最小)(1)e2

板厚 t

へりあき(最小)(1)e2

板厚 t
切板製

平鋼製

50555050454035

21.523.521.521.5171713

175165150140125115100

21.7720.1118.1116.1114.4612.4610.64

21.9920.3318.3316.3314.6512.6510.81

R

調整ねじの長さ S

はしあき（最小）(2) e1

軸径d1
最 小

最 大

ねじの呼び(d) Ｍ24Ｍ22Ｍ20Ｍ18Ｍ16Ｍ14Ｍ12

（ａ）羽子板ボルト

符 号

e epp

P
L
-
(
3
)P
L
-
(
1
)

P
L
-
(
2
)

e
p

e
e

p
e

L

B≦300

P
L
-
(
3
)

P
L
-
(
1
)

N2

e e
p

p
e

e
e

e

L

B≦150

B1≦250

PL-(3)PL-(3) PL-(2)

PL-(1)

PL-(2)

PL-(1)

e
p

p
e

e
p

p
e

170

140

110

100

80

70

60

400

350

300

250

200

175

150

B2B1
B1=300 B1=350(400)

外
P
L
-
(
1
)

内
P
L
-
(
2
)

N1

B1

B2B2B2

140(90)70 70(90)15040 40

L

4
5

4
5

4
5

e
4
5

e
e

4
5

4
5

e

N1

外
P
L
-
(
1
)

内
P
L
-
(
2
)

B1

B2B2

外
P
L
-
(
1
)

内
P
L
-
(
2
)

e
p

p
e

e
p

p
e

N1

L

B1

B2

N2

（SCSS－H97による）

（SCSS－H97による）

F
t
2

F
t
2

Wt2Wt1

F
t
1

F
t
1

フランジ及ウェブ厚の差のある場合

ハンチ起点は避けた方がよい

リブプレート

30以上

部 材

符 号

符 号
N1-径 N2-径PL-(3)PL-(2)PL-(1)

ウエブフランジ

PL-(3)

PL-(2)

PL-(1)

5

eeee

N1（片側）

N2（片側）

PL-(3)
PL-(1)

PL-(2)

p
p
e

e

5

p eeepe PL-(1)

PL-(2)

タイプ 部 材 PL-(1) PL-(2) N-径

TYPE-2TYPE-1

Np
e

e

ee10

PL-(1)

１

PL-(2)
10

e

N（片側）

PL-(1)
１

１

e
p

p
e

（３） 圧延縁・自動ガス切断縁・のこ引き縁・機械仕上げ縁の場合の縁端距離

（２） せん断縁・手動ガス切断縁の場合の縁端距離

「注」 （１） 引張材の接合部で応力方向にボルトが３本以上並ばない場合の応力方向の縁端距離

70

60

60

60

60

55

50

40

45

40

40

40

28

26

22

44

38

34

28

60

55

50

40

26

24

22

18

Ｍ24

Ｍ22

Ｍ20

Ｍ16

最小 標準（３）（２）（１）
呼び

穴径

ボルト 最小縁端距離 (e) ピッチ（P）

（８）ＡＬＣ板取付要領

（７）デッキプレート

（６）鉄筋ブレース

（５）柱継手リスト

（４）ハンチ部の継手

（３）梁鋼接合継手リスト

（２）ピン接合梁継手リスト

（１）ボルトピッチ（Ｐ）

許容差+0.-0.5mm

取付ボルト穴径

３．継手規準図・その他

鉄 骨 構 造 標 準 図 (２) 縦壁構法(ロッキング工法 縦壁HDR工法（中低層用）相当以上)

令和４年度 荒川中部農業水利事業

花園揚水機場改修その２工事

35.0

・φ≦0.4Ｄ

・梁端部（スパンのl/10以内かつ2D以内）は避ける

・計算で確認された場合は下記の位置，寸法によらなくて良い．

100, 130, 150

80, 100, 130, 150

80, 100, 130

50, 80, 100, 130

9.5

10.0

34.922.2

22.0

9.5

10.0

31.7

32.0

19.0

19.0

7.9

10.0

31.7

29.0

15.8

16.0

7.9

10.0

25.4

22.0

12.7

13.0

φ22mm

φ19mm

φ16mm

φ13mm

呼び名
mmmmmmmm

軸径 d 頭径 D 頭高さ T 溶接後の長さ Ｌ

スタッド材

スタッド材の標準形状・寸法

（JIS1198）

Ｔ

形状

D

d

L

（10）梁貫通補強

（９）頭付きスタッド

シーリング材

バックアップ材

100

30

1
0

7
5

2
0梁天端

短冊プレート

定規アングルL-65×65×6

モルタル

絶縁材

自重受け金具RWD
Ｏボルト
アンカー鋼棒

7
5

アンカー鋼棒

定規アングルL-65×65×6目地受けプレート

自重受け金具RWD
Ｏボルト

シーリング材

せのこと。

場合は設計者又は工事監理者と打合

貫通孔が連続して間隔等がとれない

φ
2

φ
1

(φ1+φ2)x3/2以上

ハンチ勾配は普通1:4程度であるが構造図による

Φ2
Φ

Bタイプ

４

35以上

１

１

４

H.T.BSPLGPL

Web板厚以上(両面)

Web板厚×1.2倍以上(片面)

Web板厚以上(片面)

補強板不要

補強板

Φ≦0.4D

Φ≦D/3

Φ≦D/4

Φ≦0.15D

スリープ径

= プレート補強の板厚 =

= プレート補強(片面又は両面) =

2Φ



工事名

図面名

年月日

尺 度 図面番号

会社名

事業所名 関東農政局 荒川中部農業水利事業所

NONSCALE

木質工事特記仕様書

S-7

別記Ｚマーク(同等)金物

□

□

□

床

MDF等の日本工業規格に準拠する。

本項の内容は特記無き限り、合板及び構造用パネルの日本農林規格又はパーティクルボード及び

【構造用合板・構造用パネル(OSB)、パーティクルボード、MDF等】

注2. 特注品の場合は納期に注意すること(2ヶ月以上)
OSBの場合は、表面及び裏面に木材の小片の浮き上がりがないこと及び側面の切断面が平滑であること。

２ 級（記入例）

注1. 構造用合板の板面の品質は、通常は１級がB-C、２級がC-D

の基準(A～D)で指定

表面および裏面の品質

等で指定

☆☆☆☆F

を記載

厚さ

断続的に湿潤な場合は1類

屋外・常時湿潤な場所は特類

接着の程度

（構造用合板の場合に記入）（注1）

板面の品質

（OSBの場合は曲げ性能）

強度等級 ホルムアルデヒド

放 散 量
寸 法部 位

単板の樹種及び構成や防虫処理については必要に応じて特記する。

（３）構造用合板、構造用パネル(OSB)、パーティクルボード、MDF等

小を記載層を明示し記載
等で指定で指定３種より示すなどと記載非対称、断面の大、中、は最外層、中間

☆☆☆☆FA、B、C１種、２種、E120-F330
梁

（記入例）

同一等級、異等級、対称、複数樹種の場合

（LVLの場合は曲げ性能）（LVLの場合は区分）

強度等級
材面の品質 使用環境

品 名
部 位 樹種名

放 散 量

ホルムアルデヒド

ラミナの枚数や特殊な試験については必要に応じて特記する。

【構造用集成材・LVL】

本項の内容は特記無き限り、集成材及び単板積層材の日本農林規格に準拠する。

（２）構造用集成材、構造用単板積層材(LVL)

材の曲がりについては、上記にかかわらず目視等級１級相当とする。

や接合部に欠点が当たらないように注意する。

無

強度等級を指定した材料は特に、材料の欠点の節、目切れ等に注意して材料を選定し、仕口

（背割りを行う場合は、見えがかり部・相欠き部材・構造用合板の釘接合面には行わない。）有

背割りを行う部材の有無

主要構造部には機械等級区分製材を用いることを原則とする。

造作用製材の

の性能区分で指定

K1、K2、K3、K4、K5

基準により指定

材面の品質の

で指定

SD15、SD20仕上材

D15、D20、D25未仕上材

で指定E150～E50

1～3級または乙種

（記入例）

柱

（記入例）

梁

で指定E150～E50

甲種Ⅱ

材面の美観保存処理乾燥処理強度等級樹種名部 位

【構造用製材】

本項の内容は特記無き限り、構造用製材を対象とし、製材の日本農林規格に準拠する。

（１）構造用製材

2.1 木質材料

は適用項目を示すものとする。２．材料の品質

施工者は、各種工事の試験・検査結果ならびに施工記録を提出する。

（６）製作要領書及び施工計画書の作成・提出

工事に先立ち、製作要領書や施工計画書を作成し、監理者の承諾を受ける。

（７）施工図及びプレカット図の提出

工事に先立ち各種の施工図を作成し監理者の承諾を受ける。また、必要に応じて接合部のモック

アップの作成を行う。プレカット工場を使用する場合には、プレカット図を施工図と位置づける。

（８）製作工場の選定、承諾

設計図書に基づき、当該工事の規模、加工内容に応じた技術と設備を備え、かつ自主管理能力を

有した製作工場及び木工技能者を選定し、監理者の承諾を受ける。

（９）各種試験・検査報告書の提出

疑義を生じた場合や工法の提案を行いたい場合には監理者に申し出、その処理方法について協議する。

（５）疑義

1．指示書（現場説明書及び質疑回答書）

設計図書の優先順位は下記による。

（４）設計図書の優先順位

4．標準図

3．特記仕様書

2．設計図

上記の仕様書に記載無き場合は、公共規格又はこれに準ずる規格を適用する。

設計図書に記載なきものは下記の図書に準拠する。（※全て最新版による。）

「日本工業規格 JIS A3301-2015 木造校舎の構造設計標準」(2015年改訂版)

「木造住宅工事仕様書」 (住宅金融支援機構監修)

（３）準拠する図書

設計図書とは標準図、特記仕様書、設計図、指示書（現場説明書及び質疑回答書を含む）をいう。

（２）設計図書

生地SUS304JIS G 4303

JIS G 4303 SUS304

JIS G 3131

SUS304JIS G 4303

生地

丸座金

角座金

・木栓はナラ・ケヤキ・カシ等、気乾比重0.6以上の広葉樹で、節や目切れ等の欠点の無いものとし

尚、ボルトとの組み合わせにより耐力が決まっている羽子板ボルト等の座金は、その仕様に準ずる。（単位：mm）

・ドリフトピンの先端テーパー部の長さ：10mm以下

先端は、3～5mm程度面取りすること。

横架材接合部

（ ）

鋼材

（ ）（ ）

（ ）（ ）

（ ）

（ ）

品 名

電気亜鉛めっき溶融亜鉛めっき

メーカー等

電気亜鉛めっき溶融亜鉛めっき

電気亜鉛めっき溶融亜鉛めっき

電気亜鉛めっき溶融亜鉛めっき

電気亜鉛めっき溶融亜鉛めっき

電気亜鉛めっき溶融亜鉛めっき

電気亜鉛めっき溶融亜鉛めっき

電気亜鉛めっき溶融亜鉛めっき

防錆処理、使用箇所など短期許容接合耐力

柱頭・柱脚接合部

接合部

筋かい耐力壁の

種 類

（５）接合金物、鋼材

68584838

（４）ドリフトピン、ラグスクリュー、木栓

堅木（樹種： ）木栓

（ ）

電気亜鉛めっき

（ ）

電気亜鉛めっき強度区分4.6又

は4Tに適合する

炭素鋼

強度区分4.6又

は4Tに適合する

炭素鋼
JIS B 1180

JIS B 1180

（コーチボルト）

ラグスクリュー
鉄

鉄

防錆処理、使用箇所など(㎜)長さ(㎜)径材 質種 類

ドリフトピン

70

6

140

125

13

24

60

6

120

105

9

20

50

4.5

90

80

9

16

35

3.2

70

60

6

1210

4.5

50

60

3.2

30

3530

25

3.2

45

40

4.5

8

丸座金の直径

角座金の一辺

厚さ

丸座金の直径

角座金の一辺

厚さ

せん断を受けるボルト

引張を受けるボルト

ボルト径座金の大きさ

・設計図及び標準図記載以外の座金は、特記なき限り用途ごと(引張、せん断)に下表により使い分ける。

ステンレス

鉄
SS400

SPHC

生地

（ ）

電気亜鉛めっき

ステンレス

鉄

ステンレス

SNR400B,490BJIS G 3138
SWRM8～10JIS G 3505
SWRCH8～10JIS G 3507-1

SS400JIS G 3101

（ ）

電気亜鉛めっき

アンカーボルト

鉄

ボルト・ナットはJIS B 1180、JIS B 1181の規格及び付属書JAによる。

材 質

SWRCH8～10

SWRM8～10

SS400

JIS G 3507-1

JIS G 3505

JIS G 3101

（ ）

電気亜鉛めっき

防錆処理、使用箇所など(㎜)長さ(㎜)径

全ネジボルト

有効径六角ボルト

呼び径六角ボルト

種 類

めっき処理は溶融亜鉛めっき鋼板：Z27(JIS G 3302) 電気亜鉛めっき：Ep-Fe/Zn8/CM2とする。

処理方法は、日本しろあり対策協会の標準仕様書に準じる。）

給排水用塩化ビニル管に接する部分は、薬剤による損傷を防ぐため管を保護する。

（注：接合部、亀裂部、コンクリートなどに接する部分は、特に入念な処理を行う。

使用薬剤：日本しろあり対策協会または日本木材保存協会の認定品とする。

保存処理材（性能区分） ： K5 K4 K3 K2 K1

AQ認証保存処理材： １種 ２種 ３種

（特記無き場合は、処理量： 、処理回数：2回）ml/m 2300塗布、吹付、浸漬・現場処理：

・高耐久材の使用（注：部材は心材あるいは心持ち材または集成材とする）

・工場処理材（注：現場の加工、切断、穿孔箇所などは、現場処理に準じる）

（３）耐候処理（塗装）：劣悪環境に置かれる木材等を対象とする。

抜き取り（部位： ）

抜き取り（部位： ）

抜き取り（部位： ）

抜き取り（部位： ）

寸法検査

外観検査

材種・等級の確認

ヤング率測定

含水率測定

（３）ボルト、ナット、座金

(㎜)長さ(㎜)径

フラット／バーブ平頭

接合具の材質は一般普及品を使用することを原則とし、特殊なものを使用したい場合は特記とする。

使用箇所製品名

（２）木質構造用ビス

2.2 接合具

接合具に錆を生じる恐れのある場合は適切な防錆処理を施す。鋼材の表面処理は特記による。標準

補強金物

SWM-N

SWM-N

SWM-N

網目付き/ｽﾑｰｽ

平頭フラット及び
耐力壁、床板、屋根SUS304JIS G 4309ステンレスＳ釘

ＧＮ釘 平頭フラット石膏ボード用JIS G 3532鉄

ＺＮ釘

平頭フラット耐力壁、床板、屋根

JIS G 3532

ＣＮ釘

鉄

鉄 JIS G 3532

/スムース
皿頭網目付き

耐力壁、床板、屋根鉄Ｎ釘

（１）くぎ、木ネジ

頭部／胴部形状使用箇所(㎜)長さ(㎜)径

SWM-NJIS G 3532

材 質種 類

３等、４等で示す

材の品質を１等、２等、Ef150など測定した縦振動ヤング係数

で定められる区分で示す
（記入例）

等 級縦振動ヤング係数区分樹種名部 位

本項の内容は特記無き限り、素材の日本農林規格などに準拠する。

木造の構法は、建築基準法施行令第3章3節に規定する木造軸組工法に適用する。

６．運搬・建方

（節点間のレベル差）

速やかに監理者に報告し対応策を協議する。

はがれ等に注意を払い、不具合が発生した場合は是正する。補強の必要がある場合は

工事中に発生するボルトの緩み、接合具および接合金物に影響する材の割れ、接着面の

〕

〕

〕

〕

〕

（７）施工状況の検査

・建方精度に不具合が発生した場合は速やかに監理者に報告し対応策を協議する。

□ 〔 〕

〔 〕□

階高

〔 〕□通り芯からの誤差
〔 〕□柱据え付け面の基準高さからの誤差 ：

□ 〔 〕

□ 〔 〕

・建方の精度基準は下記による。

（６）建方精度

・土台の穴あけはコンクリート打設後、ボルトの通り芯からのずれを実測してから行う。

・アンカーボルトはダブルナットとする。 □適用除外 〔 〕

行う。

・アンカーボルトは鉄筋等を用いて組立て、適切な補助材で固定しコンクリートの打ち込みを

・芯出しは、型板を用いて基準墨に正しく合せて適切な機器等で正確に行う。

（５）アンカーボルトの施工

対しては、必要に応じて仮設補強等の処置を施す。

柱に大きな引張力を与えるなどの場合は監理者の承認を受ける。また、強風などによる諸外力に

建方作業中および作業後、横架材上に諸材料または機械などの重量物を積載する場合、あるいは

（４）施工時の安全性

養生、安全対策などについて検討し、建方計画書としてまとめる。

アンカーボルトの施工方法、建方スペース、建方機械、搬入・仕分け、地組み、足場計画、建方、

（３）建方計画

〔 〕

よる割れが発生するため避ける。

降雪や降雨に対する保護としてシート養生を行う。ただし、エアコンの効いた室内は乾燥に

（２）集積・保管

〕

十分な検討を行う。また、輸送時に製品の品質を損なわないようにする。

製品の輸送に当たっては、建方計画に支障がないように、道路状況、現場作業手順等を考慮し

（１）輸送計画

集積の際は適当な受け台などを設け、材にねじれや曲がりの損傷を与えないように注意する。

５．木材の加工

（dはドリフトピン径）

□ 調整代をとったボルト接合工法の場合（大断面集成材、LVL）：材長の±0.04％以下

(ｄ≦M12)、ｄ+1.5ｍｍ(ｄ≧M16)

（dはドリフトピン･木栓径）ドリフトピン・木栓の木材の穴径：ｄ±0ｍｍ

ｄ+1.0ｍｍドリフトピンの接合金物等の穴径：

（５）加工状況の検査

□梁：（ ） mm

（４）面取り

：（ ） mm□柱

□製材（ ） □集成材･LVL（ ） □その他（ ）

ｄ+1.0ｍｍ （ｄ≦M12）、ｄ+1.5ｍｍ（ｄ≧M16）接合金物等：

（３）表面仕上げ

構造用製材、構造用集成材、LVLの材長

図面表示は仕上がり寸法である。

（２）加工寸法の精度

製材に背割りのある場合、曲げ材は断面の弱軸と背割りの方向を一致させる。

（１）刻み時の注意

せん断用ボルト穴径 （ｄはボルト径）

（ｄ≦M12）、ｄ+2.0ｍｍ（ｄ≧M16）集成材 ：ｄ+1.0ｍｍ

（ ）□（ ）材種：□

許容差に準ずる。ただし、上限値が制限なしとなっている場合は、協議による。

下記を除き、2．1木質材料に示す材の仕上げ後の断面寸法の許容差は各々の農林規格の寸法

（４）接合金物

（３）接合具

・同等認定品や性能評価品等を用いる場合には、その主旨を監理者に申し出、承諾を得る。

製品名等について特記仕様書等で指定された所定の製品であることを確認すること。

・現場または加工工場に搬入される全ての接合金物について受け入れ検査を実施し、材質、形状

また必要に応じて立会いによる性能確認を実施する。

木製品の接合具については、予め曲げ試験などにより性能の確認を行いその結果を報告する。

・同等性能の接合具を用いる場合には、その主旨を監理者に申し出、承諾を得る。

製品名等について特記仕様書等で指定された所定の製品であることを確認すること。

・現場または加工工場に搬入される全ての接合具について受け入れ検査を実施し、材質径、長さ

は適用項目を示すものとする。４．材料品質の検査方法

３．耐久性（防腐・防蟻・耐候処理）

で確認すること。

ことを、日本農林規格(JAS)－MDF等の場合は日本工業規格(JIS)－の表示ラベルまたは出荷証明書

・搬入される全製品について受け入れ検査を実施し、特記仕様書等で指定された所定の製品である

（２）構造用集成材、構造用単板積層材(LVL)、構造用合板、構造用パネル等

・材種・等級は表示を確認し、外観・寸法検査は日本農林規格に準じて行う。

・含水率やヤング係数は刻印された表示の確認を原則とし、全乾重量法や静的ヤング係数試験は

公的試験場にて行う。含水率計は日本住宅・木材技術センタ－認定品を、動的ヤング係数は

全国木材組合連合会の認定品を用いて測定することを原則とする。

・全乾重量法や静的ヤング係数試験は１荷口につき確認する本数で示す。試験体は実際に使用

する同一部材の中から抽出し、木材の試験方法（JIS Z 2101）に準ずる。

・特記無き場合は、含水率計による測定は、製材加工後の工場出荷前に行う。

・特記無き場合は、動的試験は製材後（継手などの工場加工前に）に行う。

（１）構造用製材

現場または加工工場に搬入された製材等は、加工に先立ち下記の要領で受け入れ検査を実施し、

速やかに監理者に報告する。また係員の立会いを要する検査については、指定された試験要領に

基づいて、適時抜取り検査を実施する。社内検査で試験本数や抜取り率の指定がない場合は原則

全数とする。検査の結果、性能を満たさない材料については適用箇所を変更する等の措置を行う。

全数

全数

全数

全数

全数

検査項目

日本農林規格の目視等級区分構造用製材、機械等級区分構造用製材を使用する場合は

製造工場の認定書の写しを確認する。

含水率測定の時期は、監理者の指示による。

（ ）

製品名（会社名） 塗り回数

外周木質系面材耐力壁下部1ｍ

外周筋かい下部1ｍ

（ ）□K3（ ）□

□ （ ）

□ （ ）

高耐久材

□ （ ）

工場処理材

K3

K3

K3

□

□

□

（ ）

（ ）

（ ）

現場処理

外周柱下部1ｍ

土台
使用部位

□ （ ） □ K3 □ （ ） □ （ ）

□ （ ） □ K3 □ （ ） □ （ ）

水周り

その他

）□防蟻薬剤による処理：薬剤（

（２）土壌処理

□ 塗布

特記無き場合は、日本しろあり対策協会または日本木材保存協会認定品、あるいはこれと同等

以上の効力を有するものとする。

□土壌処理省略 □北海道 □東北 □北陸 □（ ）

注：処理範囲は、外周部布基礎の内側、内部布基礎の周辺２０ｃｍ、束石等の周囲２０ｃｍ

を標準とし、処理方法は日本しろあり対策協会の標準仕様書に準じる。

部位

製品名 備 考使用箇所

（６）接着剤（接着接合）

ここでいう接着接合とは、建設現場で用いるものを対象とする。

（４）丸太・そま角

【丸太・そま角】

１．一般事項

（１）適用範囲

（１）木材の防腐・防蟻処理

木材の防腐・防蟻処理は以下のいずれかとする。

※本仕様書は建築物及び工作物の構造上主要な部分に木材・木質材料を用いる工事に適用する。

木質工事特記仕様書

■

■

柱

土台 あかまつ 無等級材

ひのき 乙種 ３級

■

■

すぎ 甲種 ２級

■

■

■

■

梁 べいまつ Ｆ☆☆☆☆

■

壁 Ｆ☆☆☆☆

Ｆ☆☆☆☆

屋根 Ｆ☆☆☆☆

■

■

■ 塗布

■ 塗布

■ 塗布

■

■

■

■

■

■

■ ■

■

特類

１類

構造用パーティクルボード S18

構造用合板 ２級

構造用合板 ２級

－ －

E120-F330 Ｃ対称異等級構成，中断面 ２種

Ｃ-Ｄ

Ｃ-Ｄ

梁，火打等 SD20

SD20

－

－

－

SD20

■ 軸組み工法の継ぎ手仕口及び金物工法の場合：±1.0ｍｍ以下

■立ち会い検査

■外観検査 □加工寸法検査

■施工者自主検査記録の提出〔 〕

■ 輸送計画書の提出 〔

■ 集積場の確認

■ 建方計画書の提出

■ 施工時の安全性に対する検討書の提出 □ 施工時荷重条件の通知

■建物の倒れ ： ■ e≦H／2500+10mm かつ e≦50mm

■梁の水平度 ： ■ e≦Ｌ／700+ 5mm かつ e≦15mm

■建物のわん曲 ： ■ e≦L／2500mm かつ e≦25mm

■柱据え付け面の高さ及びアンカーボルトの位置

■±3mm以下

： ■±3mm以下

： ■－5mm≦△H≦+5mm

■ アンカーボルト施工時の立会い検査

■ 施工者自主検査記録の提出〔

■ 施工者自主検査記録の提出〔

■ 施工者自主検査記録の提出〔

■ 施工者自主検査記録の提出〔

■ 施工者自主検査記録の提出〔 〕

■ 最終確認

■ 地組み時の立会い検査

■ 建方時の立会い検査

■ 建方後の施工状況の検査

抜き取り（部位：柱，梁 5%以上 ）

K3

K2

K2

■防蟻薬剤による処理と同等以上の対策 （ べた基礎 ）

■

■

■

■

■

■

■

別記

別記

別記

別記

別記

別記

別記 別記

別記 別記

■
別記 別記

■

■

■

■
Ｚマーク(同等)金物 別記 ■

30mm

9mm

9mm

「公共建築木造工事標準仕様書 平成31年版」 (国土交通大臣官房官庁営繕部監修）

「木造計画・設計基準 平成29年版」 (国土交通大臣官房官庁営繕部監修)

「木造軸組工法住宅の許容応力度設計(2017年版)」 (日本住宅・木材技術センター)

令和４年度 荒川中部農業水利事業

花園揚水機場改修その２工事



確認する。但し、座掘り座金等、ナットと座金が一体になって土台に埋込まれる

Ｊ型アンカーボルトを用いる場合は、360 mm 以上とする。その他の

引張金物専用アンカーボルトの呼び径は、M16以上とする。

-3.その他； 上記以外では、2.0m以内の間隔で設ける。

a).引張金物専用アンカーボルトの径

（２）引張金物専用アンカーボルト

b).引張金物専用アンカーボルトの基礎への埋込み長さ

引張金物専用のアンカーボルトの基礎コンクリートへの埋込み長さは、

200 程度

アンカーボルト

土台

女木 2
0
0

程
度

土台

アンカーボルト

又は柱芯
△ 通り芯,

200 程度

土台

(見下げ)(見下げ)

男木

(柱勝ち収まり等)仕口の場合 土台切れの場合

※ Ｊ型及びＬ型アンカーボルトを用いる

【 Ｚマーク表示金物 】

【 Ｄマーク表示金物 】

【 Ｓマーク表示金物 】

位置(柱芯より200mm内外)とする。

耐力壁(筋交い,合板仕様共通)の下部は、その両端の柱の下部に近接した

-1.耐力壁(筋交い,合板仕様共通)の下部；

主要構造部に使用する木材・木質材料の品質については特記仕様書で指定する。

（１）木材及び木質材料

設計図書とは本標準図、特記仕様書、設計図、指示書（現場説明書及び質疑回答

工事に適用する。

木造の構法は、建築基準法施行令第3章3節に規定する木造軸組工法に適用する。

※本標準図は建築物及び工作物の構造上主要な部分に木材・木質材料を用いる

１．一般事項

なお、上記の方法はひとつの建物で混用して構わない。

また、本標準図は在来接合工法のみについて記載しており、金物工法を用いる

場合は、金物工法用の標準図を本標準図に追加して用いること。

書を含む）をいう。

設計図書の優先順位は下記による。

1．指示書（現場説明書及び質疑回答書）

2．設計図

3．特記仕様書

4．本標準図

疑義を生じた場合や工法の提案を行いたい場合には監理者に申し出、その処理

方法について協議する。

設計図書に基づき、当該工事の規模、加工内容に応じた技術と設備を備え、かつ

自主管理能力を有した製作工場及び木工技能者を選定し、監理者の承諾を受ける

施工者は、各種工事の試験・検査結果ならびに施工記録を提出する。

上記の仕様書に記載無き場合は、公共規格又はこれに準ずる規格を適用する。

本標準図に示す構造耐力上主要な柱及び梁の接合方法は、下記による。

・梁受け金物、及びホゾパイプ等による金物工法

・継手仕口による在来工法

本標準図で指定していない金物に変更する場合は、監理者の承認を得ること。

本標準図で扱う一般的な在来プレカット工場で加工可能な範囲は以下による。

これらを超える場合は、一般プレカット工場では加工できない為、任意形状の

加工が可能な加工機を有する工場を選定すること。

・梁:部材断面が幅90㎜～150㎜、梁成が幅と同寸～450㎜、及び材長６ｍ以下

・柱:90角～150角の正方形断面、長さ6ｍ以下

（１）適用範囲

（２）設計図書

（３）準拠する図書

（４）設計図書の優先順位

（５）疑義

（８）製作工場の選定、承諾

（９）各種試験・検査報告書の提出

（10）接合工法

「木造計画・設計基準 平成23年版」 (国土交通大臣官房官庁営繕部監修)

「木造住宅工事仕様書」 (住宅金融支援機構監修)

「公共建築木造工事標準仕様書 平成25年版」 (国土交通大臣官房官庁営繕部監修）

「日本工業規格 JIS A3301-2015 木造校舎の構造設計標準」(2015年改訂版)

「木造軸組工法住宅の許容応力度設計(2008年版)」 (日本住宅・木材技術センター)

（７）施工図及びプレカット図の提出

（６）製作要領書及び施工計画書の作成・提出

プレカット図を施工図と位置づける。

接合部のモックアップの作成を行う。プレカット工場を使用する場合には、

工事に先立ち各種の施工図を作成し監理者の承諾を受ける。また、必要に応じて

工事に先立ち、製作要領書や施工計画書を作成し、監理者の承諾を受ける。

（11）加工部材に関する留意事項

３．アンカーボルト

※共通事項

・アンカーボルト及び座金の品質と性能、表面処理等は、特記仕様書による。

（１）土台固定用アンカーボルト

主要構造部に使用するくぎはJIS A 5508で規定される鉄丸くぎ（N釘）または

太め鉄丸くぎ（CN釘）または溶融亜鉛メッキ太め鉄丸くぎ（ZN釘）または

ステンレス鋼釘（S釘）またはせっこうボード用くぎ（GN釘）を用いる。

主要構造部に使用する場合は構造上必要な剛性・耐力・靭性が確保されるものを

選定することとし、造作用のビス（コーススレッド等）を用いてはならない。

使用箇所・呼び径・呼び長さ等については特記仕様書で指定する。

（２）接合具

a)くぎ

b)木質構造用ビス

c)ボルト・ナット・座金

（３）接合金物

d)ドリフトピン・ラグスクリュー

b)製作金物b)製作金物

a)規格金物

e)木栓・木ダボ

防腐防蟻処理及び耐候処理（塗装）は特記仕様書で指定する。

製作金物の使用部位・材質・形状・寸法・溶接仕様・表面処理等については、製作金物の使用部位・材質・形状・寸法・溶接仕様・表面処理等については、

使用部位と金物の名称、材質、その他については特記仕様書で指定する。

・公益財団法人日本住宅･木材技術センターによる規格に準じた金物；

Ｚマーク表示金物 、又は Ｃマーク表示金物

・性能認定金物；Ｓマーク表示金物

・同等認定金物；Ｄマーク表示金物

・JIS A 5531；木構造用金物

構造材の接合に用いる接合金物の規格は以下による。

書で指定する。

主要構造部に使用する場合は構造上必要な剛性・耐力・靭性が確保されるものを

選定することとする。使用箇所・材質・呼び径・呼び長さ等については特記仕様

４．接合一般

a).アンカーボルトの埋設位置； アンカーボルトの埋設位置は以下による。

設計図書に記載なきものは下記の図書に準拠する。（ ※全て最新版による。）

（１）釘接合

-2.土台切れの端部及び、土台の継手仕口；

土台切れの端部及び、土台の継手仕口では、男木の端部に設ける。

当該部分が出隅の場合は、出来る限り柱に近接させた位置とする。

（４）接着剤

（５）防腐防蟻処理及び耐候処理

２．材料

・釘の長さは材厚の2.5倍以上とする。

・構造耐力上主要な部分において、釘を引き抜き方向に抵抗させることは避ける。

・自動釘打ち機を使用する場合は、圧力を適切に調整するか、弱めの圧力で打込ん

だうえに手で打込んで仕上げる等により、釘頭のめり込みを防ぐ。

・面材表面に対し、釘頭がめり込んではならない。

・木口面に打たれた釘は、引抜き方向に抵抗させることはできない。

※ 先孔の深さは、主材へのねじ込み深さの２／３程度とする。

（２）木質構造用ビス接合

・先孔を設ける場合の先孔の径は、以下のとおりとする。；

比重が 0.5 以上の樹種・・・・呼び径の 60～75 ％

・木口面に打たれた木質構造用ビスは、引抜き方向に抵抗させることはできない。

上記以外の樹種 ・・・・・・呼び径の 40～70 ％

・締付けに先立ち、ボルトの長さ、材質、呼び径、座金等が施工箇所に適している

ことを確認する。

・締め付けを完了したボルトは、ねじ部がナットから２山以上突き出ていることを

（３）ボルト接合

・ボルトの締め付けは、座金等が木材に軽くめり込む程度とし、過度に締付けない。

は特記仕様書で指定する。

※ ボルト・ナット及び座金の使用部位、種類、材質、寸法、表面処理について

主要構造部に使用する場合は所定の強度が確保できる樹種を指定する。

節・目切れ等の耐力上の欠点のないものとする。

樹種・径等については、特記仕様書で指定する。

上記以外に、指定性能評価機関、又はそれに準じる公立の評価機関で試験評価

機関で試験成績書を取得して基準耐力が明示された金物を、規格金物として

使用できる。

特記仕様書及び設計図による。

適切な防腐防蟻処理については特記仕様書で指定する。

2) 主要構造部に使用するボルト・ナットのねじはJISB0205に示すメートル並目

ねじとし、構造上主要な部分にはM12以上を用いる。

3) ボルト及びナットを用いて木材及び接合金物を緊結する場合には適切な寸法

と厚みのある座金を用いる。

土台及び外壁の地盤面から1ｍ以下の構造材については適切な防腐防蟻処理を行う。

建築現場で用いる接着剤の名称・材質・使用環境等については特記仕様書による。

1) 主要構造部に使用するボルト及びナットについては以下による。

・公益財団法人日本住宅・木材技術センター規格に準じた金物に使用するボルト

及びナット

・ボルトはJIS B 1051 ,ナットはJIS B 1052 に規定される機械的性質を満たす

炭素鋼

・上記以外に、指定性能評価機関、又はそれに準じる公立の評価機関で試験成績

書を取得して、耐力が明示された金物に使用するボルト及びナット

原則として、構造計算による応力の検定に現場接着による接着剤の耐力は算入

しない。但し、たわみや振動等に対する剛性確保のために接着剤の効果を見込む

場合はこの限りではない。

200 程度

アンカーボルト

土台

柱

200 程度

≧
3
6
0

土台

引張金物専用
アンカーボルト

△ 基礎天端

≧
2
5
0

(見下げ)

※

※

埋込み長さ ≧ 360 mm

Ｍ16以上

アンカーボルト

場合の必要埋込み長さを示す.

男木 女木

女木男木

土台

継手の場合

アンカーボルト

≧
2
5
0 70 程度 △ 基礎天端

(見下げ)

※ Ｊ型及びＬ型アンカーボルトを用いる

※

場合の必要埋込み長さを示す.

アンカーボルトを用いる場合は、引張金物の耐力を満た埋込み長さとする。

タイプのものについては、メーカーの使用条件による。

ネジタイプを用いてはならない。また、鋼板の孔径は以下のとおりとする。

・引張力を負担する構造上主要な箇所のボルトで、設計図書で指定する部位のもの

については、ダブルナット等、弛み止め等の適切な処置を行う。

していることを確認する。

・座金の厚さと大きさは、同じ胴径のボルト接合部における規定値を用いる。

（４）ラグスクリュー接合

・締付けに先立ち、ラグスクリューの長さ、材質、呼び径、座金等が施工箇所に適

比重が 0.5 以上の樹種・・・・呼び径の 60～75 ％

・先孔を設ける場合の先孔の径は、以下のとおりとする。；

※ 先孔の深さは、ネジ部の長さと同寸以上とする。

・一度ねじ込んだラグスクリューは、抜き直して再びねじ込むことは避ける。

・ラグスクリューの挿入は、スパナやインパクトレンチ等を用い、必ず回転させて

行う。ハンマー等での叩き込みによる挿入を行ってはならない。

（５）ドリフトピン接合

（６）木栓接合

・ドリフトピンは、原則として、集成材やＬＶＬ等の寸法安定性の高い木質材料に

用いるものとし、止むを得ず製材に用いる場合はＫＤ材とする。

・木栓は、原則として、集成材やＬＶＬ等の寸法安定性の高い木質材料に用いる

ものとし、止むを得ず製材に用いる場合はＫＤ材とする。

・ドリフトピンは、孔に密着させて使用し、木材に対し遊びがあってはならない。

・木栓は、孔に密着させて使用し、木材に対し遊びがあってはならない。

・施工に際しては、木栓を孔に対し打込む時に、折れ曲がりや割れ、頭部の潰れ等

・木栓は湿気の少ない場所で保管し、現場においても水に濡れないよう注意する。

が生じないよう注意し、無理な打撃を加えてはならない。

（７）グルードインロッド接合

・グルードインロッド接合とは、軸組部材の木口に先孔を開け、鋼棒等を挿入して、

樹脂接着剤等を注入・充填させることにより、接着剤の付着抵抗と鋼棒等の引張

によって、応力を伝達する接合をいう。

・グルードインロッド接合は、原則として、集成材やＬＶＬ等の寸法安定性の高い

木質材料に用いるものとし、止むを得ず製材に用いる場合はＫＤ材とする。

・施工に際しては、所定の適用範囲や材料、手順、接着剤の使用環境、養生方法等

を遵守して適正に行う。

・施工に際しては、孔に対しテーパーのある側を先端にして打込み、無理な打撃を

加えてはならない。

上記以外の樹種 ・・・・・・・呼び径の 40～70 ％

・呼び径 M12以下；＋1.0mm

・呼び径 M16以上；＋1.5mm

・鋼板を側材に用いる場合のラグスクリューは、切削ネジタイプとし、転造

木 造 軸 組 接 合 部 標 準 図（１）

金物の選定は、計算で算出された荷重より大きい耐力の金物を選定する。

工事名

図面名

年月日

尺 度 図面番号

会社名

事業所名 関東農政局 荒川中部農業水利事業所

NONSCALE

木造軸組接合部標準図（１）
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6
～

1
5

≧30≧30

θ≧11.3 °

・ 登り梁の場合

ホゾ孔

≦
5
0

ホゾ

ボルト

締付け

（※ 特殊加工機対応）

AB

B A

A

E

F

F

D

D

C

（１）共通事項及びキーフレーム

(見下げ)

※ 柱持たせの柱幅は、大梁の幅と同寸以上とする。

A 柱-横架材仕口；一般部（土台共通)

横架材（土台,梁)

30

30

B 柱-横架材仕口；出隅部（土台共通)

57～59

57～59

ｈ
ｈ

≧35

ホゾ

ｈ
ｈ

ホゾホゾ

ｈ

85～88

≧35

ｈ
ｈ

ｈ
3
0

ホゾ

30

85～88

柱

横架材（土台,梁)

3
0

柱

横架材

※ 材せい150mm以下かつ、上階からの柱や

≧
2
2

≧
7
0

柱

C 通柱―横架材仕口；胴差し C 通柱―横架材仕口；桁差し

直交梁を受けないときに用いること。

2
2
≧

横架材

H

≧15

大入れ

ホゾ

h
2

h
1

大入れ

ホゾ
ホゾ

≧22

≦
1
5
0

ホゾ

≧70

≧2222～27

30

h1 ＝ H-5 mm 程度

5

※ 胴差しで通し柱に取り付く方向は、２方向までとする。

（見下げ） 小梁

h
2

h
1

≧10

大梁

h
1h
2

w1

B

小
梁

w1 ＝ B－4(～2程度)mm

大梁
w1

1
8
≧

18≧
D 大梁－小梁仕口；蟻仕口

H

※ Hは大梁と小梁の重なり寸法を示す。

H

h1 ＝ (H×0.65)＋15mm 以上

５．軸組標準接合部

女木

男
木

1
8
≧

B

w1

（見下げ）

G 梁－梁仕口；逆蟻仕口 ※ バルコニ等の先端に架ける梁に用いる。

柱持たせのおさまりとしなければならない。(下図参照)

小梁せいが大梁せいより大きい場合には、

※ 小梁せいが大梁せいより大きい場合；

※梁からこぼれないよう注意

（見下げ）

5 5

≧10

(
男

木
)

(男木)(女木)

(女木)

柱柱

大梁
w1

小梁

小
梁

B

w1

1
8
≧

18≧

大梁

H
2 h

6060 15
h

H1 ≧ H2
女木 男木

h ＝ H2×(2/3) 程度

H
1 H
2

E 梁－梁継手；腰掛鎌継

※ 材せいは、女木(H1)≧男木(H2)

とする。

男木女木

6060 15

梁

1/4以上確保すること。 (h≧H×1/4）

※ 甲乙梁下端～梁下端までの寸法は、梁せいの

F 梁－甲乙梁仕口；大入れ

～ (B×1/4）※最大ｂ＝15mm

※ h ≧ H×1/4

H

h

甲
乙

梁

ｂ

（見下げ）

B

梁

ｂ
H

h

甲乙梁

h1 ＝ (H×0.65)＋15mm 以上

w1 ＝ B－4(～2程度)mm

※ Hは大梁と小梁の重なり寸法を示す。

w1

h
2 h
1 HH

h
2 h
1

女木

△ ※梁下端揃い

男木

18≧ ≧10

※ 斜め蟻の場合；

大梁

1
8
≧

小
梁 θ°

（見下げ）
※θ°≧ 26.6

18≧

男木

※ バルコニ等の先端に架ける梁に用いる。

※ Hは大梁と小梁の重なり寸法を示す。

H 梁－梁仕口；茶臼仕口

▽ ※梁上端揃い、かつ

女木せい＜男木せいw1

H

h
2 h
1

女木

≧
6
0

h
2 h
1

≧10

H

h1 ＝ (H×0.65)＋15mm 以上

w1 ＝ B－4(～2程度)mm

女木

男
木

1
8
≧

B

w1

（見下げ） ホゾ

登り梁

陸梁

θ

（見下げ）

※棟束を挟まない場合
※木栓等

登
り
梁登

り
梁

陸梁

登り梁

締付けボルトホゾ
登り梁

※木栓等

（見下げ） 登り梁

θ

θ＝11.3°～45°

締付けボルト

θ

ホゾ

方杖

梁

(矢示)

θ

Ｉ その他；まぐさ欠き

間
柱

間
柱

Ｊ その他；間柱欠き

横架材（土台,梁)

山形プレート等

（は）相当以上の接合金物

15程度15程度

（※直交材転び）

15程度

15程度 15程度

15程度

柱

(矢示)

（４）継手・仕口の補強金物

θ≦45°

※

≧
3
0

（※ 特殊加工機対応）

特殊加工機を用いることにより対応が可能な継手仕口の一例を、本節に示す。

柱柱柱

Ｎ 斜め柱差し大入れＭ 斜め桁差しＬ 斜め胴差し

大入れホゾ

横
架
材

横
架
材

横
架
材

大入れ

15程度

ホゾ

柱

横架材

柱

横架材横架材

ホゾ

ホゾ

大入れ

柱

大入れ

使用するコーナー金物は、羽子板同等以上の引張耐力を有するものとする。

※ Ｌ,Ｍともに、柱梁の緊結には引きボルトの代わりにコーナー金物を横使いとする。

※ Ｌ,Ｍともに、梁幅が柱からこぼれない範囲で用い、柱断面を調整して使用すること。

特殊加工機を用いた継手仕口は、加工工場が限定されるので注意すること。

特殊加工機を用いた継手仕口は、その形状により加工コストが増すので注意すること。

特殊加工機を用いた継手仕口は、加工工場が限定されるので注意すること。

特殊加工機を用いた継手仕口は、その形状により加工コストが増すので注意すること。

（３）特殊加工機を用いた標準的な継手仕口 (mm)

Ｏ 登り胴差し

θ≧45°

柱

登
り
梁

大入れ

Ｒ 登り座付きホゾ

柱

登
り
梁

ホゾ

柱

登
り
梁

θ≧45°

締付け

ボルト

ホゾ

Ｐ 登り桁差し Ｑ 登り斜めホゾ

柱

登
り
梁

ホゾ

S 登り梁合掌部 T 登り梁合掌尻

U 方杖－梁仕口 V 方杖－柱仕口

W 渡り顎 X 登り梁渡り顎

8
5
～

8
8

≧
3
0

≧
3
0

≦50

方
杖

θ≧11.3 °

85～88

≦
5
0

締付けボルト

柱

≦50方杖

羽子板ボルト

≦180

57～60

短期基準引張耐力7.5kN以上

短冊金物 ビス又はボルト留め

ホゾ

（２）標準的な継手仕口 (mm)

両引きボルト
,角座金

5
7
～

6
0

締付けボルト

≦
5
0

θ≧11.3 °

≧30 ≧30

85～88

・孔深さ57～60

□ 長ホゾ 90 mm

□ 上記以外( ) mm

h ；ホゾ長さ □ 短ホゾ 45～60 mm

□ 上記以外( ) mm

□ 長ホゾ 90 mm

h ；ホゾ長さ □ 短ホゾ 45～60 mm

h2 ＝ 55mm以上, h1－25mm 程度以下

h2 ＝ 55mm以上, h1－25mm 程度以下

h2 ＝ 55mm以上, h1－25mm 程度以下

※平12建告1460号表3

引抜力を計算し、引抜力以上の

（梁-梁 接合部）
・水平構面の外周部横架材接合部

においては、床水平構面による

すること。

耐力を保有する接合金物を使用

・上記以外の接合部には、7.5KN

以上の引張耐力を保有する接合

金物を使用すること。（右図参照)

（梁-梁 接合部）

すること。

引抜力を計算し、引抜力以上の

・水平構面の外周部横架材接合部

においては、床水平構面による

耐力を保有する接合金物を使用

・上記以外の接合部には、7.5KN

以上の引張耐力を保有する接合

金物を使用すること。（右図参照)

（小梁端部接合部）

・小梁端部接合においては、

地震力によって外れ落ちる

接合金物で緊結すること。

以上の引張耐力を保有する

ことのないよう、最低3.0kN

・耐力壁枠柱の柱脚・柱頭においては、耐力壁による引抜力を計算し、引抜力以上

の耐力を保有する接合金物を使用すること。

・化粧おさまりの場合

θ≧45° θ≧45°

・上記以外の柱脚接合部には、5.1KN以上の引張耐力を保有する接合金物(平12建告

1460号表３に対応する表符号の”は”相当以上)を使用すること。

Ｋ その他；垂木欠き

θ≦45°

※ 垂木下端に欠き込みを設けてはならない。

横架材

※ 開口上部の横架材の間柱欠きは、

0～6mm 以下とする。

※ 筋交い耐力壁の中桟も上図に準じる。

6～15

柱柱

まぐさ

6～15

木 造 軸 組 接 合 部 標 準 図（２）

工事名

図面名

年月日

尺 度 図面番号

会社名

事業所名 関東農政局 荒川中部農業水利事業所

NONSCALE

木造軸組接合部標準図（２）
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※ 枠材用ホールダウン金物は,45mm用を用いること(30mm用は不可）

A

A

４

ｱ
ｱ

１C

４

ｱ

B

１

１

４

４

６ ６

６

６

６

５

ｴ ｴ

ｳ

ｵ

ｵ

ｲ

ｲ

Ｈ

３

15
0

15
0 15

0
15

0

150

梁

土台

D

２Ｐ

・・・4.3 倍

木 造 軸 組 接 合 部 標 準 図（３）

１

２

３

1)各部材料

４

間隔：900㎜≦P≦1000㎜

５

６

７

８

高耐力壁の端部および合板継ぎ目部の柱：120㎜×120㎜以上

構造用合板継ぎ目部横つなぎ材：120㎜×120㎜以上

グリッド柱に取付く受け材：75㎜×120㎜以上

高さ：1800㎜≦H≦3650㎜

間柱：見付け45㎜以上、見込み120㎜以上、間隔Ｐ/3以下

ａ.条件及び仕様

７ ７

１ ４

７

150mm×150mm以上とする
主要鉛直構面の交点の柱(グリッド柱)は

柱頭柱脚ホゾ:厚さ30㎜×深さ90㎜以上

2)各部仕口形状及び性能

A

B

間柱両端:横架材への溝加工及び15㎜程度大入れC

中桟端部ホゾ：

片側から柱に取り付く場合：厚さ30㎜×深さ90㎜ホゾ差し

両側から柱に取り付く場合：厚さ30㎜×深さ60㎜ホゾ差し

各階の柱頭柱脚部:

耐力壁のせん断を土台から基礎へ伝えるアンカーボルト:

水平力時に柱頭柱脚各部へ生じる引張力を上回る

3)各部への釘打及びビス止め

横架材・柱・受け材：N50＠60㎜チドリ打ち

間柱:N50＠90㎜打ち

ｳ

ｴ

ｵ

ｶ

ｷ

ｸ

ｱ

ｲ

D

E

を除き、柱及びはりに対するかかり寸法:60㎜以上ｲ

2階耐力壁合板を２階床大梁へ留め付ける場合かかり代:50㎜以上

柱はりのへり空き:25㎜以上

金物が干渉しへり空きが確保できない合板部分のへり空き:8㎜以上

を除き、合板に対するへり空き:15㎜以上ｵ

の受け材とグリット柱:７

ｶ
ｲ

ｶ
ｵ

ｶ

ｳ

ｳｴｴ ｳ

柱

柱構造用合板

60以上
15以上25以上

60以上
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8以上

6
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6015以上
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ｶ ｶ
ｵ

ｱ
ｶ

ｳ

ｴ ｳ ｴ ｳ

一般部 補強金物付近

構造用合板

土台

柱柱

土台

構造用合板

6
0

6
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0

6
0

6
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0

6
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15以上
60

60
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25以上
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15以上
60以上

25以上 15以上

60以上

15以上25以上

60以上
15以上25以上

60

15以上 60
60以上

8以上

8以上

ｱ ｱ

25以上

ｴ

25以上
ｴ

ｵ

D

2階床大梁 2階床大梁

構造用合板

2階床大梁

D
柱

７

７

土台

柱

D

構造用合板

構造用合板

D

D

8以上

７

釘打ち要領図

補強金物付近

（グリッド柱部）

９

高耐力壁を用いる場合のグリッド柱：150mm×150mm以上

小屋柱：120mm×120mm以上

（グリッド柱：Ｘ方向とＹ方向の主要鉛直構面の交点の柱）
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８
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小屋柱、梁にN50@75

釘打ち

間柱にN50@200以下で

小屋耐力壁
構造用合板t＝12mm(両面)

面材：構造用合板 t=12㎜ 両面張り

木質構造用ビスφ6、L130～150@100(2列)で留め付ける。

耐力の金物を使用する

M16アンカーボルト耐力壁１P当り２本設ける

構造用合板はたて張り、４周を釘打ちする

１

ｵ

本耐力壁を採用する場合は、設計図書に試験成績書を添付すること。

6.1 共通事項

（１）昭56建告1100号に準じた耐力壁 面材種類：構造用パーティクルボード、構造用MDF、構造用合板、構造用パネル（OSB)

6.2 面材耐力壁の仕様

６．面材耐力壁 (注) (単位)mm

土台又は横架材

床合板

床合板勝ち受け材要領図

壁倍率は、真壁仕様の数値を適用すること

※ 入隅部等で受け材を用いて面材を張った場合の

耐力壁の土台と基礎との間は、無収縮モルタル又は十分な耐久力を持つスペーサー材を挿入し隙間を埋めること。

柱の有効細長比（断面の最小二次率半径に対する座屈長さの比）は、150以下とすること。

面材張り耐力壁の面材に対する釘頭のめり込みは、面材厚の10％未満かつ1mmを限度とする。左記を超える場合は隣り合う釘との中間部に増し打ちすること。

各部仕口形状は、（３）高耐力仕様構造用合板張り耐力壁を除き、木造軸組接合部標準図（２）５.軸組標準接合部に準ずる。

(両面張りの場合は、＠60mm以下)
構造用パーティクルボード、構造用MDF：釘N90＠120mm以下

※ 床合板勝ち仕様
の場合

受け材と柱梁

横架材・柱

中桟

間柱ｴ

外周受材

アンカーボルト

H≦6000mm、

600㎜≦P≦2000㎜

幅45以上、間隔500mm以下

幅90㎜以上

かつ一連の耐力壁の両端柱芯間距離の5倍以下

中桟

面材および

ｳ

構造用パーティクルボード t=9㎜、構造用MDF t=9mm
１

壁倍率

3)面材の釘打ち方法

B

C

４

５

２

３

ｱ

ｲ

2)各部仕口形状及び性能

B

C

ｱ

ｲ

ｳ

１

４

５

２

３

3)面材の釘打ち方法

面材および
壁倍率

間柱端部 突き付けの上、2-N75斜め釘打ち

中桟端部 突き付けの上、2-N75斜め釘打ち

中桟 幅90㎜以上

2)各部仕口形状及び性能

間柱 幅45以上、間隔500mm以下

高さ H≦6000mm、

柱間隔 600㎜≦P≦2000㎜

構造用パーティクルボード t=9㎜、構造用MDF t=9mm

かつ一連の耐力壁の両端柱芯間距離の5倍以下

６ 受け材 幅45㎜以上

ｴ

中桟

間柱

間柱

高さ

柱間隔

ホゾ差し等の上、水平力時に柱頭柱脚各部へ生じる引張力を上回る耐力を有する

金物を使用する

間柱欠きに6～15mm大入れの上、2-N75斜め釘打ち

まぐさ欠きに15mm大入れの上、2-N75斜め釘打ち中桟端部

間柱端部

M12以上のアンカーボルトを耐力壁両端の柱近接位置（柱芯から200mm内外）に

１本ずつ設ける

A 各階の柱頭柱脚部 A 各階の柱頭柱脚部

D D アンカーボルト

面材の釘打ち 面材の釘打ち

ホゾ差し等の上、水平力時に柱頭柱脚各部へ生じる引張力を上回る耐力を有する

金物を使用する

M12以上のアンカーボルトを耐力壁両端の柱近接位置（柱芯から200mm内外）に

１本ずつ設ける

ｵ 受け材 受け材ｵ

構造用合板、構造用パネル：釘N90＠200mm以下
(両面張りの場合は、＠100mm以下)

22.5㎜以上柱及びはりに対するかかり寸法

面材に対するへり空き 10㎜以上

柱はりのへり空き 12.5㎜以上

受け材に対するかかり寸法

受け材のへり空き

22.5㎜以上

10㎜以上

12.5㎜以上

面材の４周を釘打ちする. 面材の４周を釘打ちする.

金物が干渉する場合は、金物を避けた位置に所定の本数を釘打ちする. 金物が干渉する場合は、金物を避けた位置に所定の本数を釘打ちする.

受け材と柱梁 釘N90＠120mm以下 (両面張りの場合は、＠60mm以下)

構造用合板 t=9㎜以上、構造用パネル(OSB) t=9mm以上 ・・・3.7 倍 構造用合板 t=9㎜以上、構造用パネル(OSB) t=9mm以上 ・・・3.3 倍

耐力壁のせん断力を土台から基礎へ伝えるアンカーボルト: 耐力壁のせん断力を土台から基礎へ伝えるアンカーボルト:

・・・4.0 倍

ａ.面材張り大壁仕様耐力壁 ｂ.受け材付き真壁仕様耐力壁

面板に対するへり空き

壁倍率：4.3または3.7 ｂ-1. 高倍率仕様真壁耐力壁 壁倍率：4.0または3.3

梁

４ ４

ｱ

ｱ

ｱ

ｲ

A

A

B

ｲ１

１ １

５

C

４

ｱ

４

ｴ

ｳ

ｴＨ

３

15 15
150

15
0

15
0

15
0

15
0

土台

6mm以上

D

Ｐ ２

ａ-1. 高倍率仕様大壁耐力壁

構造用合板：CN50＠75㎜以下, 左記以外の面材；N50＠75㎜以下

構造用合板：CN50＠150㎜以下, 左記以外の面材：N50＠150㎜以下

構造用合板：CN50＠150㎜以下, 左記以外の面材：N50＠150㎜以下

構造用合板：CN50＠75㎜以下, 左記以外の面材；N50＠75㎜以下

構造用合板：CN50＠150㎜以下, 左記以外の面材：N50＠150㎜以下

構造用合板：CN50＠150㎜以下, 左記以外の面材：N50＠150㎜以下

※ 構造用合板には、ＣＮ釘を用いること.※ 構造用合板には、ＣＮ釘を用いること.

受け材 45×60以上 受け材 45×60以上

５

ｵ 受け材

ｱ 面材の釘打ち

壁倍率

面材および
１

壁倍率

面材および
１

構造用合板 t=9㎜以上、構造用パネル(OSB) t=9mm以上

構造用パーティクルボード t=9㎜、構造用MDF t=9mm

2)各部仕口形状及び性能2)各部仕口形状及び性能

２ ３ ４ ５ ４３２

A B C D DCBA

3)面材の釘打ち方法 3)面材の釘打ち方法

ｴ N50＠150㎜以下

ｲ

ｳ

間柱

中桟

横架材・柱

面材の釘打ちｱ

ｂ-1.（高倍率仕様）に同じ

ｂ-1.（高倍率仕様）に同じ

ｂ-1.（高倍率仕様）に同じ

ｳ

ｲ

ｴ

外周受材

中桟

間柱

構造用合板 t=9㎜以上、構造用パネル(OSB) t=9mm以上

構造用パーティクルボード t=9㎜、構造用MDF t=9mm

の場合
※ 床合板勝ち仕様 受け材と柱梁

受け材ｵ

N50＠150㎜以下

N50＠150㎜以下 N50＠150㎜以下

N50＠150㎜以下

N50＠150㎜以下

釘N90＠200mm以下 (両面張りの場合は、＠100mm以下)

ａ-1.（高倍率仕様）に同じ

ａ-1.（高倍率仕様）に同じ

ａ-1.（高倍率仕様）に同じ

・・・2.5 倍

・・・2.5 倍 ・・・2.5 倍

・・・2.5 倍

６

受け材と柱梁 釘N90＠300mm以下 (両面張りの場合は、＠150mm以下)

※床勝ち仕様の場合の受け材及び釘打ち方法はａ-2.に準ずる

ａ-2. 標準仕様大壁耐力壁 ｂ-2. 標準仕様真壁耐力壁

受け材 45×60以上受け材 45×60以上

壁倍率：2.5 壁倍率：2.5

6.3 その他の耐力壁

・大臣認定を取得した耐力壁については、認定書に記載された適用範囲及び仕様を守ること。

・指定性能評価機関またはそれに準じる公共の評価機関で成績書を取得して耐力が明示された耐力壁については試験成績書の仕様に準拠することとする。

・木造軸組工法住宅の許容応力度設計（2017年版）の詳細計算法による面材張り耐力壁については、同書の規定に準拠することとし、釘ピッチ配列等の仕様については設計図による。

※ 枠材用ホールダウン金物は,45mm用を用いること(30mm用は不可）

※ 床勝ち仕様の場合の受け材及び釘打ち方法はａ-1.に準ずる

（２）高耐力仕様構造用合板張り耐力壁（JIS A 3301標準仕様）： 短期許容せん断耐力⊿Qa＝29.6kN/m

工事名

図面名

年月日

尺 度 図面番号

会社名

事業所名 関東農政局 荒川中部農業水利事業所

NONSCALE

木造軸組接合部標準図（３）

S-10

令和４年度 荒川中部農業水利事業

花園揚水機場改修その２工事



(注) (単位)mm

土台 13
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柱

共通事項

土台

柱

筋かい

床合板対応

床合板

筋かいプレート

柱

筋かい

床合板端部補足材

幅：50以上

釘：N75@150以下

120 120

120

12
0

28

12
0

28

45

場合は、床合板対応タイプのものとすること。

筋かいプレート（ボックスタイプ）

筋かい

※ 筋かいプレートを柱及び床合板の上から横架材に取付ける

筋かいプレートを床合板の上から取付ける場合

（柱取付タイプ）

筋かいプレート

直交土台 直交土台

筋かいプレートが土台と直交土台にまたがりビスの
へりあきが不足する場合は、補強として柱取付タイプの
筋かいプレートを併用する。

柱幅が土台幅よりも小さい場合

L M

筋かいプレートの取付ビスのへりあきが不足又は、金物工法の金物にビスが干渉する場合は、そのビスを無効とし、所定のビス本数に満たないときは柱取付筋かいプレートを追加する等の補強をすること。

標準以外の納まり図

筋かいプレート（ボックスタイプ）

筋かい

陸梁

登り梁

120

24
0

240

筋かい取付用水平梁

筋かい

12
0

登り梁

180

120
柱

筋かい

登
り

梁

120

柱

18
0

（転び止め）

N50@50千鳥打

構造用合板厚9以上

登
り

梁

120

柱

（屋根構面－耐力壁せん断力伝達用）

ア
直交梁上面戸

直交梁

（柱取付タイプ）

筋かいプレート

筋かいプレート（ボックスタイプ）

筋かい

柱

120

180

（柱取付タイプ）

筋かいプレート

筋かい

筋かいプレートが梁と柱にまたがりビスのへりあきが不足
する場合は、補強として柱取付タイプの筋かいプレートを

登り梁 登り梁

登り梁

耐力壁が負担するせん断力に対してホゾの検討をすること。

筋かいプレートが柱取付タイプのみの場合

ア 矢視図

（直交梁が柱に取付く場合）

ア 矢視図

（直交梁が登り梁に取付く場合）

I

登り梁方向の壁面内に筋かいを取付ける場合は
筋かい取付用水平梁を設けることを標準とする。

筋かい取付用水平梁を省略する場合 筋かいプレートが直交梁に取付く場合

併用する。

直交梁

直交梁

J K

筋かいが圧縮材となる時に柱に発生する引抜力に

対応する金物とする。
柱

柱

梁

筋かいプレート（ボックスタイプ）

補強用筋かいプレート

（柱取付タイプ）120

24
0 18

0

直交梁

筋かい

併用する。
する場合は、補強として柱取付タイプの筋かいプレートを
筋かいプレートが梁と柱にまたがりビスのへりあきが不足

筋かいプレートが直交梁と柱にまたがって取付く場合

O

筋かい

梁

120

36
0

18
0

直交梁

筋かいプレートが直交梁に取付く場合

N

筋かいが圧縮材となる時に柱に発生する引抜力に

対応する金物とする。
柱

θ

（必要短期引張耐力 Ｔa≧2.5×1.96×tanθ）

（必要短期引張耐力 Ｔa≧2.5×1.96×tanθ）

筋かいプレートは、柱梁ビスどめタイプを標準とする。

筋かいプレートを柱取付タイプのみとする場合は柱頭のホゾに作用するせん断力に対する検討を行うこと。ただし、端部及び出隅部の柱が寄せホゾとなる場合は柱梁ビスどめタイプを使用すること。
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柱
筋かい

120

18
0

A

筋かい

梁

柱

120

18
0
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0

B

筋かい

梁

柱

120

18
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0

C

土台

柱 筋かい

120
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12
0
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21
0

柱

登り梁

筋かい

筋かい取付用水平梁

120

21
0

180

D E

F

G
H

直
交

梁

直交梁 直交梁
直交梁

直交梁

直交土台

直交土台

標準納まり図（在来工法） 標準納まり図（金物工法）

梁仕口部及び柱頭柱脚部の接合金物は、木造軸組接合部標準図（２）を参照すること。

木 造 軸 組 接 合 部 標 準 図（３Ａ）

６Ａ．施行令46条に基づく45×90以上の筋かい端部納まり図
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会社名

事業所名 関東農政局 荒川中部農業水利事業所
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木造軸組接合部標準図（３Ａ）

S-11

令和４年度 荒川中部農業水利事業

花園揚水機場改修その２工事



受け材厚30mmの場合は、N75、CN75 以上

１．直交梁との取り合い

(注) (単位)mm

木 造 軸 組 接 合 部 標 準 図（３Ｂ）

６Ｂ．昭５６建告第1100号第1第一号に基づく面材張り大壁耐力壁納まり図

梁

柱

18
0

柱
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0
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0

直交梁
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上
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上
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以

上
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下 22
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以
上
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以

上
12
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以

上梁
150以下

A：通常 B：合板端欠

柱

18
0

22
.5

以
上

10
以

上
12

.5
以

上梁
150以下

直交梁

15
0以

下

※
a

間柱(留め付け2-Ｎ75以上）

24
0

梁

柱

※
a

B-2：合板端欠

※a（梁と直交梁の差）が規定の釘ピッチを超える場合

45以上

構造用面材

構造用面材

12以上

12
以

上
120 120

10以上12.5以上

22.5以上

10以上12.5以上

120

22.5以上

10以上 12.5以上

構造用面材

梁

構造用面材

2以上

2以
上

構造用面材

３．受材・間柱勝ち負けルール

柱

柱

合
板

相
互

の
あ

き
6m
m以

上

構造用面材

構造用面材

A：上下面材あき

４．面材相互あきのルール

30・45

30
・

45

ホールダウン穴

○○

※(株)タナカ 枠材用ホールダウンHi M,L（30，45)

５．入隅時納めおよび

A：枠無し

150以下

15
0以

下 22
.5

以
上

10
以

上
12

.5
以

上

10以上

間
柱

欠
き

15
以
上

間柱

柱

梁

22.5以上

10以上 12.5以上

構造用面材

15
0以

下

12
.5

以
上

150以下

※間柱勝ち梁

間
柱

欠
き
15

以
上

間柱

15

間柱

中桟

15

柱

柱

間柱(枠材)

間柱(枠材)

※中桟勝ち

端部

端部

構造用面材

B：枠有り

10
以

上
12

.5
以

上

22
.5

以
上

間柱(留め付け2-Ｎ75以上）

梁 梁

直交梁

柱

D：耐力壁内に直交梁が在るとき
※好ましくない納まり

45
以
上

構造用面材

梁

柱

18
0

21
0

10
以
上

12
.5

以
上

150以下

15
0以

下
○

○

○○

直交梁

C：柱持たせ

22
.5
以

上

構造用面材

120

10以上12.5以上

22.5以上

22.5以上

B:間柱取付面材あき

間柱(留め付けＮ75以上）
＠300(両面張の場合＠150)千鳥打ち

※(株)カネシン 枠材用フレックスホールダウン
枠材厚45mmまで

枠材用ホールダウン納め

柱

受材（耐力壁受け）

土台
土台

N90＠300
受材留め釘

耐力壁留め釘

X断面

床面材

B：床面材・スペーサー納まり

A：面材受材納まり

６．床勝面材との取り合い

面材受材

150 150
150 20

20

※千鳥打ちを原則とする。

床合板

間柱

柱

土台

構造用面材

スペーサー

受材（耐力壁受け）

N90＠300
受材留め釘

土台

スペーサー

Y断面

構造用面材

床面材

スペーサー

柱

平面

耐力壁留め釘

スペーサー留め釘 N75＠150

床面材

７．水平構面

梁

母屋

耐力壁

水平構面

間柱

木質構造用ビス

柱

梁

※水平構面を設置する前に耐力壁を施工する事を原則とする。

間柱勝ち

母屋

柱

梁

母屋受

梁

母屋

母屋受

柱

ﾅﾅﾒ打ち
2-φ6L=110以上
木質構造用ビス

B：中桟仕様

2-φ6L=110以上
ﾅﾅﾒ打ち

45×90以上

2－N90

45×90以上

垂木受材

母屋

柱

梁

束

※束受けを設ける前に
耐力壁を設置する事

柱

梁

垂木受
垂木

B-2：垂木受仕様

N90＠150
千鳥打ち

A：前束仕様

受材
垂木受
N90＠150
千鳥打ち

柱

間柱

受材

※受材は柱及び

間柱間に設置

受材

水平構面
梁

受材

垂木受

垂木

８．下野部分の納まり

受材
千鳥打ち
N90＠150
垂木受

２．勾配屋根の納まり

B：妻側構面納まり

垂木

柱 柱
120

耐力壁

登り梁

C：登梁無し妻構面

垂木

柱 柱耐力壁

120

柱

梁

幅広垂木

梁幅同等

A：登梁

柱

120

180

登り梁

構造用面材

９．小屋筋交い

A：段差(梁内）

A：2倍耐力壁仕様

B：4倍耐力壁仕様

１０．段差

耐力壁

梁

30
以
上

10
5以

上

45以上

梁

10
5以

上

45以上

梁

梁受金物

梁

30
以

上

木質構造用ビスφ6L=110以上
＠150千鳥打ち

木質構造用ビスφ6L=110以上
＠150千鳥打ち

ホゾ差し

B：跳ね出し梁

受材 受材

柱 柱耐力壁

跳ね出し梁

仕上

※床合板勝ち

※外部との段差

は仕上材で
確保する

受梁

梁

小屋筋交い

柱 柱

小屋筋交い
15×90以上

2-N50

登梁

45×90以上

柱 耐力壁 柱 柱

小屋筋交い

それ以上の場合は下耐力壁を小屋耐力壁まで張り上げる

柱 耐力壁 柱 柱

小屋筋交い
15×90以上

それ以上の場合は下耐力壁を小屋耐力壁まで張り上げる
※下耐力壁線の平均倍率が２倍以下まで。

※下耐力壁線の平均倍率が４倍以下まで。

45×90以上

筋違いﾌﾟﾚｰﾄ
引張金物
10kN以上

仕様を参照
※耐力壁内桟

150以下A：通常 150以下

構造用面材

梁柱

梁 15
0以

下

B：合板端欠

・面材は、9mm以上を標準とする。

＜共通事項＞

・梁仕口部及び柱頭柱脚部の接合金物は、木造軸組接合部標準図（２）を参照すること。

・間柱・受材・筋違等構造に関わる羽柄材の品質については、未乾燥材および皮付き材は不可とし、四面ピン角、ねじれ、反りの無い物とすることを原則とする。

・釘ピッチの基準は使用釘本数を満たしている必要がある。記載のピッチは「辺の長さ÷ピッチ＋１本」と読むこととする。

・開口直下の梁への間柱欠きは、原則行わない事。

・間柱（受材）を梁等へ留め付ける場合、釘及び木質構造用ビスの長さは､受け材厚さの2.5倍以上を標準とする。

受け材厚45mm(耐力壁：水平力のみを負担する場合）は、N90、CN90（真壁の受け材留め付けと合わせる）以上

受け材厚45mm(水平構面：鉛直力と水平力を負担する場合）は、N115、木質構造用ビスL110 以上

15
0以

下

梁

木
質
ボ

ー
ド
系

に
つ

い
て
は

間柱

45

構造用面材 構造用面材

木質ボード系については
合板相互のあき 2～3 mm
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E70相当以上のヤング係数を有する材とすること。

※補強金物は、タナカまたはカネシンBXで製作可能．

中間横架材端部梁受金物：金物工法用梁受け金物 ※_h105用を梁せいの中心に取付（イ詳細図参照）

TH-10(タツミ）、PS-10SU(BXカネシン)、MH-90(タナカ) 同等以上

（短期耐力：引張_8.0kN以上,せん断および逆せん断_5.5kN以上)
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Ｂ．二つ割：45×90の構造用製材の筋かいたすき掛け__壁倍率：4.0 Ｃ．柱同寸：柱と同寸の構造用製材の筋かいたすき掛け__壁倍率：5.0 Ｄ．柱同寸：柱と同寸の構造用製材の筋かいたすき掛け__壁倍率：5.0Ａ．二つ割：45×120の構造用製材の筋かいたすき掛け__壁倍率：4.0
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＠46/4

※ 柱同寸筋交い交点補強金物詳細

4
00

5

5

4

5

5

E

F 土台固定用アンカーボルト：M12

柱-基礎直結型柱脚金物：PS-OP_120角用（BXカネシン）※Ｄ．に適用

1.令46条に定められた仕様に準じ,かつ実験で性能が確認された筋かい耐力壁（ＰＷＡ推奨仕様筋かい耐力壁)

木 造 軸 組 接 合 部 標 準 図（３Ｃ）

部材断面

3

1

2

4

5

中間横架材：梁幅_柱寸法と同寸以上,梁せい_180以上

横架材：梁幅_柱寸法と同寸以上,梁せい_180以上，かつ地震時の応力負担が可能な断面寸法とする.

18
0

5
0

A

金物例示仕様

間柱：45×120以上6

※ 節・目切れの少ないものを用いること。

イ詳細図

E

F

柱-基礎直結型柱脚金物：PS-OP_120角用（BXカネシン）

土台固定用アンカーボルト：M12 G 間柱端部接合 2-N75釘 ※ 斜め打ち

筋かい金物：柱梁３点留めフラットタイプ

B

C

D

柱頭・柱脚金物：※ 計算によって求めた必要な耐力を有すること。

4

※ 節・目切れの少ないものを用いること。

2

横架材：梁幅_柱寸法と同寸以上,梁せい_180以上，かつ地震時の応力負担が可能な断面寸法とする.3

1

横架材：梁幅_柱寸法と同寸以上,梁せい_180以上，かつ地震時の応力負担が可能な断面寸法とする.

4

2

1

3

※ 節・目切れの少ないものを用いること。

中間横架材：梁幅_柱寸法と同寸以上,梁せい_180以上

5筋かい：105×105,または120×120以上 ※ E65以上のヤング係数を有する材とすること。 筋かい：120×120以上 ※ E65以上のヤング係数を有する材とすること。
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A

金物例示仕様 （※Ｃ.Ｄ．共通）

ヘキサプレートＳＤ または ２倍筋かい＜プレイン＞（タナカ）、

筋かい金物：柱梁３点留めフラットタイプ

ＤＰ－２ジャステンプレート（BXカネシン）、ターミネイションプレート（カナイ）同等以上

D

B

C

柱頭・柱脚金物：※ 計算によって求めた必要な耐力を有すること。

筋かい交差部：柱同寸筋交い交点補強金物 （ウ詳細図参照）

※補強金物の取付面は、筋交い全幅に9mm彫込みとする．

_PL-4.5x70x400(使用鋼材:SS400) ビスφ6x75-18本/枚，※ 両面張り

（短期耐力：引張_8.0kN以上,せん断および逆せん断_5.5kN以上)

TH-10(タツミ）、PS-10SU(BXカネシン)、MH-90(タナカ) 同等以上

中間横架材端部梁受金物：金物工法用梁受け金物 ※_h105用を梁せいの中心に取付（イ詳細図参照）

60
51

9

40
09

4
00

9

12
0

120

51960
70

C

ウ詳細図

t=4.5

筋かい端部の横架材に対する胴付き面の見付幅は、80mm程度とする.

筋かい端部の横架材に対する胴付き面の見付幅は、100mm程度とする.

短ホゾ差し

※出隅部は寄せホゾとする.

ヘキサプレートSD または ２倍筋かい＜プレイン＞（タナカ）、

DP-2ジャステンプレート（BXカネシン）、ターミネイションプレート（カナイ）同等以上

柱：105×105,または120×120以上．※ E65以上のヤング係数を有する製材または集成材とすること。 土台：120×120以上 ※ 樹種はスギ，スプルース等、比重の低いものを除く。

柱：120×120以上 ※ E65以上のヤング係数を有する製材または集成材とすること。

土台：105×105,または120×120 ※ 樹種はスギ，スプルース等、比重の低いものを除く。

土台：120×120以上 ※ 樹種はスギ，スプルース等、比重の低いものを除く

柱：120×120以上 ※ E65以上のヤング係数を有する製材または集成材とすること。

筋かい：45×90以上 ※ E70相当以上のヤング係数を有する材とすること。

1

4

3 横架材：梁幅_柱寸法と同寸以上,梁せい_180以上，かつ地震時の応力負担が可能な断面寸法とする.

2

部材断面

土台：105×105,または120×120 ※ 樹種はスギ，スプルース等、比重の低いものを除く。

柱：105×105,または120×120以上．※ E65以上のヤング係数を有する製材または集成材とすること。

ビスφ6,L75×18本

9090

90 90

筋かい端部の横架材に対する胴付き面の見付幅は、90mm程度とする.

F

G

土台固定用アンカーボルト：M12

間柱端部接合 2-N75釘 ※ 斜め打ち

（ア詳細図参照）

ア詳細図

※ 節・目切れの少ないものを用いること。

5 間柱：45×105,または45×120以上

筋交い端部の横架材に対する胴付き面の見付幅は、80mm程度とする.

筋かい：45×120以上

筋かい金物：柱梁３点留めフラットタイプ

ターミネイションプレート（カナイ）同等以上

A

B

C

柱頭・柱脚金物：※ 計算によって求めた必要な耐力を有すること。

ヘキサプレートSD または ２倍筋かい＜プレイン＞（タナカ）、

DP-2ジャステンプレート（BXカネシン）、

金物例示仕様

筋かい-間柱接合：木質構造用ねじφ6, L100（片面２本×両面、計４本）

Ｘポイントビス_DXP6100 (若井産業)

筋かい-間柱接合：木質構造用ねじφ6, L100（片面２本×両面、計４本） （ア詳細図参照）

（片面２本×両面、計４本）

木質構造用ねじφ6-L100

※出隅部は寄せホゾとする.

短ホゾ差し

厚30,85×45厚30,85×45

4
5

4
5

短ホゾ差し

厚30,85×60

6
0

厚30,85×60

短ホゾ差し

6
0

パネリードⅡ+_P6×100Ⅱ+(シネジック)

工事名

図面名

年月日

尺 度 図面番号

会社名

事業所名 関東農政局 荒川中部農業水利事業所

NONSCALE

木造軸組接合部標準図（３Ｃ）
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1)各部材料

面材：構造用合板t=24㎜又は28㎜横架材に直張り

甲乙梁:90㎜×90㎜の正角材又は幅75㎜×成120㎜製材を平使い

大梁側面に取り付ける床受材:幅55㎜～75㎜×成120㎜の製材

2)各部仕口形状及び性能

構造用合板はN75＠150㎜ロの字釘打ちで横架材,甲乙梁,床受材に留め付ける

注意事項：構造用合板（又はOSB）に対する釘頭のめり込みは、2mmを限度とする
立面図

2mmを超える場合は隣り合う釘との中間部に増し打ちすること

ロの字釘打ちは構造用合板上に直接フローリングを貼る構成の場合、 1)各部材料

面材：構造用合板t=24㎜登梁及び母屋に直張り

母屋:幅120㎜×成120㎜の製材

多雪区域(3級及び4級)の場合は幅120㎜×成150㎜の製材

軒先転び止め:幅105㎜×成300㎜の製材を用い,天端は屋根面に合わせ切り欠く
側面図 側面図平面図 軒先転び止めの外面に直貼りする構造用合板:t=12㎜

2)各部仕口形状及び性能

構造用合板の継目及び釘打ちを行う部分の直下には母屋を設ける

屋根の合板レベルに対して低い位置にある軒先の大梁上に転び止めを設け構造用合板

を受ける構成

母屋端部は登梁に対して深さ15㎜程度の大入れ

3)各部への釘打及びビス止め

13.5kN/m仕様:構造用合板はN75＠75㎜4周(ロの字)釘打ちで登梁及び母屋に留め付ける

19.1kN/m仕様:構造用合板はN75＠50㎜4周(ロの字)釘打ちで登梁及び母屋に留め付ける

母屋端部に対して吹上対策として木質構造用ビスφ5,L150（頭部径φ12.5以上

軒先大梁と転び止めの外面に直張りする構造用合板は，N50くぎを50 mmピッチの

大貫通孔:d≦H/4かつ150㎜

小貫通孔:d≦30㎜(隣り合う孔は3d以上離す)
部：小開口を設けることが縦小貫通孔:d≦b/6かつ30㎜

できる範囲接合金物用切り欠きライン

注意事項：ひねり金物を使用する際、軒先・棟だけ

でなく垂木ｰ母屋の接点全てに使用する

注意事項：転び止めを使用する際、軒先・棟だけ

でなく垂木ｰ母屋の接点全てに使用する

N75釘4本(表2本と裏2本を千鳥配置)

3)各部への釘打及びビス止め

構造用合板はN50＠150㎜で川の字に垂木に留め付ける

転び止めを梁に2-N75斜め釘止め
b:面材左右端まで10㎜垂木の留め付けは、垂木の側面から軒桁、母屋、棟木3)各部への釘打及びビス止め
c:軸材端まで（最小値）12.5㎜

構造用合板はN75＠150㎜で日の字に垂木に留め付ける

注意事項：構造用合板（又はOSB）に対する釘頭のめり込みは、2mmを限度とする

（１）2階床水平構面の条件及び仕様

短期許容せん断耐力
B14.1kN/m(注) (単位)mm

構造用合板の継目及び釘打ちを行う部分の直下には甲乙梁を設ける

高低差のある梁へは側面に床受け材を取り付け構造用合板を受ける

構成

甲乙梁端部は小梁に対して深さ15㎜程度の大入れ

甲乙梁端部は床受け材に対して床受け材を深さ15㎜×成60㎜

切り欠き甲乙梁は成60㎜分大入れし床受け材勝ちの納まりとする

3)各部への釘打及びビス止め

構造用合板はN75＠75㎜日の字釘打ちで横架材,甲乙梁,床受材に

留め付ける

大梁側面へ取り付ける床受材は木質構造用ビスφ6,L130～150

3)各部への釘打及びビス止め

構造用合板はN75＠150㎜日の字釘打ちで横架材,甲乙梁,床受材に留め付ける

イ ア

ウ

イ

8.1 梁貫通孔の条件及び仕様（２）木造軸組工法住宅の許容応力度設計に準じた屋根構面
ひねり金物

（a）登梁-厚合板 （b）垂木-合板
短期許容せん断耐力 短期許容せん断耐力
7.84kN/m(勾配面に対して） 1.96kN/m(勾配面に対して)

転び止め

H
/
3

H H
/
3

H
/
3

H

2
d

H

H
/
3

2d
3d以上離す

b
/
3

ｂ

b
/
3

2d

１

２

A

B

C

D

１ １

２ ２

３ ３

４

４

A A

B

B

C

1)各部材料および寸法

面材：構造用合板t=24㎜～30㎜横架材に直貼

甲乙梁:幅45㎜以上×せい45㎜以上・梁及び甲乙梁の間隔1000㎜以下

2)各部仕口形状及び性能

各仕口部分：

水平力時に継手、仕口各部へ生じる引張力を上回る耐力の金物を使用する

構造用合板の継目及び釘打ちを行う部分の直下には甲乙梁を設ける

高低差のある梁へは側面に床受け材を取り付け構造用合板を受ける構成

甲乙梁端部は小梁に対して深さ15㎜程度の大入れ N75 1本斜め打ち

1)各部材料および寸法 1)各部材料および寸法

面材：構造用合板t=24㎜～30㎜横架材に直貼 面材：構造用合板t=9㎜～15㎜(横置）

登梁：幅105㎜以上×せい105㎜以上 間隔1000㎜以下 垂木：幅45㎜以上×せい45㎜～90㎜＠500㎜以下

甲乙梁：幅45㎜以上×せい45㎜以上 間隔1000㎜以下 小屋耐力壁：15㎜以上×90㎜以上

小屋耐力壁：15㎜以上×90㎜以上 (端部は平12建告1460号の筋違耐力壁の接合) 斜め打ち
(端部は平12建告1460号の筋違耐力壁の接合) 転び止め：45㎜×60㎜程度

＠(垂木ピッチ）

a2)各部仕口形状及び性能 2)各部仕口形状及び性能

各仕口部分：水平力時に継手、仕口各部へ生じる 母屋ピッチ:1000㎜以下

耐力壁から勾配屋根水平構面までせん断力を伝達でき引張力を上回る耐力の金物を使用する

e

構造用合板（横置）構造用合板の継目及び釘打ちを行う部分の直下には るよう、耐力壁線上には同等以上の壁量となるよう小

甲乙梁を設ける

耐力壁から勾配屋根水平構面までせん断力を伝達でき

a

るよう、耐力壁線上には同等以上の壁量となるよう小 b b

a:面材上下端まで10㎜

の上面に対してN75釘2本打ち

認定番号（ ）

A
A

AA

ABA

B
ABA

D

A
A

C B

B A
A

7.3 JISA3301仕様高耐力水平構面

木 造 軸 組 接 合 部 標 準 図（４）

７．水平構面

撓み等に注意する事

８．貫通孔
8.2 耐力壁貫通孔

(1)小開口付耐力壁：木造軸組工法住宅の許容応力度設計(2008年版)

P
P/3 P/3 P/3

横架材 a d

5
0

H
/
3

50 50
大貫通孔を設ける

ことができる範囲
e

垂直補強受け材H H
/
3

間柱 水平補強受け材

d
≦

2
4
0
㎜

以
下

（2）高耐力仕様合板貼耐力壁（JISA3301標準仕様） b
※壁倍率7倍を超える場合の孔開けルール（JISA3301仕様） H

/
3

柱柱
a)貫通孔基準 5

0

中桟a 小貫通孔(d≦30㎜)

5
0

梁の側面に小貫通孔を 1区画につき1か所までなら補強不要 50 50設けることのできる範囲 c
b 小貫通孔×3(外接円の径d≦240㎜)

四周を補強受材で補強 d
面材1枚につき1か所のみ可

間柱
垂直補強受け材c 大貫通孔(d≦240㎜)

水平補強受け材四周を補強受材で補強

面材1枚につき1か所のみ可 e
梁の上下面に小貫通孔を b)釘打ち及び断面

d≦
240㎜

以
下

設けることのできる範囲 d 合板から補強受材へN50@90㎜で釘打ち
（大貫通孔は不可）

5
0補強受材は間柱と同寸以上の断面

横架材
e 補強受け材の留め付けは斜めビス2本止め

を150 mmピッチの二列打ちとして留め付ける

ねじ部長さ50以上）1本を斜め打ちとする

千鳥打ちとして留め付ける

屋耐力壁（くも筋違い）を設ける事

屋耐力壁（くも筋違い）を設ける事
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ｱ

：面材

面材厚:t

面材短辺寸法:L

穴径がL/2(50cm程度）

までなら四周を受け材等で

補強して面材を釘打ちすれば可

水平方向の受材等は

両端を軸組の柱に対して

斜めビス止め等で緊結する

穴径が12t以下かつ

L/6以下ならば補強不要

部：小開口を設けることができる

範囲．軸組材から100mm程度

以上離した位置とする

※壁倍率7倍までの孔開けルール

剛性・耐力に影響しない面材耐力壁の小開口の設け方

7.1共通事項

・各部仕口形状は、（３）高耐力仕様屋根・床水平構面を除き、木造軸組接合部標準図（2）5.軸組標準接合部に準ずる。

・木造軸組み工法住宅の許容応力度設計（2008年）の詳細計算法による水平構面については、同書の規定に準拠することとし、釘ピッチ配列等の仕様については設計図による。

・指定性能評価機関またはそれに準じる公共の評価機関で成績書を取得して耐力が明示された水平構面については試験成績書の仕様に準拠することとする。

7.2水平構面の仕様

（１）木造軸組工法住宅の許容応力度設計に準じた床構面

（a）日の字釘打ち （b）ロの字釘打ち
C

短期許容せん断耐力 短期許容せん断耐力
7.84kN/m 3.53kN/m

ｱ D

ｲｱ
ｲ

ｲ

（２）屋根水平構面の条件及び仕様

短期許容せん断耐力

Ａ13.5kN/m（合板釘ピッチ75㎜）
19.1kN/m（合板釘ピッチ50㎜）

Ｂ

認定仕様例示）日合連（JPMA）仕様耐力壁-床勝納まり 筋違金物による床勝ち納まり告示耐力壁-床納まり

ＡＡ

大壁合板耐力壁-床構面 真壁合板耐力壁-床構面 筋違耐力壁-床構面 大壁合板耐力壁-床勝 真壁合板耐力壁-床勝 筋違耐力壁-床構面
（筋違勝） 認定番号：FRM-0298 （床勝:大臣認定仕様）認定番号：FRM-0296（壁勝） （壁勝）

ア会社名 （ ）

Ｃ

工事名

図面名

年月日

尺 度 図面番号

会社名

事業所名 関東農政局 荒川中部農業水利事業所

NONSCALE

木造軸組接合部標準図（４）
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角座金 t9×45×45 (Φ16用)

斜材
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a.
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≒
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G 斜材端部定着部 部分詳細
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斜材

≒
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0

※上下弦材共通

上弦材 上弦材

斜
材

上弦材

b.

矢示b.

矢示a.

角座金

斜
材

※ 弛み防止のナットは３種も可。

斜
材

～110
Φ6-L90

※斜材の先孔は斜材径＋2mm程度

材質;SNR400B又はSNR490B

Ｆ．

≧
3
0

※ 外部に露出

重なり高；

※※

9
0

鎌首幅=41～46
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ａ

9
0

9
0

斜材
斜材

丸鋼;φ16,L120×2本 材質;SS400

84程度

50

4
0

９．小屋組標準トラス

Ａ

C 斜材・側束上部

斜材

JIS A 3301-2015 木造校舎の構造設計標準 に準じた仕様の小屋組トラス
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C,D 斜材上下定着部
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84程度

矢示

上弦材

（１）共通事項及びキーフレーム

▼;継手位置を示す.

-Ｂ.平行弦トラス
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下弦材
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柱

※部材芯合わせ

※部材芯合わせ

上弦材

上弦材
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(転造ねじ加工)
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（１）共通事項及びキーフレーム
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4
0

20

矢示 Ａ

矢示 Ｂ

木質構造用ビス
φ6,L110

登り梁 ｂ
※

※ 登り梁に差す側束上部のホゾの見付け幅(図中ｂ)は、側束
の見付け幅(図中ａ)の中で得られる最大寸法とすること.

1
3
0

57～59

長ホゾ

寄せ短ホゾ

θ2 θ3

・トラスのスパンが12ｍを超える場合、陸梁の継手位置に振れ止め材を入れること。

によって厚24mm以上の構造用合板張り、四周釘打ちとする。

ただし、屋根水平構面の母屋の仕口の位置と干渉しないように注意。)

・登り梁は合掌尻から割付け、継手を設ける位置は側束より真束側とする。

（側束側面より、真束側に50～250の範囲に腰掛鎌継ぎの胴付面を設けること。

・登り梁の横座屈を防止するため、登り梁に対して母屋を15mm程度の大入れによって

・陸梁と側束、又は合掌尻側の束との取合いは、トラスのスパンが12ｍ以内の場合は

陸梁勝ち、12ｍを超える場合は側束、又は合掌尻側の束勝ちとする。

900～1,000mm 間隔で落とし込み、計算で求めた水平構面の仕様(釘径,長さ,ピッチ）

F 側束下部

85～88

9
0

4
0
5
0

E 登り梁継手

木質構造用ビス,
φ6,L110を2本打ち

厚30

陸梁 陸梁

Ｂ

※※

φ6,L110

木質構造用ビス

※

Ｃ'．

12
0

長ホゾ

・θ1,θ2は共に3.0～4.5寸勾配(16.7°～24.2°)程度、θ3は3.0寸以上の勾配とする。

4
0

≧
1
2
0

4
0

6
.
5

15
登り梁

4×φ6,L110
木質構造用ビス

120

60 60
30 30 30 30

・腰掛け鎌継ぎ

鎌幅=54～59

※※ 斜材のせいが120を超える場合は、

斜材の上端を登り梁側にオフセットすること.

側
束

（桁梁上に配置)

転び止め

桁梁

陸梁成の1/3以下とする.

30(標準)～

渡り顎

桁梁

角座金t9,70×70
両ねじボルト；M16

ホゾパイプ＋ドリフトピン

（又はダボ＋羽子板ボルト) 両ねじボルト；M16
角座金t9,70×70

※
ｈ／sinθ1

※ 桁梁の位置は、この範囲内とすること.

60

（見下げ)

2
0

2
0 陸梁

桁
梁

桁
梁

矢示

_③,④,ウ 参照

転び止め

※ 7.3(2)

陸梁

Ls 60

θ1

登り梁

ｈ

※
ｈ／sinθ1

（又はダボ＋羽子板ボルト)

ホゾパイプ＋ドリフトピン

（桁梁上に配置)

転び止め

※ 桁梁の位置は、この範囲内とすること.

D 合掌尻

させないこと.

※※ Lsは、以下のとおりとする.

～4.5寸勾配のとき、350

上記より短い寸法も可.

但し、計算により確認すれば

3.0～4.0寸勾配のとき、400

側
束

・トラスの形状は、スパン中央線に対し左右対称形とする。

斜材を配置しないものとする。但し、スパン中央部のグリッドの幅は、適宜、

下弦材の斜材定着部どうしが干渉しない程度に縮めることは可とする。

また、グリッドの数は 7,9,11,13 のいづれかとする。

・束材は、均等にグリッドを割付けた位置とし、スパン中央線を含むグリッドには

57～59

束 矢示

束

≧35

70程度

A 上弦材両端部

（２）継手仕口

上弦材

B 下弦材両端部

受材として構造用合板張り鉛直構面を設け、小屋組耐力壁とする。

・桁行方向の鉛直構面は、トラス最外端部の束の両脇に添え材を設けた上でこれを

によって厚24mm以上の構造用合板張り、四周釘打ちとする。

下弦材の継手は、スパン中央部に長尺の材を左右対称に配置して決まる位置とする。

・上下弦材の断面寸法は120×240以上とする。特に、下弦材には長尺の集成材を用い、

可能な限り長い材を用いる。

・Ｈ≧Ｌ/11, θ1＝45°を基本とし、グリッドの縦横の比率は 4:3～3:4の範囲とする。

・下弦材の継手の近傍の束の位置には、振れ止め材を設ける。

斜材；

丸鋼 両ねじボルト

(転造ねじ加工)

※内側に配置可

側桁上面での両引きボルト
による緊結も可

h
1

h
2

h2≧90 h2≧90

側桁

丸鋼;φ16,L120×2本

斜材；

丸鋼 両ねじボルト

(転造ねじ加工)

h
1

h
2

つなぎ材

・上弦材の継手は、中央グリッド内に設け、合板受材の仕口と重なる位置を避ける。

・上弦材の横座屈を防止するため、上弦材に対して合板受材を蟻掛け等によって

910～1,000mm 間隔で落とし込み、計算で求めた水平構面の仕様(釘径,長さ,ピッチ）

h1≧90 h1≧90

ビス打ち
ビス打ち

下弦材

30

120
6060

30 30

4×φ6,L110

木質構造用ビス

30

15

4
0
4
0

1
1
3
.
5

1
2
0

～
5
9

5
4 4
1
～

4
6

木質構造用ビス
4×φ6,L110

E 上弦材継手

・腰掛け鎌継ぎ

合
板

受
材

合
板

受
材

合
板

受
材

合
板

受
材

※互いに干渉しない位置とする.

15

6060
30 30 3030

※互いに干渉しない位置とする.

材質;SS400

※内側に配置可

※ゆるみ止めにダブルナット等とする.

下弦材

斜
材

斜
材

束束

振れ止め材

Φ6-L90
～110

位置とすること.

座金と干渉しない

※つなぎ材端部は,

引張金物

▼
Ｅ．

上弦材

上弦材

上弦材

上弦材

4
5
～

6
0

Φ6-L90

ビス斜め打ち

～110×2本

16

16

丸鋼;φ16,L120×2本

1mm程度の面取）
（※丸鋼の端部は

≒
3
4

≒23

材質;SS400,ダブルナット(※)

45

120

≒57

1616 角座金

材質SS400,ダブルナット

（
幅

8
5
～

8
8
）

80×80以上

角座金

材質;SS400

角座金t12×45×45 材質;SS400,ダブルナット

（※丸鋼の端部は1mm程度の面取）

角座金t12×45×45,

・斜材の径 ； □ 16mm □ 20mm □ 左記以外( mm )

・斜材の鋼材種別； □ SNR400B □ SNR490B □ 左記以外( )

t12以上,

合板受材 合板受材

木 造 軸 組 接 合 部 標 準 図（５）

工事名

図面名

年月日

尺 度 図面番号

会社名

事業所名 関東農政局 荒川中部農業水利事業所

NONSCALE

木造軸組接合部標準図（５）
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(mm)

４Ｐ程度

耐
風

梁
上

束

200 200

200 200120

M12ボルト＋座金

ａ

・柱せい;120～150のとき

登り梁

120～150

ホゾパイプ

・柱せい;≧180のとき

Ａ. 登り梁－柱頭_接合部

・一般部

アンカーボルト2-M16

（２）継手仕口

Ｈ
≦

8
,
0
0
0

≧120

木質構造用ビス

2-Φ6,L200＠900～1000内外
耐風梁上束

※
外

部
側

大
開

口
脇

耐
風

柱

・耐風梁は平角材を平使いで用い、風圧力による面外方向の曲げ応力に対して安全で

あるものとし、構造計算によって求めた断面寸法、樹種、強度等級とする。

・垂壁支持梁および耐風梁は、両大開口脇耐風柱の間に１本の通し材を用いなければ

ならない。途中に継手を設けることは、絶対に行ってはならない。

耐風柱

Ｆ. 登り梁－耐風梁上束_接合部

梁受け金物

※ 平使い

平屋建物の妻構面の標準架構（耐風仕様)

（１）共通事項及びキーフレーム

木 造 軸 組 接 合 部 標 準 図（６）

１０．妻構面

金物工法専用
柱脚金物

≧50

60 60

登り梁

耐風梁

登り梁

※ 基礎立上り幅

耐風柱せい＋100程度

≧75

アンカーボルト

金物工法専用

；HSBC-40kN 他

ホゾパイプ

ホゾパイプ

M12ボルト＋座金

耐
風

梁
上

束

≧75

200 程度

ホゾパイプ ホゾパイプ

母屋

※ 登り梁を欠込んだ上で、落込み.

≧120

≧120

Ｇ. 耐風梁－耐風梁上束_接合部

および、耐風梁-垂壁支持梁_接合

垂壁支持梁

ｂ

矢示ｂ.

矢示ｃ.

ｄ

△ 基礎天端

2×2-M16

アンカーボルト,

柱脚金物

土台

大
開

口
脇

耐
風
柱

大
開

口
脇

耐
風
柱

大
開

口
脇

耐
風

柱

・大開口周辺部

Ｃ. 登り梁－大開口脇耐風柱・柱頭_接合部

Ｄ. 耐風梁－大開口脇耐風柱_接合部

範囲は、１Ｐごとに通し柱とする。

木質構造用ビス

2-Φ6,L200＠900～1000内外

耐風梁

垂壁支持梁

※ 平使い

梁受け金物

梁受け金物（現場にて、後付け)

≧
1
2
0

耐風梁

垂壁支持梁

大
開

口
脇

耐
風

柱
大

開
口

脇
耐

風
柱

・妻構面に設ける大開口(幅２Ｐ超)の長さは、8m以下を標準とする。

・妻構面に設けた小開口(幅２Ｐ以内）の両脇の柱は、登り梁下端まで通し柱とする。

・妻構面の柱は２Ｐごとに、基礎から登り梁までの通し柱とする。但し、棟を挟んで４Ｐ程度の

・妻構面に設けた大開口の両脇には大開口脇耐風柱を、上部には耐風梁を設ける。

また、垂壁支持梁を耐風梁の上部に設け、耐風梁と構造用ビスにて緊結する。

・大開口脇耐風柱は平角柱として、風圧力による面外方向の曲げ応力に対して、安全で

あるものとし、構造計算によって求めた断面寸法、樹種、強度等級とする。

但し、計算上、垂れ壁支持梁の断面性能のみでも長期鉛直荷重と風荷重の両方を負担

できる場合は、耐風梁を設けなくてもよい。

・母屋は登り梁を欠き込み、勝たせたうえで、けらば側に片持ち梁としてはね出すこと

が出来る。

Ｈ
w

≦
6
,
0
0
0

用いる構造用合板の１枚分の短辺幅を標準とする。

※１Ｐは柱-柱間の１モデュール寸法を示し,面材耐力壁に

Ａ．

Ｂ．

（小開口）

登り梁 登り梁

桁梁

通
し

柱

通
し

柱

通
し

柱

通
し

柱

・無開口または小開口(開口幅≦２Ｐ)有の場合

２Ｐ ２Ｐ ２Ｐ２Ｐ

ａ

6
0

≧120 ≧120

登り梁

登り梁

≧120≧120

ホゾパイプ

ホゾパイプ

アンカーボルトM12

アンカーボルト2-M16

1
1
0

5
0

木質構造用ビス,
2×φ6

矢示ａ.

矢示ａ.

M12ボルト＋座金

≧柱せい＋30程度

土台;120×120

ｃ

確認する。

≦5,000(mm) ; ≧120(mm)

≦6,000(mm) ; ≧150(mm)

≦7,000(mm) ; ≧180(mm)

柱長さ_Lc≦8,000(mm) ;柱せい_Dc≧210(mm)

・妻構面の耐風柱の最高高さは、基礎立上り天端から、8m以下を標準とする。

・妻構面の柱幅は120以上,柱成は以下の寸法以上とし、構造計算により安全であることを

登り梁

母屋

矢示ｄ.

木質構造用ビス Φ6,L200

※

※水平構面用構造用合板の上で、
転ばしの垂木をそのままはね出しても可。

※登り梁を母屋分欠きこんで、

落し込み

Ｈ. けらばの納まり例

シャッターや引き戸等の設置に際しては、それらによる常時鉛直荷重を

直接取付くおさまりとすること。

注意；

耐風梁に負担させないものとし、垂れ壁支持梁または大開口脇耐風柱に

≧
240

≧
24
0

≧180

1
2
0

≧柱せい＋30程度

アンカーボルトM12

ホゾ差し ホゾパイプ

Dc

※ ホゾの種類； □ 短ホゾ □ 長ホゾ

□ 左記以外( )

・土台勝ち；ホゾ差しの場合 ・土台勝ち；ホゾパイプの場合

・柱勝ちの場合

木質構造用ビス,
2×φ6

1
2
0

200200

Ｂ. 土台－柱脚_接合部

※土台の幅は、柱幅以上とすること。

≧150

1
2
0

200200

金物工法専用柱脚金物

；HSBC-40kN 他

※アンカーボルトを柱の両脇200mmの位置に設けること。

※柱間隔が１Ｐを超える場合、面外風圧力による負担せん断力を計算の上、決定すること。

≦ 8,000

Ｈ
≦

8
,
0
0
0

Ｃ．

Ｄ．

Ｆ．

Ｇ.

大
開

口
脇

耐
風

柱

大
開

口
脇

耐
風

柱

（大開口）

・大開口（開口幅＞２Ｐ）有の場合

Ｈ
w

≦
6
,
0
0
0

耐風梁

垂壁支持梁

但し, 面材耐力壁のとき, Ｐ ≧ Ｈw／5.0 (m)

筋交耐力壁のとき, Ｐ ≧ Ｈw／3.5 (m)

Ｈw ≦ 6.0 (m)

(mm) (mm)

工事名

図面名

年月日

尺 度 図面番号

会社名

事業所名 関東農政局 荒川中部農業水利事業所

NONSCALE

木造軸組接合部標準図（６）
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1 3 , 6 5 0

(吸水槽)
土木躯体

埋戻し範囲

埋戻 し範 囲

ポンプ室棟

管理棟

ポンプ室棟

長期支持力 ：300kN/㎡

GH=90. 89 m GH =9 0. 9 3m GH = 90 .8 9m
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シルト

砂礫

ローム

シルト
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1 0 0柱状改良体
600φ 6本

GL

管理棟
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管理棟

2
,
3
0
0

2
,
3
0
0

基礎下端：浅層混合改良工法 基礎下端：浅層混合改良工法

F通り断面図 16通り断面図

土木躯体
(吸水槽)

L

管理棟 10通り

Y1

ポンプ室棟 X3通り

ポンプ室棟管理棟

埋戻し範囲 埋戻し範囲

基礎下端：浅層混合改良工法

柱状改良体
60 0φ 6本

GL

管理棟

2
,
3
0
0

基礎下端：浅層混合改良工法
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柱状改良体
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E X P . J

支持地盤 ：改良地盤

改良工法 ：浅層混合改良

改良仕様 ：Fc=240 k N/㎡

固化剤添加量：130kg/m 3

長期支持力： 77kN/㎡

支持地盤：砂礫層(N≧20)、一部改良地盤

支持地盤深度：GL-1.70 m

＜一部改良地盤仕様＞

改良工法：柱状改良 φ600

改良仕様：Fc=110 0k N /㎡

添加物量：300kg/ m3

管理棟

ポンプ室棟基礎(吸水槽廻り)の埋戻し範囲

良質土で埋戻しを行い、長期支持力80KN/m 2以上あること

を確認する。所要の支持力を得られない場合、地盤改良

を行う。

工 事 名

図 面 名

作成年月日

縮 尺

会 社 名

事務所名

図面番号1/ 10 0

花園揚水機場改修その２工事

関東農政局 荒川中部農業水利事業所

支持基盤および地盤補強

S-1 7

令和４年度 荒川中部農業水利事業



工 事 名

図 面 名

作成年月日

縮 尺

会 社 名

事務所名

図面番号1/ 10 0

花園揚水機場改修その２工事

関東農政局 荒川中部農業水利事業所

S-1 8

ポンプ室棟 基礎伏図

X1 X2 X 3

1 0 , 4 0 0

5 , 2 0 0 5 , 2 0 0

1
2
,
4
0
0

3
,
9
0
0

5
,
5
5
0

2
,
9
5
0

Y 1

Y 2

Y 3

Y 4
埋戻し範囲

埋 戻し 範囲

土木躯体
(吸水槽)

2 , 5 0 0 2 , 7 0 0

6 0 0 2 , 1 0 0

3
,
6
0
0

6
,
1
5
0

2
,
6
5
0

6
0
0

4
,
9
5
0

6
0
0

ポンプ室棟基礎範囲

基礎伏図（１） S=1/10 0

X1 X 2 X 3

1 0 , 4 0 0

5 , 2 0 0 5 , 2 0 0

2 , 5 0 0 2 , 7 0 0

6 0 0 2 , 1 0 0

6
,
1
5
0

6
0
0

4
,
9
5
0

6
0
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

U P

U P

(吸水槽)
土木躯体

歩廊柱

歩廊階段

階段(鉄骨造)

1
2
,
4
0
0

3
,
9
0
0

5
,
5
5
0

2
,
9
5
0

Y 1

Y2

Y3

Y4

2
,
3
7
0

8
,
5
0
0

1
,
5
3
0

2 , 1 5 0

1
,
5
3
0

1
,
4
2
0

F S1

F S1 FS 1

F S1

F S1

FS 1

F S1

F
G
1

F
G
1

F
G
1

F
G
1

F
G
1

F G1 F G1

F G2

F
G
2

基礎伏図（２） S=1/10 0

歩廊柱

歩廊柱

FG2

S V 1 M 1 6 ( ﾀ ｰ ﾝ ﾊ ﾞ ｯ ｸ ﾙ付)を示す。
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工 事 名

図 面 名

作成年月日

縮 尺

会 社 名

事務所名

図面番号1/ 10 0

花園揚水機場改修その２工事

関東農政局 荒川中部農業水利事業所

ポンプ室棟 伏図

P
.
N

S - 1 9

X1 X 2 X 3

1 0 , 4 0 0

5 , 2 0 0 5 , 2 0 0

１Ｆ伏図 S=1/1 00

1 , 0 0 0

3
0
0

W 2 0

W
2
0

W
2
0

W
2
0

W 20 W2 0

W
2
0

W
2
0

C S2

CS 2

8 0 02 , 0 0 0

W 20

D N

D N

7 0 02 , 1 0 0

1 0 0

9 0 0

階段(鉄骨造)

歩廊(鉄骨造)

1
2
,
4
0
0

3
,
9
0
0

5
,
5
5
0

2
,
9
5
0

Y 1

Y2

Y3

Y4

3
5
0

3
,
4
0
0

1
5
0

1
,
0
0
0 1
0
0

9
0
0

1
,
4
2
0

1
,
2
3
0

3 9 0

1 0 0 1 , 4 2 0

搬入口ｽﾛｰﾌﾟ

C
S
1

F
G
1

F
G
1

F
G
1

F G1 FG 1

F
G
1

ﾀ ﾗ ｯ ﾌ ﾟ

F G2 FG 2

F
G
2

1
2
,
4
0
0

3
,
9
0
0

5
,
5
5
0

2
,
9
5
0

Y 1

Y 2

Y 3

Y 4

X1 X 2 X 3

1 0 , 4 0 0

5 , 2 0 0 5 , 2 0 0

２Ｆ伏図 S=1/1 00

W 20 W2 0

W
2
0

W
2
0

W
2
0

W
2
0

W 20 W2 0

W
2
0

W
2
0

G 1 G1

G1 G1

G
2

G
2

G
2

G
2

G
2

G
2

ﾀ ﾗ ｯ ﾌ ﾟ

1
2
,
4
0
0

3
,
9
0
0

5
,
5
5
0

2
,
9
5
0

Y 1

Y 2

Y 3

Y 4

X 1 X 2 X3

1 0 ,4 0 0

5 , 2 0 0 5 , 2 0 0

W 2 0 W2 0

W
2
0

W
2
0

W
2
0

W
2
0

W 2 0 W2 0

W
2
0

W
2
0

C G 2 C G 2

CG 2 C G 2

CG 1

CG 1 C G 1

C G 1

ｸﾚ ｰ ﾝ ｶ ﾞ ｰ ﾀ ｰ ｸ ﾚ ｰ ﾝ ｶ ﾞ ｰ ﾀ ｰ

ﾀ ﾗ ｯ ﾌ ﾟ

クレーン伏図 S=1/10 0

1
2
,
4
0
0

3
,
9
0
0

5
,
5
5
0

2
,
9
5
0

Y 1

Y 2

Y 3

Y 4

X 1 X 2 X3

1 0 ,4 0 0

5 , 2 0 0 5 , 2 0 0

屋根伏図 S=1/1 00

B
1

B
1

B
1

G 5 G 5

R S 1 RS 1

R S 1

R S 1

RS 1

RS 1

G5 G 5

W 1 5 W1 5

W
1
5

W
1
5

W
1
5

W 1 5 W1 5

W
1
5

W
1
5

W
1
5

G 3 G 3

G3 G 3

G
4

G
4

G
4

G
4

G
4

G
4

ﾀ ﾗ ｯ ﾌ ﾟ

7 0 0 7 0 0
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工 事 名

図 面 名

作成年月日

縮 尺

会 社 名

事務所名

図面番号1/ 10 0

花園揚水機場改修その２工事

関東農政局 荒川中部農業水利事業所

ポンプ室棟 軸組図

1FL

G L

2 F

B 1 F L

3
,
7
0
0

3
0
0

G 1

C 1 C1
W 20

W2 0

C 1

1
,
9
8
0

3
0
0

6
0
0

C 1C1

7
5
0

1
,
5
3
0

G L

ｺ ﾝ ｸ ﾘ ｰ ﾄ巻防護
(設備工事)

ｼﾝ ﾀ ﾞ ｰ ｺ ﾝ ｸ ﾘ ｰ ﾄ t = 3 0 0
(設備工事)

土木躯体
(吸水槽)

G1

1 F L

G L

2 F

3
,
7
0
0

3
0
0

C 1 C1

C 1

C 1
W 2 0 W 20

Y1通り軸組図 S=1/10 0 Y4通り軸組図 S=1/1 0 0

B1 F L

1
,
9
8
0

3
0
0

X 2通り軸組図 S=1/10 0

1 F L

2 F

G L

3
,
7
0
0

3
0
0

C 1

C 1 C 1
W2 0 W 20

W 20 W2 0 W 20

C 1C 1

C 1 C 1

G2 G 2 G 2

3
0
0 1 F L

G L

歩廊階段

6
0
0

G L

1 F L

2 F

3
,
7
0
0

3
0
0

C 1 C 1

C 1

C 1

C 1

C1
W2 0

G 2G 2

W2 0W 20

G2

W 20

Y 2・Y3通り軸組図 S=1/10 0

6 0 0

2 , 7 0 0

X 3通り軸組図 S=1/1 00

3 0 0

6 , 1 5 0

3 0 0

土木躯体
(吸水槽)

5 9 0 1 , 0 2 0 9 4 0 1 , 0 2 07 8 0 2 , 1 9 06 2 0

2
,
0
1
0

1
0
0

2
0
0

2
,
2
1
0

8
5
0

1
,
6
4
5

4
9
0

8
7
0

8
5
0

4
9
0

1
,
6
4
5

8
7
0

2 , 3 9 0 2 , 1 9 02 , 1 9 0 2 , 3 9 06 2 0 6 2 0

G 1 G 1

4
9
0

8
5
0

8
7
0

1
,
6
4
5

1 , 6 4 0 1 , 4 0 0 1 , 0 6 51 , 6 4 0 1 , 4 0 0 1 , 2 6 56 2 0 6 2 0 1 , 5 1 0 6 2 0 6 2 0

1 , 0 2 0

1
0
0

2
0
0

2
,
0
1
0

2
,
2
1
0

5 0 0

8
5
0

4
9
0

1
,
6
4
5

8
7
0

1 , 6 4 0 1 , 4 0 01 , 6 4 0 1 , 4 0 06 2 0 6 2 0 1 , 5 1 0 6 2 0

C 1 C1
F G 1

FG 1

9 2 0 5 8 0 2 , 5 6 0 6 9 0

2 , 9 8 0 1 , 5 0 0 2 , 4 1 0 3 , 2 5 0 2 , 2 6 0

X1通り軸組図 S=1/10 0

X 1 X2 X3

1 0 , 4 0 0

5 , 2 0 0 5 , 2 0 0

軒高

最高高さ

7
,
9
0
0

7
,
3
0
0

6
0
0

3
,
3
0
0

G 3 G 3

W1 5 W1 5

9 0 0 9 0 0

C1
W 20

W2 0

歩廊(鉄骨造)

C1

X 1 X2 X3

1 0 , 4 0 0

5 , 2 0 0 5 , 2 0 0

軒高

最高高さ

2 , 1 5 0
7
,
9
0
0

7
,
3
0
0

6
0
0

9 0 0 9 0 0

G5

CG 1 CG 1

5
,
2
7
0

7
,
2
5
0

2
,
0
3
0

ｸ ﾚ ｰ ﾝ ｶ ﾞ ｰ ﾀ ｰ
( H - 2 9 4×20 0×8×12 )

ｸ ﾚ ｰ ﾝ ｶ ﾞ ｰ ﾀ ｰ
( H - 2 9 4×2 00×8×1 2)

1
,
2
7
0 C G 2 CG 2

2
,
0
3
0

1
,
2
7
0 C G 2 C G 2

X 1 X 2 X3

1 0 , 4 00

5 , 2 0 0 5 , 2 0 0

軒高

最高高さ

7
,
9
0
0

7
,
3
0
0

6
0
0

3
,
3
0
0

9 0 0 9 0 0

W1 5W 1 5

2
,
0
3
0

G 3 G 3

C 1 C 1 C1W 20 W 20

軒高

最高高さ

Y1 Y2 Y 3 Y 4

1 2 , 4 0 0

3 , 9 0 0 5 , 5 5 0 2 , 9 5 0

7
,
9
0
0

7
,
3
0
0

6
0
0

3
,
3
0
0

W 1 5 W1 5 W1 5

G4 G 4 G 4

軒高

最高高さ

7
,
9
0
0

7
,
3
0
0

6
0
0

Y 1 Y2 Y3 Y4

1 2 , 4 0 0

3 , 9 0 0 5 , 5 5 0 2 , 9 5 0

B 1 B 1 B 1

7
,
0
0
0

軒高

最高高さ

Y1 Y2 Y3 Y4

1 2 , 4 0 0

3 , 9 0 0 5 , 5 5 0 2 , 9 5 0

7
,
9
0
0

7
,
3
0
0

6
0
0

3
,
3
0
0

W 1 5 W1 5 W1 5

G 4G 4G 4

C 1 C 1 C 1 C1

1
,
2
0
0

1 8 5φ

4 0 0 φ 3 3 0φ 7 0 0
φ

1
,
0
0
0

1
,
0
3
0

C 1 C1

S - 2 0

1
,
6
6
0

C 1

C 1 C1

2
,
2
8
0

3
,
0
8
0

3
,
0
8
0

3
,
0
8
0

8
0
0

C 1 F G 2 C 1 F G2 C1 C 1 F G1 C 1 F G1 C1

FS 1 FS 1 FS 1

C 1 C1

3
,
0
8
0

8
0
0

4
,
3
0
0

3
,
7
0
0

F S 1 FS 1 F S1

3
,
0
8
0

1
,
4
2
0

1
,
8
8
0

F G 1

3
,
0
8
0

4
,
3
0
0

3
,
7
0
0

8
0
0

F G 1
FG 1A

F G2C 1
C 1C 1

C1
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1 0 0

4 0 0

3 0 02 , 1 0 0

2 0 0

X 1

5
0
0

3
0
0

6
0

6
0

G L

2
0
0

3 - D 1 3

下端筋 D13＠20 0

上端筋 D1 3＠20 0

搬入口スロープ配筋図

φＡ

Ｄ

φ
Ａ

φ
Ａ

Ｄ

Ｌ２ φＡ Ｌ２

Ｌ
２

φ
Ａ

Ｌ
２

あばら補強筋
梁下端主筋

横補強筋

横補強筋

斜補強筋

縦補強筋

梁上端主筋

あばら補強筋

横補強筋

斜補強筋

横補強筋

あばら補強筋

貫通孔φＡ

φ300～50 0

φ70 0

縦補強筋

2×□- D13

2×□- D1 3

横補強筋

3- D1 6

4 - D 1 9

あばら補強筋

□-D1 3 @ 1 0 0

□- D1 3 @ 1 0 0

斜補強筋

2- D1 6

2 - D 1 9

貫通孔補強要領図

柱リスト

１

Ｂ１

符 号

断 面

主 筋

フープ

B×D

断 面

主 筋

フープ

B×D

断 面

主 筋

フープ

B×D

２

小梁リスト

符 号

位 置

断 面

B×D

上端筋

下端筋

腹 筋

スターラップ

符 号

壁リスト

壁 厚

縦 筋
鉄 筋

横 筋

縦 筋

横 筋

斜 筋

断 面

スラブリスト

符 号 断 面 配筋方法 位 置 短辺方向 長辺方向

上端筋

下端筋

上端筋

下端筋

上端筋

下端筋

上端筋

下端筋

符 号

梁リスト

断 面

B×D

断 面

位 置

上端筋

下端筋

腹 筋

スターラップ

B×D

上端筋

下端筋

腹 筋

スターラップ

Ｒ

２

断 面

B×D

上端筋

下端筋

腹 筋

スターラップ

１

600×60 0

1 2 - D 2 2

□-D1 3 ＠10 0

C1

6 0 0×60 0

1 2 - D 2 2

□-D1 3 ＠10 0

6 0 0×60 0

1 2 - D 2 2

□-D1 3 ＠10 0

全断面

B1

3 - D 2 2

3 - D 2 2

2 - D 1 0

4 0 0×70 0

□-D1 3 ＠20 0

W 20

2 0 0

D 1 0 ＠2 00

D 1 0 ＠2 00

2 - D 1 3

2 - D 1 3

2 - D 1 3

2
0
0

開口補強筋 配筋要領

Ｌ１

Ｌ
１

Ｌ
１

Ｌ
１

横筋

縦
筋

斜
筋

FS 1

CS 1

CS 2

RS 1

4 0 0

2 0 0

1 5 0

ﾓ ﾁ ｱ ﾐ配筋
D2 2 ＠12 5 D 1 9 ＠12 5

D 2 2 ＠12 5 D 1 9 ＠12 5

D 1 3 ＠20 0 D 1 3 ＠20 0
片持配筋

D1 3 ＠20 0 D 1 3 ＠20 0

片持配筋
D1 3 ＠20 0 D 1 3 ＠20 0

D 1 3 ＠20 0 D 1 3 ＠20 0

D 1 3 ＠20 0 D 1 3 ＠20 0

D 1 3 ＠20 0 D 1 3 ＠20 0
ﾓ ﾁ ｱ ﾐ配筋

※共通事項

柱梁接合部フープは
記入なき限り、

鉄筋種別は、

SD2 9 5 A ( D 1 3 ) とする。
SD3 4 5 ( D 2 2 )、

巾止筋・振止筋は
D10＠10 0 0とする。

※共通事項：

※共通事項：巾止筋・振止筋はD10＠10 0 0とする。

全断面

□-D1 3 ＠15 0

2 0 - D 1 3

FG 1

6 - D 2 2

6 - D 2 2

：鉄筋の種別はD2 2～D2 5 ( S D 3 4 5 ) , D 1 3～D 10 ( S D 2 9 5 A )とする。

全断面

符 号

位 置

断 面

B×D

上端筋

下端筋

腹 筋

スターラップ

全断面

巾止筋・振止筋は
D10＠10 0 0とする。

※共通事項：

片持梁リスト

CG1

40 0×50 0

3 - D 1 9

3 - D 1 9

4 - D 1 0

□-D 1 0 ＠20 0

全断面

4 -D 1 0

□-D 1 0 ＠20 0

CG 2

3 0 0×50 0

2 - D 1 9

2 - D 1 9

G1 G2 G3 G4

3 0 0×60 0

3 - D 2 2

3 - D 2 2

2 - D 1 0

□- D1 3 ＠20 0

3 - D 2 2

3 - D 2 2

2 - D 1 0

□- D1 3 ＠20 0

3 5 0×60 0

3 - D 2 2

3 - D 2 2

2 - D 1 0

□- D1 3 ＠20 0

4 0 0×60 0

3 - D 2 2

3 - D 2 2

2 - D 1 0

□- D1 3 ＠200

3 5 0×70 0

全断面 全断面 全断面 全断面

G5

両 端 中 央

□-D13 ＠1 50

2 - D 1 0

5 0 0×1, 0 0 0

6 - D 2 5 6 - D 2 5

6 - D 2 5 8 - D 2 5

FG 2

全断面

FG1A

□-D1 3 ＠15 0

6 - D 2 2

6 - D 2 2

□-D1 3 ＠15 0

6 - D 2 2

6 - D 2 2

4 0 0×258 0

1 6 - D 1 3

4 0 0×338 0 4 0 0×318 0

2 0 - D 1 3

8 0 0

D 1 0 ＠2 00

D 1 0 ＠2 00

2
0
0

W 1 5

1 5 0

－

－

－

主筋比：1.2 9 %

帯筋比：0.4 2 %

□- D1 3 @ 1 5 0とする。

工 事 名

図 面 名

作成年月日

縮 尺

会 社 名

事務所名

図面番号

花園揚水機場改修その２工事

関東農政局 荒川中部農業水利事業所

ポンプ室棟 部材リスト

1/ 30 S - 2 1
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0
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G L

1 F L

2 F L

軒高

最高高さ

Y4通り架構配筋図 S=1/30

F G1

G 1

G 3

4 - D 2 2

2 - D 2 2

□-D1 3 @ 2 0 0

2 - D 1 0

3 - D 2 2

3 - D 2 2

□-D1 3 @ 2 0 0

2 - D 1 0

3 - D 2 2

3 - D 2 2

C 1 C 1

4
-
D
2
2

2
-
D
2
2

□
-
D
1
3
@
1
0
0

□ - D 1 0 @ 2 0 0
2 - D 1 0

2 - D 1 0

3 - D 1 9

3 - D 1 9

4
-
D
2
2

2
-
D
2
2

□
-
D
1
3
@
1
0
0

C 1 C 1

4
-
D
2
2

2
-
D
2
2

□
-
D
1
3
@
1
0
0

2
-
D
2
2

4
-
D
2
2

□
-
D
1
3
@
1
0
0

X 1 X 2

5 , 2 0 0
X3

5 , 2 0 0

6 0 0

1 0 0 5 0 0

6 0 0

3 0 03 0 0

CG 2

W2 0

W2 0

3
0
0

3
,
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※特記なき柱と梁の仕口部のHO OPは□-D1 3＠1 50とする。
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縮 尺
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事務所名
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花園揚水機場改修その２工事

関東農政局 荒川中部農業水利事業所
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凡例

W4.0 ：耐力壁 構造用パーティクルボード t=9 m m 真壁片面張
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金物一覧

記 号 耐 力 壁 許容引張耐力(短期)

CP - L / T C P - L / T ( Zマーク金物)(同等品)

HD - B 1 0 コーナー金物

3. 3k N

1 0 . 0 k N

H D - B 1 5 ホールダウン金物 15 .0 k N

H D - B 2 0 ホールダウン金物 20 .0 k N

H D - B 2 5 ホールダウン金物 25 .0 k N

記 号 耐 力 壁

耐力壁仕様一覧

壁倍率

筋交い(4 5×90 )ケサ掛け

筋交い(45×9 0)タスキ掛け
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H D - B 1 0

H D - B 2 0
H D - B 2 0

H D - B 2 0

H D - B 5 0 ホールダウン金物 50 .0 k N

注）ホールダウン金物用のアンカーボルトは、メーカー指定の種類、
埋込長さ及び引張耐力が確保できるものを使用すること。

ホールダウン金物

ホールダウン金物

HD -B 3 0 3 0 . 0 k N

H D - B 3 5 3 5 . 0 k N

土台伏図 S=1/5 0

凡例

：アンカーボルト M16 埋込長5 10m m

：アンカーボルト M16 埋込長3 60m m

：アンカーボルト M12

：土台 1 35×105 あかまつ[無等級材]

：通し柱

：柱 13 5×13 5 ひのき[乙種一級]
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工 事 名

図 面 名

作成年月日

縮 尺

会 社 名

事務所名

図面番号

花園揚水機場改修その２工事

関東農政局 荒川中部農業水利事業所

1/ 50

管理棟 土台伏図・１階壁伏図

令和４年度 荒川中部農業水利事業
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凡例

：床梁 135×135 すぎ[甲種２級]

梁成 33 0以下 すぎ[甲種２級]、360以上 米まつ[集成材]

床下地 構造用合板 t=3 0 m m

：柱 13 5×13 5 ひのき[乙種３級]

：通し柱

：下階柱

凡例

W4.0 ：耐力壁 構造用パーティクルボード t=9 m m 真壁片面張
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金物一覧

記 号 耐 力 壁 許容引張耐力(短期)

CP - L / T C P - L / T ( Zマーク金物)(同等品)

HD - B 1 0 コーナー金物

3. 3k N

1 0 . 0 k N

H D - B 1 5 ホールダウン金物 15 .0 k N

H D - B 2 0 ホールダウン金物 20 .0 k N

H D - B 2 5 ホールダウン金物 25 .0 k N

FE G

1
8
0

際根太 4 5×6 0

床受材 1 05×105

床梁

床梁

床段差要領図 S=1/30
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H D - B 5 0 ホールダウン金物 50 .0 k N

注）ホールダウン金物用のアンカーボルトは、メーカー指定の種類、
埋込長さ及び引張耐力が確保できるものを使用すること。

ホールダウン金物

ホールダウン金物
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H D - B 3 5 3 5 . 0 k N
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関東農政局 荒川中部農業水利事業所
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管理棟 ２階床伏図・２階壁伏図
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凡例

梁成 33 0以下 すぎ[甲種２級]、360以上 米まつ[集成材]

：小屋梁 135×1 35 すぎ[甲種２級]

：下階柱

凡例

屋根野地板 構造用合板 t= 9m m

：軒桁 1 35×13 5 すぎ[甲種２級]

：垂木 すぎ[甲種２級] 4 5×9 0 @ 3 0 3～5 00

：母屋 すぎ[甲種２級] 1 05×10 5 , 1 2 0×12 0 @ 9 1 0

：束 すぎ[甲種２級] 9 0×9 0

：束
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図 面 名

作成年月日

縮 尺

会 社 名

事務所名

図面番号

花園揚水機場改修その２工事

関東農政局 荒川中部農業水利事業所
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Ａ４ファイル綴じ 部

Ａ４ファイル綴じ 部

○ 建築物等の利用に関する説明書

○ 保全に関する資料

○ 既存完成図（ＣＡＤデータ）の修正を行う。

要の場合、オリジナルファイルも提出する。

ＣＡＤデータの提出（ ○ 要（ 1部） ○ 不要 ）

○ 提出部数 （原図サイズ ○ Ａ１ ○ Ａ３ 、複写図 1部）

工事設計図
令和 年 月（全 枚）

Ⅰ．工事概要

1．工事場所

2．建物概要

（（注）延べ面積は建築基準法による表記 ）

建 物 名 称

工建物別及び屋外 事 種 別

屋 外

一式

一式

工 事 種 目

○ 電灯設備

○ 動力設備

○ 電熱設備

○ 雷保護設備

○ 受変電設備

○ 電力貯蔵設備

○ 発電設備

○ 構内情報通信網設備

○ 構内交換設備

○ 映像・音響設備

○ 拡声設備

○ 誘導支援設備

○ テレビ共同受信設備

○ 監視カメラ設備

○

○

○

○ 駐車場管制設備

○ 防犯・入退室管理設備

○ 自動火災報知設備

○ 中央監視制御設備

○ 情報表示設備

○ 構内通信線路

○ テレビ電波障害防除設備

○

○ 構内配電線路

Ⅱ．工事仕様

1．共通仕様

○「公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）（平成31年版）」（以下「改修標準仕様書」という。）

○「公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）（平成31年版）」（以下「標準図」という。）

2．特記仕様

特記仕様書

備 考
延 べ 面 積 消防法施行令

別表第一の区分（ m ）
2

新築

構 造 階 数

3．工事種目（●印の付いたものが対象工事種目）

１）図面及び本特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の下記仕様書等のうち、

●印の付いたものを適用する。

項目及び特記事項は、●印の付いたものを適用する。

○適用区分

○環境への配慮

○ 50Hz ○ 60Hz

重要機器

屋上及び塔屋

重要機器一般機器 一般機器

設計用標準水平震度

設置場所

2.0

1.5

1.0

2.0

1.5

1.0

2.0

1.5

1.5

1.5

1.0

0.6

2.0

1.5

1.0

1.5

1.0

1.0

0.6

1.0

1.5

1.0

1.5

2.0

1.0

1.0

1.5

0.4

0.6

1.0

0.6

1.0

1.5

0.6

0.6

1.0

中間階

機器種別

機器

防振支持の機器

水槽類

機器

防振支持の機器

水槽類

機器

防振支持の機器

水槽類

○ 特定の施設 ○ 一般の施設

○機材の品質等

電気工事士○

○○足場その他

電源周波数○

○耐震措置

○ 内部足場（ ○ 種 ○ 種 ） ○ 外部足場（ ○ 種 ○ 種 ）

上層階、

地下、1階

【備考】・上層階とは2～6階建の場合は最上階、7～9階建の場合は上層2階、10～12階建の場合

は3階、13階以上の場合は上層4階とする。

電動機出力（kW）

規約効率（％）

0.4

86.0

0.75

88.5

1.5

92.0

2.2

93.0

3.7

94.0

5.5

94.0

7.5

94.5

11

94.5

15

95.0

18.5

95.5

22

95.5

30

95.5

37

95.5

45

95.5

○電線本数、管路等

○フラッシュプレート

○金属管の塗装

○

天井仕上げ表示○

○発生材の処理等

○養生

○はつり

○工事写真

○施工図等

インバータ装置の規約効率

【備考】(1)規約効率は、JEM-TR 245 「汎用インバータの規約効率」により算出した値とする。

(2)規約効率は、JIS C 4212 「高効率低圧三相かご形誘導電動機」の定格電圧200V、

IP4X、6極、50Hzの電動機を駆動したときの値とする。

機器製作図 一式

制御システム図 一式

試験成績書 一式

機器・配管固定の施工図 一式

○

○完成図等

施工調査

○仮設備工事

○

○

○

機器取付高さ

接地極

他工事との工事区分

項 目 特 記 事 項

項 目 特 記 事 項 項 目 特 記 事 項

・中間階とは地階、1階を除く各階で上層階に該当しないもの

床上～中心

〃

鏡上端～中心

名 称 測 点 取付高［mm］

150

〃 （踊場）

〃 （鏡上）

2,100～2,300

2,000～2,500

床上～中心

〃

〃

〃

台上～中心

1,300

1,100〃 （多機能トイレ）

スイッチ

コンセント（一般）

〃 （和室）

〃 （台上） 150～200

床上～中心 900

地上～中心

300

150

ブラケット（一般）

照
明
・
コ
ン
セ
ン
ト

〃 （車椅子用）

引込開閉器（低圧）

300

〃

〃

1,500開閉器箱

電磁開閉器用押しボタン

地上～中心

地上～給油口

600

1,000

接地極埋設標

給油ボックス

1,500

1,300発信器（出退表示用）

〃

〃

〃 1,300

（天井高）×0.9

（天井高）×0.9

親時計

アッテネータ

子時計､スピーカ

1,500（上端1,900以下）

情報表示盤、出退表示盤

〃

〃

〃

〃

〃

900

1,800

1,300

外部受付用インターホン子機

呼出ボタン（多機能トイレ）

復帰ボタン（ 〃 ）

廊下表示灯（ 〃 ）

天井下～上端

2,000

床上～操作部

床上～中心

〃

〃

〃

1,500

800～1,500

800～1,500

800～1,500発信機

副受信機

警報ベル

火報受信機（複合盤）

機器収容箱

〃 2,100

液化石油ガス検知器

端子盤（EPS・電気室）

端子盤（一般室内）

インターホン

ベル、ブザー、チャイム

集合保安器箱

電話機

床上～中心

床上～下端

天井下～上端

〃

〃

200

200

1,300

1,300

2,300

2,300

テレビ機器収容箱

〃

床上～中心

〃

床上～中心

300

300

150

テレビ端子直列ユニット（一般）

〃 （和室）

電
力
機
器

通
信
機
器

防
災
機
器

床上～中心 1,500（上端1,900以下）分電盤､OA盤、制御盤､実験盤

積算計器 地上～窓中心

1,800～2,200

1,800～2,000

表示灯（自火報用）

床上～上端

「標準図」による。

【備考】天井高3,000mm以上の場合及び上記取付高さでは機器の使用に支障がある場合は、監督

職員と協議する。

表－２ 接地極一覧表

接地の種類

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

Ｓ・ＳＲＣ造はりの貫通部

ＲＣ造はりの貫通部

ＲＣ造床・壁の貫通部

床デッキプレートの貫通部

軽量鉄骨下地天井・壁の開口部

墨出し

穴埋め補修

小便器用節水装置の制御盤以降の配管配線

煙感知器から連動制御盤を経て防煙ダンパに至る配管配線

別途自動制御盤と制御盤間の信号線の配管配線（接地共）

制御盤から別途自動制御盤への電源用配管配線（接地共）

機器付属の制御盤への電源供給及び信号線の配管配線（接地共）

別途機器付属の制御盤以降の配管配線（接地共）

別途機器等への接続（直接に接続するもの）

床天井点検口

防油堤

配線ピット及び蓋

機器の基礎

特記した基礎

架台、アンカーボルト

屋内設置

上記以外用

防火区画等貫通部 スリーブ

補強

スリーブ

補強

型枠

型枠

補強

補強

補強

スリーブ

補強・スリーブ

自動扉及び電動シャッターなどの制御装置に至る一次側電源配管配線

天井吊り形FCU及び全熱交換形換気扇と操作スイッチとの渡り配管配線（接地共）

電気設備工事 建築工事機械設備工事

表－３ 他工事との工事区分表

開
口
部
・
貫
通
部

他工事との取合い

補強を要する切込み

補強を要しない切込み

屋上設置（架台、アンカーボルトを除く。）

屋外設置（架台、アンカーボルトを除く。）

既製間仕切壁の位置ボックス及びその取付け

自動閉鎖装置を取付ける防火戸の切込み、補強及びドアチェック、フロアヒンジ

軽量鉄骨のボックス取付け金具及びその取付け

切込み

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

記 号

Ω以下

10Ω以下

Ω以下

10Ω以下

100Ω以下

10Ω以下

10Ω以下

10Ω以下

10Ω以下

100Ω以下

100Ω以下

Ω以下

Ω以下

接地抵抗値 接 地 極

Ｌｔ

Ｄｔ

Ａｔ

Ｏ

ｔ

ＬＨ

Ｄ・ＥＬＣＢ

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

Ａ・Ｃ・Ｄ

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ○ 共同接地

○ 共同接地

○ Ａ種

○ Ｂ種

○ Ｃ種

○ Ｄ種

○ Ｄ種

○ 高圧避雷器用

○ 交換装置用

○ 通信用（10Ω）

○ 通信用（100Ω）

○ 測定用

○ 電話引込口の保安器

EB( D=14, L=1,500 又は W=40, L=1,200 )×3連－ 組

EB( D=14, L=1,500 又は W=40, L=1,200 )×3連－ 組

EB( D=14, L=1,500 又は W=40, L=1,200 )×3連－ 組

EB( D=14, L=1,500 又は W=40, L=1,200 )×3連－ 組

EB( D=14, L=1,500 又は W=40, L=1,200 )×3連－ 組

EB( D=10, L=1,000 又は W=30, L=900 )×1

EB( D=14, L=1,500 又は W=40, L=1,200 )×3連－ 組

EB( D=14, L=1,500 又は W=40, L=1,200 )×3連－ 組

EB( D=14, L=1,500 又は W=40, L=1,200 )×3連－ 組

EB( D=14, L=1,500 又は W=40, L=1,200 )×3連－ 組

EB( D=10, L=1,000 又は W=30, L=900 )×1

EB( D=10, L=1,000 又は W=30, L=900 )×1

EB( D=10, L=1,500 又は W=30, L=1,200 )×1

２）機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合は、機械設備工事及び建築工事はそれぞれの特記仕様書を適用する。

なお、機械設備工事の特記仕様書は（ ／ ）図、建築工事の特記仕様書は（ ／ ）図による。

○ 風圧力

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。

風速（Vo= ）

地表面粗度区分（ ）

○ 積雪荷重

建設省告示第1455号における区域 別表（ ）

（１）「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」に基づく特定調達物品等に関す

（２）建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると共

に、次の①から④を満たすものとする。

（３）設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分において、「規制対象外」と

は次の①又は②に該当する材料を指し、同区分「第三種」とは次の③又は④に該当する

材料を指す。ただし、設計図書に規定がない場合は、監督職員と協議する。

○ 別契約の関係受注者が定置したものは無償で使用できる。

最大電力が500kW以上の場合においても、第一種電気工事士により施工を行うものとする。

○ 本工事で設置する。

「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガイドライン

の別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における2の(2)手すり据置き

方式又は(3)手すり先行専用足場方式により行う。

設備機器の固定は、次に示す事項を除き、「建築設備耐震設計・施工指針 2014年版」（国土

交通省国土技術政策総合研究所・独立行政法人建築研究所監修）による。

なお、施工に先立ち、耐震強度計算書を監督職員に提出し、承諾を受けるものとする。

（１）設計用水平地震力

機器の重量［kgf］に、設計用標準水平震度を乗じたものとする。

なお、図面に記載のない場合の設計用標準水平震度は、次による。

重要機器は次のものを示す。

○ 配電盤 ○ 発電装置（防災用） ○ 直流電源装置 ○ 交流無停電電源装置

○ 交換機 ○ 自動火災報知受信機 ○ 中央監視制御装置 ○

（２）設計用鉛直地震力

設計用水平地震力の1／2とし、水平地震力と同時に働くものとする。

分電盤、制御盤、端子盤等の2次側以降の配線経路、電線太さ、電線本数、管径等は、図面と相

違しても差し支えない。ただし、相違する場合は監督職員の承諾を受ける。

フラッシュプレートが図面に記載がない場合は、

下記の露出配管は塗装を行う。

○ 屋外 ○ 屋内（ ）

三相可変速運転用インバータ装置の規約効率は、次の数値以上とする。

図面において、（ ）書きの室名は直天井の室を示し、それ以外は二重天井の室を示す。

引渡しを要するもの以外は、構外に搬出し適切処理とし、搬出処理費は本工事とする。

既存部分の養生は、「改修標準仕様書」第１編第１章による。

はつり工事は、事前に走査式埋設物調査を行い、監督職員に報告すること。

本工事で作成する施工図等のうち、次の原図及びその複写図（１部）を監督職員に提出する。

ただし、製作図等で原図として提出ができないものは、原図に代わるものとしてよい。

なお、施工図等の著作権に係る当該建築物に限る使用権は、発注者に移譲する。

事前調査（ ○ 本工事 ○ 別途 ）

調査項目（ ○ 既存資料調査 ○ ）

調査範囲（ ○ 図示 ○ ）

調査方法（ ○ 図示 ○ ）

4．指定部分 ○ 無 ○ 有（対象部分 ）

○「公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）（平成31年版）」（以下「標準仕様書」という。）

工事写真は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「工事写真の撮り方 建築設備編」（編集：

（一社）公共建築協会、発行：（一財）地域開発研究所）によるほか、監督職員の指示による。

壁付、壁掛形の機器等の標準取付高さは、図面に記載がない場合は下表による。

表－１ 機器標準取付高さ

他工事との工事区分が、図面に記載がない場合は下表による。

照明器具、幹線等のつりボルト用インサート

図面に記載がない場合は、表－１「機器標準取付高さ」による。

図面に記載がない場合は、表－２「接地極一覧表」による。

図面に記載がない場合は、表－３「他工事との工事区分表」による。

○ 金属製（ステンレス、新金属を含む。） ○ 樹脂製 とする。

① 品質及び性能に関する試験データが整備されていること。

② 生産施設及び品質の管理が適切に行われていること。

③ 安定的な供給が可能であること。

④ 法令等で定めがある場合は、その許可、認可、認定又は免許を取得していること。

⑤ 製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

⑥ 販売、保守等の営業体制が整えられていること。

る判断の基準は、「環境物品等の調達の推進に関する基本方針（平成25年２月閣議決定）」

による。

ルデヒド発散建築材料以外の材料

① 建築基準法施行令第20条の７第１項に定める第一種、第二種及び第三種ホルムア

クルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、

断熱材、塗料、仕上塗材は、アセドアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発

散が極めて少ない材料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の

区分に応じた材料を使用する。

① 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティ

② 接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材

料を使用する。

③ 接着剤は、可塑性（フタル酸ジ－ｎ－プチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシ

④ ①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホルムア

材料を使用したものとする。

ルデヒド、アセドアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない

ル等を含有しない難揮発性の可塑剤を除く。）が添加されていない材料を使用する。

② 建築基準法施行令第20条の７第４項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

③ 建築基準法施行令第20条の７第１項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料

④ 建築基準法施行令第20条の７第３項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

品質及び性能等を評価している機材は、その機関が発行する品質及び性能等が評価され

いて評価された品質及び性能等の資料は、監督職員への提出を省略することができる。

たことを示す書面の写しを、監督職員に提出し承諾を受けることにより、その機材につ

埼玉県深谷市小前田地内

揚水機場 木造+RC 15

揚水機場

地下 階 地上２階

※コア抜きの際は、ダイヤモンドカッターを使用すること。

工事名

図面名

年月日

尺 度 図面番号

会社名

事業所名 関東農政局 荒川中部農業水利事業所

NONE

電気設備仕様書

一式

一式

AE-01

令和４年度 荒川中部農業水利事業
花園揚水機場改修その２工事

令和４年度 荒川中部農業水利事業
花園揚水機場改修その２工事



事業所名 関東農政局 荒川中部農業水利事業所

S=NS

花園揚水機場改修その２工事
令和４年度 荒川中部農業水利事業

会社名

図面番号尺 度

年月日

図面名

工事名

3

4

E

ケーブル配線

2P15Aｘ1E付抜け止めコンセントE

水銀灯1000形相当

F ～200V
100V

LED 重耐塩害型

メタルハライドランプ400形相当

投光器

直付天井灯

1P15Aｘ1防水形スイッチ

天井取付保安灯LED照明器具

(WP)

～200V
100V

LEDC2

LSS9MP/RP-4-30-LN

名 称 備 考

C4 LRS6-2-15-LNLED
100V
～200V

～200V
100V

LED LRS6-4-48-LNC3

LRS6-4-37-LN

LPJ1W-180-LJ

492lm光束：
カバー：アクリル

昼白色（5000K）、Ra83
光源寿命：40000時間（光束維持率70％）

100V LEDSP-3

（製造者標準品とする）

明るさセンサ付

防雨型

人感センサ

プラスチック

60形電球相当

壁縦取付LED照明器具 センサ付

壁横取付

電圧検知型

E+ET付2P15Aｘ2防水コンセント2ET-WP

2E

2P20A-E

電灯設備 凡例 器具姿図

非常灯

K1-LRS11-2～200V
100V

LED

～200V

記号

100V
LED

備 考公共施設照明記号電圧 ランプ仕様

照明器具姿図

ランプ仕様電圧 公共施設照明記号 備 考記号

LSS1-4-23-LN LED～200V
100V

LED
100V
～200V

記号 備 考公共施設照明記号電圧 ランプ仕様

LED
100V
～200V LRS1-08-LN

（製造者標準品とする）

A1 B1 LSS9-4-23-LN

LSS9-4-30-LNB2
100V
～200V LED

LSS9-4-65-LNB3
100V
～200V LED

LED～200V
100V

B5

LED～200V
100V

B4 LSS9-2-15-LN

C1 LRS6-4-23-LNLED
100V
～200V

D

30分型

階段灯非常照明

I K1-LBF11-LN～200V
100V

LED

ELSR1AM-170-LJ

G H LED
100V
～200V K1-LSS11-2

非常灯

SP-

LED
100V
～200V

LED
100V
～200V 無線調光

無線調光

電源装置内蔵

Ｗ＝220

昼白色（5000K）、Ra83
光源寿命：40000時間（光束維持率85％）
本体：亜鉛鋼板、反射板：鋼板

SP-1-2仕様SP-1-1

6680lm光束：
5040lm光束：SP-1-1

SP-1-2

SP-2
1-1

1-2
SP-

（製造者標準品とする）

LED100V

光源寿命：40000時間（光束維持率85％）
昼白色（5000K）、Ra83

カバー：プラスチック

タッチレススイッチ付
電源装置内蔵

光束：980lm

適用灯具寸法(mm)：1,400x200未満
材質：ガード・取付金具：鋼製

ガード金具参考図

壁付非常灯取付参考図

30分型 30分型

K1-LSS11-2

〈A〉 SS 250x250x250

壁取付面
P.BOXP.BOX

非常灯 非常灯

K1-LSS11-2：

A2 LSS1-4-48-LNLED
100V
～200V

AE-02

記 号

凡 例

LED照明器具

分電盤

LED照明器具

LED照明器具

LED照明器具

LED照明器具

LED照明器具

壁縦取付

ダウンライト

非常灯

階段灯

壁横取付

天井取付

天井取付

天井取付

パイロットランプ

スイッチ

スイッチ

スイッチ

1P15Aｘ1

3W15Aｘ1

4W15Aｘ1

コンセント

コンセント

コンセント 200V用

E付2P15Aｘ1

2P15Aｘ2E付

2P20Aｘ1E付

立上げ・引下げ配管配線

配管配線 隠ぺい

ジョイントボックス

プルボックス

床隠ぺい配管配線



24

23

7

SW
（ON表示付）

導水水路投光器用

LED(200)x1

ELCB2P20AT
予 備

20
0
V タイマ－

２４時間タイマ
（停電補補償付）

電力計付遠隔制御盤電源
1,000

電気温水器－１1,100

F

9

屋外電灯点滅回路

ＭＣ

ソ－ラ－ＴＭ

OFF

A M

MCCB2P20AT

ELCB2P20AT

200

200

10

8

200

200

AE-03

18,835kVA

EM-CET38sq

EM-CET38sq

1φ3W200V/100V

N P

操作室

予 備

MCCB2P20AT L200 190

倉庫 更衣室 湯沸室 廊下

LED(10)x1 LED(30)x6

ELCB2P20AT L 400

屋外ポール灯,導水水路投光器用

LED(100)x2

テレビ増幅器

ELCB2P20AT

右図参照

予 備

L

ＷＨ

7

7

26

予 備
25

ELCB2P20AT 100

35

ケ－ブルは下部側より

備 考負 名荷名室表
量負 荷 容

(VA)別
代

圧電
（Ｖ）

回路
番号

しゃ断器定格
種

L-1

盤形式 自立形

定格種別

主幹器具

負荷合計

1φ3W200V/100V

MCCB3P

幹線

事業所名 関東農政局 荒川中部農業水利事業所

S=1/100

花園揚水機場改修その２工事
令和４年度 荒川中部農業水利事業

会社名

図面番号尺 度

年月日

図面名

工事名

電灯設備 盤結線図

540200

200

200

200

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

L

L

L

L

L LED(5)x7

LED(10)x9 LED(20)x1

全熱交換器電源

事務室

F 700

700F

操作室 事務室

コンセント－3

コンセント－4

操作室 事務室

300

400

MCCB2P20AT

MCCB2P20AT

MCCB2P20AT

MCCB2P20AT

MCCB2P20AT

MCCB2P20AT

ELCB2P20AT

ELCB2P20AT

MCCB2P20AT

MCCB2P20AT C

C

C

事務室

コンセント－1

（コピー機）

1,000ELCB2P20AT

操作室

C

C

C 1,000

事務室

事務室

1,000

1,000

F

C

C

C

C

C 300

500

湯沸室

MCCB2P20AT

MCCB2P20AT

MCCB2P20AT

MCCB2P20AT

ELCB2P20AT

ELCB2P20AT

コンセント（OA用）

コンセント（OA用）

ELCB2P20AT

倉庫 更衣室 湯沸室 男女便所

換気扇用コンセント－5500

ELCB2P20AT

ELCB2P20AT

1,000

コンセント－21,000

500MCCB2P20AT

MCCB2P20AT 400

コンセント－3

電気室 ホール 倉庫 便所

自動水栓－1

自動水栓－2

350ELCB2P20AT

換気扇用コンセント－4

書庫 倉庫

400

C

F

C

C

ELCB2P20AT

ELCB2P20AT

外部コンセント－3
C 300

ポンプ室

コンセント－5500C

ELCB2P20AT

MCCB2P20AT

100

予 備

1

2

3

4

5

6

8

7

100Vは1E、200Vは2Eとする。
１ 分岐回路において30Ａ以下の配線遮断機、漏電遮断機は、2P（1P協約形1Pサイズ）とする。

注記

9

11

10

男子便所

全熱交換器電源

LED(10)x5 LED(20)x1 LED(40)x1

女子便所 男子便所

110

引込盤より

２ 分電盤上下部に配線ダクト付きとする。

12

13

コンセント－2

14

15

1

3

2

2

3

階段室

30L2001

ｎ３

１ ２

コンセント－3

倉庫 更衣室 廊下

n

4

16

17

18

19

800

2,
70

0

分電盤．動力盤参考外形図

４ 特記なきELCBは感度電流30mA、動作時間0.1sとする。

３ 幹線は、端子台受けとする。

ELD

ED

100AF/100AT

指定色塗装

鋼板製

電灯分電盤

20

N P

（P-1）

動力分電盤
（L-1）

電灯分電盤

配線ダクト配線ダクト

800

LED(40)x11 LED(210)x2

ポンプ室

860

LED(30)x17 LED(50)x2

電気室 書庫 倉庫

610

MCCB2P20AT

LED(40)x6 LED(50)x6

操作室 事務室

LED(30)x1

400

5

電子ボタン電話装置電源

電気室 書庫

コンセント－1

湯沸室

コンセント－3

コンセント（OA用）

女子便所

ポーチ 玄関 ホール 便所

ＩＨコンロ用コンセント

湯沸室

2,000CELCB2P20AT6

21

1F,2F非常灯

110

22



ホール

2,
30

0

2
50
0

1
90
0

19
0
0

廊下25
00

5460

400

EX
P-

J

LKJIHF G

Y1

2730 2730

1000

3640

GL

9
90

0

21
00

最高高さ

37
00

7
80
0

38
00

軒高

TP 91.30

TP 91.00

2FL

1FL

EX
P-

J

最高高さ

FWL 87.82

HWL 86.79

LLWL 85.52

2521 1145 1498

600 3666 3498 2000 2650 700

5764 4000 3350

5200 5200

600 4950

6150

600

AE-04

事業所名 関東農政局 荒川中部農業水利事業所

断面図

S=1/100

花園揚水機場改修その２工事
令和４年度 荒川中部農業水利事業

会社名

図面番号尺 度
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電動スチールシャッター

161514871 2 3 4 5 6 9 10 11 12 13

L

K

J

I

H

G

F

E

D

C

B

A

X3X2X1

Y3

Y4

Y1

Y2

歩廊

男子便所

電気室

物入

倉庫

書庫

ポンプ室

UP
ホール玄関

4
00

1
24
0
0

39
00

54608190

13650

54
60

45
5
0

1
00
1
0

52005200

10400

5
55
0

29
50

（屋外形）幹線結線図

（製造者標準品とする）

動力盤
P-1

電灯盤
L-1

ED ED
(ELCB)

〈C〉
拾い根拠図

GL+(0.8）

(1.5）+GL-（1.0）

(0.9） 1.
7

2
.0

(1.0)

(1.0)

2F床下り0.2
H=3.6

(2.1）

0.9

0.7

0.5

(2.1）

(2.1）

H=3.7
床下り0.2

(1.4）

(1.4）

(1.5）+(0.2)

(1.5）+(0.2)

222

24

200

505

1
0
3
0

1
0
0
0

EM－CET38sq E8sqx2(E51)

EM－CET38sq(E51)

EM－CET38sq E8sqx2(E51)

EM－CET38sq(E51)

EM－CET38sq E8sqx2(E51)

EM－CET38sq(E51)

EM－CET38sq E8sqx2(E51) EM－CET38sq(E51)

電灯引込

動力引込

引込開閉器盤（屋外形）参考図

500

：SS P.BOX 500ｘ500ｘ300（A）

電灯・動力幹線設備1階平面図 S=1/100 電灯・動力幹線設備2階平面図 S=1/100

エントランスキャップ
低圧ラック低圧ラック

エントランスキャップ

EM－IE8sq

1F

動力分電盤
(P-1)

電灯・動力幹線設備各階平面図

EM-IE8sqx2(VE22)

EM－IE8sqx2(VE22)

EM－IE8sqx2(VE22)

EM-CET38□(G42)

(L-1)
電灯分電盤

引込(架空)
1φ3W210V/105V
東京電力東京電力

3φ3W210V
引込(架空)

引込(架空)
3φ3W210V

東京電力

東京電力
1φ3W210V/105V

引込(架空)

エントランスキャップ

〈C〉

プルボックスサイズ

：SS P.BOX 500ｘ500ｘ300

幹線系統図

引込開閉器盤

2F

EM－IE8sq

EM－CET38sq (G42)

EM－CET38sq (G42)

ED(ELCB)

120A用 120A用

14.64kW容 量 16.72kVA

2F操作室

P-1

設置場所

盤 名 称 L-1

2F操作室

ED(ELCB)

EM－CET38sq (G42)

EM－CET38sq (G42)

ED

1φ3W 100/200V
電灯引込(架空)

エントランスキャップ

エントランスキャップ

動力引込(架空)
3φ3W 100/200V

3φ3W 200V
1φ3W 100/200V
東電引込口

ＷＨＭメーター（別途）

低圧ラックx2ＷＨＭ

100AF/100AT
MCCB 3P

EM-CET38□(G42)

ＷＨＭ

工事名

図面名

年月日

尺 度 図面番号

会社名

令和４年度 荒川中部農業水利事業
花園揚水機場改修その２工事

S=1/100 AE-07

関東農政局 荒川中部農業水利事業所事業所名



0.75

ELCB

別途盤

その他ブザ－運転 停止 故障運転 停止

示表作操停止

故障停止運転停止御スイッチ 等チッイス
事記動連

示表

運転

作操操作制

御方式

操作制

方式

始動
分岐器具

容量 Ｋｗ号記略称名

荷負 考備

別 途 操 作

主幹器具 結 線 図
式形

称名盤

AE-08

工事名

図面名

年月日

尺 度 図面番号

会社名

令和４年度 荒川中部農業水利事業
花園揚水機場改修その２工事

S=NS

関東農政局 荒川中部農業水利事業所事業所名

ELCB3P30AT用

（AE-07姿図参照）

MCCB2P15AT

PL

0.1FS-1A

操作室

２階

V形

Ｐ-1

ACP-2

6.27

分電盤と列盤とする

４．自動時に他の機器を連動させる場合は試験運転時には連動させない

ELCB3P15AT

EM-CET38sq

ポンプ室 換気扇

スペース

計 14.64kW

運転時

Ｉ

Ｉ

ポンプ室 換気扇 FE-1B

ポンプ室 換気扇 FE-1A

ポンプ室 換気扇 FS-1B

52 2E

52 2E

52 2E Ｉ4-1B

Ｔｈ3BL
52 2E

電源送り

電源送り

電源送りELCB3P30AT

A ELCB3P30AT電気室 給気ファン 0.75FS-2
52 2E

動 力 制 御 盤

１．制御盤の故障を一括して外部に出力する。

３．タイマースイッチ：２４時間用（停電補償付）

（注 記）

２．制御盤の警報ブザーは、30分間鳴動後、自動停止とすること。 サーモスイッチ
（停電補償付）Ｔi －－

FS-2

FS-1A

FS-1A

FS-1A

運転時
シャッタ－開

運転時
シャッタ－開

運転時
シャッタ－開

運転時
シャッタ－開

運転時
シャッタ－開

シャッタ－開

Ｔｈ
Ｔｉ

Ｔｉ

3B

4-1B

4-1B

4-1B

L

L

L

L

L

ELCB3P15AT

ELCB3P30AT

ELCB3P15AT

ELCB3P15AT

ELCB3P15AT

0.1

0.1

0.1

A

A

A

A

100AF/100AT
MCCB3P

動力設備 盤結線図

3φ3W200V

連動運転Ｉ －－

24hタイマ－

Ｔh －－

Ｌ －－ 直入始動

ACP-1操作室 空調機

Ａ Ｉ電気室 排気ファン FE-2
52 2E

同上電動シャッター

ELCB3P30AT6.27事務室 空調機

SS 0.2ポンプ室 シャッター
ELCB

ELCB

ELCB

ELCB

ELCB

ELCB

ELCB

ELCB

ELCB

同上電動シャッター

警報用電源



EM-CE3.5sq-4Cx9
EM-CEE2sq-3Cx2
EM-CE5.5sq-4Cx2

EM-CE3.5sq-4Cx9
EM-CEE2sq-3Cx2
EM-CE5.5sq-4Cx2

EM-CE5.5sq-4Cx2
EM-CEE2sq-3Cx2
EM-CE3.5sq-4Cx7

(PF22)

EM-CE3.5sq-4Cx5
EM-CEE2sq-3Cx2
EM-CE5.5sq-4Cx2

S 屋外形開閉器盤

１．特記無き配管配線は下記による。

（PF16）EM-IE2.0x2 E2.0

EM-IE2.0x6 E2.0x2（PF22）

EM-IE2.0x3 E2.0（PF16）

(2.1）
(2.1）

1
.1 (0.6）

女子便所

10400

5200 5200

ポンプ室

X1 X2 X3

D
N

D
N

A′A

X3X2

L

K

J

I

H

G

F

E

D

C

B

A

クレーン稼動範囲

電動スチールシャッター

クレーン稼動範囲

クレーンガーター

クレーン走行レール

（手動式チェンブロック）

天井クレーン 1t吊り

161514871 2 3 4 5 6 9 10 11 12 13161514871 2 3 4 5 6 9 10 11 12 13

L

K

J

I

H

G

F

E

D

C

B

A

DN

X1

Y3

Y4

Y1

Y2

X3X2X1

Y3

Y4

Y1

Y2

事務室

歩廊

男子便所

電気室

物入倉庫

書庫

男子便所 湯沸室

ポンプ室 ポンプ室 上部

廊下

倉庫

更衣室

操作室

UP

ホール玄関

4
00

12
4
00

3
90
0

5
46
0

45
50

1
00

10

72806370

13650

54608190

13650
5
46
0

45
50

1
00

10

52005200

10400

3
90
0

5
55

0
2
95
0

12
4
00

52005200

10400

5
55

0
2
95
0

H=2.3

H=7.1

2F床下り0.2
H=3.6

H=3.7
床下り0.2

(1.3）

Th サーモスイッチ 別途

3.サーモスイッチ取付は本工事とする。
(7.1）

7.7

0.5

8
.0

3.
3(H=2.6)

(H=2.6)

(4.1）

1
.7

(H=3.0)

(1.5）

(1.5）(1.5）

0.5

1.5

6.5

(1.5）

1.1

(0.7）
(0.5）

3
.4

1
.1

2.1

9
.7

(0.7） (0.5）

(1.7）

(0.2）
3.9

(0.2）
8.7

(0.2）

8.
9

8.
9

(0.2）

11
.4

工事名

図面名

年月日

尺 度 図面番号

会社名

令和４年度 荒川中部農業水利事業
花園揚水機場改修その２工事

S=1/100

動力設備各階平面図

関東農政局 荒川中部農業水利事業所事業所名

動力設備2階平面図 S=1/100

動力設備1階平面図 S=1/100

AE-09

動力設備1階下部平面図 S=1/100

Th

EM-CEE2sq-3C(PF22) EM-CEE2sq-3C(PF22) EM-CEE2sq-3C(PF22)

配管配線

立上げ・素通し・引下げ

露出

3P15Ax1 E付（接地極付プラグ共）

記 号 名 称

動力制御盤

電源＋制御電動機

動力盤

0.2

SS

EM-CE3.5sq-4C(PF22)

（接点用）
別途

EM-IE2.0x6 E2.0x2(PF22)

EM-IE2.0x6 E2.0x2(PF22)
EM-CEE2sq-3C(PF22)

0.1
FE-1A

電動シャッター付

電動シャッター付

電動シャッター付

FS-1A
0.1

Th

（接点用）
別途

配管配線

隠ぺい配管配線

コンセント

備 考

凡 例

電動機 電源送り

プルボックス

EM-CEE2sq-3C(PF22)

EM-CE3.5sq-4Cx5
EM-CEE2sq-3C

EM-CE5.5sq-4C(PF22)x2

S

丸形貫通処理150φ（床）

P-1

(E63)

2.プルボックスサイズ

〈B〉：P.BOX 300ｘ300ｘ200+O.BOX

注 記

〈B〉

EM-IE2.0x3 E2.0(PF16)

EM-IE2.0x3 E2.0(PF16) EM-IE2.0x3 E2.0(PF16)

電動シャッター付

FS-1B
0.1

0.75
FS-2

(PF22)

EM-CE5.5sq-4C(G22)

6.27

ACP-2
EM-CE5.5sq-4C(G22)

ACP-1

6.27

屋外形開閉器盤
(MCCB3P50AF/NTx2)

丸形貫通処理100φ（壁）

EM-CE5.5sq-4Cx2
EM-CEE2sq-3C
EM-CE3.5sq-4Cx5

EM-CEE2sq-3C(PF22)
EM-IE2.0x6 E2.0x2(PF22)

EM-IE2.0x6 E2.0x2(PF22)

電動シャッター付

FE-1B
0.1

EM-IE2.0x3 E2.0(PF16)

FE-2
0.75

電動シャッター付

(PF22)

(PF22)

EM-CE3.5sq-4Cx2

（接地極付プラグ共） 3P15Ax1
コンセント



(1.5）

(1.0）
(1.0）

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

18.8

8.0 6.5

1.0

(1.5）

5.6

1.0

15.5

9.9

4.
5

4
.8

2
.4

4.
5

1
.2

6.
0

15.5

TB-SS1

TB-SG1

TB-SG1

TB-SS1

TB-SG1

(0.5）+（1.0）

3.
5

2.
0

6.
9

1.5

(2.6）

1.5

1.5(1.0）

(1.0）

1.
0

1.
0

1.5

(0.5）+（1.0）

H=3.6
H=3.7

(2.6）

(3.7）

(3.7）

(1.0）

(1.0）

1.
0

1.
0

R=5.1ｍ

導線2.0 x13 条(VE28) 導線2.0 x13 条(VE28)

導線2.0 x13 条

導線2.0 x13 条

導線2.0 x13 条FL+2,500までVE管にて保護とする。
導線2.0 x13 条(VE28)

拾い根拠図

(1.5）

1.0
1.5

2.
0

(1.0）

(1.0）

(1.0） (1.0）

1.0

(1.5）

1.
5

1.0

1.0

1.0

(1.5）
(1.0）

(1.0）

1.5

2.
0

EL

EL

EL

EL

雷保護設備1階平面図 S=1/100 雷保護設備2階平面図 S=1/100 雷保護設備屋根伏図 S=1/100

13650

EL

EL

EL EL

EL

EL

導線2.0 x13 条

EM-IE14sq

テレビアンテナ

支持管A

10400

雷保護設備 各階平面図

45
50

5
46
0

1
00

10

X3X1

161

陸屋根

D
N

D
N

事業所名 関東農政局 荒川中部農業水利事業所

AE-10S=1/100

花園揚水機場改修その２工事
令和４年度 荒川中部農業水利事業

会社名

図面番号尺 度

年月日

図面名

工事名

X3X2

クレーン稼動範囲

電動スチールシャッター

クレーン稼動範囲

クレーンガーター

クレーン走行レール

（手動式チェンブロック）

天井クレーン 1t吊り

161514871 2 3 4 5 6 9 10 11 12 13161514871 2 3 4 5 6 9 10 11 12 13

L

K

J

I

H

G

F

E

D

C

B

A

計装盤カラープリンタ
カメラ監視端末

DN

X1X3X2X1

Y3

Y4

Y1

Y2

事務室

歩廊

男子便所

電気室
物入

倉庫

書庫

男子便所

女子便所

湯沸室

ポンプ室

ポンプ室 上部

廊下

倉庫

更衣室

操作室

UP
ホール玄関

4
00

12
4
00

3
90
0

72806370

13650

54608190

13650

52005200

10400

52005200

10400

5
55

0
2
95
0



161X1

TP 91.50

TP 91.20

2FL

軒高

1FL
GL

2FL

軒高

パラペット天端

1FL
GL

銅線 2.0 × 13本 (VE28) 立上げ立下げ露出配管

銅線 2.0 × 13本 (PF28) 立上げ立下げ埋設配管

2,
50

0

5,100

AE-11

EL

EL

銅線 2.0 × 13本

銅線 2.0 × 13本 （露出配線）

Ｔ形接続端子

躯体部：埋込型 ステンレス製 TB-SG1試験用用端子箱

設計基準

保 護 レ ベ ル ：

A型接地極（板状）

構造体利用 ・ 鉄筋 （平均間隔20m）

回転球体法（R=45m）

接 地

引下導線

受雷部

方 式システム

「建築物等の雷保護」の外部雷保護システムを適用する。

※ 避雷設備は、JIS A 4201-2003

TB-SS1試験用用端子箱 木造部：露出型 ステンレス製

接地銅板 1.5t × 600 × 600

R=45ｍ

R
=4
5ｍ

R
=4
5ｍ

雷保護設備西立面図 S=1/100

雷保護設備南立面図 S=1/100

支持管A

R=45ｍ

EL

EL

EL

EL EL

EL

テレビアンテナ

55° 55°

15
00

5
,
0
0
0

ELELELEL

工事名

図面名

年月日

尺 度 図面番号

会社名

令和４年度 荒川中部農業水利事業
花園揚水機場改修その２工事

S=1/100

関東農政局 荒川中部農業水利事業所事業所名

雷保護設備 立面図

10010 12400400

6100 13650

40
0

21
0
0

99
00

2
10
0

99
00

60
0

77
50

7
15
0

31
50

37
00

30
0

3
70

0

78
00

38
0
0

60
0

77
5
0

7
15
0

31
50

37
0
0

30
0

3
70
0

78
0
0

3
80

0

40
0

EL

側壁形 SUS-5

突針 国土交通省型 LR-1 （銅製）

支持管A：

（クランプ端子ｘ2）

記号 名 称

凡 例

鉄筋用接続端子

銅線接続端子

導線取付金物 水平＠=600 垂直φ=1000

水切端子 (黄銅クロムメッキ)

Y4A Y1

L

TP 91.50

TP 91.20

2FL

軒高

パラペット天端

1FL
GL

2FL

軒高

1FL
GL

最高高さ

最高高さ



事業所名 関東農政局 荒川中部農業水利事業所

S=NS

花園揚水機場改修その２工事
令和４年度 荒川中部農業水利事業

会社名

図面番号尺 度

年月日

図面名

工事名

AE-12

構内交換・テレビ共同受信設備 凡例・系統図

電話主装置（別途） 保安器収納箱
操作室

2分配器

機器収容箱

EM-5C-FB(PF22)

(TVT-2)

CS・BS・UF-1WE増幅器

増幅器
SH-D2
CS・BS・UF-1WE

C (PF22)x2

配管配線 床隠ぺい

防雨入線プレート

TVT-2機器収容箱

SH-7F直列ユニット

(E25)(E25)

配管配線 露出

配管配線 立上げ・引下げ

丸形貫通処理材100φ（床）

テレビアンテナ

2分配器

電話用ボックス

電話主装置（別途）

保安器収納箱

プルボックス

ジョイントボックス

SH-D2

アンテナマスト
側壁形(SUS) A:2.0m

AU-2 20E

H=1,300

露出形 5回線スペ－ス付

角形ノズルプレート付

隠ぺい配管配線

1F

2F

防雨入線プレート

地デジ
テレビアンテナ
AU-2 20E
ｱﾝﾃﾅﾏｽﾄ
側壁形(SUS) A:2.0m

EM-7C-FB(PF22)

事務室

EM-7C-FB(PF22)

EM-5C-FB(PF22)

備 考

凡 例

記 号 名 称

EXP.J EXP.J

EM-IE5.5sq(PF16)

（打合せ台）
ポーチ

２.プルボックスサイズ

〈A〉：P.BOX 250ｘ250ｘ250+O.BOX

C C (PF16)C

注 記

１．特記無き配管配線は下記による

C

３.構内交換設備機器は別途工事とする。

（ドアホン用）

〈A〉

C C
C (PF22)

歩廊

〈A〉

ED

C (PF22)x2

引込(架空)NTT

操作室

低圧ラック

C (PF22)

テレビ共同受信設備系統図構内交換設備系統図

2F

1F

C (PF22)x2

ポンプ室
書庫 電気室



防雨入線プレート

防雨入線プレート

EM-5C-FB(PF22)

EM-5C-FB(PF22)

EM-5C-FB(PF22)

CS・BS・UF-1WE

SH-D2

増幅器
(TVT-2)

機器収容箱

2分配器

EM-5C-FB(PF22)

H=2.3

H=7.1

2F床下り0.2
H=3.6

H=3.7
床下り0.2

(1.0） (3.0）

4.2(1.7）

0.5

1
2.
0

1
0.
9

(7.1）

5
.8

(1.6）

(2.3）

(1.3）

(1.3）
7.5

(2.3）

5.
8

10.9

(1.6）

13.5

18.3

2.0

(3.6）

(0.5）

(0.5）

(0.5） (1.2）

(1.2）0
.8

0.
8

3.6

(1.2）

1.0

電話主装置（別途）

(0.9）

(0.9）

保安器収納箱

(2.0）

丸形貫通処理100φ（壁）

(E25)x2

フリーアクセス内 フリーアクセス内

３.構内交換設備機器は別途工事とする。

丸形貫通処理材100φ（床）

EM-IE5.5sq(PF16)EM-IE5.5sq(PF16)
ED

EM-7C-FB(PF22)

C C (PF16)C

：P.BOX 250ｘ250ｘ250+O.BOX〈A〉

２.プルボックスサイズ

構内交換・テレビ共同受信設備1階平面図 S=1/100

構内交換・テレビ共同受信設備2階平面図 S=1/100

EM-7C-FB(PF22)EM-7C-FB(PF22)

C (PF16)x2
C (PF22)

〈A〉

地デジ
テレビアンテナ
AU-2 20E
ｱﾝﾃﾅﾏｽﾄ
側壁形(SUS) A:2.0m

C (PF16) C (PF16)

C

H=1,300
C

C

C

CC
(PF22)

C (PF22)x2

C (PF22)C (PF22)x2

C (PF22)
C (PF16)x2

H=1,300

H=1,300

ドアホン用

H=1,300

C (PF22)x2

AE-13

NTT引込口

低圧ラック

１．特記無き配管配線は下記による

注 記

10400

構内交換設備1階下部平面図 S=1/100

5200 5200

X1 X2 X3

ポンプ室

D
N

D
N

事業所名 関東農政局 荒川中部農業水利事業所

構内交換・テレビ共同受信設備各階平面図

S=1/100

花園揚水機場改修その２工事
令和４年度 荒川中部農業水利事業

会社名

図面番号尺 度

年月日

図面名

工事名

X3X2

L

K

J

I

H

G

F

E

D

C

B

A

クレーン稼動範囲

電動スチールシャッター

クレーン稼動範囲

クレーンガーター

クレーン走行レール

（手動式チェンブロック）

天井クレーン 1t吊り

161514871 2 3 4 5 6 9 10 11 12 13161514871 2 3 4 5 6 9 10 11 12 13

L

K

J

I

H

G

F

E

D

C

B

A

DN

X1

Y3

Y4

Y1

Y2

X3X2X1

Y3

Y4

Y1

Y2

事務室

歩廊

男子便所

電気室

物入

倉庫

書庫

男子便所

女子便所

湯沸室

ポンプ室

ポンプ室 上部

廊下

倉庫

更衣室

操作室

UP

ホール

玄関

4
00

12
4
00

3
90
0

5
46
0

45
50

1
00

10

72806370

13650

54608190

13650
5
46
0

45
50

1
00

10

52005200

10400

3
90
0

5
55

0
2
95
0

12
4
00

52005200

10400

5
55

0
2
95
0



(0.6）

(1.0）

(1.0） (1.0）

遮光板

（製造者標準品）

7

1

2

2

5

5

10

10
20

2030
30

拾い根拠図

(2.0） (2.0）
25.9(0.6） (0.6）7.7

(0.9）+(0.5)

H=3.6
2F床下り0.2

(2.1）

(1.7）

4
,5
0
0

1,
30
0

60010
0

指定色塗装

電源ユニット

EM-IE2.0

EM-IE2.0x2 (PF16)

54608190

13650

54
6
0

45
5
0

1
00

10

52005200

10400

3
9
0
0

5
5
5
0

29
5
0

1
2
4
0
0

敷地境界

敷
地

境
界

EM-IE2.0

EM-CE3.5sq-2C(FEP30)
GL-600

GLよりの立上げ配管は（PE22)とする。

GL-600
EM-CE3.5sq-2C(FEP30)

EM-IE2.0x2 (PF16)

EDED

３.プルボックスサイズ

〈D〉：P.BOX 200ｘ200ｘ200(SUS)+O.BOX

〈D〉

地中埋設管

ランプ仕様電圧 公共施設照明記号 備 考記号

～200V
100V

LED LST4-60-LN-T4.5

D種：接地銅棒10φ-1000LED 接地工事

600x600x1,300

左図参照

隠ぺい配管配線

２．掘削、埋戻しは木工事とする。

１．埋設配管上部(GL-300)に埋設シートを敷設する。

注 記

備 考名 称

分電盤

凡 例

記 号

LED外灯（HF300W相当）

埋込式ポール T4.5

外灯基礎

屋外電灯設備2階平面図 S=1/100

屋外電灯設備1階平面図 S=1/100

168

遠隔操作盤

DN

廊下

倉庫

更衣室

操作室

7280

吸水槽

流量調整弁室

排水側溝

排水桝

AE-14

工事名

図面名

年月日

尺 度 図面番号

会社名

令和４年度 荒川中部農業水利事業
花園揚水機場改修その２工事

S=1/100

屋外電灯設備平面図

関東農政局 荒川中部農業水利事業所事業所名

照明器具姿図

水銀灯300形相当

灯具

MCCB2P30/15

防水型開閉器

L-1
電灯盤

歩廊

電気室

男子便所

倉庫

物入

書庫

ポンプ室

玄関 ホール UP

Y2

Y1

Y4

Y3

X1 X2 X3

敷
地

境
界

導
水
幹
線
水
路

下

下

電 下

仕

下

下

下

下

g

As

As

As
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汚

雨

汚

汚

汚
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0

雨
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汚
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道

雨
汚

汚
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水

器

雨

汚

公
桝

汚

止
水

栓

WC

汚

汚

雨
看

タ
イ

ルC o

Co

諏
訪

支
右
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5

小前田用水

H=91.26m

R1-3

水
道

小前田用水路φ400

NO.94+29.170

MIP.1

水
道

ｹ-
ﾌﾞ

ﾙ

ｹ-
ﾌﾞ

ﾙ

上水道HIVPφ50

上
水

道
HI

V
P
50

上
水

道
H
I
VP

5
0

下
水

道
V
U1

5
0

下
水

道
V
U
1
50

下
水

道

下
水

道
VU

2
0
0

R1-2

R1-1

M2NO.0

武
蔵

野
用

水

E

汚

諏
訪

支
右

7/
5

寄
居

高
17

0

西
階

戸
26

6

西
階

戸
31

1

汚

汚

汚

西
階

戸
94

3

放
牧

地

W

W

原宿用水

汚

92.1

91.6

91.8

92.1

91.6

a

g

M
3I
P.
1

M 3
N
O .

1

T B
7

NO.94

NO.95

NO.94

NO.95

9
1
.
7

9
1
.
9

H=
9
1.

3
96

設No.0

T
A
22

g

As

TA.2291.19

91.08

90.97

90.92

91.28

91.29

91.20

91.13

90.92

90.93

91.43
91.00

91.09

91.17

91.29

91.29

91.12

91.22

91.17

91.08

91.02

91.01

91.12

91.10

91.14

91.97

91.33 91.33

92.20
91.07

91.29

91.26

91.21

91.00

90.94

90.9690.75

90.93

90.77
90.84

90.96

91.02

91.09

90.99

90.85

90.77

90.93

90.97

90.90

90.84
90.96

91.06

91.19

91.05

91.01

90.97
91.07

90.98

91.54

91.26

91.05

91.06

91.18

91.18

91.17

91.12

91.06

90.95

91.13

91.06
91.01

91.03

91.09

91.04

91.13

90.96

C146

C147

W148

C149

C154C155

P424P422

C156

P157

P420 P421 C143 C144

C150C151

5-001

5-002

5-003

5-004

下

仕切弁

下

下

下

下

西階所311

西階所266

西階所947

寄居高170

下

下

電

工
事

用
道

路
B
=
4.

5
m

90.75

90.80

90.90

DN

DN

49
5
0

吸水槽

武蔵野用水路φ400

R2-2

R2-1
R2-3

L形擁壁 H=2.40m､L=5.10m

寄
居

高
1
6
8

仕

物 置物 置

A
s

NO,95+13.898

NO,95+13.898

L形擁壁 H=2.40m､L=5.10m

L形擁壁 H=2.40m､L=5.10m

R2-4

L
形
擁
壁

H
=
2
.
4
0
m
L
=
4
9
5
0

UP

原宿用水路φ600

小前田用水路φ400

武蔵野用水路φ400

流量調整弁室

～EL91.00～

～EL91.00～

L
型
擁
壁

H
=
=
4
.
00
m
,
L
=
4
9
50

Y:
-5
55
40

MIP.2

事業所名

尺 度

会 社 名

年 月 日

図 面 名

工 事 名

図面番号1:150

関東農政局 荒川中部農業水利事業所

電気設備仮設計画図

AE-15

令和４年度 荒川中部農業水利事業
花園揚水機場改修その２工事

東電電柱⑥

東電電柱(仮設)⑨

東電電柱⑦

高圧引込柱②

仮設操作室

引込開閉器盤(宿直室用流用)

配線系統図

引込開閉器盤(操作室用ポンプ棟より移設)

1
.6

15
.
0

電話用保安器箱(操作室用ポンプ棟より移設)

遠隔制御盤

カニ沢制水門遠隔制御盤

カ
ニ
沢
制
水
門

操
作
室
用

電
話
用
保
安
器
箱

遠
隔
制
御
盤

CV 5.5sq-2C (架空)

CPEV 0.9sq-3P (架空)

電
灯
分
電
盤VVF 2.0-3C

CV 5.5sq-2C PF28

宿
直
棟
用

宿
直
棟
分
電
盤

既設ケーブル

電力会社仮設柱

引留碍子 1φ2W 100V 50Hz

電話用保安器箱

ED

引
込
開
閉
器
盤

引
込
開
閉
器
盤

S=1:30

東電電柱(仮設)⑨参考図

2.東電柱⑨より宿直棟へ引込ケーブル敷設 架空（電力施工）

3.東電柱⑨より仮設操作室へ引込ケーブル、電話引込ケーブル敷設 架空

仮設工程

1.構内に東電柱⑨を設置し、引込開閉器盤、電話用保安器箱を移設設置する

PB 150×150×100

WP SUS FL+1200

東電電柱④

1.6

1
.
4

1.1

NTT

1φ2W 100V 50Hz

引込開閉器盤

(操作室用ポンプ棟より移設)

(操作室用ポンプ棟より移設)

NTT

1φ2W 100V 50Hz

NTT

1φ2W 100V 50Hz

NTT

1φ2W 100V 50Hz

は移設を示す。

以降既設流用

東電電柱(仮設)⑨

架空（電力施工）

電力ケーブル用G(28)

引込用引留め金物

電話用保安器箱(移設)

引込開閉器盤(機場動力)残置

引込開閉器盤(機場電灯)残置

引込開閉器盤(移設)

引込開閉器盤 東電電柱(仮設)⑨へ移設

仮設操作室

架
空
（
電
力
施
工
）

CPEV 0.9sq-3P G(28)

CV 5.5sq-2C G(28)

引込用引留め金物

G(28)

G(28)

架空（電力施工）

架空（電力施工）

遠
隔
制
御
盤

3φ3W 200V 50Hz

3φ3W 200V 50Hz

4
.
0

4.0

2.0

(2.8)

0.7

宿直棟

既設機場



仮設操作室

2700

2775

37.5 37.5

仮設操作室

A-a 断面図

1/180

S=1:50平面図

A a

2775（柱芯寸法）

X2

2700

X0

27
75

（
柱

芯
寸

法
）

Y2

2
70

0

Y0

3
43

0

36
30

25
0

31
80

20
0

設計ＧＬ
基準ＦＬ

3
41

5

S=1:50

X2X0

カ
ニ
沢
制
水
門
遠
隔
操
作
盤

PB 150×150×100

WP SUS FL+1200

遠隔操作盤

カニ沢制水門遠隔操作盤

引
込
開
閉
器
盤

電
話
用
保
安
器
箱

照明器具姿図

LED40相当A

●本体：鋼板 白

●器具光束：1,890 lm

●LEDバー：ポリカーボネート 乳白

●保護等級：IP23防湿

B 遠隔操作盤
30/20

MCCB2P
200 A

容量(VA) 負 荷 名 称
開 閉 器

容 量 番号

回路

カニ沢制水門

Nｘ2

200

MCCB3P

50AF
/30AT 負 荷 名 称

開 閉 器

容 量

回路

番号

1φ3W 200-100V 50Hz

電灯分電盤結線図

（露出壁掛型）

C

30/20

MCCB2P

容量(VA)

遠隔操作盤

D
30/20

MCCB2P

30/20

MCCB2P エアコン電灯200

遠
隔
操
作
盤

CV 5.5sq-3C FEP30

CPEV 0.9sq-3P FEP30

電
灯
分
電
盤VVF 2.0-3C

CV5.5sq-3C FEP30CPEV0.9sq-3P FEP30

地上ころがし配線地上ころがし配線

1600

1800

7
0
0

1
5
0

800

1000

制御盤基礎詳細図

コンクリート (1.6×0.8)×0.7=0.896m3

型枠 (1.6＋0.8)×2×0.7=3.36m2

砕石 (1.8×1.0)×0.15=0.27m3

掘削 (2.2×1.4)×0.6=1.848m3

6
0
0

2200 1400

2
5
0

埋め戻し 1.848-0.896-0.27＋0.32=1.002m3

0.32:コンクリート地上部控除

残土は場内敷きならし

電灯分電盤

PB 150×150×100

WP SUS FL+1200

電灯分電盤

1000

エアコン用

2P20A E

エアコン用

2P20A E

D
30/20

MCCB2P 予備換気扇50

VVF 2.0-2C

１．電灯配線は下記とする。

VVF 2.0-3C

D

C

E

ころがし

ころがし

CV 5.5sq-3C PF28

事業所名

尺 度

会 社 名

年 月 日

図 面 名

工 事 名

図面番号S=1/50

関東農政局 荒川中部農業水利事業所

仮設操作室電気設備配線図

令和４年度 荒川中部農業水利事業
花園揚水機場改修その２工事

AE-16
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91.6

91.8
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事業所名

尺 度

会 社 名

年 月 日

図 面 名

工 事 名

図面番号1:150

関東農政局 荒川中部農業水利事業所

遠隔操作盤移設図・宿直棟配線図

AE-17

令和４年度 荒川中部農業水利事業
花園揚水機場改修その２工事

東電電柱⑥

東電電柱(仮設)⑨

東電電柱⑦

自営電柱②

配線系統図

操
作
室
用

電
話
用
保
安
器
箱

遠
隔
制
御
盤

建築設備

電
灯
分
電
盤

CV 5.5sq-2C G28

宿
直
棟
用

宿
直
棟
分
電
盤

引
込
開
閉
器
盤

引
込
開
閉
器
盤

2.東電柱⑧を設置し、管理棟へ引込ケーブル敷設(架空)

3.東電柱⑨を撤去、仮設ケーブルを撤去

本設工程

1.構内に自営柱⑩を設置し、宿直棟引込開閉器盤への配線接続（電力施工)

高圧引込
撤去

DN

操作室

更衣室

倉庫

湯沸室

女子便所

事務室

PS

PS

男子便所

電灯分電盤

保安器収納箱

カニ沢制水ゲート遠隔操作盤

玉淀ダム取水ゲート遠隔操作盤

引込開閉器盤（建築設備）

東電電柱⑧

新設

1φ2W 100V 50Hz

支線ガード

ステーブロック

ロッド棒付

巻付グリップ

支 線

自在バンド

コンクリート根枷

（バンド付）
ＥＤ

ＩＶ２２

接地銅棒

ポール底板

コンクリート柱用

コンクリート柱 ８ｍ

低圧引留碍子

低圧ラック

足場ボルト

亜鉛メッキ鋼縒線

玉碍子

巻付グリップ

引込装柱図

(宿直室用移設)

巻付グリップ

4.
0

は移設を示す。

1φ2W 100V 50Hz

自営引込柱⑩

S=1:30

自営引込柱⑩ (新設)参考図

自営引込柱⑩ (新設)

1φ2W 100V 50Hz

東電電柱④

NTT

1φ2W 100V 50Hz

東電電柱⑧

NTT

高圧引込柱

（ポンプ設備電気）

(建築設備)

(建築設備)

引込開閉器盤(宿直室用流用)

架空（電力施工）

架空（電力施工）

カ
ニ
沢
制
水
門

遠
隔
制
御
盤

1φ2W 100V 50Hz

NTT

は建築設備工事を示す。※

※※

※

(1.5)

電力、NTT施工

CPEV 0.9sq-3P G28

フリーアクセス内

フリーアクセス内

既設流用

宿直棟

既設機場

新設機場管理棟（2階）

新設機場ポンプ室棟



新設一式

消防法施行令

別 表 第 一 備考
延 べ 面 積

階 数構 造

工 事 種 目

建物別及び屋外

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

工事種別

建 物 名 称

○

○

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

一式

○ ごみ処理設備

屋 外

一式

一式

工事設計図

章 特 記 事 項項 目

（備考中の特定の施設、一般の施設とは耐震安全性の分類を示す。）

○ 厨房設備

○ 消火設備

○ 自動制御設備

○ 排煙設備

○ ガス設備

仕様書

１．工 事 概 要
1．工事場所

2．建物概要

3．工事種目（●印を付けたものを適用する）

5．設備概要（●印のついたものを適用する）

２．工 事 仕 様

（２）電気設備工事及び建築工事を本工事に含む場合、電気設備工事及び建築工事は、それぞれの工事仕様を適用する。

章、項目、特記事項共に●印の付いたものを適用し、○印のものは適用しない。

○

○

○

○

配管材料

○ 弁類

○ 保温

ただし、防凍保温は共通事項による。

屋外露出配管は標準仕様書第2編3.1.5.ｅ ・（ハ）・Ⅶによる保温を行う。

○ 配管材料

地中 ○

地中 ○

（１）屋内消火栓 一般 ○

（２）連結送水管 一般 ○

（３） ○

2

○ 建物導入部配管

○ システム

○ 厨房用熱源 図示による。

○ 機器の機能等 図示による。

○ ガス種別

○ 配管材料

○ 別途（○50kg ○ ○ ）× 本

○

○

○

ガス漏れ警報器○

漏洩検知装置○

○

引込負担金等○

○ 石綿含有品

撤去方法 ○図示による ○

○ 保温材

支持金物等○ ダクト及び配管等の支持金物及び吊り金物は本工事にて撤去する。

○ 発生材の処理

標準図（液化石油ガス容器廻り配管要領）による 本組。

（ ○物品管理者に引き渡し ○構外搬出適切処理 ）とする。

設計温湿度

夏期

冬期

温度(DB) 湿度(RH) 温度(DB) 湿度(RH) 温度(DB) 湿度(RH)

外 気
一 般 系 統

屋 内 （調 整 目 標）

℃

℃

％

％

℃

℃

％

％

℃

℃

％

％

湿度(RH)

％

％

温度(DB)

℃

℃

伸縮継手、掃除口及びばいじん量測定口の位置は図示による。○ 鋼板製煙道

○ ダクト

○ 風量測定口

チャンバー

○ ダンパー

○

○ 温度計

○ 圧力計

○ 瞬間流量計

○ 油面制御装置

保温及び消音内貼り

ダクト

風量測定口

空気調和設備の当該項目による。ダンパー

○ 排気ダクトのシール 浴室（シャワー室、脱衣室を含む）系統

チャンバー 空気調和設備の当該項目による。

保温

○ ダクト

○ 排煙口の形式

○ 排煙口手動開放装置

（開放及び復帰方式）

○ 排煙風量測定 建築設備定期検査業務基準書（日本建築設備安全センター）の排煙風量の検査方法に準ずる。

○ システム構成その他 図示による。

屋外・屋内露出の電線は、図面に特記のない限り金属管配線とする。

天井内隠ぺいの配線は、図面に特記のない限りケーブル配線とする。

○ 使用する電線類はEM電線とし、規格は標準仕様書第4編表4.1.11の使用する電線類の規格による。電気計装工事の配線

自動洗浄装置 洗浄水量は4L/回以下とし、使用状況により洗浄水量が制御できるものとする。

小便器

○ 標記板

○ 自動水栓の

○ 和風大便器の

防火区画貫通処理

配管材料

水栓

○水抜栓を使用する場合、水栓は固定こま式とする。

（○ただし、屋外に設ける水栓は耐寒水栓とする。）

量水器

量水器桝

○要（材質： ） （○大便器 ○小便器 ○ ） ○不要

○

○

○ 室内空気中の化学

物質の濃度測定

室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレンの濃度を測定し、

測定はパッシブ型採集機器により行う。

測定対象室 ・図示 ・

測定箇所数 ・図示 ・

主任技術者等 下記資格を証明する資料を監督職員に提出する。

のうち、1級の管工事施工管理の検定種目に合格した者

択科目を「流体機械」又は「暖冷房及び冷凍機械」とするものに限る。）、水道部門

（ロ）技術士法（昭和58年法律第25号）による第二試験のうち、技術部門を機械部門（選

（ロ）資格の区分1）の資格を有する者

（イ）技術検定のうち、1級又は2級の管工事施工管理の検定種目に合格した者

（イ）建設業法（昭和24年法律第100号）による技術検定（以下「技術検定」という。）

電気保安技術者○

技能士の適用

監督員事務所

この工事に必要な工事用電力、水及び諸手続などの費用は、すべて請負者の負担とする。

工事用仮設物

工事用電力・水

・その他

建設発生土の処理

埋め戻し土・盛土

工事写真・完成図等

る。説明板の大きさは、約 m とする。

○ 運転操作説明板

によるほか、監督職員の指示による。

機械設備工事機材承諾図様式集（平成22年版）機材の承諾図

総合調整

電源周波数

（1）機器類の能力、容量等は表示された数値以上とする。

（2）電動機出力、燃料消費量、圧力損失は、原則として表示された数値以下とする。

容量等の表示

耐震措置

・重要機器は次のものを示す。

配管

○ 「機器と配管接続部」取付け箇所は図示による。絶縁継手

地中埋設標等

保温

○ 塗装

既存コンクリート床、壁等の配管貫通部の穴開けは、ダイヤモンドカッターを用いる。○ はつり

電線類 電線及びケーブルの規格は標準仕様書第4編1.5.1表4.1.11による。

天井仕上区分 （ ）書きの室名は直天井を示し、その他は二重天井を示す。

吊り及び支持金物

○

事前調査

調査項目 ○

○下記によるほか、改修標準仕様書第1編1.5.1及び1.5.2による。

（１）図面及び特記仕様に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「公共建築工事標準仕様書

充てん容器

集合装置

転倒防止等

メーター

電気防食

配管材料

1．共通仕様

2．特記仕様

施工調査

取付け箇所は図示による。

取付け箇所は図示による。

取付け箇所は図示による。

コック付とし、取り付け箇所は図示による。

取付け箇所は図示による。

弁類

建物導入部配管

引込納付金等

管の埋設深さ

水栓柱○

配管材料

洗面器等の排水管

○ 満水試験継手

放流納付金等

洗面器に直結する排水管は、器具トラップより1サイズアップとする。

台所流し等の床上部分の配管は、ビニル管（RF－VP）でもよい。

○標準仕様書第2編2.4.8(f)による ○図示の箇所に取付ける。

系統図、機器等の取り扱い方及び重要な定期点検項目を書いたアクリル樹脂製の板を機械室に設け

弁類

2

2

（１）内貼りを施すチャンバーの表示寸法は外法を示す。

（３）ガラリに直接取付けるチャンバー及びホッパーは雨水の滞留のないように施工する。

たチャンバーには点検口を設け、大きさは図示による。

（２）空気調和機に取付けるサプライチャンバー、レタンチャンバー及びダクト系で消音内貼りし

ドレン管及び膨張タンク

よりボイラ等への補給水管

（５）高温水管 ○

（２）冷却水管 ○

（１）冷温水管 ○

（３）油管 ○

（４）蒸気管 給気管 ○

（１）防煙ダンパー 復帰方式（○遠隔 ○ ）

（２）ピストンダンパー 復帰方式（○遠隔 ○ ）

○標準図（耐火性能が必要となる阻集器・和風大便器の防火区画貫通処理要領(ｂ)（2））による。

石綿含有分析調査 ○本工事 ○別途

○金属類 （○機器類 ○ダクト ○配管 ○その他の金属 ）の処理は

保温材は、配管・ダクト等より分離する。

○要（○別途工事 ○本工事） ○不要

○要 ○不要

○要 ○不要

○本工事（図示による） ○別途工事 ）

○親メーター（○貸与品 ○ ） ○子メーター（○買い取り ）

標準図（液化石油ガス容器転倒防止施工要領）の（○（a） ○（b））による。

○液化石油ガス

○都市ガス ガス事業者の供給規定による。

○液化石油ガス （1）一般

（2）地中

○都市ガス（供給者名： 発熱量 MJ/m (N)）
3

○ドライシステム ○

標準図（建築物導入部の変位吸収配管要領） ○（a） ○（b） ○（c）による。

○ステンレス配管を使用する場合の材質はステンレス製とする。

JIS又はJV （○5K ○10K （図示部分））

○低圧ダクト（○コーナーボルト工法（長辺の長さが1,500mm以下の部分） ○アングルフラン

○高圧1ダクト（適用範囲は図示による。）とする。

○ステンレスダクト及び塩化ビニルダクトの仕様は別図による。

JIS又はJV （○5K ○10K（図示部分））

○鋼管用伸縮管継手の種類は図示による。

○ステンレス配管を使用する場合の材質はステンレス製とする。

○減油警報 ○ ）の端子を設ける。なおフロートスイッチ部と制御盤間の配管配

制御盤には（○給油ポンプ制御 ○満油警報 ○遠隔警報 ○電磁弁制御 ○返油ポンプ制御

○還りダクトの保温 範囲は（○ ○ ）

○外気ダクトの保温 範囲は（○ ○ ）

○膨張タンクよりボイラ等への補給水管の保温は、標準仕様書第2編3.1.4の膨張管の項による。

○建物内の空気抜き管の保温は、標準仕様書第2編3.1.4の膨張管の項による。

○高圧1ダクト（適用範囲は図示による。）

○厨房系統の長方形排気ダクトの板厚は、標準仕様書より1ランク厚いものを使用する。

○亜鉛鉄板 ○

○図示による

○ワイヤー式 ○電気式（遠隔操作 ○不要 ○要）

○合成樹脂製 ○アルミニウム合金製 ○人造石とぎ出し製 ○ステンレス製

調査範囲 ○図示 ○

調査方法 ○図示 ○

（○槽内 ○ ）の吊り金物・支持金物類はステンレス鋼製（SUS304）とする。

○塗装要（ ）

（○浴室（ユニットは除く） ○脱衣室 ○ ○ ）

○多湿箇所は下記の場所とする。（天井内共多湿箇所とする。）

○共同溝の保温は（標準仕様書第2編の施工箇所 ）を適用する。

50mm、呼び径32以上のものは40mmとする。

（1）ステンレス鋼管の接合は、下記による。

○火を使用する設備 ○避難経路上に設置する機器 ○

○防災設備 ○監視制御設備 ○危険物貯蔵装置

○給水装置 ○排水装置 ○換気機器 ○空調機器 ○熱源機器

○既存完成図（CADデータ）の修正を行う。

○完成図の原図サイズは、原則としてA1サイズとする。

○外部仮設足場等（○ 種 ○ 種）

○内部仮設足場等（○ 種 ○ 種）

○改修標準仕様書第1編2.2.1によるほか下記による。

○本工事で設置とする。

○資格の区分1）

工事現場におく電気保安技術者は、監督職員の指示に従い、電気工作物の保安業務を行うものと

する。

・要 ・不要

なお、電気設備工事の工事仕様は、（ ／ ）図、建築工事の工事仕様は（ ／ ）図による。

監督職員に報告すること。

又は衛生工学部門に合格した者

ジ工法）とする。

線は製造者の標準仕様とする。

ジ工法）とする。

（機器、盤類は除く）

○ＡＣ１００Ｖ ○乾電池 ○自己給電

（6．改修内容（改修工事のみ））

行う。 仕様は標準仕様書第2編3.1.4及び3.1.5とする。厚さは配管の呼び径25以下のものは

示による。

による。

備耐震設計・施工指針 2005年版)」により行う。ただし、設計用地震力(水平及び鉛直)は次の設

設備機器の固定等は、「国土交通省国土技術政策総合研究所・独立行政法人建築研究所監修(建築設

重要機器

屋上及び塔屋

上層階

重要機器一般機器

・ 特定の施設

一般機器

地下・1階

設計用標準水平震度

設置場所

（注） （ ）内の数値は防振支特の機器の場合に適用する。

2.0

1.5

1.0

（2.0）

（1.5）

（1.0）

〈2.0〉

〈1.5〉

〈1.5〉

1.5

1.0

0.6

（2.0）

（1.5）

（1.0）

〈1.5〉

〈1.0〉

〈1.0〉

0.6

1.0

1.5

（1.0）

（1.5）

2.0

〈1.0〉

〈1.0〉

〈1.5〉

0.4

0.6

1.0

（0.6）

（1.0）

（1.5）

〈0.6〉

〈0.6〉

1.0

中間階

機器種別

機器

防振支持の機器

水槽類（※1）

機器

防振支持の機器

水槽類（※1）

機器

防振支持の機器

水槽類（※1）

階、13階以上の場合は上層4階とする。

・上層階とは2～6階建の場合は 上階、7～9階建の場合は上層2階、10～12階建の場合は上層3

65A以上の冷温水・冷却水用弁装置の仕切弁はバタフライ弁とする。

一式 一式 一式

計用水平震度K 及び設計用鉛直震度Kv（K /2）を用いて計算する。設計用水平地力と設計用鉛

直地震力は同時に作用するものとする。

〈 〉内の数値は水槽類に適用する。

中間階とは地下階、1階を除く各階で上層階に該当しないもの（平家建の場合は無し）

○場外適切処分

Ｈ Ｈ

定格入力はDC24V、0.7A以下とする。

○

○

機材等 （１）本工事に使用する機材等は、設計図書に定める品質及び性能を有するもの又は同等以上のものとする。

ただし、同等以上のものとする場合は、あらかじめ監督職員の承諾を受ける。

本工事の建物内部に使用する機材等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するものとし、

次の１）から５）を満たすものとする。

その他の木質建材、ユリア樹脂板、仕上げ塗材及び壁紙は、ホルムアルデヒドを放散させないか、

１）合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、MDF、パーティクルボード、

２）保温材、緩衝材、断熱材はホルムアルデヒド及びスチレンを放散させないか、放散が極めて少ないも

３）接着剤はフタル酸ジ－n－ブチル及びフタル酸ジ－2－エチルヘキシルを含有しない難揮発性の可塑剤

を使用し、ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン

４）塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを放散させないか、放散が極めて少

５）上記１）、３）及び４）の建築材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、その他什器等は、

ホルムアルデヒドを放散させないか、放散が極めて少ないものとする。

放散が極めて少ないものとは放散量が第三種のものをいい、原則として規制対象外のものを使用する。

なお、ホルムアルデヒドを放散させないものとは放散量が規制対象外のものを、ホルムアルデヒドの

ただし、該当する材料等がない場合は、第三種のものを使用するものとする。

該当する機材等
ホルムアルデヒド

規制対象外

②建築基準法施行令第20条の7第4項による国土交通大臣認定品

③下記表示のあるJAS規格品

ａ．非ホルムアルデヒド系接着剤使用

ｂ．接着剤等不使用

ｃ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散させない

ｄ．ホルムアルデヒドを放散させない塗料等使用

ｅ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散させない

ｆ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散させない

第 三 種

②建築基準法施行令第20条の7第3項による国土交通大臣認定品

①JIS及びJASのF☆☆☆☆規格品

①JIS及びJASのF☆☆☆規格品

放散が極めて少ないものとする。

を放散させないか、放散が極めて少ないものとする。

のとする。

ないものとする。

の放散量

また、「ホルムアルデヒドの放散量」は、次のとおりとする。

（２）別表－1に機材等名が記載された製造業者等は次の１）から６）すべての事項を満たすものとし、

この証明となる資料又は外部機関（（社）公共建築協会 他）が発行する品質及び性能等が評価され

たことを示す書面を提出して監督職員の承諾を受ける。ただし、製造業者等名が記載されているもの

は、証明となる資料等の提出を省略することができる。

１）品質及び性能に関する試験データが整備されていること。

２）生産施設及び品質の管理が適切に行われていること。

３）安定的な供給が可能であること。

４）法令等で定めがある場合は、その許可、認可、認定又は免許を取得していること。

５）製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

６）販売、保守等の営業体制が整えられていること。なお、システムとして機能するものにあっては、

システムの構築能力があり、現場での施工体制が整えられていること。

化学物質を放散させ

る機材等

○保全に関する資料の提出部数は 部とする。

ホルムアルデヒドの放散量

○CADデータの提出 ・要 ・不要

材料使用

塗料使用

塗料等使用

方式及び種別 設 備 概 要

空 調 方 式

主 要 熱 源 機 器

自 動 制 御 方 式

給 水 方 式

排 水 方 式

消 火 設 備
の

種 類

ガ ス の 種 類

○ 空気調和 ○単一ダクト方式 ○全空気方式

○ 電気式 ○電子式 ○デジタル式

建物外放流先

○ 屋内消火栓設備 ○スプリンクラー設備
○ 泡消火設備 ○連結散水方式 ○連結送水管 ○フード等用簡易自動消火装置
○ 不活性ガス消火設備 （ ○ ）

○ 空気調和 ○単一ダクト方式 ○全空気方式

特定建設資材の

再資源化等について

○ 本工事は「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」（平成１２年５月３１日法律第１０４号）の

対象建設工事であり、分別解体、特定建設資材の再資源化等について適切な処理を行う。ただし、

工事契約後にやむを得ない事情により予定した条件により難い場合は監督職員と協議する。分別解体・

再資源化等の完了時に、以下の事項を書面にて監督職員に報告する。

① 再資源化等が完了した年月日

② 再資源化等をした施設の名称及び住所

③ 再資源化等に要した費用

１）分別解体の方法

２）特定建設資材廃棄物の種類と再資源化等をする施設

工 程 分別解体の方法

○ 新築 ○手作業
○ あり ○手作業・機械作業併用○ 増築

○ 修繕
○ 模様替

○ なし

特定建設資材廃棄物の種類 再資源化等をする施設の名称

○ コンクリート
○ コンクリート及び鉄から

成る建設資材
○ 木 材
○ アスファルト・コンクリート

所 在 地

○ 本工事は「建設副産物情報交換システム」を活用する。

総合施工計画作成時、工事完了時及び登録情報に変更が生じた場合、速やかに当該システムにデータ

入力を行う。また、同システムにより工事着手時に再生資源利用計画書及び再生資源利用促進計画書を、

工事完了時に同計画書の実施報告書（書式は同一）を作成し、監督職員に提出する。

測定時期 ○工事着手前 ○施工終了時

○呼び径６０Ｓｕ以下（ ）

○呼び径７５Ｓｕ以上（ ）

（2）建築物導入部の変位吸収方法は、標準図（建築物導入部の変位吸収配管要領）による。

（3）溶接部の非破壊検査 ○不要 ○要（ ）

既設配管を含む部分の試験 ○要（方法及び圧力： ） ○不要○ 試験

鋼板厚（○3.2㎜ ○4.5㎜）

○ファンコイルユニットと冷温水管の接続部（往・還）には、ボール弁を取付ける。

絶縁継手 図示の位置に取付ける。○

及びその組み込み

電源供給方式

○ 衛生器具ユニット ○ユニットの配管材料は、図示による。

洋風便器

保温

表３.１.５ 表２.３.５のｈ・（イ）・Ｘとする。

湯沸器の給排気筒（二重管）の隠ぺい箇所は保温を行う。なお、保温の種別は標準仕様書第２編

（ ○別途 ○構外搬出適切処理 ）とする。

○特別管理産業廃棄物 ○ ○ ）の処理は

（ ○別途 ○構外搬出適切処理 ）とする。

○石綿含有産業廃棄物 ○配管用成形保温材 ○フランジ用ガスケット） の処理は

○ 冷媒（フロン類）

冷凍機等の撤去に伴う冷媒の回収方法は、改修標準仕様書第３編２.１.２０により、

○本工事 ○別途

○フロン回収行程管理表の写し

次の書類を監督職員に提出する。

○特定家庭用機器廃棄物管理票（家電リサイクル券）の写し

の回収

作業内容

建築設備工事

（ ○別途 ○構外搬出適切処理 ）とする。

○上記以外のもの ○ ○ ）の処理は

撤
去
工
事

ガ
ス
設
備

消
火
設
備

給
湯
設
備

排
水
設
備

● ●

（2）屋 外 第一桝まで ●硬質塩化ビニル管(VP)

●

●
給
水
設
備

●

（2）地中埋設配管 ●耐衝撃性硬質塩化ビニル管(HIVP)

（3）その他の一般配管 ●耐衝撃性硬質塩化ビニル管(HIVP)

●

● JIS又はJV ●水道直結部分（●10K ○ ）

●

○ステンレス配管を使用する場合の材質はステンレス製とする。

管の上端より原則として、一般敷地は（ 30cm）構内道路は（ 60cm）以上とする。

○その他の部分（○ 5K ○ ）

●
空
気
調
和
設
備

●

●

●

●空気調和機及びファンコイルユニットの排水管の保温は、標準仕様書第2編3.1.5の排水管の項

換
気
設
備

● ●

● ●全熱交換ユニット用のダクト（保温の厚さ25mm、範囲は図示による）

排
煙
設
備

自
動
制
御
設
備

衛
生
器
具
設
備

●

● ●洋風便器の洗浄水量は8.5L/回以下とする。

●

● （1）地中埋設標 ●要（図示の箇所） ○不要

（2）埋設表示用テープ ●要（排水管を除く） ○不要

●

●

●

●

●50Hz ○60Hz

●本工事（調整項目は下記のものとする。）

●

● ●根切り土の中の良質土 ○山砂の類

●埋戻し後の建設発生土は、監督職員が指示する構内の場所に敷きならしとする。

足場・さん橋類● ●別契約の関係請負者が定置したものは無償で使用できる。

●

●設けない ○設ける●

構内につくることが ●できる ○できない

●資格の区分2）

●

● 空気調和設備

● 換気設備

● 衛生器具設備

● 給水設備

● 排水設備

新設一式

新設一式

新設一式

新設一式

4．指定部分 ●無 ○有（ 工期：平成 年 月 日）

○ 高置タンク方式 ●水道直結方式

建物内の汚水と雑排水（● 合流式 ○分流式）
ポンプ排水 ○あり（○汚物 ○雑排水 ○湧水） ●なし

○ファンコイルユニット・ダクト併用方式 ○

15項

● ●建築特記による

厨
房
設
備

50

40

●
一
般
共
通
事
項

●

●

● 標準図（建築物導入部の変位吸収配管要領）の ○（a） ○（b） ●（c）による。

○

●

●

○（ａ） ○（ｂ） ●（ｃ）

●屋外露出部（●給水管 ○消火管 ○膨張管 ●ドレン管 ○ ○弁類を含む）は防凍保温を

●

●

●熱絶縁施工（保温工事） ○冷凍空気調和機器施工（冷凍空調機器の裾付）

●低圧ダクト（●コーナーボルト工法（長辺の長さが1,500mm以下の部分） ○アングルフラン

●冷媒管の外装の種別は（●図示による ○保温化粧ケース ）

地上２階地下１階

花園揚水機場 建築機械設備

揚水機場

○ 浄化槽設備

● 給湯設備

新設一式

新設一式

一式

一式

新設一式

（1）汚 水 ● 直放流下水管 ○浄化槽を介して場内側溝へ放流
（2）雑排水 ● 直放流下水管

供給圧力 Pa、供給事業者名 ）
○ 都市ガス（種別 、高位発熱量 MJ/m3(N)、 低位発熱量 MJ/m3(N)

（機械設備工事編）（平成31年版）」（以下、「標準仕様書」という。）、「公共建築改修工事標準仕様書（機

械設備工事編）（平成31年版）」（以下、「改修標準仕様書」という。）及び「公共建築設備工事標準図（機械

設備工事編）（平成31年版）｣（以下、「標準図」という。）による。

●配管施工（配管工事） ○建築板金施工（ダクト製作および取付け）

●風量調整 ●水量調整 ●室内外空気の温湿度の測定 ○騒音の測定 ●飲料水の水質の測定

●

●

● ● ●給湯用銅管

●

●台所流し用の水栓は泡沫式とする。

埼玉県深谷市小前田

熊谷

26

22

36.7

0.6 51

46

通気管 ●硬質塩化ビニル管(VP)

●個別感知フラッシュ方式 （ 一体型 ） 制御盤（ ○要 ●不要 ）

●空冷パッケージエアコン 〇ルームエアコン

●

●屋内露出（○実験室 ●居室以外 ）の保温外装は（●アルミガラスクロス ○ ）とする。

●

○

● 一般の施設

雑排水管 ●耐火二層管

冷媒管 ●断熱材被覆銅管

工事名

図面名

年月日

尺 度 図面番号

会社名

令和４年度 荒川中部農業水利事業
花園揚水機場改修その２工事

事業所名 関東農政局 荒川中部農業水利事業所

S=NON

建築機械設備 特記仕様書

AM-1

桝間 ●硬質塩化ビニル管(VU)

（1）屋 内 汚水管 ●耐火二層管

●要（○別途工事 ●本工事）〇不要

●親メーター（●貸与品 ○ ） ○子メーター（○買い取り ○ ）●

● ●水道事業者指定品（●貸与品 ○買い取り） ○標準図MC形

● ●要（○別途工事 ○本工事） ○不要

（1）給水引込管（直結部分）水道事業者の指定による（●HIVP ）

○

○

●

（○厨房 ○湯沸室 ）用の隠ぺい部ダクト（仕様はｈ・（イ）・Ⅶ）とし、範囲は図

●屋外露出・土中埋設：硬質塩化ビニル管(VP)

（６）膨張管、空気抜き管 ●屋内：結露防止層付硬質塩化ビニル管(VP)

●

●

一式

令和 年 月（全 枚）

令和４年度 荒川中部農業水利事業

揚水機場

（m ）

429.58W造、RC造



工事名

図面名

年月日

尺 度 図面番号

会社名

令和４年度 荒川中部農業水利事業
花園揚水機場改修その２工事

事業所名 関東農政局 荒川中部農業水利事業所

機器仕様記 号 設置場所機器名称 備 考 機器仕様記 号 設置場所機器名称 備 考台数 φ V

消費電力

起動kW 連動

一次

電源台数 φ V

消費電力

起動kW 連動

一次

電源

ACP-1 パッケージ形

空気調和機

付属品類：標準パネル、ワイヤードリモコン

ACP-2 パッケージ形

空気調和機 冷房能力：10.0kW

暖房能力：11.2kW

2003 リモコン

3 200 リモコン

1

1

9.5/15.9

9.5/15.9

2階事務室

2階監視室

形 式：天井カセット形（4方向）

形 式：天井カセット形（4方向）

冷房能力：10.0kw

暖房能力：11.2kw

〇

連絡線

〇

連絡線

屋外ファン（0.186kW）、圧縮機（1.95kW）

定格出力：屋内ファン（0.106kW）

付属品類：標準パネル、ワイヤードリモコン

耐震用振れ止め金具

屋外ファン（0.186kW）、圧縮機（1.95kW）

定格出力：屋内ファン（0.106kW）

耐震用振れ止め金具

2階事務室HEU-1 全熱交換ユニット 形 式：天井カセット形 1 1 100 リモコン 〇

付属品類：標準パネル、ワイヤードリモコン

耐震用振れ止め金具

ダクト径：100φ

形 式：天井カセット形2階監視室全熱交換ユニットHEU-2

ダクト径：100φ

付属品類：標準パネル、ワイヤードリモコン

耐震用振れ止め金具

1 1 100 リモコン 〇

FE-1 有圧換気扇 1階ポンプ室

静 圧：50Pa

有圧換気扇 1階電気室 形 式：低騒音形（給気形・鋼板製）

羽 根 径：600Φ

風 量：7,380m
3
/h

付属品類：鋼板製風圧シャッター、不燃枠

ステンレス製ウェザーカバー（防鳥網付）共

付属品類：鋼板製電動シャッター、不燃枠、フィルターユニット

ステンレス製ウェザーカバー（防鳥網付）共

1 2003 ｻｰﾓ

ﾀｲﾏｰ

〇

2 3 200 ｻｰﾓ

ﾀｲﾏｰ

〇

FS-1

FS-2

有圧換気扇 1階ポンプ室 形 式：低騒音形（給気形・鋼板製）

静 圧：50Pa

付属品類：鋼板製電動シャッター、不燃枠

ステンレス製ウェザーカバー（防鳥網付）共

3 200 ｻｰﾓ

ﾀｲﾏｰ

〇

有圧換気扇 1階電気室

羽 根 径：600Φ

風 量：7,380m
3
/h

ステンレス製ウェザーカバー（防鳥網付）共

1 2003 ｻｰﾓ

ﾀｲﾏｰ

〇

形 式：低騒音形（排気形・鋼板製）

形 式：低騒音形（排気形・鋼板製）

付属品類：鋼板製電動シャッター、不燃枠

FE-2

FE-2

FS-2

FS-1

1階書庫天井埋込形換気扇

静 圧：50Pa

換気風量：255m3/h

形 式：低騒音型

付属品類：防振吊金具

1001 ｽｲｯﾁ 〇2

天井埋込形換気扇

FV-1

FV-2 形 式：低騒音型

換気風量：180m3/h

静 圧：50Pa

付属品類：防振吊金具

1 1 100 ｽｲｯﾁ 〇

天井埋込形換気扇FV-3 形 式：低騒音型1階男子便所

換気風量：50m3/h

静 圧：50Pa

付属品類：防振吊金具

1 1 100 〇ｽｲｯﾁ

1階倉庫

2階倉庫天井埋込形換気扇FV-4 形 式：低騒音型

換気風量：230m3/h

静 圧：50Pa

付属品類：防振吊金具

1 1 100 ｽｲｯﾁ 〇

天井埋込形換気扇 2階更衣室FV-5 形 式：低騒音型

換気風量：140m3/h

静 圧：50Pa

付属品類：防振吊金具

1 1 100 ｽｲｯﾁ 〇

天井埋込形換気扇FV-6 2階湯沸室 形 式：低騒音型(台所用)

換気風量：180m3/h

静 圧：50Pa

付属品類：防振吊金具

1 1 100 ｽｲｯﾁ 〇

FV-7 天井埋込形換気扇 2階男子便所 形 式：低騒音型

換気風量：270m3/h

静 圧：50Pa

付属品類：防振吊金具

1 1 100 ｽｲｯﾁ 〇

FV-8 天井埋込形換気扇 2階女子便所 形 式：低騒音型

換気風量：170m3/h

静 圧：50Pa

付属品類：防振吊金具

1 1 100 〇ｽｲｯﾁ

S=NON

機器表機器表

44W

44W

0.069

0.069

静 圧：100Pa

2 FE-1

0.77

0.77

静 圧：100Pa

26W

7.2W

26W

26W

31W

26W

静 圧：50Pa 24時間：2Pa

静 圧：60Pa 24時間：3Pa

空調換気設備 機器表

FV-9 パイプファン 1階物入

換気風量：60m3/h

静 圧：20Pa

1 1 100 〇ｽｲｯﾁ8.5W

付属品類：パイプスリーブ

形 式：壁取付形（電源コード直付）

AM-2

0.081

換気風量：150m3/h 24時間：30m3/h

換気風量：140m3/h 24時間：30m3/h

4.10

4.10

羽 根 径：350Φ

風 量：1,610m
3
/h

羽 根 径：350Φ

風 量：1,610m
3
/h

0.082



工事名

図面名

年月日

尺 度 図面番号

会社名

令和４年度 荒川中部農業水利事業
花園揚水機場改修その２工事

事業所名 関東農政局 荒川中部農業水利事業所

（倉庫）（更衣室）（廊下）（廊下）

（廊下） （電気室）（男子便所）

（階段室）

HEU HEU

1 2

（倉庫）（更衣室）（廊下）（事務室） （操作室） （女子便所）（男子便所）

（廊下） （電気室）（倉庫）（男子便所）（書庫）

OA OA

O
A

O
A

O
A

O
A

E
A

E
A

E
A

E
A

O
A

E
A

O
A

E
A

O
A

E
A

（階段室）

1

45

FVFVFVFV

78

FS FE

223 2

FVFVFV

FSFE

1 1×2 ×2

E
A

1

FV

OA:180m3/h

EA:180m3/h

OA:50m3/h

EA:50m3/h EA:180m3/h

OA:180m3/h

EA:230m3/h

OA:230m3/hOA:140m3/h

EA:140m3/h

OA:270m3/h

EA:270m3/h

OA:170m3/h

EA:170m3/h

ポンプ室

（湯沸室）

OA:180m3/h

EA:180m3/h

E
A

FV

6

（物入）

FV

9

空調換気設備 配管・ダクト系統図

S=NON

換気設備 ダクト系統図 S=NON

ポンプ室 （書庫）

25 25

（男子便所）（事務室）（操作室）

（倉庫）

R

R

RRD

DD

※1 ※2

AA

AA30

25 A 25 A A

屋外排水桝に接続

ACP

2

ACP

1

ACPACP

1 2

空調設備 配管系統図 S=NON

名 称 仕 様記 号

凡例

空調機 機器仕様による

有圧換気扇

冷媒管 断熱材被覆銅管

ドレン管D

R

天井扇 機器仕様による

機器仕様による

機器仕様による全熱交換ユニット

保温ダクト

パイプフード 深形（SUS製・防虫網付）

排気ダクト

給気ダクト

EA

OA スパイラルダクト（亜鉛鉄板製）

スパイラルダクト（亜鉛鉄板製）

防火区画貫通部材 大臣認定部材とする。

冷媒・ドレン用:PS060WL-0131

D 硬質ポリ塩化ビニル管(VP)

保温付硬質ポリ塩化ビニル管(VP)

ドレン管（土中・土間）

AM-3

24H24H

GW

EA:140m3/h

OA:140m3/hOA:150m3/h

EA:150m3/h

OA:510m3/h

EA:510m3/h

OA:3220m3/h

EA:3220m3/h



VC
OA

工事名

図面名

年月日

尺 度 図面番号

会社名

令和４年度 荒川中部農業水利事業
花園揚水機場改修その２工事

事業所名

S=1/100

関東農政局 荒川中部農業水利事業所

OA EA

注記

凡例

記号 名称

全熱交換器

天井扇

有圧換気扇

制気口

ダクト

換気設備 ダクト平面図

更衣室 アルミ製

VHS-200×200
OA 1

BOX-500×500×350H

アルミ製

OA 1

BOX-500×500×350H

倉庫

Q=230m
3
/h

VHS-250×250

Q=140m
3
/h

FVFV

5 4

FV

FV

7

8

アルミ製

OA 1

BOX-500×500×350H

アルミ製

OA 1

BOX-500×500×350H

男子便所 女子便所

Q=270m
3
/h

VHS-250×250VHS-250×250

Q=170m
3
/h

VCVC

VC

VC

VC

HEU

1

VC

VC

HEU

2

OA

VC(FD)

VC(FD)

FV

3

FV

FV

1

1

VCVC

FS

FE

T

サーモスタット

FV

9

T

サーモスタット

アルミ製

OA 1

アルミ製

OA 1

アルミ製

OA 1

倉庫

Q=180m
3
/h

VHS-200×200

BOX-400×400×350H

男子便所

Q=50m
3
/h

樹脂ｸﾞﾘﾙ100φ

書庫

Q=510m
3
/h

VHS-200×500

BOX-400×700×350H

2階 平面図 S=1/100

(3.50)

ポンプ室 上部

ポンプ室

歩廊

PS

PSPS

物入

UP

X2 X2X1 X3 X1 X3

Y4 Y4

天井クレーン 1t吊り

（手動式チェンブロック）

Y3 Y3
クレーン稼動範囲

クレーン走行レール

クレーン稼動範囲

Y2Y2

クレーンガーター

Y1 Y1
L L

K K

J J

I I

H H
DN

G G

F F

E E

D D

C C

B B

A A

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

D′

A
A′

B
B′

C
C′

D

DN

DN

12
,4

00

10,400

5,200 5,200

4,
55

0

2,
73

0

13,650

8,190 5,460

13,650

6,370 7,280

2,275

1,820 2,730

500200

700

1,
10

0

10
,0

10

4,
55

0

3,
64

0

5,
46

0

2,
73

0

1,
82

0
91

0

2,
73

0

910

3,640

3,640

5,460 2,730

91
0

1,
11

0
1,

62
0

2,730

1,820

2,730

1,820

5,
55

0

10,400

5,200 5,200

10
,0

10

2,
73

0

5,
46

0

3,
90

0.
15

12
,4

00
40

0

1,
82

0

1,365

1,500

3,
90

0
2,

95
0

5,
55

0

（男子便所）

（倉庫）

（事務室）

（操作室）

（電気室）

（玄関） （ホール）

1階 平面図 S=1/100

（書庫）

（女子便所）

（更衣室）

（廊下）

（湯沸室）

VC×2

（男子便所）

VC×2

EA

E
A

E
A

EA

EA

O
A

O
A

OA

SUS製ウエザーカバー
300×300（防虫網付）

（倉庫）

O
A

FV

2

チャンバーボックス
300×300×300

１）給気ダクト・チャンバーは全てGW25t巻きとする。

３）VC 部は深形フード（ステンレス製、防虫網付）とする。

４）サーモスタットは本工事とし、電気設備に支給する。

２）全熱交換器の1次側ダクトは排気は外壁から1mまで、給気は全て保温巻きとする。

2

2

FS

1

FS

1

1

1

FV

5

FE

FE

AM-4

VC

24H24H



工事名

図面名

年月日

尺 度 図面番号

会社名

令和４年度 荒川中部農業水利事業
花園揚水機場改修その２工事

事業所名

S=1/100

関東農政局 荒川中部農業水利事業所

S=1/100C-C′ 断面図

S=1/100A-A′ 断面図 S=1/100

3
,
0
0
0

150φ

100φ100φ 100φ
GW25t

100φ

200φ

VC

150φ

VC

100φ

tGW25

FV

1

3
,
1
0
0

3
,
0
0
0

3
,
0
0
0

1

FS

1

FS

4
,
0
1
0

4
,
0
1
0

6
,
2
7
0

6
,
2
7
0

1

FS

1

FE

1

FE

4
,
0
1
0

4
,
0
1
0

1

FS

S=1/100D-D′ 断面図

B-B′ 断面図

換気設備 ダクト断面図

200φ
tGW25

FS

1

2
,
5
0
0

FV

2

AM-5

81 62 3 4 5 7 9 10 11 12 13 14 15 16

13,650

6,825 6,825

1,000 1,000

2,
70

0
2,

70
0

20
0

2,
70

0

2,
50

0
20

0

3,
00

0
30

0

8,190 5,460

100φ
GW25t

HEU

1 2

HEU

TP 88.720

FL 89.020

TP 91.00

TP 91.30

X1 X2 X3

水勾配：1/100水勾配：1/100

2,
28

0

5,200 5,200

3,
70

0
30

0

5,200

10,400

5,200

3,
30

0

60
0

7,
90

0

7,
30

0

70
0

40
0

5,
00

0

79
9.

87
30

0.
13

1,
98

0

3,
08

0

3,
00

0

2,100

30
0

50
0

1FL

GL

高高さ

軒高

1FL

TP 89.800

1000

49
00

22
80

7009000700

GL 91.00

▽86.615

▽85.365

2
0
0
4
0
0

6
0
0

HWL 87.09

LLWL 85.82

L型擁壁(T-14)

H=4.0m

FWL 87.82

HWL 86.79

LLWL 85.52

L形擁壁(T-14)

H=2.40m

ｼﾝﾀﾞｰｺﾝｸﾘｰﾄ t300
(設備工事)

1FL

TP 91.00

TP 91.30

FL 89.020

30
0

GL 91.00

吸水槽

X1 X2 X3

軒高

高高さ

60
0 水勾配：1/100水勾配：1/100

3,
70

0

5,200

10,400

5,200

7,
90

0

7,
30

0

3,
30

0

40
0

70
0

4,
30

0

3,
70

0
60

0
80

0
30

0
1,

98
0

3,
08

0

Y1 Y2 Y3

A GB C D E F H I J K L

EX
P-
J

EX
P-

J

10

3

10

3

FWL 87.82

HWL 86.79

LLWL 85.52

4,550 2,730 910 1,820

900

600

300 900 300 900 300 1,650

6004,950

6,150

60
0

5,
10

0.
13

30
0

1,
98

0

2,
27

9.
87

30
0

3,
70

0

2,9505,550

12,400

3,9002,7302,730

3,640 400

1,0005,460

6,370

4,550

2,
70

0

2,
60

0

2,
60

0
20

0

2,
50

0

2,
70

0
20

0

4,
90

0

2,
50

0

3,
30

0

7,
30

0

7,
90

0

60
0

3,
70

0
80

0

2,
28

0

2,
00

0
15

0

1,000

2,
10

0

3,
70

0

9,
90

0

3,
80

0
30

0

7,
80

0

(玄関)

(男子便所)

ポンプ室

TP 91.30

TP 91.00

TP 88.720

FL 89.020

(男子便所)

(廊下)(事務室)

TP 91.30

TP 91.00

1FL
GL

2FL

軒高

高高さ

Y4

ポンプ室ポンプ室

(事務室) (操作室)

(書庫)電気室(書庫)

2
,
1
0
0

9
,
9
0
0

7
,
8
0
0

3
,
7
0
0

3
,
8
0
0

TP 91.30

TP 91.00

1FL
GL

2FL

軒高

高高さ



工事名

図面名

年月日

尺 度 図面番号

会社名

令和４年度 荒川中部農業水利事業
花園揚水機場改修その２工事

事業所名

S=1/100

関東農政局 荒川中部農業水利事業所

R

R

D

2

ACP

１）特記なき は冷媒管とする。

注記

２）特記なき はドレン管とする。

R

D

冷媒管リスト

液管 ガス管記号

A 6.4
３）冷媒管の屋外保温外装はステンレスラッキングとする。

15.9

A25,

25

空調設備 配管平面図

2階 平面図 S=1/100

ポンプ室 上部

ポンプ室

歩廊

PS

物入

UP

X2 X2X1 X3 X1 X3

Y4 Y4

天井クレーン 1t吊り

（手動式チェンブロック）

Y3 Y3
クレーン稼動範囲

クレーン走行レール

クレーン稼動範囲

Y2Y2

クレーンガーター

Y1 Y1
L L

K K

J J

I I

H H
DN

G G

F F

E E

D D

C C

B B

A A

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

DN

DN

12
,4

00

10,400

5,200 5,200

4,
55

0

2,
73

0

13,650

6,370 7,280

2,275

1,820 2,730

500200

700

1,
10

0

10
,0

10

4,
55

0

3,
64

0

5,
46

0

2,
73

0

1,
82

0
91

0

2,
73

0

910

3,640

3,640

5,460

91
0

1,
11

0
1,

62
0

2,730

1,820

2,730

1,820

5,
55

0

10,400

5,200 5,200

10
,0

10

2,
73

0

5,
46

0

3,
90

0.
15

12
,4

00
40

0

1,
82

0

5,
50

0

1,365

1,500

3,
90

0
2,

95
0

5,
55

0

（男子便所）

（倉庫）

（電気室）

（玄関） （ホール）

1階 平面図 S=1/100

（書庫）

（廊下）

（湯沸室）
（男子便所）

（倉庫） PS

5,460

13,650

8,190

（更衣室）

（操作室）

（事務室）

（女子便所）

A A ,30

ACP

1

R
R

D

PS

R DR

A ,30A

R DR

A ,30A

ACP

2

ACP

1

室外機基礎(本工事)

A A
D

30(土間配管)

小口径桝に接続

AM-6



工事名

図面名

年月日

尺 度 図面番号

会社名

令和４年度 荒川中部農業水利事業
花園揚水機場改修その２工事

事業所名

S=1/100

関東農政局 荒川中部農業水利事業所

2
2

22

HEU

1 21

ACP HEU

2

ACP

RC1、RC2 RC2、RC1

注記

２）スイッチの取付はスイッチボックスを使用すること。

１）ACP-1系統の室内～室外連絡配線（ ）は冷媒管と共巻とする。1記号 配線仕様

EM-CE3.5mm2-2C E2.0(共巻)

EM-CEE1.25mm2-2C(PF16)2

1

配線リスト 空調換気設備 配線平面図

ポンプ室 上部

ポンプ室

歩廊

PS

物入

UP

X2 X2X1 X3 X1 X3

Y4 Y4

天井クレーン 1t吊り

（手動式チェンブロック）

Y3 Y3
クレーン稼動範囲

クレーン走行レール

クレーン稼動範囲

Y2Y2

クレーンガーター

Y1 Y1
L L

K K

J J

I I

H H
DN

G G

F F

E E

D D

C C

B B

A A

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

DN

DN

12
,4

00

10,400

5,200 5,200

4,
55

0

2,
73

0

13,650

6,370 7,280

2,275

1,820 2,730

500200

700

1,
10

0

10
,0

10

4,
55

0

3,
64

0

5,
46

0

2,
73

0

1,
82

0
91

0

2,
73

0

910

3,640

3,640

5,460

91
0

1,
11

0
1,

62
0

2,730

1,820

2,730

1,820

5,
55

0

10,400

5,200 5,200

10
,0

10

2,
73

0

5,
46

0

3,
90

0.
15

12
,4

00
40

0

1,
82

0

5,
50

0

1,365

1,500

3,
90

0
2,

95
0

5,
55

0

（男子便所）

（倉庫）

（電気室）

（玄関） （ホール）

（廊下）

（湯沸室）
（男子便所）

PS

5,460

13,650

8,190

（更衣室）

（操作室）

（事務室）

（女子便所）

PS

（書庫）

（倉庫）

1 ×2

1 ×2

2階 平面図 S=1/1001階 平面図 S=1/100

AM-7



ブローキャッチャー（開放式）、逃がしホース、取付金具共

貯湯量 12L（ 高沸上温度85℃）

据置形（貯湯式）

仕様設置場所

2階湯沸室電気温水器

名称記号

EH-1

熱湯栓付き混合栓（壁付）

仕様・付属品

1階

密結形ロータンク（手洗無）、普通便座、ワンタッチ式紙巻器

参考品番

ＴＯＴＯ ＬＩＸＩＬ

器具名

洋風大便器

小便器

カウンター式洗面器

化粧棚

キー式横水栓、ホース接続形T28AKUH13横水栓

１化粧鏡

機器表

衛生器具表

注記

１）衛生器具は全て木下地に固定とする。

２）洗面器カウンターは建築工事とする。

YM3545A

UFS900JS

フレーム式洗面器、単水栓、壁給水、壁排水

水石けん入れ（陶器付）

塩ビ排水管

センサー一体形、壁排水・超節水タイプ

TS126AR

KF-24F 水石けん入れ（陶器付）TS126AR
単水栓、壁給水、床排水

洗面器

雨水貯留タンク 地上

貯留量200L

据置形

据付架台、散水栓共

WT-1

1

台数

1001

電気容量

備 考Vφ KW

1.1

1

CS232BP+SH232BA+TC301+YH51R

YH9207

L525CMRU+TLS01101J

L210CM+TLS01101J

YKH4025R

350×450

BC-ZA10P+DT-ZA150EP+CF-49AT

CF-AA23D+CF-11P

U-A51AP/BW1

KF-24F

L-2594N+LF-E02

L-175UN+LF-E02

H-402

KF-3545

LF-35G-13-CV

男
子
便
所

倉
庫

１

名 称 仕 様記 号

給水管(一般)

給水管(土中)

凡例

耐衝撃性塩化ビニル管(HIVP)

耐衝撃性塩化ビニル管(HIVP)

耐火二層管

硬質塩化ビニル管(VP)

雑排水管(一般)

雑排水管(屋外露出)

汚水管(一般) 耐火二層管

硬質塩化ビニル管(VP)汚水管(屋外露出)

硬質塩化ビニル管(VU)排水管(土中)

通気管(一般) 硬質塩化ビニル管(VP)

仕 切 弁 JIS5K,10K

仕切弁（BOX共）

混合水栓

水栓

樹脂蓋（鎖付き）小口径汚水桝

樹脂蓋（鎖付き）小口径雨水桝

フラッシュバルブ

ボックスは公共建築仕様とする。

銅管給湯管(一般)

湯
沸
室

合
計

屋外

く
つ
洗
い
場

２

３

１ １

2階

男
子
便
所

１１

女
子
便
所

２

１２

ポ
ン
プ
室

１

１１ ２

２１ ５

電源

ｺﾝｾﾝﾄ

NO 名称
桝形状

VP－VU
高さ

アダプター 防護蓋 中蓋

m

樹脂蓋

口径 立上口径種類

備考

蓋

小口径桝

小口径桝

100 1

鋳鉄蓋

200

200φ 200φ200φT=8100φ

A

B

C

D

小口径桝

小口径桝

90L

小口径排水桝リスト

１ ２

１ ３

小口径浸透桝

NO 名称
桝形状

VP－VU
高さ

アダプター 防護蓋 中蓋

m

樹脂蓋

口径 立上口径種類

備考

蓋

1 1

鋳鉄蓋

100φ

小口径雨水桝リスト

1 PM-FL 150 300 0.78 フィルター付き

300φ300φT=8300φ

小口径桝E 1

1

1

1

0.484

0.326

0.318

0.310

0.300 1

100 1200ST

100 1200

200100 190Y

90Y

200100 190Y

ポンプ室 男子便所

男子便所・女子便所・湯沸室

量水器25φ(BOX、止水栓共)

制水弁25

水道本管HIVP50

下水本管へ放流

20

50,25,65,75

20GV

20GV
自動エア抜き弁20

25,75,65

25,50,75,65

20,20,50,50,75,65

通気金具80A

25,100,65

給排水衛生設備 系統図 S=NON

工事名

図面名

年月日

尺 度 図面番号

会社名

令和４年度 荒川中部農業水利事業
花園揚水機場改修その２工事

事業所名 関東農政局 荒川中部農業水利事業所

S=NON

給排水衛生設備
凡例・器具表・機器表・系統図

AM-8



5170

1
0
0
1
0

E

F

G

H

I

J

K

L

H30KBM1

H=91.032

倉庫

g

As

下
下

下

下

下

5
3
0
1

21521
5140 5304

4
5
7
0

2
4
3
1
0

導
水

幹
線
水

路

1
2
4
0
0

Y 2

2
9
5
0

Y 1

Y 4

5
5
5
0

3
9
0
0

Y 3

1 0 400

5200 5200

X 1 X 2 X 3

2
3
1
4

6205

6135

4
1
1
1

4
3
4
9

敷
地

境
界

敷
地

境
界

敷地境界
敷地境界 敷地境界

敷
地

境
界

敷
地

境
界

14119道路境界 道路境界 道路境界 道路境界 道路境界

DN

玄関 ホール
UP

A

B

C

D

DN

1 3 650

8 190 5460

1 31 21 11 09654321 7 8 1 4 1 5 1 6

ポンプ室

クレーン稼動範囲

書庫

1820 3640

5460 2 730

物入

12417

歩廊

電気室

90.77

NO,95+13.898

NO,95+13.898

排水側溝

排水桝

男子便所

電

25,100

下水本管に接続

水道本管HIVP50

水道本管より取り出し

工事名

図面名

年月日

尺 度 図面番号

会社名

令和４年度 荒川中部農業水利事業
花園揚水機場改修その２工事

事業所名

S=1/100

関東農政局 荒川中部農業水利事業所

給排水衛生設備 屋外給排水設備図

▽Ｇ.Ｌ

200 200

50

150 150

60
0

10
0

10
0

10
0

アスファルト 密粒度

プライムコート

発生土埋戻し

埋設シート Ｗ＝１５０

再生粒度調整砕石（ＲＭ－４０）

新設管

再生砂

管径

下水本管150VU

AM-9

注記

１）埋設給水管には標識テープを施すこと。

２） 部：地中埋設標（鉄製）

以降給排水衛生設備平面図参照

E

宅地内新設土中配管及び舗装 参考断面図 S=N.S



工事名

図面名

年月日

尺 度 図面番号

会社名

令和４年度 荒川中部農業水利事業
花園揚水機場改修その２工事

事業所名

S=1/100

関東農政局 荒川中部農業水利事業所

2階 平面図 S=1/100

ポンプ室 上部

ポンプ室

歩廊

PS

PS

物入

UP

X2 X2X1 X3 X1 X3

Y4 Y4

天井クレーン 1t吊り

（手動式チェンブロック）

Y3 Y3
クレーン稼動範囲

クレーン走行レール

クレーン稼動範囲

Y2Y2

クレーンガーター

Y1 Y1
L L

K K

J J

I I

H H
DN

G G

F F

E E

D D

C C

B B

A A

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

DN

DN

12
,4

00

10,400

5,200 5,200

4,
55

0

2,
73

0

13,650

6,370 7,280

2,275

1,820 2,730

500200

700

1,
10

0

10
,0

10

4,
55

0

3,
64

0

5,
46

0

2,
73

0

1,
82

0
91

0

2,
73

0

910

3,640

3,640

5,460

91
0

1,
11

0
1,

62
0

2,730

1,820

2,730

1,820

5,
55

0

10,400

5,200 5,200

10
,0

10

2,
73

0

5,
46

0

3,
90

0.
15

12
,4

00
40

0

1,
82

0

5,
50

0

1,365

1,500

3,
90

0
2,

95
0

5,
55

0

（男子便所）

（倉庫）

（事務室）

（操作室）

（電気室）

（玄関） （ホール）

1階 平面図 S=1/100

（書庫）

（女子便所）
（廊下）

（湯沸室）
（男子便所）

（倉庫）

以降屋外給排水衛生設備図参照

25,100

20

25

25,100

1

1
1

1
1

1

側溝へ放流
(露出配管)

注記

１）埋設給水管には標識テープを施すこと。

２） 部：地中埋設標（鉄製）

３）雨水系統はGL以降浸透桝まで建築機械設備工事とする。

４）露出配管は屋内・屋外共にステンレスラッキングによる

保温を施すこと。

1

100

1

WT

量水器25φ(止水栓,BOX共)

PS

自動エア抜き弁20A

通気金具100A

20GV

制水弁25A

65

給排水衛生設備 1階・2階平面図

5,460

13,650

8,190

（更衣室）

20GV(VC-P)

A
B
C
D

E

20,75,65,75

20,65,75

通気金具75A

AM-10

1

(AM-9図)

別紙詳細図参照
(AM-11図)

別紙詳細図参照
(AM-11図)



屋外露出

工事名

図面名

年月日

尺 度 図面番号

会社名

令和４年度 荒川中部農業水利事業
花園揚水機場改修その２工事

事業所名 関東農政局 荒川中部農業水利事業所

F

I

L

51 7

F

I

L

51 7

PST28AKUH13

13-S4

２階 平面図詳細図 １／５０１階 平面図詳細図 １／５０

25GV(VC-P)

以降屋外給排水設備図参照

以降屋外給排水設備図参照

20

50
※1

50,20

※1
20

(SUSフレキ)
連結管

天井まで立ち上げ

75,20

COA80

75

※1
20

COA80

75,50

50 50 20

COA50

50

20,30,50
20

COA100

40

2020
20GV

50,75,20

20,40 COA50

75
75,20

COA80

注記

１）埋設給水管には標識テープを施すこと。

２） 部：地中埋設標（鉄製）

保温を施すこと。

３）屋外露出給水配管はステンレスラッキングによる

４）※1 部は床上配管を示す。

65,100,50,25

PS

PS

ＰＳ断面図 １／５０

I

▽GL

▽1FL

倉庫

PS

65,100,25

20GV(VC-P)

（ホール）（玄関）

（倉庫）

（男子便所）

（湯沸室）
（男子便所）

（女子便所）

EH

1

S=1/50

給排水衛生設備 平面詳細図

AM-11

５）湯沸室のコンロは電気式とする。

(AM-10図)
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